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○議長 與那覇朝輝 皆さん、おはようござい

ます。ただいまより平成30年第３回中城村議会

定例会を開催いたします。 

 これから本日の会議を開きます。 

  （１０時００分） 

 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 本定例会の会議録署名議員は、会議規則第

127条の規定により、12番 新垣博正議員及び

13番 仲座 勇議員を指名します。 

 日程第２ 会期の決定の件を議題といたしま

す。 

 お諮りします。本定例会の会期は本日６月８

日から６月15日の８日間にしたいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、本議会の会期は本日６月８日より

６月15日までの８日間に決定しました。 

 日程第３ 諸般の報告を行います。 

諸般の報告について 

 平成30年３月５日より、平成30年６月７日ま

での諸般の報告を下記のとおり行います。 

記 

１ 例月現金出納検査の報告について 

 村監査委員より、平成30年３月、４月、

５月の例月現金出納検査の結果報告があり

ました。 

２ 一部事務組合議会、介護保険広域連合議会、

後期高齢者医療広域連合議会の報告につい

て。 

  それぞれの議会議員より、各議会における

議事の経過及び結果の報告がありました。 

３ 陳情の処理について 

 期間中に受理した陳情は１件で、６月５

日の議会運営委員会で協議した結果、配付

してあります陳情等処理一覧表のとおり、

１件について文教社会常任委員会に付託い

たします。 

４ 沖縄県町村議会議長会関係について 

○４月27日（金）沖縄振興拡大会議が自治

会館で開催され、議長が出席しておりま

す。 

○５月27日（日）～５月29日（火）平成30

年度町村議長会議長・副議長研修会が東

京都で開催され、議長、副議長が参加し

ております。 

５ 中部町村議会議長会関係について 

○４月13日（金）定例総会が本村で開催さ

れ、議長、事務局長が出席しております。 

○５月15日（火）～18日（金）県外行政視

察が栃木県那須町・益子町で開催され、

議長・事務局長が参加しております。 

６ その他 

 その他の日程等については別紙にまとめ

てありますので、ご参照してください。 

 この中で町村議会議長会の５月27日から

29日までの件は、後ろのほうの別紙につけ

てありますけれども、町村議会議員の議員

報酬のあり方とか、あるいは議会活性化の

取り組み等のテーマがありまして、勉強に

なるところがたくさんございました。事務

局のほうに資料がありますので、ご参照し

ていただきたいと思います。 

 以上で、諸般の報告を終わります。 

 日程第４ 行政報告を行います。 

 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 それでは行政報告を行いま

す。 

 まずは２枚つづりのもので、抜粋して御報告

いたします。 

 平成30年３月から平成30年５月まででござい

ます。 

 まず３月１日、東海岸地域サンライズ推進協

議会総会がございました。国道329号バイパス

の進捗状況などの議論を交わしました。 

 ３月８日、ハワイ沖縄連合歓迎会に出席をい
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たしております。本村の研修生でもありました

高良コートニーさんがハワイの会長になりまし

て、中城村とこれからも絆を深めていきたいと

いう非常にすばらしい会でございました。 

 ３月11日には、防災訓練が北浜と久場地区で

行われております。その後、夕方からは講演会

がございました。これからも続けていきたいと

思っております。 

 ４月６日、中部広域の花と緑のまちづくりコ

ンクール授賞式に出席をしております。本村の

久場美ら島遊花会が見事、理事長賞をいただき

まして、その後のパーティーにも招待を受けま

して参加をしております。大変喜ばしいことで

ございます。 

 ４月24日、東海岸地域サンライズ推進協議会

の総会がございました。総会の中でも今後も東

海岸西原与那原地区に大型ＭＩＣＥの建設の推

進を一緒に頑張っていきましょうということで

ございました。 

 ４月27日には、沖縄県のほうで振興拡大会議、

議長とともに出席をしております。 

 ５月23日には、村商工会の通常総会に出席を

しております。 

 ５月30日、沖縄振興拡大会議の圏域別の意見

交換会、これは新たな取り組みでございますけ

れども、中南部の首長と中南部の今後について。

特に一括交付金のあり方についての議論がござ

いました。 

 以上でございます。 

 続いて平成30年度主要施策の執行状況調書

（第１・四半期分）を読み上げて御報告申し上

げます。 

 １ページのほうから主要施策執行状況調書、

まずは総務課のほうから事業名、契約年月日、

契約方法、契約金額、契約の相手方の順に読み

上げて御報告申し上げます。 

 まず18節災害対策ソーラー信号機整備事業、

平成30年５月17日、指名競争入札、91万6,920

円、85.8％、株式会社佐久本工機。 

 企画課、11節平成30年度広報なかぐすく印刷

製本業務、平成30年４月２日、指名競争入札、

383万4,000円、91.0％、株式会社近代美術。13

節庁舎移転に伴う新庁舎ネットワーク構成検討

支援業務委託、平成30年５月１日、随意契約、

199万6,920円、これは100％でございます。ト

ラストコミュニケーション株式会社。同じく13

節防災拠点及び地域交流施設新築工事磁気探査

委託業務、平成30年５月28日、指名競争入札、

70万2,000円、95.7％、合同会社リュウタン。

同じく13節同条の交流施設の新築工事管理委託

業務、平成30年５月28日、指名競争入札、196

万7,000円、90.5％、オリジナル建築設計室。

15節防災拠点及び地域交流施設新築工事、平成

30年５月28日、指名競争入札、5,759万6,400円、

94％、株式会社新栄組。 

 続きまして、企業立地・観光推進課、11節平

成30年度とよむ中城ガイドブック印刷製本委託

業務、平成30年５月８日、指名競争入札、102

万4,920円、91.4％、エムプロセス印刷。13節

地域人材ネット外部専門家招へい事業委託業務、

平成30年４月16日、随意契約、500万円、特定

非営利活動法人仕事人倶楽部。19節中城村シル

バー人材センター補助金、平成30年４月５日、

補助金260万円、中城村シルバー人材センター。

19節（公財）沖縄中部勤労者福祉サービスセン

ター補助金、平成30年４月５日、補助金86万円、

これも同じでございます。（公財）沖縄中部勤

労者福祉サービスセンター。19節中城村商工会

育成補助金、平成30年４月５日、補助金270万

円。19節中城城跡共同管理協議会負担金、平成

30年５月10日、負担金、2,292万4,800円。19節

クルーズ船受入事業に係る負担金、平成30年４

月18日、負担金、192万9,000円、中部広域市町

村圏事務組合。 

 税務課、13節電算処理委託業務、平成30年４

月１日、随意契約、424万5,722円、株式会社
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オーシーシー。 

 議会事務局、11節議会だより印刷製本業務、

平成30年４月27日、随意契約、96万9,408円、

丸正印刷株式会社。 

 都市建設課、13節平成30年度中城村道用地補

償委託業務、平成30年４月27日、随意契約、

167万4,000円、一般財団法人公共用地補償機構。

同じく13節平成29年度南上原地区道路台帳作成

委託業務、平成30年３月１日、随意契約、259

万2,000円、株式会社与那嶺測量設計。15節村

道奥間～南上原線災害復旧工事（Ｈ29年災3号）、

平成30年３月30日、指名競争入札、1,783万

4,040円、94.8％、有限会社渡久地建設。15節

村道中城城跡線改良舗装工事（10工区）、平成

30年３月22日、指名競争入札、5,829万8,400円、

93.2％、株式会社富士建設。15節南上原地区築

造工事（30-1工区）、平成30年５月14日、指名

競争入札、4,023万円、93.6％、有限会社ピー

ス造園土木。同じく都市建設課、22節物件移転

補償費、平成30年３月８日他、随意契約、

1,757万7,900円、南上原地内の６件でございま

す。 

 上下水道課、13節平成30年度水質検査委託業

務、平成30年４月１日、指名競争入札、106万

8,120円、38.4％、株式会社 沖縄環境保全研究

所。 

 教育総務課、13節中城村公共交通モデル事業

（登下校支援）バス運行業務、平成30年４月６

日、指名競争入札、1,049万7,600円、99.3％、

株式会社セノン沖縄支社。15節中城幼稚園遊具

整備工事、平成30年４月２日、指名競争入札、

351万円、77.6％、株式会社ジャクエツ環境事

業。 

 生涯学習課、13節中学生・高校生海外短期留

学派遣事業委託料、平成30年４月１日、随意契

約、88万5,600円、株式会社ドットソリュー

ションズ。13節吉の浦公園ごさまる陸上競技場

芝生維持管理業務委託、平成30年４月23日、随

意契約、1,231万2,000円、97.4％、東洋グリー

ン株式会社沖縄営業所。17節中城村振興対策推

進事業（吉の浦会館敷地内の私有地の買取り事

業）、平成30年３月７日他、随意契約、１億

2,770万円、安里・当間地内３件。17節中城ハ

ンタ道土地公有化事業、平成30年３月11日他、

随意契約、723万8,000円、新垣地内３件。 

 以上でございます。 

○議長 與那覇朝輝 続きまして、教育行政報

告を行います。 

 教育長 比嘉良治。 

○教育長 比嘉良治 おはようございます。３

月から５月までの教育行政報告、抜粋して報告

をいたします。 

 ３月９日、中城中学校の卒業式、告辞を述べ

ています。 

 16日、第３回定例教育委員会会議を行って、

中城村教育委員会人事、それから学校医、歯科

医、薬剤師の委嘱等について話し合いを行って

います。当日、第２回目の教育総合会議を行い

まして、公立幼稚園の設置等について話し合い

をしております。 

 22日、各小学校の卒業式、南小学校に参加し

て告辞を述べました。 

 ４月２日、第１回の臨時教育委員会会議を開

いて、教育長の職務代理の指名を仲松正敏委員

に行いました。 

 10日、中学校の入学式。 

 11日は小学校の入学式で告辞を述べています。 

 12日から13日まで、全国の町村教育長会議の

理事会が東京都のほうでございまして、文部科

学省の行政説明、研修会等が行われています。

これはことし中城村が県の町村教育長会の会長

ということで、沖縄県から１人参加して、旅費

も県のほうからという形で研修会が行われてい

ます。 

 20日の金曜日、第４回定例教育委員会会議が

行われまして、教育の日についてや米軍ヘリの
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小学校上空を飛行しないよう要請することにつ

いて等の話し合いを行いました。 

 ５月10日、11日、全国町村教育長会の定期総

会並びに研究大会が行われました。東京都のほ

うです。文部科学省の行政重点事項の説明、そ

れから実践報告、あと講演会で大谷氏による

「心を耕す」という演題で講演が行われました。 

 12日の土曜日、平成30年度海外短期留学面接

選考試験を行っています。ことしは13名の受験

者がいまして、高校生３名、中学校６名、合計

９名の派遣を決定しております。特徴的だった

のが、高校生３名とも、ことしは男子生徒で例

年男子が少ないのですが、ことしは高校生３名

とも男子だったということで、非常に頼もしく

思っています。 

 15日の火曜日、第５回定例教育委員会会議を

行いました。中城村の教育の日を定める規則の

制定、それから中城村特定教育施策の保育料を

定める規則の一部を改正する規則等について、

話し合いを行っております。 

 17日、18日は九州地区の町村教育長会の協議

会が福岡県のほうで行われました。各県の取り

組み、実践等について報告を受けて、研究・協

議を進めました。 

 以上で教育行政の報告を終わります。 

○議長 與那覇朝輝 以上で行政報告を終わり

ます。 

 休憩します。 

休 憩（１０時２０分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１０時４１分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 続きまして、日程第５ 議案第25号 中城村

と浦添市との間におけるごみ処理施設の整備等

に関する事務の委託に関する協議についてを議

題とします。 

 本件について提案理由の説明を求めます。 

 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 議案第25号 中城村と浦添

市との間におけるごみ処理施設の整備等に関す

る事務の委託に関する協議について御提案申し

上げます。 

 

議案第25号 

 

中城村と浦添市との間におけるごみ処理施設の整備等に関する事務

の委託に関する協議について 

 

 地方自治法（昭和22年法律第67号）第252条の14第１項の規定により、浦添市との協議により

規約を定め、中城村と浦添市との間におけるごみ処理施設の整備等に関する事務を委託すること

について、同条第３項において準用する同法第252条の２の２第３項の規定により、議会の議決

を求める。 

 

  平成30年６月８日提出 

中城村長 浜 田 京 介 
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提案理由 

 地方自治法第252条の14第１項の規定により、浦添市との協議により規約を定め、中城村と

浦添市との間におけるごみ処理施設の整備等に関する事務を委託することについて、同条第３

項において準用する同法第252条の２の２第３項の規定により、議会の議決を必要とする。 

 

中城村と浦添市との間におけるごみ処理施設の整備等に関する事務の委託に関する規約 

 （委託事務の範囲） 

第１条 中城村は、地方自治法（昭和22年法律第67号）第252条の14第１項の規定に基づき、一

般廃棄物（可燃ごみ、不燃ごみ及び粗大ごみに限る。）の処理に関する事務のうち、新たに設

置するごみ処理施設の整備等に関する次に掲げる事務（以下「委託事務」という。）の管理及

び執行を浦添市に委託する。 

（１） ごみ処理施設の建設に関する事務 

（２） ごみ処理施設の運営に関する事務 

（３） ごみ処理施設の廃止に関する事務 

 （管理及び執行の方法） 

第２条 委託事務の管理及び執行については、浦添市の条例、規則その他規程（以下「条例等」

という。）の定めるところに従って行うこととする。 

 （経費の負担等） 

第３条 委託事務の管理及び執行に要する経費は、中城村が負担するものとし、中城村は、これ

を浦添市に納付するものとする。 

２ 前項の経費の額及び納付の時期は、中城村と浦添市が協議して定める。この場合において、

浦添市は、あらかじめ当該経費の見積りに関する書類（事業計画案その他財政計画の参考とな

るべき書類を含む。）を中城村に送付するものとする。 

３ 各年度において、委託事務の管理及び執行に浦添市が要した経費のうち、中城村が浦添市に

納付した額に過不足があるときは、中城村と浦添市が協議してこれを調整するものとする。 

 （予算の計上） 

第４条 浦添市は、委託事務の管理及び執行に係る収入及び支出については、浦添市の歳入歳出

予算において分別して計上するものとする。 

 （収入） 

第５条 委託事務の管理及び執行に伴う収入は、全て浦添市の収入とする。 

 （予算の繰越） 

第６条 浦添市は、各年度において、その委託事務の執行に係る予算に残額があるときは、これ

を翌年度における経費として繰り越して使用するものとする。この場合において、浦添市は、

繰越金の生じた理由を付記した計算書を当該年度の出納閉鎖後に、速やかに中城村に提出する

ものとする。 
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 （決算の場合の措置） 

第７条 浦添市は、地方自治法第233条第６項の規定により決算の要領を公表したときは、同時

に当該決算の委託事務に関する部分を中城村に通知するものとする。 

 （連絡会議） 

第８条 浦添市は、委託事務の管理及び執行について連絡調整を図るため、定期に中城村と連絡

会議を開くものとする。ただし、中城村から申出があるときは、臨時に連絡会議を開くことが

できる。 

２ 前項の規定にかかわらず、浦添市は臨時に連絡会議を開くことができる。 

 （条例等の制定又は改廃の場合の措置） 

第９条 浦添市は、委託事務の管理及び執行について適用される浦添市の条例等を制定し、又は

改廃しようとするときは、あらかじめ中城村に通知し、連絡会議において協議するものとす

る。 

２ 浦添市は、前項の条例等を制定し、又は改廃したときは、直ちに当該条例等を中城村に通知

するものとする。 

３ 前項の規定による通知があったときは、中城村は直ちに当該条例等を公表しなければならな

い。 

 （その他） 

第10条 この規約に定めるもののほか、委託事務の管理及び執行に関し必要な事項は、中城村と

浦添市が協議して定めるものとする。 

   附 則 

１ この規約は、平成 年 月 日から施行する。 

２ 中城村は、この規約の告示の際併せて委託事務に関する浦添市の条例等が、中城村に適用さ

れる旨及びこれらの条例等を公表するものとする。 

３ 委託事務の全部又は一部を廃止するときは、当該委託事務の管理及び執行に係る収支は、当

該廃止の日をもってこれを打ち切り、浦添市がこれを決算する。この場合において、決算に

伴って剰余金又は不足金が生じたときは、この処理について中城村と浦添市が協議して定める

ものとする。 

 

 附則、１ この規約は、年月日は施行の日で

ございますので、空けてあります。 

 以上でございます。 

○議長 與那覇朝輝 本件については、６月５

日の全員協議会で副村長、担当課長より資料10

までと、それと参考組織図等をつけて説明を

行っておりますので、それを参照にしていただ

きたいと思います。 

 これで提案理由の説明を終わります。 

 日程第６ 議案第26号 中城村特別職の職員

で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一

部を改正する条例を議題とします。 

 本件について提案理由の説明を求めます。 

 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 議案第26号 中城村特別職

の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条

例の一部を改正する条例について御提案申し上

げます。 
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議案第26号 

 

中城村特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例 

 

 中城村特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例（昭和47年中城村条例第18号）

の一部を別紙のとおり改正したいので、地方自治法（昭和22年法律第67号）第96条第１項の規定

により、議会の議決を求める。 

 

  平成30年６月８日 提出 

中城村長 浜 田 京 介 

 

提案理由 

 去る１月に本村職員が沖縄県青少年保護育成条例違反の容疑で逮捕され、執行猶予付実刑判

決を受けたことに対し、村や社会に及ぼした影響の重大さを鑑み、平成30年度７月分の村長、

副村長の給与月額に限り、100分の10に相当する額を減額するため中城村特別職の職員で常勤

のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する必要がある。 

 

中城村特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例 

 

 中城村特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例（昭和47年中城村条例第18号）

の一部を次のように改正する。 

 附則に次の１項を加える。 

５ 平成30年７月１日から同年７月31日までの間における村長及び副村長の給料月額は、第３条

の別表１の規定にかかわらず、同表に規定する額から当該額の100分の10に相当する額を減じ

た額とする。 

 

   附 則 

 この条例は、公布の日から施行する。 

 

 以上でございます。 

○議長 與那覇朝輝 これで提案理由の説明を

終わります。 

 日程第７ 議案第27号 中城村税条例等の一

部を改正する条例を議題といたします。 

 本件について提案理由の説明を求めます。 

 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 議案第27号 中城村税条例

等の一部を改正する条例について御提案申し上

げます。 
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議案第27号 

 

中城村税条例等の一部を改正する条例 

 

 中城村税条例（昭和47年中城村条例第37号）の一部を別紙のとおり改正したいので、地方自治

法（昭和22年法律第67号）第96条第１項の規定により、議会の議決を求める。 

 

  平成30年６月８日 提出 

 

中城村長 浜 田 京 介 

 

提案理由 

 地方税法等の一部を改正する法律（平成30年法律第３号）が平成30年３月31日に公布され平

成30年10月1日から施行されるため、中城村税条例の一部を改正する必要がある。 

 

 

中城村税条例等の一部を改正する条例 

第１条 中城村税条例（昭和47年中城村条例第37号）の一部を次のように改正する。 

改正後 改正前 

 （製造たばこの区分） 

第92条 製造たばこの区分は、次に掲げるとおり

とし、製造たばこ代用品に係る製造たばこの区

分は、当該製造たばこ代用品の性状によるもの

とする。 

 (１) 喫煙用の製造たばこ 

ア 紙巻たばこ 

イ 葉巻たばこ 

ウ パイプたばこ 

エ 刻みたばこ 

オ 加熱式たばこ 

 (２) かみ用の製造たばこ 

 (３) かぎ用の製造たばこ 

 

 （村たばこ税の納税義務者等） 

第92条の２ （略） 

２ （略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （村たばこ税の納税義務者等） 

第92条 （略） 

２ （略） 
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 （卸売販売業者等の売渡し又は消費等とみなす

場合） 

第93条 （略） 

 （製造たばことみなす場合） 

第93条の２ 加熱式たばこの喫煙用具であって加

熱により蒸気となるグリセリンその他の物品又

はこれらの混合物を充填したもの（たばこ事業

法第３条第１項に規定する会社（以下この条に

おいて「会社」という。）、加熱式たばこの喫煙

用具であって加熱により蒸気となるグリセリン

その他の物品又はこれらの混合物を充填したも

のを製造した特定販売業者、加熱式たばこの喫

煙用具であって加熱により蒸気となるグリセリ

ンその他の物品又はこれらの混合物を充填した

ものを会社又は特定販売業者から委託を受けて

製造した者その他これらに準ずる者として施行

規則第８条の２の２で定める者により売渡し、

消費等又は引渡しがされたもの及び輸入された

ものに限る。以下この条及び次条第３項第１号

において「特定加熱式たばこ喫煙用具」とい

う。）は、製造たばことみなして、この節の規

定を適用する。この場合において、特定加熱式

たばこ喫煙用具に係る製造たばこの区分は、加

熱式たばことする。 

 （たばこ税の課税標準） 

第94条 たばこ税の課税標準は、第92条の２第１

項の売渡し又は同条第２項の売渡し若しくは消

費等（以下この条及び第98条において「売渡し

等」という。）に係る製造たばこの本数とす

る。 

２ 前項の製造たばこ（加熱式たばこを除く。）

の本数は、紙巻たばこの本数によるものとし、

次の表の左欄に掲げる製造たばこの本数の算定

については、同欄の区分に応じ、それぞれ同表

の右欄に定める重量をもって紙巻たばこの１本

に換算するものとする。 

 

 （卸売販売業者等の売渡し又は消費等とみなす

場合） 

第93条 （略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （たばこ税の課税標準） 

第94条 たばこ税の課税標準は、第92条第１項の

売渡し又は同条第２項の売渡し若しくは消費等

に係る製造たばこの本数とする。 

 

 

２ 前項の製造たばこの本数は、喫煙用の紙巻た

ばこの本数によるものとし、次の表の左欄に掲

げる製造たばこの本数の算定については、同欄

の区分に応じ、それぞれ当該右欄に定める重量

をもって喫煙用の紙巻たばこの１本に換算する

ものとする。この場合において、製造たばこ代

用品の区分については、当該製造たばこ代用品 
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区分 重量 

 （１） 喫煙用の製造たばこ  

   ア 葉巻たばこ １グラム 

   イ パイプたばこ １グラム 

   ウ 刻みたばこ ２グラム 

 （２） かみ用の製造たばこ ２グラム 

 （３） かぎ用の製造たばこ ２グラム 

３ 加熱式たばこに係る第１項の製造たばこの本

数は、第１号に掲げる方法により換算した紙巻

たばこの本数に0.8を乗じて計算した紙巻たば

この本数、第２号に掲げる方法により換算した

紙巻たばこの本数に0.2を乗じて計算した紙巻

たばこの本数及び第３号に掲げる方法により換

算した紙巻たばこの本数に0.2を乗じて計算し

た紙巻たばこの本数の合計数によるものとす

る。 

 (１) 加熱式たばこ（特定加熱式たばこ喫煙用

具を除く。）の重量の１グラムをもって紙巻

たばこの１本に換算する方法 

 (２) 加熱式たばこの重量（フィルターその他

の施行規則第16条の２の２で定めるものに係

る部分の重量を除く。）の0.4グラムをもって

紙巻たばこの0.5本に換算する方法 

 (３) 次に掲げる加熱式たばこの区分に応じ、

それぞれ次に定める金額の紙巻たばこの１本

の金額に相当する金額（所得税法等の一部を

改正する法律（平成30年法律第７号）附則第

48条第１項第１号に定めるたばこ税の税率、

一般会計における債務の承継等に伴い必要な

財源の確保に係る特別措置に関する法律（平

成10年法律第137号）第８条第１項に規定す

るたばこ特別税の税率、法第74条の５に規定

するたばこ税の税率及び法第468条に規定す

るたばこ税の税率をそれぞれ1,000で除して

得た金額の合計額を100分の60で除して計算

した金額をいう。第８項において同じ。）を 

 の性状による。 

区分 重量 

 １ 喫煙用の製造たばこ  

  イ パイプたばこ １グラム 

  ロ 葉巻たばこ １グラム 

  ハ 刻みたばこ ２グラム 

 ２ かみ用の製造たばこ ２グラム 

 ３ かぎ用の製造たばこ ２グラム 
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  もって紙巻たばこの0.5本に換算する方法 

  ア 売渡し等の時における小売定価（たばこ

事業法第33条第１項又は第２項の認可を受

けた小売定価をいう。）が定められている

加熱式たばこ 当該小売定価に相当する金

額（消費税法（昭和63年法律第108号）の

規定により課されるべき消費税に相当する

金額及び法第２章第３節の規定により課さ

れるべき地方消費税に相当する金額を除

く。） 

  イ アに掲げるもの以外の加熱式たばこ た

ばこ税法（昭和59年法律第72号）第10条第

３項第２号ロ及び第４項の規定の例により

算定した金額 

４ 第２項の表の左欄に掲げる製造たばこの重量

を紙巻たばこの本数に換算する場合又は第３項

第１号に掲げる方法により同号に規定する加熱

式たばこの重量を紙巻たばこの本数に換算する

場合における計算は、売渡し等に係る製造たば

この品目ごとの１個当たりの重量に当該製造た

ばこの品目ごとの数量を乗じて得た重量を第92

条に掲げる製造たばこの区分ごとに合計し、そ

の合計重量を紙巻たばこの本数に換算する方法

により行うものとする。 

５ 第３項第２号に掲げる方法により加熱式たば

この重量を紙巻たばこの本数に換算する場合に

おける計算は、売渡し等に係る加熱式たばこの

品目ごとの１個当たりの重量（同号に規定する

加熱式たばこの重量をいう。）に当該加熱式た

ばこの品目ごとの数量を乗じて得た重量を合計

し、その合計重量を紙巻たばこの本数に換算す

る方法により行うものとする。 

６ 前２項の計算に関し、第４項の製造たばこの

品目ごとの１個当たりの重量又は前項の加熱式

たばこの品目ごとの１個当たりの重量に0.1グ

ラム未満の端数がある場合には、その端数を切

り捨てるものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 前項の表の左欄に掲げる製造たばこの重量を

本数に換算する場合の計算は、第92条第１項の

売渡し又は同条第２項の売渡し若しくは消費等

に係る製造たばこの品目ごとの１個当たりの重

量に当該製造たばこの品目ごとの数量を乗じて

得た重量を同欄に掲げる製造たばこの区分ごと

に合計し、その合計重量を喫煙用の紙巻たばこ

の本数に換算する方法により行うものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 前項の計算に関し、製造たばこの品目ごとの

１個当たりの重量に0.1グラム未満の端数があ

る場合には、その端数を切り捨てるものとす

る。 
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７ 第３項第３号に掲げる方法により加熱式たば

こに係る同号ア又はイに定める金額を紙巻たば

この本数に換算する場合における計算は、売渡

し等に係る加熱式たばこの品目ごとの１個当た

りの同号ア又はイに定める金額に当該加熱式た

ばこの品目ごとの数量を乗じて得た金額を合計

し、その合計額を紙巻たばこの本数に換算する

方法により行うものとする。 

８ 前項の計算に関し、加熱式たばこの品目ごと

の１個当たりの第３項第３号アに定める金額又

は紙巻たばこの１本の金額に相当する金額に１

銭未満の端数がある場合には、その端数を切り

捨てるものとする。 

９ 第３項各号に掲げる方法により換算した紙巻

たばこの本数に同項に規定する数を乗じて計算

した紙巻たばこの本数に１本未満の端数がある

場合には、その端数を切り捨てるものとする。 

10 前各項に定めるもののほか、これらの規定の

適用に関し必要な事項は、施行規則で定めると

ころによる。 

 （たばこ税の税率） 

第95条 たばこ税の税率は、1,000本につき5,692

円とする。 

 

 （たばこ税の課税免除） 

第96条 （略） 

２ （略） 

３ 第１項の規定によりたばこ税を免除された製

造たばこにつき、法第469条第１項第１号に規

定する輸出業者が小売販売業者若しくは消費者

等に売渡しをし、又は消費等をした場合には、

当該製造たばこについて、当該輸出業者を卸売

販売業者等とみなして、第92条の２の規定を適

用する。 

 （たばこ税の申告納付の手続） 

第98条 前条の規定によってたばこ税を申告納付

すべき者（以下この節において「申告納税者」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （たばこ税の税率） 

第95条 たばこ税の税率は、1,000本につき5,262

円とする。 

 

 （たばこ税の課税免除） 

第96条 （略） 

２ （略） 

３ 第１項の規定によりたばこ税を免除された製

造たばこにつき、法第469条第１項第１号に規

定する輸出業者が小売販売業者若しくは消費者

等に売渡しをし、又は消費等をした場合には、

当該製造たばこについて、当該輸出業者を卸売

販売業者等とみなして、第92条の規定を適用す

る。 

 （たばこ税の申告納付の手続） 

第98条 前条の規定によってたばこ税を申告納付

すべき者（以下この節において「申告納税者」 
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 という。）は、毎月末日までに、前月の初日か

ら末日までの間における売渡し等に係る製造た

ばこの品目ごとの課税標準たる本数の合計数

（以下この節において「課税標準数量」とい

う。）及び当該課税標準数量に対するたばこ税

額、第96条第１項の規定により免除を受けよう

とする場合にあっては同項の適用を受けようと

する製造たばこに係るたばこ税額並びに次条第

１項の規定により控除を受けようとする場合に

あっては同項の適用を受けようとするたばこ税

額その他必要な事項を記載した施行規則第34号

の２様式による申告書を村長に提出し、及びそ

の申告に係る税金を施行規則第34号の２の５様

式による納付書によって納付しなければならな

い。この場合において、当該申告書には、第96

条第２項に規定する書類及び次条第１項の返還

に係る製造たばこの品目ごとの数量についての

明細を記載した施行規則第16号の５様式による

書類を添付しなければならない。 

 

２～５ （略） 

   附 則 

 （法附則第15条第２項第１号等の条例で定める

割合） 

第６条の２ （略） 

２～20 （略） 

21 法附則第15条第47項に規定する市町村の条例

で定める割合は、０とする。 

22 （略） 

 という。）は、毎月末日までに、前月の初日か

ら末日までの間における第92条第１項の売渡し

又は同条第２項の売渡し若しくは消費等に係る

製造たばこの品目ごとの課税標準たる本数の合

計数（以下この節において「課税標準数量」と

いう。）及び当該課税標準数量に対するたばこ

税額、第96条第１項の規定により免除を受けよ

うとする場合にあっては同項の適用を受けよう

とする製造たばこに係るたばこ消費税額並びに

次条第１項の規定により控除を受けようとする

場合にあっては同項の適用を受けようとするた

ばこ税額その他必要な事項を記載した施行規則

第34号の２様式による申告書を村長に提出し、

及びその申告に係る税金を施行規則第34号の２

の５様式による納付書によって納付しなければ

ならない。この場合において、当該申告書に

は、第96条第２項に規定する書類及び次条第１

項の返還に係る製造たばこの品目ごとの数量に

ついての明細を記載した施行規則第16号の５様

式による書類を添付しなければならない。 

２～５ （略） 

   附 則 

 （法附則第15条第２項第１号等の条例で定める

割合） 

第６条の２ （略） 

２～20 （略） 

 

 

21 （略） 

 

 

 第２条 中城村税条例（昭和47年中城村条例第37号）の一部を次のように改正する。 

改正後 改正前 

 （たばこ税の課税標準） 

第94条 （略） 

２ （略） 

 （たばこ税の課税標準） 

第94条 （略） 

２ （略） 
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３ 加熱式たばこに係る第１項の製造たばこの本

数は、第１号に掲げる方法により換算した紙巻

たばこの本数に0.6を乗じて計算した紙巻たば

この本数、第２号に掲げる方法により換算した

紙巻たばこの本数に0.4を乗じて計算した紙巻

たばこの本数及び第３号に掲げる方法により換

算した紙巻たばこの本数に0.4を乗じて計算し

た紙巻たばこの本数の合計数によるものとす

る。 

 (１)～(３) （略） 

４～10 （略） 

３ 加熱式たばこに係る第１項の製造たばこの本

数は、第１号に掲げる方法により換算した紙巻

たばこの本数に0.8を乗じて計算した紙巻たば

この本数、第２号に掲げる方法により換算した

紙巻たばこの本数に0.2を乗じて計算した紙巻

たばこの本数及び第３号に掲げる方法により換

算した紙巻たばこの本数に0.2を乗じて計算し

た紙巻たばこの本数の合計数によるものとす

る。 

 (１)～(３) （略） 

４～10 （略） 

 

 

 第３条 中城村税条例（昭和47年中城村条例第37号）の一部を次のように改正する。 

改正後 改正前 

 （たばこ税の課税標準） 

第94条 （略） 

２ （略） 

３ 加熱式たばこに係る第１項の製造たばこの本

数は、第１号に掲げる方法により換算した紙巻

たばこの本数に0.4を乗じて計算した紙巻たば

この本数、第２号に掲げる方法により換算した

紙巻たばこの本数に0.6を乗じて計算した紙巻

たばこの本数及び第３号に掲げる方法により換

算した紙巻たばこの本数に0.6を乗じて計算し

た紙巻たばこの本数の合計数によるものとす

る。 

 (１)及び(２) （略） 

 (３) 次に掲げる加熱式たばこの区分に応じ、

それぞれ次に定める金額の紙巻たばこの１本

の金額に相当する金額（所得税法等の一部を

改正する法律（平成30年法律第７号）附則第

48条第１項第２号に定めるたばこ税の税率、

一般会計における債務の承継等に伴い必要な

財源の確保に係る特別措置に関する法律（平

成10年法律第137号）第８条第１項に規定す 

 （たばこ税の課税標準） 

第94条 （略） 

２ （略） 

３ 加熱式たばこに係る第１項の製造たばこの本

数は、第１号に掲げる方法により換算した紙巻

たばこの本数に0.6を乗じて計算した紙巻たば

この本数、第２号に掲げる方法により換算した

紙巻たばこの本数に0.4を乗じて計算した紙巻

たばこの本数及び第３号に掲げる方法により換

算した紙巻たばこの本数に0.4を乗じて計算し

た紙巻たばこの本数の合計数によるものとす

る。 

 (１)及び(２) （略） 

 (３) 次に掲げる加熱式たばこの区分に応じ、

それぞれ次に定める金額の紙巻たばこの１本

の金額に相当する金額（所得税法等の一部を

改正する法律（平成30年法律第７号）附則第

48条第１項第１号に定めるたばこ税の税率、

一般会計における債務の承継等に伴い必要な

財源の確保に係る特別措置に関する法律（平

成10年法律第137号）第８条第１項に規定す 
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  るたばこ特別税の税率、法第74条の５に規定

するたばこ税の税率及び法第468条に規定す

るたばこ税の税率をそれぞれ1,000で除して

得た金額の合計額を100分の60で除して計算

した金額をいう。第８項において同じ。）を

もって紙巻たばこの0.5本に換算する方法 

  ア及びイ （略） 

４～10 （略） 

 

 （たばこ税の税率） 

第95条 たばこ税の税率は、1,000本につき6,122

円とする。 

  るたばこ特別税の税率、法第74条の５に規定

するたばこ税の税率及び法第468条に規定す

るたばこ税の税率をそれぞれ1,000で除して

得た金額の合計額を100分の60で除して計算

した金額をいう。第８項において同じ。）を

もって紙巻たばこの0.5本に換算する方法 

  ア及びイ （略） 

４～10 （略） 

 

 （たばこ税の税率） 

第95条 たばこ税の税率は、1,000本につき5,692

円とする。 

 

 

 第４条 中城村税条例（昭和47年中城村条例第37号）の一部を次のように改正する。 

改正後 改正前 

 （たばこ税の課税標準） 

第94条 （略） 

２ （略） 

３ 加熱式たばこに係る第１項の製造たばこの本

数は、第１号に掲げる方法により換算した紙巻

たばこの本数に0.2を乗じて計算した紙巻たば

この本数、第２号に掲げる方法により換算した

紙巻たばこの本数に0.8を乗じて計算した紙巻

たばこの本数及び第３号に掲げる方法により換

算した紙巻たばこの本数に0.8を乗じて計算し

た紙巻たばこの本数の合計数によるものとす

る。 

 (１)及び(２) （略） 

 (３) 次に掲げる加熱式たばこの区分に応じ、

それぞれ次に定める金額の紙巻たばこの１本

の金額に相当する金額（たばこ税法（昭和59

年法律第72号）第11条第１項に規定するたば

こ税の税率、一般会計における債務の承継等

に伴い必要な財源の確保に係る特別措置に関

する法律（平成10年法律第137号）第８条第 

 （たばこ税の課税標準） 

第94条 （略） 

２ （略） 

３ 加熱式たばこに係る第１項の製造たばこの本

数は、第１号に掲げる方法により換算した紙巻

たばこの本数に0.4を乗じて計算した紙巻たば

この本数、第２号に掲げる方法により換算した

紙巻たばこの本数に0.6を乗じて計算した紙巻

たばこの本数及び第３号に掲げる方法により換

算した紙巻たばこの本数に0.6を乗じて計算し

た紙巻たばこの本数の合計数によるものとす

る。 

 (１)及び(２) （略） 

 (３) 次に掲げる加熱式たばこの区分に応じ、

それぞれ次に定める金額の紙巻たばこの１本

の金額に相当する金額（所得税法等の一部を

改正する法律（平成30年法律第７号）附則第

48条第１項第２号に定めるたばこ税の税率、

一般会計における債務の承継等に伴い必要な

財源の確保に係る特別措置に関する法律（平 
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  １項に規定するたばこ特別税の税率、法第74

条の５に規定するたばこ税の税率及び法第

468条に規定するたばこ税の税率をそれぞれ

1,000で除して得た金額の合計額を100分の60

で除して計算した金額をいう。第８項におい

て同じ。）をもって紙巻たばこの0.5本に換算

する方法 

  ア （略） 

  イ アに掲げるもの以外の加熱式たばこ た

ばこ税法第10条第３項第２号ロ及び第４項

の規定の例により算定した金額 

 

４～10 （略） 

 

 （たばこ税の税率） 

第95条 たばこ税の税率は、1,000本につき6,552

円とする。 

  成10年法律第137号）第８条第１項に規定す

るたばこ特別税の税率、法第74条の５に規定

するたばこ税の税率及び法第468条に規定す

るたばこ税の税率をそれぞれ1,000で除して

得た金額の合計額を100分の60で除して計算

した金額をいう。第８項において同じ。）を

もって紙巻たばこの0.5本に換算する方法 

  ア （略） 

  イ アに掲げるもの以外の加熱式たばこ た

ばこ税法（昭和59年法律第72号）第10条第

３項第２号ロ及び第４項の規定の例により

算定した金額 

４～10 （略） 

 

 （たばこ税の税率） 

第95条 たばこ税の税率は、1,000本につき6,122

円とする。 

 

 

第５条 中城村税条例（昭和47年中城村条例第37号）の一部を次のように改正する。 

改正後 改正前 

 （製造たばことみなす場合） 

第93条の２ 加熱式たばこの喫煙用具であって加

熱により蒸気となるグリセリンその他の物品又

はこれらの混合物を充填したもの（たばこ事業

法第３条第１項に規定する会社（以下この条に

おいて「会社」という。）、加熱式たばこの喫煙

用具であって加熱により蒸気となるグリセリン

その他の物品又はこれらの混合物を充填したも

のを製造した特定販売業者、加熱式たばこの喫

煙用具であって加熱により蒸気となるグリセリ

ンその他の物品又はこれらの混合物を充填した

ものを会社又は特定販売業者から委託を受けて

製造した者その他これらに準ずる者として施行

規則第８条の２の２で定める者により売渡し、

消費等又は引渡しがされたもの及び輸入された 

 （製造たばことみなす場合） 

第93条の２ 加熱式たばこの喫煙用具であって加

熱により蒸気となるグリセリンその他の物品又

はこれらの混合物を充填したもの（たばこ事業

法第３条第１項に規定する会社（以下この条に

おいて「会社」という。）、加熱式たばこの喫煙

用具であって加熱により蒸気となるグリセリン

その他の物品又はこれらの混合物を充填したも

のを製造した特定販売業者、加熱式たばこの喫

煙用具であって加熱により蒸気となるグリセリ

ンその他の物品又はこれらの混合物を充填した

ものを会社又は特定販売業者から委託を受けて

製造した者その他これらに準ずる者として施行

規則第８条の２の２で定める者により売渡し、

消費等又は引渡しがされたもの及び輸入された 
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 ものに限る。以下この条において「特定加熱式

たばこ喫煙用具」という。）は、製造たばこと

みなして、この節の規定を適用する。この場合

において、特定加熱式たばこ喫煙用具に係る製

造たばこの区分は、加熱式たばことする。 

 

 （たばこ税の課税標準） 

第94条 （略） 

２ （略） 

３ 加熱式たばこに係る第１項の製造たばこの本

数は、次に掲げる方法により換算した紙巻たば

この本数の合計数によるものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (１)及び(２) （略） 

４ 第２項の表の左欄に掲げる製造たばこの重量

を紙巻たばこの本数に換算する場合における計

算は、売渡し等に係る製造たばこの品目ごとの

１個当たりの重量に当該製造たばこの品目ごと

の数量を乗じて得た重量を第92条に掲げる製造

たばこの区分ごとに合計し、その合計重量を紙

巻たばこの本数に換算する方法により行うもの

とする。 

 

 

５ 第３項第１号に掲げる方法により加熱式たば

この重量を紙巻たばこの本数に換算する場合に

おける計算は、売渡し等に係る加熱式たばこの

品目ごとの１個当たりの重量（同号に規定する

加熱式たばこの重量をいう。）に当該加熱式た 

 ものに限る。以下この条及び次条第３項第１号

において「特定加熱式たばこ喫煙用具」とい

う。）は、製造たばことみなして、この節の規

定を適用する。この場合において、特定加熱式

たばこ喫煙用具に係る製造たばこの区分は、加

熱式たばことする。 

 （たばこ税の課税標準） 

第94条 （略） 

２ （略） 

３ 加熱式たばこに係る第１項の製造たばこの本

数は、第１号に掲げる方法により換算した紙巻

たばこの本数に0.2を乗じて計算した紙巻たば

この本数、第２号に掲げる方法により換算した

紙巻たばこの本数に0.8を乗じて計算した紙巻

たばこの本数及び第３号に掲げる方法により換

算した紙巻たばこの本数に0.8を乗じて計算し

た紙巻たばこの本数の合計数によるものとす

る。 

 (１) 加熱式たばこ（特定加熱式たばこ喫煙用

具を除く。）の重量の１グラムをもって紙巻

たばこの１本に換算する方法 

 (２)及び(３) （略） 

４ 第２項の表の左欄に掲げる製造たばこの重量

を紙巻たばこの本数に換算する場合又は前項第

１号に掲げる方法により同号に規定する加熱式

たばこの重量を紙巻たばこの本数に換算する場

合における計算は、売渡し等に係る製造たばこ

の品目ごとの１個当たりの重量に当該製造たば

この品目ごとの数量を乗じて得た重量を第92条

に掲げる製造たばこの区分ごとに合計し、その

合計重量を紙巻たばこの本数に換算する方法に

より行うものとする。 

５ 第３項第２号に掲げる方法により加熱式たば

この重量を紙巻たばこの本数に換算する場合に

おける計算は、売渡し等に係る加熱式たばこの

品目ごとの１個当たりの重量（同号に規定する

加熱式たばこの重量をいう。）に当該加熱式た 
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 ばこの品目ごとの数量を乗じて得た重量を合計

し、その合計重量を紙巻たばこの本数に換算す

る方法により行うものとする。 

６ （略） 

７ 第３項第２号に掲げる方法により加熱式たば

こに係る同号ア又はイに定める金額を紙巻たば

この本数に換算する場合における計算は、売渡

し等に係る加熱式たばこの品目ごとの１個当た

りの同号ア又はイに定める金額に当該加熱式た

ばこの品目ごとの数量を乗じて得た金額を合計

し、その合計額を紙巻たばこの本数に換算する

方法により行うものとする。 

８ 前項の計算に関し、加熱式たばこの品目ごと

の１個当たりの第３項第２号アに定める金額又

は紙巻たばこの１本の金額に相当する金額に１

銭未満の端数がある場合には、その端数を切り

捨てるものとする。 

 

 

 

 

９ （略） 

 ばこの品目ごとの数量を乗じて得た重量を合計

し、その合計重量を紙巻たばこの本数に換算す

る方法により行うものとする。 

６ （略） 

７ 第３項第３号に掲げる方法により加熱式たば

こに係る同号ア又はイに定める金額を紙巻たば

この本数に換算する場合における計算は、売渡

し等に係る加熱式たばこの品目ごとの１個当た

りの同号ア又はイに定める金額に当該加熱式た

ばこの品目ごとの数量を乗じて得た金額を合計

し、その合計額を紙巻たばこの本数に換算する

方法により行うものとする。 

８ 前項の計算に関し、加熱式たばこの品目ごと

の１個当たりの第３項第３号アに定める金額又

は紙巻たばこの１本の金額に相当する金額に１

銭未満の端数がある場合には、その端数を切り

捨てるものとする。 

９ 第３項各号に掲げる方法により換算した紙巻

たばこの本数に同項に規定する数を乗じて計算

した紙巻たばこの本数に１本未満の端数がある

場合には、その端数を切り捨てるものとする。 

10 （略） 

 

 

 第６条 中城村税条例の一部を改正する条例（平成27年中城村条例第17号）の一部を次のように改正

する。 

改正後 改正前 

   附 則 

 

 （村たばこ税に関する経過措置） 

第６条 （略） 

２ 次の各号に掲げる期間内に、地方税法第465

条第１項に規定する売渡し又は同条第２項に規

定する売渡し若しくは消費等が行われる紙巻た

ばこ３級品に係る村たばこ税の税率は、中城村

税条例第95条の規定にかかわらず、当該各号に 

   附 則 

 

 （村たばこ税に関する経過措置） 

第６条 （略） 

２ 次の各号に掲げる期間内に、地方税法第465

条第１項に規定する売渡し又は同条第２項に規

定する売渡し若しくは消費等が行われる紙巻た

ばこ３級品に係る村たばこ税の税率は、新条例

第95条の規定にかかわらず、当該各号に定める 
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 定める税率とする。 

 (１) 平成28年４月１日から平成29年３月31日

まで 1,000本につき2,925円 

 (２) 平成29年４月１日から平成30年３月31日

まで 1,000本につき3,355円 

 (３) 平成30年４月１日から平成31年９月30日

まで 1,000本につき4,000円 

３ （略） 

４ 平成28年４月１日前に地方税法第465条第１

項に規定する売渡し又は同条第２項に規定する

売渡し若しくは消費等（同法第469条第１項第

１号及び第２号に規定する売渡しを除く。以下

この条において同じ。）が行われた紙巻たばこ

３級品を同日に販売のため所持する卸売販売業

者等（中城村税条例第92条の２第１項に規定す

る卸売販売業者等をいう。以下この条において

同じ。）又は小売販売業者がある場合におい

て、これらの者が所得税法等の一部を改正する

法律（平成27年法律第９号。以下「所得税法等

改正法」という。）附則第52条第１項の規定に

より製造たばこの製造者として当該紙巻たばこ

３級品を同日にこれらの者の製造たばこの製造

場から移出したものとみなして同項の規定によ

りたばこ税を課されることとなるときは、これ

らの者が卸売販売業者等として当該紙巻たばこ

３級品（これらの者が卸売販売業者等である場

合には村の区域内に所在する貯蔵場所、これら

の者が小売販売業者である場合には村の区域内

に所在する当該紙巻たばこ３級品を直接管理す

る営業所において所持されるものに限る。）を

同日に小売販売業者に売り渡したものとみなし

て、村たばこ税を課する。この場合における村

たばこ税の課税標準は、当該売り渡したものと

みなされる紙巻たばこ３級品の本数とし、当該

村たばこ税の税率は、1,000本につき430円とす

る。 

５～12 （略） 

 税率とする。 

 (１) 平成28年４月１日から平成29年3月31日

まで 1,000本につき2,925円 

 (２) 平成29年４月１日から平成30年３月31日

まで 1,000本につき3,355円 

 (３) 平成30年４月１日から平成31年３月31日

まで 1,000本につき4,000円 

３ （略） 

４ 平成28年４月１日前に地方税法第465条第１

項に規定する売渡し又は同条第２項に規定する

売渡し若しくは消費等（同法第469条第１項第

１号及び第２号に規定する売渡しを除く。以下

この条において同じ。）が行われた紙巻たばこ

３級品を同日に販売のため所持する卸売販売業

者等（新条例第92条第１項に規定する卸売販売

業者等をいう。以下この条において同じ。）又

は小売販売業者がある場合において、これらの

者が所得税法等の一部を改正する法律（平成27

年法律第９号。以下「所得税法等改正法」とい

う。）附則第52条第１項の規定により製造たば

この製造者として当該紙巻たばこ３級品を同日

にこれらの者の製造たばこの製造場から移出し

たものとみなして同項の規定によりたばこ税を

課されることとなるときは、これらの者が卸売

販売業者等として当該紙巻たばこ３級品（これ

らの者が卸売販売業者等である場合には村の区

域内に所在する貯蔵場所、これらの者が小売販

売業者である場合には村の区域内に所在する当

該紙巻たばこ３級品を直接管理する営業所にお

いて所持されるものに限る。）を同日に小売販

売業者に売り渡したものとみなして、村たばこ

税を課する。この場合における村たばこ税の課

税標準は、当該売り渡したものとみなされる紙

巻たばこ３級品の本数とし、当該村たばこ税の

税率は、1,000本につき430円とする。 

 

５～12 （略） 
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13 平成31年10月１日前に地方税法第465条第１

項に規定する売渡し又は同条第２項に規定する

売渡し若しくは消費等が行われた紙巻たばこ３

級品を同日に販売のため所持する卸売販売業者

等又は小売販売業者がある場合において、これ

らの者が所得税法等改正法附則第52条第12項の

規定により製造たばこの製造者として当該紙巻

たばこ３級品を同日にこれらの者の製造たばこ

の製造場から移出したものとみなして同項の規

定によりたばこ税を課されることとなるとき

は、これらの者が卸売販売業者等として当該紙

巻たばこ３級品（これらの者が卸売販売業者等

である場合には村の区域内に所在する貯蔵場

所、これらの者が小売販売業者である場合には

村の区域内に所在する当該紙巻たばこ３級品を

直接管理する営業所において所持されるものに

限る。）を同日に小売販売業者に売り渡したも

のとみなして、村たばこ税を課する。この場合

における村たばこ税の課税標準は、当該売り渡

したものとみなされる紙巻たばこ３級品の本数

とし、当該村たばこ税の税率は、1,000本につ

き1,692円とする。 

14 第５項から第８項までの規定は、前項の規定

により村たばこ税を課する場合について準用す

る。この場合において、次の表の左欄に掲げる

規定中同表の中欄に掲げる字句は、それぞれ同

表の右欄に掲げる字句に読み替えるものとす

る。 
 
第５項 前項 第13項 

附則第20条第４項 附則第20条第14項

において準用する

同条第４項 

平成28年５月２日 平成31年10月31日 

第６項 平成28年９月30日 平成32年３月31日 

（略） 
  

13 平成31年４月１日前に地方税法第465条第１

項に規定する売渡し又は同条第２項に規定する

売渡し若しくは消費等が行われた紙巻たばこ３

級品を同日に販売のため所持する卸売販売業者

等又は小売販売業者がある場合において、これ

らの者が所得税法等改正法附則第52条第12項の

規定により製造たばこの製造者として当該紙巻

たばこ３級品を同日にこれらの者の製造たばこ

の製造場から移出したものとみなして同項の規

定によりたばこ税を課されることとなるとき

は、これらの者が卸売販売業者等として当該紙

巻たばこ３級品（これらの者が卸売販売業者等

である場合には村の区域内に所在する貯蔵場

所、これらの者が小売販売業者である場合には

村の区域内に所在する当該紙巻たばこ３級品を

直接管理する営業所において所持されるものに

限る。）を同日に小売販売業者に売り渡したも

のとみなして、村たばこ税を課する。この場合

における村たばこ税の課税標準は、当該売り渡

したものとみなされる紙巻たばこ３級品の本数

とし、当該村たばこ税の税率は、1,000本につ

き1,262円とする。 

14 第５項から第８項までの規定は、前項の規定

により村たばこ税を課する場合について準用す

る。この場合において、次の表の左欄に掲げる

規定中同表の中欄に掲げる字句は、それぞれ同

表の右欄に掲げる字句に読み替えるものとす

る。 
 
第５項 前項 第13項 

附則第20条第４項 附則第20条第14項

において準用する

同条第４項 

平成28年５月２日 平成31年４月30日 

第６項 平成28年９月30日 平成31年９月30日 

（略） 
  

 

   附 則 

 （施行期日） 

第１条 この条例は、平成30年10月１日から施行する。ただし、次の各号に掲げる規定は、当該各号に
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定める日から施行する。 

（１）第２条の規定 平成31年10月１日 

（２）第３条並びに附則第５条及び第６条の規定 平成32年10月１日 

（３）第４条並びに附則第７条及び第８条の規定 平成33年10月１日 

（４）第５条の規定 平成34年10月１日 

（５）第１条中中城村税条例附則第６条の２第21項を第22項とし、第20項の次に１項を加える改正

規定 生産性向上特別措置法（平成30年法律第25号）の施行の日又はこの条例の公布の日のいずれ

か遅い日 

 

 （村たばこ税に関する経過措置） 

第２条 別段の定めがあるものを除き、この条例の施行の日前に課した、又は課すべきであった村たば

こ税については、なお従前の例による。 

 

 （手持品課税に係る村たばこ税） 

第３条 平成30年10月１日前に地方税法第465条第１項に規定する売渡し又は同条第２項に規定する売

渡し若しくは消費等（同法第469条第１項第１号及び第２号に規定する売渡しを除く。附則第６条第

１項及び第８条第１項において「売渡し等」という。）が行われた製造たばこ（中城村税条例等の一

部を改正する条例（平成27年中城村条例第17号）附則第６条第１項に規定する紙巻たばこ３級品を

除く。以下この項及び第５項において「製造たばこ」という。）を同日に販売のため所持する卸売販

売業者等（第１条の規定による改正後の中城村税条例（第４項及び第５項において「新条例」とい

う。第92条の２第１項に規定する卸売販売業者等をいう。以下同じ。）又は小売販売業者がある場合

において、これらの者が所得税法等の一部を改正する法律（平成30年法律第７号。附則第６条第１

項及び第８条第１項において「所得税法等改正法」という。）附則第51条第１項の規定により製造た

ばこの製造者として当該製造たばこを同日にこれらの者の製造たばこの製造場から移出したものと

みなして同項の規定によりたばこ税を課されることとなるときは、これらの者が卸売販売業者等と

して当該製造たばこ（これらの者が卸売販売業者等である場合には村の区域内に所在する貯蔵場所、

これらの者が小売販売業者である場合には村の区域内に所在する当該製造たばこを直接管理する営

業所において所持されるものに限る。）を同日に小売販売業者に売り渡したものとみなして、村たば

こ税を課する。この場合における村たばこ税の課税標準は、当該売り渡したものとみなされる製造

たばこの本数とし、当該村たばこ税の税率は、1,000本につき430円とする。 

２ 前項に規定する者は、同項に規定する貯蔵場所又は小売販売業者の営業所ごとに、地方税法施行規

則の一部を改正する省令（平成30年総務省令第24号）別記第２号様式による申告書を平成30年10月

31日までに村長に提出しなければならない。 

３ 前項の規定による申告書を提出した者は、平成31年４月１日までに、その申告に係る税金を地方税

法施行規則（昭和29年総理府令第23号。以下「施行規則」という。）第34号の２の５様式による納付

書によって納付しなければならない。 

４ 第１項の規定により村たばこ税を課する場合には、前３項に規定するもののほか、新条例第19条、

第98条第４項及び第５項、第100条の２並びに第101条の規定を適用する。この場合において、次の
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表の左欄に掲げる新条例の規定中同表の中欄に掲げる字句は、それぞれ同表の右欄に掲げる字句と

する。 

第19条 第98条第１項若しくは第２項、 中城村税条例等の一部を改正する条例（平成30年中城村条例

第  号。以下この条及び第２章第４節において「平成30年

改正条例」という。）附則第３条第３項、 

第19条第２号 第98条第１項若しくは第２項 平成30年改正条例附則第３条第２項 

第19条第３号 第81条の６第１項の申告書、第98条第

１項若しくは第２項の申告書又は第

139条第１項の申告書でその提出期限 

平成30年改正条例附則第３条第３項の納期限 

第98条第４項 施行規則第34号の２様式又は第34号の

２の２様式 

地方税法施行規則の一部を改正する省令（平成30年総務省令

第24号）別記第２号様式 

第98条第５項 第１項又は第２項 平成30年改正条例附則第３条第３項 

第100条の２第１項 第98条第１項又は第２項 平成30年改正条例附則第３条第２項 

当該各項 同項 

第101条第２項 第98条第１項又は第２項 平成30年改正条例附則第３条第３項 

 

５ 新条例第99条の規定は、販売契約の解除その他やむを得ない理由により、村の区域内に営業所の所

在する小売販売業者に売り渡した製造たばこのうち、第１項の規定により村たばこ税を課された、

又は課されるべきものの返還を受けた卸売販売業者等について準用する。この場合において、当該

卸売販売業者等は、施行規則第16条の２の５又は第16条の４の規定により、これらの規定に規定す

る申告書に添付すべき施行規則第16号の５様式による書類中「返還の理由及びその他参考となるべ

き事項」欄に、当該控除又は還付を受けようとする製造たばこについて第１項の規定により村たば

こ税が課された、又は課されるべきであった旨を証するに足りる書類に基づいて、当該返還に係る

製造たばこの品目ごとの本数を記載した上で同様式による書類をこれらの申告書に添付しなければ

ならない。 

 

 （手持品課税に係る村たばこ税に関する経過措置） 

第４条 平成30年10月１日から平成31年９月30日までの間における前条第４項の規定の適用については、

同項の表第19条第３号の項中「第81条の６第１項の申告書、第98条第１項」とあるのは、「第98条第

１項」とする。 

 

 （村たばこ税に関する経過措置） 

第５条 別段の定めがあるものを除き、附則第１条第２号に掲げる規定の施行の日前に課した、又は課

すべきであった村たばこ税については、なお従前の例による。 

 

 （手持品課税に係る村たばこ税） 

第６条 平成32年10月１日前に売渡し等が行われた製造たばこを同日に販売のため所持する卸売販売業

者等又は小売販売業者がある場合において、これらの者が所得税法等改正法附則第51条第９項の規

定により製造たばこの製造者として当該製造たばこを同日にこれらの者の製造たばこの製造場から

移出したものとみなして同項の規定によりたばこ税を課されることとなるときは、これらの者が卸

売販売業者等として当該製造たばこ（これらの者が卸売販売業者等である場合には村の区域内に所
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在する貯蔵場所、これらの者が小売販売業者である場合には村の区域内に所在する当該製造たばこ

を直接管理する営業所において所持されるものに限る。）を同日に小売販売業者に売り渡したものと

みなして、村たばこ税を課する。この場合における村たばこ税の課税標準は、当該売り渡したもの

とみなされる製造たばこの本数とし、当該村たばこ税の税率は、1,000本につき430円とする。 

２ 前項に規定する者は、同項に規定する貯蔵場所又は小売販売業者の営業所ごとに、地方税法施行規

則の一部を改正する省令（平成30年総務省令第25号。附則第８条第２項において「平成30年改正規

則」という。）別記第２号様式による申告書を平成32年11月２日までに村長に提出しなければならな

い。 

３ 前項の規定による申告書を提出した者は、平成33年３月31日までに、その申告に係る税金を施行規

則第34号の２の５様式による納付書によって納付しなければならない。 

４ 第１項の規定により村たばこ税を課する場合には、前３項に規定するもののほか、第３条の規定に

よる改正後の中城村税条例（以下この項及び次項において「32年新条例」という。）第19条、第98条

第４項及び第５項、第100条の２並びに第101条の規定を適用する。この場合において、次の表の左

欄に掲げる32年新条例の規定中同表の中欄に掲げる字句は、それぞれ同表の右欄に掲げる字句とす

る。 

第19条 第98条第１項若しくは第２項、 中城村税条例等の一部を改正する条例（平成30年中城村条例

第  号。以下この条及び第２章第４節において「平成30年

改正条例」という。）附則第６条第３項、 

第19条第２号 第98条第１項若しくは第２項 平成30年改正条例附則第６条第２項 

第19条第３号 第81条の６第１項の申告書、第98条第

１項若しくは第２項の申告書又は第

139条第１項の申告書でその提出期限 

平成30年改正条例附則第６条第３項の納期限 

第98条第４項 施行規則第34号の２様式又は第34号の

２の２様式 

地方税法施行規則の一部を改正する省令（平成30年総務省令

第25号）別記第２号様式 

第98条第５項 第１項又は第２項 平成30年改正条例附則第６条第３項 

第100条の２第１項 

 

第98条第１項又は第２項 平成30年改正条例附則第６条第２項 

当該各項 同項 

第101条第２項 第98条第１項又は第２項 平成30年改正条例附則第６条第３項 

 

５ 32年新条例第99条の規定は、販売契約の解除その他やむを得ない理由により、村の区域内に営業所

の所在する小売販売業者に売り渡した製造たばこのうち、第１項の規定により村たばこ税を課され

た、又は課されるべきものの返還を受けた卸売販売業者等について準用する。この場合において、

当該卸売販売業者等は、施行規則第16条の２の５又は第16条の４の規定により、これらの規定に規

定する申告書に添付すべき施行規則第16号の５様式による書類中「返還の理由及びその他参考とな

るべき事項」欄に、当該控除又は還付を受けようとする製造たばこについて第１項の規定により村

たばこ税が課された、又は課されるべきであった旨を証するに足りる書類に基づいて、当該返還に

係る製造たばこの品目ごとの本数を記載した上で同様式による書類をこれらの申告書に添付しなけ

ればならない。 

 

 （村たばこ税に関する経過措置） 

第７条 別段の定めがあるものを除き、附則第１条第３号に掲げる規定の施行の日前に課した、又は課
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すべきであった村たばこ税については、なお従前の例による。 

 

 （手持品課税に係る村たばこ税） 

第８条 平成33年10月１日前に売渡し等が行われた製造たばこを同日に販売のため所持する卸売販売業

者等又は小売販売業者がある場合において、これらの者が所得税法等改正法附則第51条第11項の規

定により製造たばこの製造者として当該製造たばこを同日にこれらの者の製造たばこの製造場から

移出したものとみなして同項の規定によりたばこ税を課されることとなるときは、これらの者が卸

売販売業者等として当該製造たばこ（これらの者が卸売販売業者等である場合には村の区域内に所

在する貯蔵場所、これらの者が小売販売業者である場合には村の区域内に所在する当該製造たばこ

を直接管理する営業所において所持されるものに限る。）を同日に小売販売業者に売り渡したものと

みなして、村たばこ税を課する。この場合における村たばこ税の課税標準は、当該売り渡したもの

とみなされる製造たばこの本数とし、当該村たばこ税の税率は、1,000本につき430円とする。 

２ 前項に規定する者は、同項に規定する貯蔵場所又は小売販売業者の営業所ごとに、平成30年改正規

則別記第２号様式による申告書を平成33年11月１日までに村長に提出しなければならない。 

３ 前項の規定による申告書を提出した者は、平成34年３月31日までに、その申告に係る税金を施行規

則第34号の２の５様式による納付書によって納付しなければならない。 

４ 第１項の規定により村たばこ税を課する場合には、前３項に規定するもののほか、第４条の規定に

よる改正後の中城村税条例（以下この項及び次項において「33年新条例」という。）第19条、第98条

第４項及び第５項、第100条の２並びに第101条の規定を適用する。この場合において、次の表の左欄

に掲げる33年新条例の規定中同表の中欄に掲げる字句は、それぞれ同表の右欄に掲げる字句とする。 

第19条 第98条第１項若しくは第２項、 中城村税条例等の一部を改正する条例（平成30年中城村条例

第  号。以下この条及び第２章第４節において「平成30年

改正条例」という。）附則第８条第３項、 

第19条第２号 第98条第１項若しくは第２項 平成30年改正条例附則第８条第２項 

第19条第３号 第81条の６第１項の申告書、第98条第

１項若しくは第２項の申告書又は第

139条第１項の申告書でその提出期限 

平成30年改正条例附則第８条第３項の納期限 

第98条第４項 施行規則第34号の２様式又は第34号の

２の２様式 

地方税法施行規則の一部を改正する省令（平成30年総務省令

第25号）別記第２号様式 

第98条第５項 第１項又は第２項 平成30年改正条例附則第８条第３項 

第100条の２第１項 第98条第１項又は第２項 平成30年改正条例附則第８条第２項 

当該各項 同項 

第101条第２項 第98条第１項又は第２項 平成30年改正条例附則第８条第３項 

 

５ 33年新条例第99条の規定は、販売契約の解除その他やむを得ない理由により、村の区域内に営業所

の所在する小売販売業者に売り渡した製造たばこのうち、第１項の規定により村たばこ税を課され

た、又は課されるべきものの返還を受けた卸売販売業者等について準用する。この場合において、

当該卸売販売業者等は、施行規則第16条の２の５又は第16条の４の規定により、これらの規定に規

定する申告書に添付すべき施行規則第16号の５様式による書類中「返還の理由及びその他参考とな

るべき事項」欄に、当該控除又は還付を受けようとする製造たばこについて第１項の規定により村

たばこ税が課された、又は課されるべきであった旨を証するに足りる書類に基づいて、当該返還に

係る製造たばこの品目ごとの本数を記載した上で同様式による書類をこれらの申告書に添付しなけ

ればならない。 
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 添付書類の改正前、改正後、長きにわたって

改正するところがございますので、御参照いた

だきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長 與那覇朝輝 本件についても、去る全

員協議会で税務課長から資料つきで説明を受け

ておりますので、これで提案理由の説明を終わ

ります。 

 続きまして、日程第８ 議案第28号 中城村

こども医療費助成条例の一部を改正する条例を

議題とします。 

 本件について提案理由の説明を求めます。 

 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 議案第28号 中城村こども

医療費助成条例の一部を改正する条例について

御提案申し上げます。 

 

議案第28号 

 

中城村こども医療費助成条例の一部を改正する条例 

 

 中城村こども医療費助成条例（平成６年中城村条例第８号）の一部を別紙のとおり改正したい

ので、地方自治法（昭和22年法律第67号）第96条第１項の規定により、議会の議決を求める。 

 

  平成30年６月８日 提出 

中城村長 浜 田 京 介 

 

提案理由 

 沖縄県こども医療費助成制度の助成金の交付申請期間の延長に伴い、中城村こども医療費助

成条例の一部を改正する必要がある。 

 

 

中城村こども医療費助成条例の一部を改正する条例 

 中城村こども医療費助成条例（平成６年中城村条例第８号）の一部を次のように改正する。 

改正後 改正前 

 （助成の方法） 

第７条 医療費の助成は、規則の定めるところに

より、受給資格者の申請に基づき助成する。 

２ 前項の申請は、対象こどもが医療を受けた日

の属する月の翌月の初日から起算して２年以内

に行わなければならない。ただし、村長が特に

やむをえない事由があると認めるときは、この

限りでない。 

 （助成の方法） 

第７条 医療費の助成は、規則の定めるところに

より、受給資格者の申請に基づき助成する。 

２ 前項の申請は、対象こどもが医療を受けた日

の属する月の翌月から起算して１年以内に行わ

なければならない。ただし、村長が特にやむを

えない事由があると認めるときは、この限りで

ない。 
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 （施行期日） 

１ この条例は、平成30年10月１日から施行する。 

２ 改正後の中城村こども医療費助成に係る条例の規定は、平成30年10月１日以降の診療に係る医療費

から適応し、同日の前日までの診療については、なお従前の例による。 

 

 別紙に改正前、改正後が添付されております

ので、御参照いただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長 與那覇朝輝 これで提案理由の説明を

終わります。 

 日程第９ 議案第29号 中城村放課後児童健

全育成事業の設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部を改正する条例を議題とします。 

 本件について提案理由の説明を求めます。 

 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 議案第29号 中城村放課後

児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例について御

提案申し上げます。 

 

議案第29号 

 

中城村放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例 

 

 中城村放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例（平成26年中城村条

例第17号）の一部を別紙のとおり改正したいので、地方自治法（昭和22年法律第67号）第96条第

１項の規定により、議会の議決を求める。 

 

  平成30年６月８日 提出 

中城村長 浜 田 京 介 

 

提案理由 

 放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準（平成26年厚生労働省令第63号）の一部

改正のため、中城村放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を

改正する必要がある。 
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中城村放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 

 中城村放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例（平成26年中城村条例第17

号）の一部を次のように改正する。 

改正後 改正前 

 （職員） 

第10条 （略） 

２ （略） 

３ 放課後児童支援員は、次の各号のいずれかに

該当する者であって、都道府県知事が行う研修

を修了したものでなければならない。 

(１)～(３) （略） 

(４) 教育職員免許法（昭和24年法律第147号）

第４条に規定する免許状を有する者 

 

(５)～(９) （略） 

(10) ５年以上放課後児童健全育成事業に従事し

た者であって、村長が適当と認めたもの 

４・５ （略） 

 （職員） 

第10条 （略） 

２ （略） 

３ 放課後児童支援員は、次の各号のいずれかに

該当する者であって、都道府県知事が行う研修

を修了したものでなければならない。 

(１)～(３) （略） 

(４) 学校教育法の規定により、幼稚園、小学

校、中学校、高等学校又は中等教育学校の教諭

となる資格を有する者 

(５)～(９) （略） 

 

 

４・５ （略） 

 

   附 則 

 この条例は、公布の日から施行し、平成30年４月１日から適用する。 

 

 これも別紙に添付書類がございます。改正前、

改正後がございますので、御参照いただきたい

と思います。 

 以上でございます。 

○議長 與那覇朝輝 これで提案理由の説明を

終わります。 

 休憩します。 

休 憩（１０時５６分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１１時０７分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 続きまして、日程第10 議案第30号 平成30

年度中城村一般会計補正予算（第１号）を議題

とします。 

 本件について提案理由の説明を求めます。 

 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 議案第30号 平成30年度中

城村一般会計補正予算（第１号）について御提

案申し上げます。 
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議案第30号 

 

平成30年度中城村一般会計補正予算（第１号） 

 

 平成30年度中城村一般会計補正予算（第１号）は、次の定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ22,741千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ8,517,871千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 

  平成30年６月８日提出 

中城村長 浜 田 京 介 

 

第１表  歳 入 歳 出 予 算 補 正 

（歳 入） （単位：千円） 

款 項 補正前の額 補正額 計 

14 国庫支出金   1,654,880 △4,424 1,650,456 

  ２ 国庫補助金 743,558 △4,424 739,134 

15 県支出金   1,203,084 5,656 1,208,740 

  ２ 県補助金 726,791 4,049 730,840 

  ３ 委託金 36,302 1,607 37,909 

18 繰入金   584,636 15,630 600,266 

  ２ 基金繰入金 584,635 15,630 600,265 

20 諸収入   124,094 5,879 129,973 

  ４ 雑入 120,078 5,879 129,957 

歳 入 合 計 8,495,130 22,741 8,517,871 

 

（歳 出） （単位：千円） 

款 項 補正前の額 補正額 計 

１ 議会費   102,711 1,000 103,711 

  １ 議会費 102,711 1,000 103,711 

２ 総務費   1,773,720 6,211 1,779,931 

  １ 総務管理費 1,606,902 6,211 1,613,113 
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款 項 補正前の額 補正額 計 

３ 民生費   3,273,990 1,425 3,275,415 

  １ 社会福祉費 1,241,397 1,345 1,242,742 

  ２ 児童福祉費 2,032,593 80 2,032,673 

４ 衛生費   846,359 5,467 851,826 

  １ 保健衛生費 474,243 4,103 478,346 

  ２ 清掃費 372,116 1,364 373,480 

７ 商工費   121,993 △5,308 116,685 

  １ 商工費 121,993 △5,308 116,685 

８ 土木費   442,976 8,396 451,372 

  ２ 道路橋梁費 244,529 8,396 252,925 

10 教育費   846,673 5,550 852,223 

  １ 教育総務費 126,374 1,200 127,574 

  ２ 小学校費 168,305 0 168,305 

  ６ 保健体育費 128,067 4,350 132,417 

歳 出 合 計 8,495,130 22,741 8,517,871 

 

 歳入、歳出、款、項、補正前の額、補正額、

合計の順に読み上げて御提案を申し上げます。 

 歳入、14款国庫支出金、２項国庫補助金、補

正前の額７億4,355万8,000円、補正額442万

4,000円の減、合計で７億3,913万4,000円。 

 15款県支出金、２項県補助金、補正前の額７

億2,679万1,000円、補正額404万9,000円、合計

で７億3,084万円。３項委託金、補正前の額

3,630万2,000円、補正額160万7,000円、合計で

3,790万9,000円。 

 18款繰入金、２項基金繰入金、補正前の額５

億8,463万5,000円、補正額1,563万円、合計で

６億26万5,000円。 

 20款諸収入、４項雑入、補正前の額１億

2,007万8,000円、補正額587万9,000円、合計で

１億2,595万7,000円。 

 歳入合計、補正前の額84億9,513万円、補正

額2,274万1,000円、合計で85億1,787万1,000円。 

 続いて歳出でございます。歳出、１款議会費、

１項議会費、補正前の額１億271万1,000円、補

正額100万円、合計で１億371万1,000円。 

 ２款総務費、１項総務管理費、補正前の額16

億690万2,000円、補正額621万1,000円、合計で

16億1,311万3,000円。 

 ３款民生費、１項社会福祉費、補正前の額12

億4,139万7,000円、補正額134万5,000円、合計

で12億4,274万2,000円。２項児童福祉費、補正

前の額20億3,259万3,000円、補正額８万円、合

計で20億3,267万3,000円。 

 ４款衛生費、１項保健衛生費、補正前の額４

億7,424万3,000円、補正額410万3,000円、合計

で４億7,834万6,000円。２項清掃費、補正前の

額３億7,211万6,000円、補正額136万4,000円、

合計で３億7,348万円。 

 ７款商工費、１項商工費、補正前の額１億

2,199万3,000円、補正額530万8,000円の減、合

計で１億1,668万5,000円。 

 ８款土木費、２項道路橋梁費、補正前の額２
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億4,452万9,000円、補正額839万6,000円、合計

で２億5,292万5,000円。 

 10款教育費、１項教育総務費、補正前の額１

億2,637万4,000円、補正額120万円、合計で１

億2,757万4,000円。２項小学校費、補正前の額

１億6,830万5,000円、補正はございませんので

同額でございます。６項保健体育費、補正前の

額１億2,806万7,000円、補正額435万円、合計

で１億3,241万7,000円。 

 歳出合計、補正前の額84億9,513万円、補正

額2,274万1,000円、合計で85億1,787万1,000円

でございます。以上でございます。 

○議長 與那覇朝輝 本件についても、去る６

月５日に副村長、企画課長より詳細な説明を受

けておりますので、これで提案理由の説明を終

わります。 

 続きまして、日程第11 議案第31号 平成30

年度中城村公共下水道事業特別会計補正予算

（第１号）を議題とします。 

 本件について提案理由の説明を求めます。 

 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 議案第31号 平成30年度中

城村公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）

について御提案申し上げます。 

 

議案第31号 

 

平成30年度中城村公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

 

 平成30年度中城村公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ720千円を増額し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ273,095千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

 

  平成30年６月８日提出 

中城村長 浜 田 京 介 

 

第１表  歳 入 歳 出 予 算 補 正 

（歳 入） （単位：千円） 

款 項 補正前の額 補正額 計 

１ 使用料手数料   40,606 720 40,780 

  １ 使用料 40,000 720 40,720 

歳 入 合 計 272,375 720 273,095 
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（歳 出） （単位：千円） 

款 項 補正前の額 補正額 計 

１ 公共下水道費   147,689 720 148,409 

  １ 公共下水道費 147,689 720 148,409 

歳 出 合 計 272,375 720 273,095 

 

 歳入歳出を読み上げて御提案申し上げます。 

 歳入、１款使用料手数料、１項使用料、補正

前の額4,000万円、補正額72万円、合計で4,072

万円。 

 歳入合計が、補正前の額２億7,237万5,000円、

補正額72万円、合計で２億7,309万5,000円。 

 歳出、１款公共下水道費、１項公共下水道費、

補正前の額１億4,768万9,000円、補正額72万円。

合計で１億4,840万9,000円。 

 歳出合計、補正前の額２億7,237万5,000円、

補正額72万円、合計で２億7,309万5,000円でご

ざいます。以上でございます。 

○議長 與那覇朝輝 これで提案理由の説明を

終わります。 

 日程第12 議案第32号 平成30年度中城村水

道事業会計補正予算（第１号）を議題とします。 

 本件について提案理由の説明を求めます。 

 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 議案第32号 平成30年度中

城村水道事業会計補正予算（第１号）について

御提案申し上げます。

 

議案第32号 

 

平成30年度中城村水道事業会計補正予算（第１号） 

 

第１条 平成30年度中城村水道事業会計の補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

第２条 平成30年度中城村水道事業会計予算（以下「予算」という。）第３条に定めた収益的支

出の予定額を次のとおり補正する。 

 （科目） （既決予定額） （補正予定額） （計）   

支   出     

第１款 水道事業費用 495,673 千円 642 千円 496,315 千円 

  第１項 営業費用 490,392 千円 642 千円 491,034 千円 

 

第３条 予算第７条（１）職員給与費43,056千円を43,698千円に改める。 

 

  平成30年６月８日 提出 

中城村長 浜 田 京 介 
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 以上でございます。 

○議長 與那覇朝輝 これで提案理由の説明を

終わります。 

 日程第13 議案第33号 防災拠点及び地域交

流施設新築工事請負契約についてを議題としま

す。 

 本件について提案理由の説明を求めます。 

 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 議案第33号 防災拠点及び

地域交流施設新築工事請負契約について御提案

申し上げます。 

 

議案第33号 

 

防災拠点及び地域交流施設新築工事請負契約について 

 

 防災拠点及び地域交流施設新築工事について、次のように工事請負契約を締結したいので、地

方自治法（昭和22年法律第67号）第96条第１項の規定により、議会の議決を求める。 

 

記 

 

１．契約の目的       防災拠点及び地域交流施設新築工事 

２．契約の方法       指名競争入札 

３．契 約 金 額      金 57,596,400円 

   うち取引に係る消費税 

   及び地方消費税の額  金  4,266,400円 

４．契約の相手方      中城村字津覇644番地２ 

株式会社 新 栄 組 

代表取締役 新垣 榮範 

 

  平成30年６月８日提出 

中城村長 浜 田 京 介 

 

提案理由 

 防災拠点及び地域交流施設新築工事の工事請負契約の締結については、議会の議決に付すべ

き契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により、議会の議決を必要とする。 

 

 添付書類といたしまして、契約書の写し、そ

して入札調書、結果調書、図面等がございます

ので、御参照いただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長 與那覇朝輝 これで提案理由の説明を

終わります。 

 日程第14 報告第３号 専決処分の報告につ

いてを議題とします。 

 本件について提案理由の説明を求めます。 

 村長 浜田京介。 
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○村長 浜田京介 報告第３号でございます。  

 

報告第３号 

 

専決処分の報告について 

 

 地方自治法（昭和22年法律第67号）第180条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分した

ので、同条第２項の規定により、これを報告する。 

 

  平成30年６月８日 提出 

 

中城村長 浜 田 京 介 

 

提案理由 

 地方自治法（昭和22年法律第67号）第180条第１項の規定による議会の議決により指定され

た事案について専決処分したので、議会に報告する必要がある。 

 

 専決処分書が添付をされております。その後

には改訂契約書、改定になった部分だけ読み上

げさせていただきます。 

 １、原契約額に対する変更増額327万2,400円、

２、変更後の工事請負代金額、6,254万2,800円、

うち取引に係る消費税及び地方消費税の額が

463万2,800円でございます。後は御参照いただ

きたいと思います。 

 同じく添付書類といたしまして、対照表や図

面等が添付されております。御報告を申し上げ

ます。 

 以上でございます。 

○議長 與那覇朝輝 休憩します。 

休 憩（１１時２２分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１１時２５分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 これで提案理由の説明を終わります。 

 日程第15 報告第４号 平成29年度中城村一

般会計繰越明許費繰越計算書の報告についてを

議題とします。 

 本件について提案理由の説明を求めます。 

 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 報告第４号 平成29年度中

城村一般会計繰越明許費繰越計算書の報告につ

いて御報告申し上げます。 

 



― 36 ― 

報告第４号 

 

平成29年度中城村一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について 

 

 地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第146条第２項の規定により、平成29年度中城村一

般会計繰越明許費繰越計算書を別紙のとおり報告する。 

 

  平成30年６月８日 提出 

 

中城村長 浜 田 京 介 

 

平成29年度 中城村一般会計繰越明許費繰越計算書 

（単位：千円） 

款 項 事 業 名 金 額 
翌年度 

繰越額 

左 の 財 源 内 訳 

既 収 入 

特定財源 

未 収 入 特 定 財 源 
一般財源 

国県支出金 地方債 その他 

３ 民生費 ２ 児童福祉費 
安心こども基金

事業補助金 
335,271,000 335,271,000 0 327,149,000 0 0 8,122,000 

６ 農林水産業費 １ 農業費 
北浜地区海岸保

全施設整備事業 
1,782,000 1,782,000 0 0 0 0 1,782,000 

８ 土木費 

２ 道路橋梁費 
村道若南線道路

整備事業 
27,828,000 20,057,387 0 16,003,200 3,600,000 0 454,187 

４ 都市計画費 

中城村都市計画

マスタープラン

策定業務 

5,676,000 5,676,000 0 0 0 0 5,676,000 

地域子育て環境

整備事業 
17,627,000 17,091,000 0 13,672,000 3,400,000 0 19,000 

10 教育費 

２ 小学校費 

中城南小学校校

舎増築設計業務

委託事業 

29,243,000 29,243,000 0 0 0 0 29,243,000 

４ 幼稚園費 
中城幼稚園遊具

整備事業 
5,530,000 5,530,000 0 0 0 0 5,530,000 

11 災害復旧費 ２ 
土木 施設 

災害復旧費 
村道災害復旧事業 36,534,000 31,842,000 0 25,351,400 0 0 6,490,600 

合     計 459,491,000 446,492,387 0 382,175,600 7,000,000 0 57,316,787 

  

 

 以上でございます。 

○議長 與那覇朝輝 これで提案理由の説明を

終わります。 

 日程第16 報告第５号 平成29年度中城村土

地区画整理事業特別会計繰越明許費繰越計算書

の報告についてを議題とします。 

 本件について提案理由の説明を求めます。 

 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 報告第５号 平成29年度中

城村土地区画整理事業特別会計繰越明許費繰越

計算書の報告について御報告申し上げます。 
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報告第５号 

 

平成29年度中城村土地区画整理事業特別会計繰越明許費繰越計算書

の報告について 

 

 地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第146条第２項の規定により、平成29年度中城村土

地区画整理事業特別会計繰越明許費繰越計算書を別紙のとおり報告する。 

 

  平成30年６月８日 提出 

 

中城村長 浜 田 京 介 

 

平成29年度 中城村土地区画整理事業特別会計繰越明許費繰越計算書 

 

款 項 事 業 名 金 額 
翌年度 

繰越額 

左 の 財 源 内 訳 

既 収 入 

特定財源 

未収入特定財源 
一般財源 

国 庫 起 債 一般会計繰入金 

     円 円 円 円 円 円 円 

１  

土地区画整

理事業費 

１ 

 

 

南上原土地

区画整理事

業費 

 

南上原土地区画整

理事業 

 

202,230,000 

 

136,680,670 

 

136,680,670 

 

0 

 

0 

 

0 

 

0 

合        計 202,230,000 136,680,670 136,680,670 0 0 0 0 

  

 

 以上でございます。 

○議長 與那覇朝輝 これで提案理由の説明を

終わります。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 本日はこれで散会いたします。御苦労さまで

した。 

  散 会（１１時３１分） 
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平成30年第３回中城村議会定例会（第４日目） 

招 集 年 月 日 平成30年６月８日（金） 

招 集 の 場 所 中 城 村 議 会 議 事 堂 

開 会 ・ 散 会 ・ 

閉 会 等 日 時 

開  議 平成30年６月11日  （午前10時00分） 

散  会 平成30年６月11日  （午後０時10分） 

応 招 議 員 

 

 

（ 出 席 議 員 ） 

議 席 番 号 氏   名 議 席 番 号 氏   名 

１ 番 石 原 昌 雄 ９ 番 仲 眞 功 浩 

２ 番 比 嘉 麻 乃 10 番 安 里 ヨシ子 

３ 番 大 城 常 良 11 番 新 垣 德 正 

４ 番 外 間 博 則 12 番 新 垣 博 正 

５ 番 仲 松 正 敏 13 番 仲 座   勇 

６ 番 新 垣 貞 則 14 番 新 垣 善 功 

７ 番 金 城   章 15 番 宮 城 重 夫 

８ 番 伊 佐 則 勝 16 番 與那覇 朝 輝 

欠 席 議 員     

会議録署名議員 12 番 新 垣 博 正 13 番 仲 座   勇 

職務のため本会議 
に 出 席 し た 者 議会事務局長 新 垣 親 裕 議 事 係 長 我 謝 慎太郎 

地方自治法第121 

条の規定による 

本 会 議 出 席 者 

村 長 浜 田 京 介 企 画 課 長 大 湾 朝 也 

副 村 長 比 嘉 忠 典 
企 業 立 地 ・ 
観光推進課長 比 嘉   保 

教 育 長 比 嘉 良 治 都市建設課長 仲 松 範 三 

総 務 課 長 與 儀   忍 
農 林 水 産 課 長 兼 
農業委員会事務局長 比 嘉 義 人 

住民生活課長 津 覇 盛 之 上下水道課長 仲 村 武 宏 

会計管理者 荷川取 次 枝 教育総務課長 比 嘉 健 治 

税 務 課 長 兼 
住 民 税 係 長 知 名   勉 生涯学習課長 稲 嶺 盛 昌 

福 祉 課 長 金 城   勉 
教 育 総 務 課 
主 幹 稲 嶺 盛 久 

健康保険課長 仲 村 盛 和   
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議 事 日 程 第 ２ 号 

日 程 件 名 

第 １ 

 

第 ２ 

 

第 ３ 

第 ４ 

第 ５ 

 

第 ６ 

第 ７ 

第 ８ 

第 ９ 

第 10 

第 11 

第 12 

第 13 

第 14 

 

議案第25号 中城村の浦添市との間におけるごみ処理施設の整備等に関する事務の委託

に関する協議について 

議案第26号 中城村特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改

正する条例 

議案第27号 中城村税条例等の一部を改正する条例 

議案第28号 中城村こども医療費助成条例の一部を改正する条例 

議案第29号 中城村放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例 

議案第30号 平成30年度中城村一般会計補正予算（第１号） 

議案第31号 平成30年度中城村公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

議案第32号 平成30年度中城村水道事業会計補正予算（第１号） 

議案第33号 防災拠点及び地域交流施設新築工事請負契約について 

同意第２号 固定資産評価員の選任につき議会の同意を求めることについて 

承認第１号 専決処分の承認について 

承認第２号 専決処分の承認について 

承認第３号 専決処分の承認について 

承認第４号 専決処分の承認について 
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○議長 與那覇朝輝 皆さん、おはようござい

ます。これから本日の会議を開きます。 

  （１０時００分） 

 日程第１ 議案第25号 中城村の浦添市との

間におけるごみ処理施設の整備等に関する事務

の委託に関する協議についてを議題とします。 

 本件については６月８日に説明を受けており

ますので、これから質疑を行います。質疑あり

ませんか。 

 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 おはようございます。

それでは議案第25号 中城村の浦添市との間に

おけるごみ処理施設の整備等に関する事務の委

託に関する協議についての質疑を行いたいと思

います。 

 まず１点目、議案第25号については、これは

当初一部事務組合を設立するという旨の説明を

受けていたのですけれども、今回浦添市に事務

委託をするという段階の中で、これは浦添市に

事務委託をすることによって負担減につながる

という話を聞いているのですけれども、そのこ

とに関連して、年間ベースで金額的に幾らぐら

いの減を見積もっているのか。そしてまた、平

成39年度の供用開始予定があるのですけれども、

それについてそこまで減というのは続いていく

のか。 

 ２点目に、これは説明会の中であったのです

けれども、今回作業部会、あるいは幹事会、連

絡会議と、段階的に各開議があるという旨を聞

いているのですけれども、その中の議事録は依

頼をすれば速やかに我々議会のほうに提供でき

るのかどうか。この２点、お願いします。 

○議長 與那覇朝輝 住民生活課長 津覇盛之。 

○住民生活課長 津覇盛之 それでは大城議員

の御質疑にお答えをいたします。 

 まず１点目でございますけれども、経費の削

減がどの程度、具体的に金額的なものというこ

となのですが、まず平成30年度から平成38年度

までの建設時、これは基本設計等から工事完了

までの期間となりますけれども、その間におい

ては一部事務組合と事務委託とは年間約1,700

万円の経費の差額となります。こちらは当然人

件費とか、ただ一部事務組合の場合は議会費、

あと報酬、初期設備投資、財務会計システム等

の整備が必要になってきますので、やはり事務

の委託の場合とは、その1,700万円程度の差額

が出ます。建設期間は稼働までは約９年間ござ

いますので、その９年間の経費となりますと、

約１億5,000万円の経費減となります。 

 次に２点目ですけれども、平成39年以降の稼

働後の負担減についてですけれども、平成39年

以降の運営時となりますが、施設供用開始から

廃止まで約30年間と仮定した場合、年間約

2,000万円の差額が出ます。それを30年で約６

億円の軽減となり、総額で約７億円の経費の節

減につながるものと考えております。 

 次、２点目の連絡会議における議事録の公表

等についてですけれども、連絡会議の会議録は

浦添市の事務局が作成し、中城村に提供される

ことになりますので、提供後の会議録の公表に

ついては、原則中城村の判断に委ねられると考

えますので、今後３市村の連絡会議において協

議をした上で、３市村の足並みをそろえて対応

できるように考えたいと思っております。 

○議長 與那覇朝輝 休憩します。 

休 憩（１０時０５分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１０時０７分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 今の答弁の中に、総合

計して平成38年度までは１億5,000万円と。そ

れ以降は県で運用開始をして、30年間の期限を

設けたら、約６億円から７億円だろうというこ

とであるのですけれども、やはりこの問題は当

初、我々も一部事務組合でいくのだろうという
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ことが締結されたという話をもって、それで実

行されていくのだろうと思っていたのですけれ

ども、こういう急な変更、これは大幅な変更と

いうことになるわけですけれども、それについ

ても例えば締結する前にきっちりした説明を

我々にもっと早くそういうものができるのであ

ればやっていただきたい。決まってから何でも

説明すればいいという話ではなくて、こういう

状態で今進んでいますという話もできるだけ議

会のほうに。我々も村民にはいろいろと説明責

任があるものですから、それを判断した上で

我々村民に対して話はやっていかないといけな

いということもありまして、ぜひ中間報告なり、

そういうのが見えているのであれば、恐らくそ

うなるだろうという方向性で進んでいるのであ

れば、ぜひ説明責任は我々にもやっていただき

たいと強くお願いしたいと思います。 

 あと２点目です。議事録に関しては、やはり

これから平成39年度の運用開始を目標にしてい

る中で、例えば作業部会、それから監事会、連

絡会議と、どういう話が行われて、本村が浦添

に対してどういう提案をして、どういう議事を

進行していくのかというのも議会としては大変

興味があるものですから、ぜひこれは対応でき

るようにするということではなくて、原則的に

議事録は提出をしていただきたいと思っており

ます。ぜひ議事録は出しますよと。説明会の中

で、第16条の中に議事録は作成しますという文

言が入っているものですから、それはぜひ議会

としては強くお願いしたいと思っているので、

速やかに提出できるように持っていってくださ

い。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 以上で大城常良議員の質

疑を終わります。 

 休憩します。 

休 憩（１０時１０分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１０時２８分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 ほかに質疑はありませんか。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 これで質疑を終了いたし

ます。 

 お諮りします。ただいま議題となっておりま

す議案第25号は、総務常任委員会へ付託したい

と思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第25号 中城村の浦添市との

間におけるごみ処理施設の整備等に関する事務

の委託に関する協議については、総務常任委員

会に付託することに決定いたしました。 

 日程第２ 議案第26号 中城村特別職の職員

で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一

部を改正する条例を議題とします。 

 本件については６月８日に説明を受けており

ますので、これから質疑を行います。質疑あり

ませんか。 

 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 議案第26号 中城村特

別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関す

る条例の一部を改正する条例について、質疑を

行いたいと思います。 

 この件に関しては、１月17日に起きた事件と

いうことで解釈しているのですけれども、その

件は村民にとっては大きなショックであり、村

のイメージを著しく失墜させた重大な事件だと

認識しておりますけれども、この処分に関して

１カ月分の100分の10の減額というのは、監督、

それから管理責任者として妥当であると考えて

いるのか、お聞きしたいと思います。 

○議長 與那覇朝輝 休憩します。 

休 憩（１０時３０分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１０時３０分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 
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 総務課長 與儀 忍。 

○総務課長 與儀 忍 お答えいたします。 

 100分の10の減額が妥当であるかということ

での御質疑ですけれども、本村におきましては

近年、こういう特別職の減額ということは行っ

たことがありません。ですから、今回の給与の

減額につきましては、県内及び県外の市町村に

おける過去の類似の事例を参考に総合に判断し、

100分の10の減額を村長、副村長みずから申し

出て、減額するものでございます。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 今の総務課長から、み

ずから村長、副村長が申し出て減額ということ

があったのですけれども、皆さんも御存じと思

うのですけれども、最近国会でもいろいろな問

題が発生して、その長は全然責任をとらないと

いうこともありまして、こういう村民に対して、

あるいは中城村のイメージを著しく失墜させた。

こういう事件に対して、近隣市町村の状況を見

て、今まであった事件を対象にして行ったとい

うことなのですけれども、それで本当に村民に

対しての説明責任は終えたと思っているのかど

うか。あるいはまた、村長にして100分10とい

う金額、６万6,590円。副村長は５万3,940円。

それに対しての私はまた、村長、副村長の見解

を伺いたい。その件に関しては、確かに前回の

議会でいろいろと謝罪はあったのですけれども、

本人がああいう処分を受けたという中で、村長

はその処分に対してこういう減額処分をやった

のですけれども、今後それがどういう状況で、

例えば改善策をいろいろ考えて、その減額幅を

出してきたのか。そこをひとつ、村長、副村長

にお願いしたいと思います。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 お答えいたします。 

 今おっしゃる改善策云々というのは別にして、

今現在作成中でございますので、今回の件につ

きましては、先ほど総務課長から答弁がありま

したとおり、我々はそこに当然根拠を見出して

の結論でございますので、それが妥当なものだ

ということで解釈をして、今回の提案になって

おります。 

○議長 與那覇朝輝 副村長の答弁もいります

か。 

○３番 大城常良議員 いります。 

○議長 與那覇朝輝 副村長 比嘉忠典。 

○副村長 比嘉忠典 ただいま村長が答弁いた

しましたが、この件については我々特別職の部

分で、村民に対する信用失墜があったというこ

とは認めております。その中で、職員について

は倫理研修等を即実施いたしまして、今後もこ

ういう不祥事が起きないように研修等、いろい

ろ注意喚起等をやっていきたいと考えておりま

す。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 この件は本当に村民が

危惧していたことではないと思っております。

そういうことが全く起きないだろうという村民

の意思に背いてしまった事件だと私は認識する

のですけれども、これは１カ月の処分というの

は妥当であると、村長、副村長は申し上げてい

るのであれば、それは仕方ないだろうと思うの

ですけれども、これは今後一切そういうことの

事件・事故が起こらないような体制づくりを

きっちり進めていって、誰にでもわかるような

再発防止策を徹底して行っていただきたいと思

いますので、十分それには。一般質問の中で質

問を見たら、ある議員が出しているみたいです

ので、そこを踏まえながら我々はまた今後事件

が二度と起こらないように進めていただきたい

と、行政としてしっかりとやっていだきたいと

思います。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 以上で、大城常良議員の

質疑を終了いたします。ほかに質疑はありませ

んか。 

（「質疑なし」と言う声あり） 
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○議長 與那覇朝輝 これで質疑を終了いたし

ます。 

 お諮りします。ただいま議題となっておりま

す議案第26号は、会議規則第39条第３項の規定

によって委員会付託を省略したいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第26号は委員会付託を省略い

たします。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「討論なし」と認め、こ

れで討論を終わります。 

 これから議案第26号 中城村特別職の職員で

常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部

を改正する条例を採決いたします。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第26号 中城村特別職の職員

で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一

部を改正する条例は原案のとおり可決されまし

た。 

 日程第３ 議案第27号 中城村税条例等の一

部を改正する条例を議題とします。 

 本件については６月８日に説明を受けており

ますので、これから質疑を行います。質疑あり

ませんか。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「質疑なし」と認め、質

疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっておりま

す議案第27号は、会議規則第39条第３項の規定

によって委員会付託を省略したいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第27号は委員会付託を省略し

ます。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「討論なし」と認め、討

論を終了いたします。 

 これから議案第27号 中城村税条例等の一部

を改正する条例を採決いたします。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第27号 中城村税条例等の一

部を改正する条例は原案のとおり可決されまし

た。 

 日程第４ 議案第28号 中城村こども医療費

助成条例の一部を改正する条例を議題とします。 

 本件については６月８日に説明を受けており

ますので、これから質疑を行います。 

 休憩します。 

休 憩（１０時３９分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１０時４２分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 質疑ありませんか。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「質疑なし」と認め、質

疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっておりま

す議案第28号は、会議規則第39条第３項の規定

によって委員会付託を省略したいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第28号は委員会付託を省略い

たします。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 
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（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「討論なし」と認め、討

論を終わります。 

 これから議案第28号 中城村こども医療費助

成条例の一部を改正する条例を採決いたします。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第28号 中城村こども医療費

助成条例の一部を改正する条例は原案のとおり

可決されました。 

 日程第５ 議案第29号 中城村放課後児童健

全育成事業の設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部を改正する条例を議題とします。 

 本件については６月８日に説明を受けており

ますので、これから質疑を行います。 

 休憩します。 

休 憩（１０時４４分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１０時４９分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 質疑ありませんか。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「質疑なし」と認め、質

疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっておりま

す議案第29号は、会議規則第39条第３項の規定

によって委員会付託を省略したいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第29号は委員会付託を省略し

ます。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「討論なし」と認め、討

論を終わります。 

 これから議案第29号 中城村放課後児童健全

育成事業の設備及び運営に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例を採決いたします。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第29号 中城村放課後児童健

全育成事業の設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部を改正する条例は原案のとおり可

決されました。 

 休憩します。 

休 憩（１０時５０分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１１時０１分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 日程第６ 議案第30号 平成30年度中城村一

般会計補正予算（第１号）を議題とします。 

 本件については６月８日に説明を受けており

ますので、これから質疑を行います。質疑あり

ませんか。 

 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 それでは議案第30号 

平成30年度中城村一般会計補正予算（第１号）

について質疑を行いたいと思います。 

 まず８ページです。１款１目議会費です。こ

れは９ページの２款総務費の１目と一緒になる

のですけれども、海外旅費が両方100万円とい

うことで、これは説明会の中では南米移住者の

110周年記念に参加するということで、ブラジ

ル、アルゼンチン、それからボリビア、そこに

行くということなのですけれども、それに関し

て１点目が、これは招待状が届いて、ブラジル

等に行くのかどうか。これは県内からは、中城

村を含めて何市町村が参加するのか。これを１

点目に伺います。 

 ２点目に16ページ、これの10款２目19節の負

担金補助及び交付金の欄なのですけれども、地
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域学力向上支援事業補助金ということで、120

万円あるのですけれども、この説明では教員の

教育プログラムということで説明を受けたので

すけれども、これは少人数学級を担任する７名

の教職員に限定して、教育プログラムをされる

のか。そこを教えていただきたいと思います。 

 それから３点目に17ページ、これも学校管理

費になるのですけれども、説明のほうに財源内

訳の組み替えがあるのですけれども、これが当

初言われた15人、少人数学級の一括交付金を利

用した財源ということを聞いたのですけれども、

これは結果としては認められなかったと。説明

会の中では保留中という判断をしているみたい

なのですけれども、これは今後もこういう一括

交付金と、それと単費を両方予定した例えば予

算を、村として、行政として出す方向性がある

のかどうか。一括交付金を提案したのだけれど

もできなくて、単費でもまたやりますという状

況が今後も発生するのかどうか。その３点をお

願いしたいと思います。 

○議長 與那覇朝輝 総務課長 與儀 忍。 

○総務課長 與儀 忍 お答えいたします。 

 １款と２款が関連しますので、１款も含めて

総務課のほうで答弁をしたいと思います。 

 南米の110周年記念式典につきましては、今

月の初めの段階では、アルゼンチンの１カ国は

招待が届いていませんでしたけれども、残りの

２カ国からは招待が届いております。 

 それから県内市町村ですけれども、これにつ

きましては沖縄県町村会が取りまとめを行って

おりますので、こちらのほうで何団体が行くの

かというところは把握はしておりません。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課長 比嘉健治。 

○教育総務課長 比嘉健治 それでは16ページ

の補助金についてなのですが、これについては

今回沖縄県地域振興協会の補助金を活用して、

歳入にも入ってはいるのですが、子供たちの人

材育成には教員の指導力が大事だろうという部

分もありますので、その部分で県外の研修等が

できないかということで、今回申請して認めら

れましたので、補正を計上しています。その少

人数学級ということだけではなくて、その他の

教員の資質向上も含めてですので、全体的な教

員の資質向上に充てていきたいということで考

えています。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 企画課長 大湾朝也。 

○企画課長 大湾朝也 それでは大城議員の御

質疑にお答えをしていきます。 

 17ページです。学校管理費におけます財源内

訳の組み替えの部分につきましては、当初教育

委員会のほうでは少人数学級の一括交付金の歳

入による事業の財源として、特定財源を組んで

おりました。今回交付決定をまだいただいてい

ない状況でございますので、その財源を組み替

えまして新たな事業、15ページの道路維持管理

費における賃金です。あと18ページ、公園施設

費の工事請負費ということで、財源を組み替え

ております。まだ100％組み替えをしているわ

けではございません。今後の補正の議会の中で、

また承認をいただいていこうと考えております。

以上です。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 では１点目のほうです。

これは招待状は３カ国から届いているというこ

とで言ってはいるのですけれども、やはりこれ

は県内の市町村、あるいは西原、北中城、そこ

ら辺も参加してしかるべきだと思うのですけれ

ども、これが市町村団体のほうで管理をしてい

るから把握はしていないということではなくて、

どうせ行くのであれば、やはり北中城、西原等

も参加していますかというぐらいは相談して、

調べておくのも一つの状況の中では、こうして

100万円、２人で200万円ということがあるので

あれば、しっかり調べておいてほしいと思って

います。これに対しては議長と村長、２名だけ

が参加するのか、あるいはまた随行員もいるの
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かどうか。そこをもう１点教えてください。 

 あと２点目です。これは説明がある中でも少

人数に関してということで話を聞いているもの

ですから、本当に７名の話なのかなというふう

に質疑をしたのですけれども、全ての教員が対

象ということであるのであれば、これは補助金

を使ったやり方が本当に適しているだろうと

思っているので、これはぜひ全教員を対象とい

うことで進めていただきたいと思います。 

 あと財源内内訳の組み替えです。これは今課

長から聞いた答弁では、少人数学級のものに関

しての部類なのか。これは今言った15ページ、

18ページのものも含めての財源内内訳というこ

となのか。もう一回、詳細な説明をお願いした

いと思います。 

○議長 與那覇朝輝 総務課長 與儀 忍。 

○総務課長 與儀 忍 お答えいたします。 

 お隣の西原町、あるいは北中城村の参加状況

については、今後調査したいと思います。 

 それから本村としましては、南米３カ国から

は多くの沖縄県の方から訪問をしていただきた

いと、そういう熱い思いがありますので、ぜひ

そういうことには答えていきたいということで

おります。 

 それから今回の南米の訪問につきましては、

議長と副村長が参加をいたします。随行につい

ては、おりません。 

○議長 與那覇朝輝 企画課長 大湾朝也。 

○企画課長 大湾朝也 それでは大城議員の御

質疑にお答えをいたします。 

 財源の内訳に関しましては、当初財源の内訳

で交付金を当てているということで少人数学級

に組んでおりましたが、新たな財源として先ほ

ど答弁したとおり、２つの事業の財源として、

今回予算上の財源の内訳ということで、少人数

学級の財源を置いといて、さらに新たなものに

こちらでマイナスをして、ほかの款で対応をし

ていきたいというふうに、今回の予算での数字

上の関係でそうしているところでございます。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 ３回目になりますけれ

ども、やはり交流のためだということで、私も

別に反対しているわけではありませんので、こ

れはやはり海外の移住者、あるいはハワイとか

いろいろなところの各国との交流も大事だろう

と思いますので、その中で議長と、本当は村長

が参加していただきたいと。日程が合わないの

であれば、どういうふうな日程になっているか

知らないのですけれども、そういう大きな事業、

大会への参加であるのであれば、ぜひトップと

しての参加をお願いしたいと思っている次第で

す。日程が合わないのであれば仕方ないのです

けれども、これからでも調整できるのであれば、

ぜひ村長に参加していただきたい。そういうふ

うに思っております。 

 あと財源内内訳のほうは、今課長から話を聞

いて、現在の予算の中での組み替えということ

であるので、私が心配していたのは、やはり交

付金の減額というのは、これは一括交付金の執

行率の観点からもどんどんマイナスになってい

る現状がありまして、そういうのを考えた場合

には、ぜひ執行率は高く、それからできないよ

うないような案件は上げないということも踏ま

えて、一括交付金があと何年続くかわからない

のですけれども、続ける間は執行率を高くして、

我々が受け取る交付金も残していただきたいと

思っております。以上で終わります。 

○議長 與那覇朝輝 以上で大城常良議員の質

疑を終了いたします。ほかに質疑ありませんか。 

 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 それでは議案第30号に

関連して質疑いたします。 

 これは先ほど大城議員が質疑をしたことと関

連するわけですけれども、この17ページです。

これは財源の内訳の組み替えとなっております

けれども、1,019万6,000円ですか。これはほと
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んどが少人数学級導入の人件費に割り当てられ

ていたものと理解しておりますけれども、これ

が一括交付金の適用を認められないと、そうい

う理由です。人件費だから認められないのか、

あるいは少人数学級そのものの経費に充てるの

が、一括交付金とそぐわないということなのか。

なぜ一括交付金の適用を認めていただけないの

か。その辺はどうなっているのか、お伺いした

いと思います。 

○議長 與那覇朝輝 企画課長 大湾朝也。 

○企画課長 大湾朝也 それでは仲眞議員の御

質疑にお答えをしていきます。 

 ただいま少人数学級の申請につきましては、

平成30年度、現在も調整中でございますので、

認められないではなく、調整をしている段階で

ございます。今後につきましても、内容につき

ましては給与でございますけれども、そちらも

経費として見られますよう、事務方としては調

整をしていきたいと考えております。 

○議長 與那覇朝輝 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 適用されないという決

定ではなくて、保留だということですけれども、

この保留の理由です。なぜ今、保留状況にある

のか。決定できない、あるいは適用できないと

いう状況にもない、その理由です。どういう一

括交付金の適用のルールのどこのどういうとこ

ろで引っかかって、そういう決定できないよう

な状況になっているのか。その辺については県

から説明を受けているのかどうか。それをお伺

いいたします。 

○議長 與那覇朝輝 企画課長 大湾朝也。 

○企画課長 大湾朝也 それでは仲眞議員の御

質疑にお答えをしていきます。 

 まず少人数学級の予算の中の給与につきまし

ては、通常義務教育の国庫負担制度におきまし

て、市町村の小中学校の教職員の給与は国が３

分の１、残り３分の２は県という形で分けられ

ています。そこの中で通常の配置でありますと、

学級の子供たちの人数によって、教員の給与が

決まってくるところがございますが、中城村と

しましては、少人数学級としまして、そちらの

経営、数の別枠として、今一括交付金で臨んで

いるところでありますので、その給与の面で行

政経費なのか、沖縄振興に資するものなのかと

いうところで今、調整をしているところでござ

います。 

○議長 與那覇朝輝 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 その件については当初

予算の予算審議に当たっても、非常に我々は懸

念していたわけです。果たしてこれは本当に一

括交付金の適用として認められるかというのは、

最初から自分としては、これは適用できないだ

ろうという結論を出していたわけでありますけ

れども、そのとおりになってしまって。やはり

村長、これは単費でもやるという決意を持って

やられていたわけですけれども、もうそれを通

すしかないだろうという状況にあるんじゃない

かと。これを認めてしまったら、余りにも影響

が大き過ぎるのではないかと。沖縄だけの問題

で片づけるような問題でもないだろうし、少人

数学級の問題。要するに子供たちの数が減って

きて、学校統廃合とかいろいろな問題も日本全

国で起こっている問題ですので、これは沖縄に

限定されたような状況ではないということで、

一括交付金の適用というのは非常に厳しい状況

だろうというのが予想されますので。始めたか

らには、これは単費でやるしかないだろうとい

うふうに私は想像しますけれども、これは来年

以降も村としてはずっと一括交付金の適用を求

め続けていくと、そういう方針をもう貫いてい

くと、そういう考えですか。その辺をお伺いい

たします。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 お答えいたします。 

 当初からその一括交付金があるので、少人数

学級をやりますということではないですから。
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これは議員も御承知のとおり、これはいいもの

だから、我々にとって絶対に人材育成という観

点からは間違いなく、これはいい方向にいくだ

ろうということでありますので、単費でもこれ

はしっかりやっていきたいということをこの議

会の中でも意思表示をさせていただいていると

思っております。ただ、当然行政として負担が

小さくなるような努力はしないといけないわけ

ですから、一括交付金の対象になるように一石

を投じようと、チャレンジをしていこうという

ことも、この議会でお話をさせていただいてい

ると思っております。そういう意味では今後も

当然単費であろうが、この少人数学級は継続し

てやっていきたいと思っておりますし、また行

政の役目として、当然少しでも、幾らかでも補

助金や交付金が可能性があるのであれば、これ

からもチャレンジをしていきたいと思っており

ますので、その辺は一貫してやっていきたいと

思っております。御理解のほどお願いいたしま

す。 

○議長 與那覇朝輝 以上で仲眞功浩議員の質

疑を終了いたします。ほかに質疑ありませんか。 

 休憩します。 

休 憩（１１時２１分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１１時３０分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 議案第30号 平成30年

度中城村一般会計補正予算（第１号）について

質疑をします。 

 今の件でもう１回確認、５ページです。15款

３項４目６節の海岸海浜浄化業務委託の90万円、

もう一回確認です。どこからの委託金でこれは

どういった事業に使われますか。 

○議長 與那覇朝輝 住民生活課長 津覇盛之。 

○住民生活課長 津覇盛之 それではお答えい

たします。 

 この海岸海浜浄化業務と申しますのは、これ

は管理しているのは沖縄県ですので、沖縄県中

部土木事務所から委託を受けております。この

事業につきましては、当然ながら海浜の美化作

業に使われることが前提となっておりますので、

現在はボランティアとかそういった活動によっ

て収集されたごみ等の収集運搬と、当然これは

産業廃棄物になりますので処理業者のほうにそ

の費用を充てております。 

○議長 與那覇朝輝 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 今、住民生活課長から

ありましたように、久場では中城モール裏の海

岸とかボランティアで清掃をやって、ここの近

くで海岸線にちりを置いてあります。それから

発電所は発電所職員の皆さんが、泊の海岸沿い

にちりを拾って置いてある。それでこの前も屋

宜の下のゴルフ場ですけれども、そこもボラン

ティアの方々がちりを拾ってそこに置いている。

この護岸は、そういうふうにボランティアの

方々がやっていますけれども、いつも点検を

やっていますが、１カ月以上もそのちりが護岸

に置かれているのです。これはそういった予算

で早目に片づけることは可能ですか。 

○議長 與那覇朝輝 住民生活課長 津覇盛之。 

○住民生活課長 津覇盛之 お答えいたします。 

 現在御存じのように、これまで廃棄物処理を

委託しておりました倉敷環境が営業の停止に

なっているということがありまして、それにか

わる今村内の産業廃棄物管理業者に委託をして

おりますが、かなりごみの量があちこちから搬

入されるものですから、すぐには受け入れでき

ないという状況もございます。特に不法投棄の

部分については、ベッドとかそういう粗大ごみ

があるものですから、それをそのまま受け入れ

ることは厳しいということで、それでも今担当

の者が調整をして、受け入れを何とかしてお願

いをしている状況ですので、すぐ対応というの

は今のところできておりませんけれども、今後



― 50 ― 

早急に処理できるように対応していきたいと思

います。 

○議長 與那覇朝輝 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 ボランティアの皆さん

がボランティアをやっていますので、ここで長

くちりが置かれたら、やる気がなくなると思う

のです。せっかくボランティアで片づけたのに、

１カ月もここに放置されたら、次もちりを拾お

うという気分になれないと思うのです。だから

こういったお金を使いながらやったほうが、海

岸の景観もよくなると思うのです。道で海岸の

散歩をやっている方々とか、それから自転車で

サイクリングをやっている方々の邪魔になって

いるものだから、そういったところを早目に片

づけてもらいたい。そうしないと次のボラン

ティアをやる人たちがやる気を失いますので、

そこら辺をお願いしたいと思います。 

 それからこの委託金は中部土木事務所からの

委託金だと思いますけれども、例えば可能かど

うか。吉の浦線の護岸は今草が生えています。

こういった草刈りは賃金でやられていますけれ

ども、この草刈り作業もこの予算を使って、吉

の浦公園の護岸ですよ。草がたくさん生えてい

ますので、それを刈ることは可能ですか。それ

でもし皆さんだけではなくて、子供たちを集め

て草を刈って、これを撤去することは可能です

か。一緒にやってということで、ボランティア。 

○議長 與那覇朝輝 住民生活課長 津覇盛之。 

○住民生活課長 津覇盛之 それではお答えい

たします。 

 この委託金に基づいて、こういった草刈り、

管理作業にできるかどうかということですけれ

ども、これは可能かどうかというのは、やっぱ

り中部土木事務所に確認をとらないことには、

今お答えすることはできませんので。 

○議長 與那覇朝輝 以上で新垣貞則議員の質

疑を終了いたします。ほかに質疑ありませんか。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 これで質疑を終了いたし

ます。 

 お諮りします。ただいま議題となっておりま

す議案第30号は、会議規則第39条第３項の規定

によって委員会付託を省略したいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第26号は委員会付託を省略し

ます。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「討論なし」と認め、討

論を終わります。 

 これから議案第30号 平成30年度中城村一般

会計補正予算（第１号）を採決いたします。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第30号 平成30年度中城村一

般会計補正予算（第１号）は原案のとおり可決

されました。 

 日程第７ 議案第31号 平成30年度中城村公

共下水道事業特別会計補正予算（第１号）を議

題とします。 

 本件については６月８日に説明を受けており

ますので、これから質疑を行います。 

 休憩します。 

休 憩（１１時３９分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１１時４０分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 質疑ありませんか。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「質疑なし」と認め、質

疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっておりま
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す議案第31号は、会議規則第39条第３項の規定

によって委員会付託を省略したいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第31号は委員会付託を省略い

たします。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「討論なし」と認め、討

論を終わります。 

 これから議案第31号 平成30年度中城村公共

下水道事業特別会計補正予算（第１号）を採決

いたします。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第31号 平成30年度中城村公

共下水道事業特別会計補正予算（第１号）は原

案のとおり可決されました。 

 日程第８ 議案第32号 平成30年度中城村水

道事業会計補正予算（第１号）を議題とします。 

 本件については６月８日に説明を受けており

ますので、これから質疑を行います。質疑あり

ませんか。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「質疑なし」と認め、質

疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっておりま

す議案第32号は、会議規則第39条第３項の規定

によって委員会付託を省略したいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第32号は委員会付託を省略い

たします。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「討論なし」と認め、討

論を終わります。 

 これから議案第32号 平成30年度中城村水道

事業会計補正予算（第１号）を採決いたします。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第32号 平成30年度中城村水

道事業会計補正予算（第１号）は原案のとおり

可決されました。 

 日程第９ 議案第33号 防災拠点及び地域交

流施設新築工事請負契約についてを議題といた

します。 

 本件については６月８日に説明を受けており

ますので、これから質疑を行います。 

 休憩します。 

休 憩（１１時４３分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１１時４４分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 質疑ありませんか。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「質疑なし」と認め、質

疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっておりま

す議案第33号は、会議規則第39条第３項の規定

によって委員会付託を省略したいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第33号は委員会付託を省略い

たします。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「討論なし」と認め、討

論を終わります。 
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 これから議案第33号 防災拠点及び地域交流

施設新築工事請負契約についてを採決いたしま

す。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第33号 防災拠点及び地域交

流施設新築工事請負契約については原案のとお

り可決されました。 

 日程第10 同意第２号 固定資産評価員の選

任につき議会の同意を求めることについてを議

題とします。 

 本件について、提案理由の説明を求めます。 

 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 同意第２号 固定資産評価

員の選任につき議会の同意を求めることについ

て同意を求めます。 

 

同意第２号 

 

固定資産評価員の選任につき議会の同意を求めることについて 

 

 下記の者を固定資産評価員に選任したいので、地方税法（昭和25年法律第226号）第404条第２

項の規定に基づき、議会の同意を求める。 

 

記 

 

住  所  中城村 

氏  名  知 名  勉 

生年月日  昭和36年生 

 

平成30年６月８日 提出 

中 城 村 長  浜 田 京 介 

 

提案理由 

 固定資産評価員を選任するに当たり、地方税法（昭和25年法律第226号）第404条第２項の規定

に基づき、議会の同意を得る必要があるためである。 

 

 添付書類といたしまして履歴書がございます

ので、御参照いただきたいと思います。以上で

ございます。 

○議長 與那覇朝輝 これから質疑を行います

が、関係者の税務課長の退席を求めます。 

（知名 勉税務課長兼住民税係長 退席） 

○議長 與那覇朝輝 これから質疑を行います。 

 休憩します。 

休 憩（１１時４８分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１１時５０分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 質疑ありませんか。 

（「質疑なし」と言う声あり） 
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○議長 與那覇朝輝 「質疑なし」と認め、質

疑を終了いたします。 

 お諮りします。ただいま議題となっておりま

す同意第２号は、会議規則第39条第３項の規定

によって委員会付託を省略したいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、同意第２号は委員会付託を省略い

たします。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「討論なし」と認め、討

論を終わります。 

 これから同意第２号 固定資産評価員の選任

につき議会の同意を求めることについてを採決

いたします。 

 お諮りします。本案は原案のとおり同意する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、同意第２号 固定資産評価員の選

任につき議会の同意を求めることについては原

案のとおり同意することに決定いたしました。 

 休憩します。 

休 憩（１１時５１分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１１時５１分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

（知名 勉税務課長兼住民税係長 復席） 

○議長 與那覇朝輝 税務課長が入場いたしま

した。 

 ただいま議題となっております同意第２号 

固定資産評価員の選任につき議会の同意を求め

ることについては同意されましのたで、お伝え

いたします。 

 日程第11 承認第１号 専決処分の承認につ

いてを議題とします。 

 本件について、提案理由の説明を求めます。 

 浜田京介。 

○村長 浜田京介 承認第１号 専決処分の承

認について、承認を求めます。 

 

承認第１号 

 

専決処分の承認について 

 

 地方自治法（昭和22年法律第67号）第179条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分した

ので、同条第３項の規定により、これを報告し承認を求める。 

 

 平成30年６月８日提出 

中城村長  浜 田 京 介 

 

提案理由 

 議会を招集する時間的余裕がなかったため、平成29年度中城村一般会計補正予算（第９号）

を専決処分したので議会の承認を必要とする。 
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中城村専決第２号 

 

専 決 処 分 書 

 

 平成29年度中城村一般会計補正予算（第９号）を地方自治法（昭和22年法律第67号）第179条

第１項の規定に基づき別紙のとおり専決処分する。 

 

 平成30年３月30日 

中城村長  浜 田 京 介 

 

平成29年度中城村一般会計補正予算（第９号） 

 

 平成29年度中城村一般会計補正予算（第９号）は、次に定めるところによる。 

 

（繰越明許費の補正） 

第１条 繰越明許費の追加は、「第１表 繰越明許費補正」による。 

 

    平成30年３月30日提出 

中城村長  浜 田 京 介 

 

第１表  繰 越 明 許 費 補 正 

（追 加） （単位：千円） 

款 項 事  業  名 金 額 

８ 土木費 ４ 都市計画費 地域子育て環境整備事業 17,627 

 

 以上でございます。 

○議長 與那覇朝輝 これで提案理由の説明を

終わります。 

 これから質疑を行います。 

 休憩します。 

休 憩（１１時５４分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１１時５６分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 質疑ありませんか。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「質疑なし」と認め、質

疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっておりま

す承認第１号は、会議規則第39条第３項の規定

によって委員会付託を省略したいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 
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○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、承認第１号は委員会付託を省略し

ます。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「討論なし」と認め、討

論を終わります。 

 これから承認第１号 専決処分の承認につい

てを採決いたします。 

 お諮りします。本案は原案のとおり承認する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、承認第１号 専決処分の承認につ

いては原案のとおり承認されました。 

 日程第12 承認第２号 専決処分の承認につ

いてを議題といたします。 

 本件について、提案理由の説明を求めます。 

 浜田京介。 

○村長 浜田京介 承認第２号 専決処分の承

認について、承認を求めます。 

 

承認第２号 

 

専決処分の承認について 

 

 地方自治法（昭和22年法律第67号）第179条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分した

ので、同条第３項の規定により、これを報告し承認を求める。 

 

  平成30年６月８日提出 

 

中 城 村 長   浜 田 京 介 

 

提案理由 

 農業災害補償法の一部を改正する法律（平成29年法律第74号）が、平成30年４月１日から施

行されたことに伴い、災害による被害者に対する村税の減免に関する条例の一部を改正する必

要が生じたが、緊急を要するため議会を招集する時間的余裕がなかったため、専決処分したの

で議会の承認を必要とする。 

 

中城村専決第３号 

 

専 決 処 分 書 

 

 災害による被害者に対する村税の減免に関する条例の一部を改正する条例を地方自治法（昭和

22年法律第67号）第179条第１項の規定に基づき別紙のとおり専決処分する。 

  



― 56 ― 

平成30年３月30日 

中城村長  浜 田 京 介 

 

 

災害による被害者に対する村税の減免に関する条例の一部を改正する条例 

 災害による被害者に対する村税の減免に関する条例（平成18年中城村条例第17号）の一部を次のよう

に改正する。 

改正後 改正前 

 （村民税の減免） 

第２条 災害により村民税の納税義務者（個人に

限る。以下同じ。）が次の事由に該当すること

となった場合においては、当該納税義務者が納

付すべき当該年度分の村民税に係る税額のう

ち、災害を受けた日以後に納期の末日の到来す

るもの（特別徴収される村民税に係る税額につ

いては、当該災害を受けた日以後に徴収すべき

税額とする。以下同じ。）について、次の表の

区分により減免するものとする。 

事由 減免の割合 

（略） 

障害者（地方税法（昭和25年法律第
226号。以下「法」という。）第292
条第１項第９号に規定する障害者を
いう。）となったとき 

100分の90 

（略） 

 

２ （略） 

３ 災害により当該年中に収穫すべき農作物につ

いて生じた損失額の合計額（当該年中に収穫す

べき農作物の減収価格から農業保険法（昭和22

年法律第185号）によって支払われるべき農作

物共済金額を控除した額）が、平年における当

該農作物による収入額の合計額の100分の30以

上の額である村民税の納税義務者で前年中の合

計所得金額が1,000万円以下であるもの（当該

合計所得金額のうち農業所得以外の所得が400

万円を超えるものを除く。）が納付すべき農業

所得に係る村民税の所得割の額（当該年度分の 

 （村民税の減免） 

第２条 災害により村民税の納税義務者（個人に

限る。以下同じ。）が次の事由に該当すること

となった場合においては、当該納税義務者が納

付すべき当該年度分の村民税に係る税額のう

ち、災害を受けた日以後に納期の末日の到来す

るもの（特別徴収される村民税に係る税額につ

いては、当該災害を受けた日以後に徴収すべき

税額とする。以下同じ。）について、次の表の

区分により減免するものとする。 

事由 減免の割合 

（略） 

障害者（地方税法第292条第１項第
９号に規定する障害者をいう。）と
なったとき 

100分の90 

（略） 

 

２ （略） 

３ 災害により当該年中に収穫すべき農作物につ

いて生じた損失額の合計額（当該年中に収穫す

べき農作物の減収価格から農業災害補償法（昭

和22年法律第185号）によって支払われるべき

農作物共済金額を控除した額）が、平年におけ

る当該農作物による収入額の合計額の100分の

30以上の額である村民税の納税義務者で前年中

の合計所得金額が1,000万円以下であるもの

（当該合計所得金額のうち農業所得以外の所得

が400万円を超えるものを除く。）が納付すべき

農業所得に係る村民税の所得割の額（当該年度 
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 村民税の所得割の額に前年中における農業所得

の金額の同年中の合計所得金額に対する割合を

乗じて得た額）のうち、当該災害を受けた日以

後に納期の末日が到来するものについて、次の

表の区分により減免するものとする。 

（略） 

 
 

 分の村民税の所得割の額に前年中における農業

所得の金額の同年中の合計所得金額に対する割

合を乗じて得た額）のうち、当該災害を受けた

日以後に納期の末日が到来するものについて、

次の表の区分により減免するものとする。 

（略） 

 
 

 

 専決処分書、そして新旧対照表の改正前、改

正後の下線の部分が今回改正される箇所でござ

います。御参照いただきたいと思います。以上

でございます。 

○議長 與那覇朝輝 これで提案理由の説明を

終わります。 

 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「質疑なし」と認め、質

疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっておりま

す承認第２号は、会議規則第39条第３項の規定

によって委員会付託を省略したいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、承認第２号は委員会付託を省略い

たします。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「討論なし」と認め、討

論を終わります。 

 これから承認第２号 専決処分の承認につい

てを採決いたします。 

 お諮りします。本案は原案のとおり承認する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、承認第２号 専決処分の承認につ

いては原案のとおり承認されました。 

 休憩します。 

休 憩（１２時００分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１２時００分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 日程第13 承認第３号 専決処分の承認につ

いてを議題とします。 

 本件について、提案理由の説明を求めます。 

 浜田京介。 

○村長 浜田京介 承認第３号 専決処分の承

認について、承認を求めます。 

 

承認第３号 

 

専決処分の承認について 

 

 地方自治法（昭和22年法律第67号）第179条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分した

ので、同条第３項の規定により、これを報告し承認を求める。 
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  平成30年６月８日 提出 

中城村長  浜 田 京 介 

 

提案理由 

 地方税法施行令等の一部を改正する政令（平成30年政令第125号）が、平成30年３月31日に

公布されたことに伴い、中城村国民健康保険税条例の一部を改正する必要が生じたが、緊急を

要するため議会を招集する時間的余裕がなかったため、専決処分したので議会の承認を必要と

する。 

 

中城村専決第４号 

 

専 決 処 分 書 

 

 中城村国民健康保険税条例の一部を改正する条例を地方自治法（昭和22年法律第67号）第179

条第１項の規定に基づき、別紙のとおり専決処分する。 

 

平成30年３月31日 

中城村長  浜 田 京 介 

 

 

中城村国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

 中城村国民健康保険税条例（昭和47年中城村条例71号）の一部を次のように改正する。 

改正後 改正前 

 （課税額） 

第２条 （略） 

２ 前項第１号の基礎課税額は、世帯主（前条第

２項の世帯主を除く。）及びその世帯に属する

国民健康保険の被保険者につき算定した所得割

額及び資産割額並びに被保険者均等割額及び世

帯別平等割額の合算額とする。ただし、当該合

算額が580,000円を超える場合においては、基

礎課税額は580,000円とする。 

 ３・４ （略） 

 （保険税の減額） 

第17条 次の各号に掲げる保険税の納税義務者に 

 （課税額） 

第２条 （略） 

２ 前項第１号の基礎課税額は、世帯主（前条第

２項の世帯主を除く。）及びその世帯に属する

国民健康保険の被保険者につき算定した所得割

額及び資産割額並びに被保険者均等割額及び世

帯別平等割額の合算額とする。ただし、当該合

算額が540,000円を超える場合においては、基

礎課税額は540,000円とする。 

 ３・４ （略） 

 （保険税の減額） 

第17条 次の各号に掲げる保険税の納税義務者に 
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 対して課する保険税の額は、第２条第２項本文

の基礎課税額からイ及びロに掲げる額を減額し

て得た額（当該減額して得た額が580,000円を

超える場合には580,000円）同条第３項本文の

後期高齢者支援金等課税額からハ及びニに掲げ

る額を減額して得た額（当該減額して得た額が

190,000円を超える場合は190,000円）並びに同

条第４項本文の介護納付金課税額からホ及びヘ

に掲げる額を減額して得た額（当該減額して得

た額が160,000円を超える場合には160,000円）

の合算額とする。 

 (１) (略) 

 (２) 法第703条の５に規定する総所得金額及

び山林所得金額の合算額が、330,000円に被

保険者及び特定同一世帯所属者１人につき

275,000円を加算した金額を超えない世帯に

係る納税義務者（前号に該当するものを除

く。） 

 (３) 法第703条の５に規定する総所得金額及

び山林所得金額の合算額が、330,000円に被

保険者及び特定同一世帯所属者１人につき

500,000円を加算した金額を超えない世帯に

係る納税義務者（前２号に該当する者を除

く。） 

 ２ （略） 

 （特例対象者被保険者等に係る申告） 

第18条の２ （略） 

２ 前項の申告書の提出に当たり、当該納税義務

者は、雇用保険受給資格者証（雇用保険法施行

規則（昭和50年労働省令第３号）第17条の２第

１項第１号に規定するものをいう。）その他の

特例対象被保険者等であることの事実を証明す

る書類の提示を求められた場合には、これらを

提示しなければならない。 

 対して課する保険税の額は、第２条第２項本文

の基礎課税額からイ及びロに掲げる額を減額し

て得た額（当該減額して得た額が540,000円を

超える場合には540,000円）同条第３項本文の

後期高齢者支援金等課税額からハ及びニに掲げ

る額を減額して得た額（当該減額して得た額が

190,000円を超える場合は190,000円）並びに同

条第４項本文の介護納付金課税額からホ及びヘ

に掲げる額を減額して得た額（当該減額して得

た額が160,000円を超える場合には160,000円）

の合算額とする。 

 (１) （略） 

 (２) 法第703条の５に規定する総所得金額及

び山林所得金額の合算額が、330,000円に被

保険者及び特定同一世帯所属者１人につき

270,000円を加算した金額を超えない世帯に

係る納税義務者（前号に該当するものを除

く。） 

 (３) 法第703条の５に規定する総所得金額及

び山林所得金額の合算額が、330,000円に被

保険者及び特定同一世帯所属者１人につき

490,000円を加算した金額を超えない世帯に

係る納税義務者（前２号に該当する者を除

く。） 

２ （略） 

 （特例対象者被保険者等に係る申告） 

第18条の２ （略） 

２ 前項の申告書を提出する場合には、当該納税

義務者は、雇用保険受給資格者証（雇用保険法

施行規則（昭和50年労働省令第３号）第17条の

２第１項第１号に規定するものをいう。）その

他の特例対象被保険者等であることの事実を証

明する書類を提示しなければならない。 

附則 

（施行期日） 

 この条例は、平成30年４月１日から施行する。 
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（適用区分） 

 この条例による改正後の中城村国民健康保険税条例の規定は、平成30年度以後の年度分の国民健康保

険税について適用し、平成29年度までの国民健康保険税については、なお従前の例による。 

 

 同じく専決処分書と改正前、改正後の対照表

がございますので、御参照いただきたいと思い

ます。 

○議長 與那覇朝輝 これで提案理由の説明を

終わります。 

 これから質疑を行います。 

 休憩します。 

休 憩（１２時０２分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１２時０３分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 質疑ありませんか。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「質疑なし」と認め、質

疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっておりま

す承認第３号は、会議規則第39条第３項の規定

によって委員会付託を省略したいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、承認第３号は委員会付託を省略い

たします。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「討論なし」と認め、討

論を終わります。 

 これから承認第３号 専決処分の承認につい

てを採決いたします。 

 お諮りします。本案は原案のとおり承認する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、承認第３号 専決処分の承認につ

いては原案のとおり承認されました。 

 日程第14 承認第４号 専決処分の承認につ

いてを議題といたします。 

 本件について、提案理由の説明を求めます。 

 浜田京介。 

○村長 浜田京介 承認第４号 専決処分の承

認について、承認を求めます。 

 

承認第４号 

 

専決処分の承認について 

 

 地方自治法（昭和22年法律第67号）第179条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分した

ので、同条第３項の規定により、これを報告し承認を求める。 

 

  平成30年６月８日 提出 

中城村長  浜 田 京 介 
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提案理由 

 地方税法等の一部を改正する法律（平成30年法律第３号）が、平成30年３月31日に公布され

たことに伴い、中城村税条例の一部を改正する必要が生じたが、緊急を要するため議会を招集

する時間的余裕がなかったため、専決処分したので議会の承認を必要とする。 

 

中城村専決第５号 

 

専 決 処 分 書 

 

 中城村税条例の一部を改正する条例を地方自治法（昭和22年法律第67号）第179条第１項の規

定に基づき別紙のとおり専決処分する。 

 

平成30年３月31日 

中城村長  浜 田 京 介 

 

 

中城村税条例の一部を改正する条例 

 中城村税条例（昭和47年中城村条例第37号）の一部を次のように改正する。 

改正後 改正前 

 （年当たりの割合の基礎となる日数） 

第20条 前条、第43条第２項、第48条第５項、第

50条第２項、第52条第１項及び第４項、第53条

の12第２項、第72条第２項、第98条第５項、第

101条第２項、第139条第２項並びに第140条第

２項の規定に定める延滞金の額の計算につきこ

れらの規定に定める年当たりの割合は、潤
じゅん

年

の日を含む期間についても、365日当たりの割

合とする。 

 

 （個人の村民税の非課税の範囲） 

第24条 次の各号のいずれかに該当する者に対し

ては、村民税（第２号に該当する者にあって

は、第53条の２の規定により課する所得割（以

下「分離課税に係る所得割」という。）を除

く。）を課さない。ただし、法の施行地に住所 

 （年当たりの割合の基礎となる日数） 

第20条 前条、第43条第２項、第48条第３項、第

50条第２項、第52条、第53条の12第２項、第72

条第２項、第98条第５項及び第101条第２項の

規定に定める延滞金の計算につきこれらの規定

に定める年当りの割合は、閏年の日を含む期間

についても、365日当たりの割合とする。 

 

 

 

 （個人の村民税の非課税の範囲） 

第24条 次の各号のいずれかに該当する者に対し

ては、村民税（第２号に該当する者にあって

は、第53条の２の規定によって課する所得割

（以下「分離課税に係る所得割」という。）を

除く。）を課さない。ただし、法の施行地に住 
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 を有しない者については、この限りでない。 

 (１)・(２) （略） 

２ （略） 

 

 （均等割の税率） 

第31条 （略）  

２ 第23条第１項第３号又は第４号の者に対して

課する均等割の税率は、次の表の左欄に掲げる

法人の区分に応じ、それぞれ同表の右欄に定め

る額とする。 

（略） 

３・４ （略） 

 

 （村民税の申告） 

第36条の２ （略） 

２ 前項の規定により申告書を村長に提出すべき

者のうち、前年の合計所得金額が基礎控除額、

配偶者控除額及び扶養控除額の合計額以下であ

る者（施行規則第２条の２第１項の表の上欄に

掲げる者を除く。）が提出すべき申告書の様式

は、施行規則第２条第４項ただし書の規定によ

り、村長の定める様式による。 

３ （略） 

４ 給与所得等以外の所得を有しなかった者（第

１項又は前項の規定により第１項の申告書を提

出する義務を有する者を除く。）は、雑損控除

額若しくは医療費控除額の控除、法第313条第

８項に規定する純損失の金額の控除、同条第９

項に規定する純損失若しくは雑損失の金額の控

除又は寄附金税額控除額の控除を受けようとす

る場合には、３月15日までに、施行規則第５号

の５様式、第５号の５の２様式又は第５号の６

様式による申告書を村長に提出しなければなら

ない。 

５ 第１項ただし書に規定する者（第３項の規定

により第１項の申告書を提出する義務を有する

者を除く。）は、前年中において純損失又は雑 

 所を有しない者については、この限りでない。 

 (１)・(２) （略） 

２ （略） 

 

 （均等割の税率） 

第31条 （略） 

２ 第23条第１項第３号又は第４号の者に対して

課する均等割の税率は、次の表の左欄に掲げる

法人の区分に応じ、それぞれ当該右欄に定める

額とする。 

（略） 

３・４ （略） 

 

 （村民税の申告） 

第36条の２ （略） 

２ 前項の規定によって申告書を村長に提出すべ

き者のうち、前年の合計所得金額が基礎控除

額、配偶者控除額及び扶養控除額の合計額以下

である者（施行規則第２条の２第１項の表の上

欄に掲げる者を除く。）が提出すべき申告書の

様式は、施行規則第２条第２項ただし書の規定

により、村長の定める様式による。 

３ （略） 

４ 給与所得等以外の所得を有しなかった者（第

１項又は前項の規定によって第１項の申告書を

提出する義務を有する者を除く。）は、雑損控

除額若しくは医療費控除額の控除、法第313条

第８項に規定する純損失の金額の控除、同条第

９項に規定する純損失若しくは雑損失の金額の

控除又は寄附金税額控除額の控除を受けようと

する場合においては、３月15日までに、施行規

則第５号の５様式、第５号の５の２様式又は第

５号の６様式による申告書を村長に提出しなけ

ればならない。 

５ 第１項ただし書に規定する者（第３項の規定

によって第１項の申告書を提出する義務を有す

る者を除く。）は、前年中において純損失又は 
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 損失の金額がある場合には、３月15日までに、

同項の申告書を村長に提出することができる。 

 

６ 村長は、村民税の賦課徴収について必要があ

ると認める場合には、第23条第１項第１号に掲

げる者のうち所得税法第226条第１項若しくは

第３項の規定により前年の給与所得若しくは公

的年金等に係る所得に係る源泉徴収票を交付さ

れるもの又は同条第４項ただし書の規定により

給与所得若しくは公的年金等に係る所得に係る

源泉徴収票の交付を受けることができるもの

に、当該源泉徴収票又はその写しを提出させる

ことができる。 

７ 村長は、村民税の賦課徴収について必要があ

ると認める場合には、第23条第１項第２号に掲

げる者に、３月15日までに、賦課期日現在にお

いて、村内に有する事務所、事業所又は家屋敷

の所在その他必要な事項を申告させることがで

きる。 

８ 村長は、村民税の賦課徴収について必要があ

ると認める場合には、新たに第23条第１項第３

号又は第４号に掲げる者に該当することとなっ

た者に、当該該当することとなった日から30日

以内に、その名称、代表者又は管理人の氏名、

主たる事務所又は事業所の所在、当該村内に有

する事務所、事業所又は寮等の所在、法人番号

（行政手続における特定の個人を識別するため

の番号の利用等に関する法律（平成25年法律第

27号）第２条第15項に規定する法人番号をい

う。以下村民税について同じ。）、当該該当する

こととなった日その他必要な事項を申告させる

ことができる。 

 

 （特別徴収義務者） 

第47条の３ 前条第１項の規定による特別徴収に

係る年金所得に係る特別徴収税額の特別徴収義

務者は、当該年度の初日において特別徴収対象 

 雑損失の金額がある場合においては、３月15日

までに、第１項の申告書を村長に提出すること

ができる。 

６ 村長は、村民税の賦課徴収について必要があ

ると認める場合においては、第23条第１項第１

号の者のうち所得税法第226条第１項若しくは

第３項の規定により前年の給与所得若しくは公

的年金等に係る所得に係る源泉徴収票を交付さ

れるもの又は同条第４項ただし書の規定により

給与所得若しくは公的年金等に係る所得に係る

源泉徴収票の交付を受けることができるもの

に、当該源泉徴収票又はその写しを提出させる

ことができる。 

７ 村長は、村民税の賦課徴収について必要があ

ると認める場合においては、第23条第１項第２

号の者に、３月15日までに、賦課期日現在にお

いて、村内に有する事務所、事業所又は家屋敷

の所在その他必要な事項を申告させることがで

きる。 

８ 村長は、村民税の賦課徴収について必要があ

ると認める場合においては、新たに第23条第１

項第３号又は第４号の者に該当することとなっ

た者に、当該該当することとなった日から10日

以内に、その名称、代表者又は管理人の氏名、

主たる事務所又は事業所の所在、当該村内に有

する事務所、事業所、又は寮等の所在、法人番

号（行政手続における特定の個人を識別するた

めの番号の利用等に関する法律（平成25年法律

第27号）第２条第15項に規定する法人番号をい

う。以下村民税について同じ。）、当該該当する

こととなった日その他必要な事項を申告させる

ことができる。 

 

 （特別徴収義務者） 

第47条の３ 前条第１項の規定による特別徴収に

係る年金所得に係る特別徴収税額の特別徴収義

務者は、当該年度の初日において特別徴収対象 
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 年金所得者に対して特別徴収対象年金給付（法

第321条の７の４第２項の特別徴収対象年金給

付をいう。以下この節において同じ。）の支払

をする者（次条第１項において「年金保険者」

という。）とする。 

 

 （年金所得に係る仮特別徴収税額等） 

第47条の５ 当該年度の初日の属する年の前年の

10月１日からその翌年の３月31日までの間にお

ける特別徴収対象年金給付の支払の際、前条第

２項の支払回数割特別徴収税額を徴収されてい

た特別徴収対象年金所得者について、老齢等年

金給付が当該年度の初日からその日の属する年

の９月30日までの間において支払われる場合に

は、当該特別徴収対象年金所得者の前年中の公

的年金等に係る所得に係る所得割額及び均等割

額の合算額として年金所得に係る仮特別徴収税

額（当該特別徴収対象年金所得者に対して課し

た前年度分の個人の村民税のうち当該特別徴収

対象年金所得者の前々年中の公的年金等に係る

所得に係る所得割額及び均等割額の合算額（当

該特別徴収対象年金所得者に係る均等割額を第

44条第１項の規定により特別徴収の方法によっ

て徴収した場合には、前々年中の公的年金等に

係る所得に係る所得割額）の２分の１に相当す

る額をいう。次条第２項において同じ。）を、

当該年度の初日からその日の属する年の９月30

日までの間において特別徴収対象年金給付の支

払をする際、特別徴収の方法によって徴収す

る。 

２ （略） 

３ 第47条の３及び前条の規定は、第１項の規定

による特別徴収について準用する。この場合に

おいて、これらの規定中「年金所得に係る特別

徴収税額」とあるのは「年金所得に係る仮特別

徴収税額」と、第47条の３中「前条第１項」と

あるのは「第47条の５第１項」と、「の特別徴 

 年金所得者に対して特別徴収対象年金給付（法

第321条の７の４第２項の特別徴収対象年金給

付をいう。以下この節において同じ。）の支払

をする者（以下この節において「年金保険者」

という。）とする。 

 

 （年金所得に係る仮特別徴収税額等） 

第47条の５ 当該年度の初日の属する年の前年の

10月１日からその翌年の３月31日までの間にお

ける特別徴収対象年金給付の支払の際、前条第

２項の支払回数割特別徴収税額を徴収されてい

た特別徴収対象年金所得者について、老齢等年

金給付が当該年度の初日からその日の属する年

の９月30日までの間において支払われる場合に

おいては、当該特別徴収対象年金所得者の前年

中の公的年金等に係る所得に係る所得割額及び

均等割額の合算額として年金所得に係る仮特別

徴収税額（当該特別徴収対象年金所得者に対し

て課した前年度分の個人の村民税のうち当該特

別徴収対象年金所得者の前々年中の公的年金等

に係る所得に係る所得割額及び均等割額の合算

額（当該特別徴収対象年金所得者に係る均等割

額を第44条第１項の規定により特別徴収の方法

によって徴収した場合においては、前々年中の

公的年金等に係る所得に係る所得割額）の２分

の１に相当する額をいう。以下この節において

同じ。）を、当該年度の初日からその日の属す

る年の９月30日までの間において特別徴収対象

年金給付の支払をする際、特別徴収の方法に

よって徴収する。 

２ （略） 

３ 第47条の３及び前条の規定は、第１項の規定

による特別徴収について準用する。この場合に

おいて、これらの規定中「年金所得に係る特別

徴収税額」とあるのは「年金所得に係る仮特別

徴収税額」と、第47条の３中「前条第１項」と

あるのは「第47条の５第１項」と、前条第１項 
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 収義務者」とあるのは「（同項に規定する年金

所得に係る仮特別徴収税額をいう。以下同

じ。）の特別徴収義務者」と、前条第１項及び

第２項中「支払回数割特別徴収税額」とあるの

は「支払回数割仮特別徴収税額」と、同項中

「の属する年の10月１日から翌年の３月31日」

とあるのは「からその日の属する年の９月30

日」と読み替えるものとする。 

 

 （法人の村民税の申告納付） 

第48条 （略） 

２ 法の施行地に本店又は主たる事務所若しくは

事業所を有する法人（以下この条において「内

国法人」という。）が、租税特別措置法第66条

の７第４項及び第10項又は第68条の91第４項及

び第10項の規定の適用を受ける場合には、法第

321条の８第24項及び令第48条の12の２に規定

するところにより、控除すべき額を前項の規定

により申告納付すべき法人税割額から控除す

る。 

３ 内国法人が、租税特別措置法第66条の９の３

第４項及び第10項又は第68条の93の３第４項及

び第10項の規定の適用を受ける場合には、法第

321条の８第25項及び令第48条の12の３に規定

するところにより、控除すべき額を第１項の規

定により申告納付すべき法人税割額から控除す

る。 

４ 内国法人又は外国法人が、外国の法人税等を

課された場合には、法第321条の８第26項及び

令第48条の13に規定するところにより、控除す

べき額を第１項の規定により申告納付すべき法

人税割額から控除する。 

 

５ 法第321条の８第22項に規定する申告書（同

条第21項の規定による申告書を含む。以下この

項において同じ。）に係る税金を納付する場合

には、当該税金に係る同条第１項、第２項、第 

 及び第２項中「支払回数割特別徴収税額」とあ

るのは「支払回数割仮特別徴収税額」と、同項

中「の属する年の10月１日から翌年の３月31

日」とあるのは「からその日の属する年の９月

30日」と読み替えるものとする。 

 

 

 

 

 （法人の村民税の申告納付） 

第48条 （略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 法の施行地に本店若しくは主たる事務所若し

くは事業所を有する法人又は外国法人が、外国

の法人税等を課された場合には、法第321条の

８第24項及び令第48条の13に規定するところに

より、控除すべき額を前項の規定により申告納

付すべき法人税割額から控除する。 

３ 法第321条の８第22項に規定する申告書（同

条第21項の規定による申告書を含む。以下この

項において同じ。）に係る税金を納付する場合

には、当該税金に係る同条第１項、第２項、第 
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 ４項又は第19項の納期限（納期限の延長があっ

たときは、その延長された納期限とする。第７

項第１号において同じ。）の翌日から納付の日

までの期間の日数に応じ、当該税額に年14.6

パーセント（申告書を提出した日（同条第23項

の規定の適用がある場合において、当該申告書

がその提出期限前に提出されたときは、当該提

出期限）までの期間又はその期間の末日の翌日

から１月を経過する日までの期間については、

年7.3パーセント）の割合を乗じて計算した金

額に相当する延滞金を加算して施行規則第22号

の４様式による納付書により納付しなければな

らない。 

６ （略） 

７ 第５項の場合において、法第321条の８第22

項に規定する申告書（以下この項において「修

正申告書」という。）の提出があったとき（当

該修正申告書に係る村民税について同条第１

項、第２項、第４項又は第19項に規定する申告

書（以下この項において「当初申告書」とい

う。）が提出されており、かつ、当該当初申告

書の提出により納付すべき税額を減少させる更

正（これに類するものを含む。以下この項にお

いて「減額更正」という。）があった後に、当

該修正申告書が提出されたときに限る。）は、

当該修正申告書の提出により納付すべき税額

（当該当初申告書に係る税額（還付金の額に相

当する税額を含む。）に達するまでの部分に相

当する税額に限る。）については、前項の規定

にかかわらず、次に掲げる期間（詐偽その他不

正の行為により村民税を免れた法人が法第321

条の11第１項又は第３項の規定による更正があ

るべきことを予知して提出した修正申告書に係

る村民税又は令第48条の16の２第３項に規定す

る村民税にあっては、第１号に掲げる期間に限

る。）を延滞金の計算の基礎となる期間から控

除する。 

 ４項又は第19項の納期限（納期限の延長があっ

たときは、その延長された納期限とする。第５

項第１号において同じ。）の翌日から納付の日

までの期間の日数に応じ、当該税額に年14.6

パーセント（申告書を提出した日（同条第23項

の規定の適用がある場合において、当該申告書

がその提出期限前に提出されたときは、当該提

出期限）までの期間又はその期間の末日の翌日

から１月を経過する日までの期間については、

年7.3パーセント）の割合を乗じて計算した金

額に相当する延滞金を加算して施行規則第22号

の４様式による納付書により納付しなければな

らない。 

４ （略） 

５ 第３項の場合において、法第321条の８第22

項に規定する申告書（以下この項において「修

正申告書」という。）の提出があったとき（当

該修正申告書に係る村民税について同条第１

項、第２項、第４項又は第19項に規定する申告

書（以下この項において「当初申告書」とい

う。）が提出されており、かつ、当該当初申告

書の提出により納付すべき税額を減少させる更

正（これに類するものを含む。以下この項にお

いて「減額更正」という。）があった後に、当

該修正申告書が提出されたときに限る。）は、

当該修正申告書の提出により納付すべき税額

（当該当初申告書に係る税額（還付金の額に相

当する税額を含む。）に達するまでの部分に相

当する税額に限る。）については、前項の規定

にかかわらず、次に掲げる期間（詐欺その他不

正の行為により村民税を免れた法人が法第321

条の11第１項又は第３項の規定による更正があ

るべきことを予知して提出した修正申告書に係

る村民税又は令第48条の16の２第３項に規定す

る村民税にあっては、第１号に掲げる期間に限

る。）を延滞金の計算の基礎となる期間から控

除する。 
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 (１)・(２) （略） 

８ （略） 

９ 法人税法第81条の22第１項の規定により法人

税に係る申告書を提出する義務がある法人で同

法第81条の24第１項の規定の適用を受けている

ものが、同条第４項の規定の適用を受ける場合

には、当該法人及び当該法人との間に連結完全

支配関係（同法第２条第12号の７の７に規定す

る連結完全支配関係をいう。第50条第３項及び

第52条第４項において同じ。）がある連結子法

人（同法第２条第12号の７に規定する連結子法

人をいう。第50条第３項及び第52条第４項にお

いて同じ。）（連結申告法人（同法第２条第16号

に規定する連結申告法人をいう。第52条第４項

において同じ。）に限る。）については、同法第

81条の24第４項の規定の適用に係る当該申告書

に係る連結法人税額（法第321条の８第４項に

規定する連結法人税額をいう。以下この項及び

第52条第４項において同じ。）の課税標準の算

定期間（当該法人の連結事業年度に該当する期

間に限る。第52条第４項において同じ。）に限

り、当該連結法人税額に係る個別帰属法人税額

を課税標準として算定した法人税割額及びこれ

と併せて納付すべき均等割額については、当該

連結法人税額について法人税法第81条の24第１

項の規定の適用がないものとみなして、第18条

の２の規定を適用することができる。 

 

 （法人の村民税に係る納期限の延長の場合の延

滞金） 

第52条 法人税法第74条第１項又は第144条の６

第１項の規定により法人税に係る申告書を提出

する義務がある法人で同法第75条の２第１項の

規定の適用を受けているものは、当該申告書に

係る法人税額の課税標準の算定期間でその適用

に係るものの所得に対する法人税額を課税標準

として算定した法人割額及びこれと併せて納付 

 (１)・(２) （略） 

６ （略） 

７ 法人税法第81条の22第１項の規定により法人

税に係る申告書を提出する義務がある法人で同

法第81条の24第１項の規定の適用を受けている

ものが、同条第４項の規定の適用を受ける場合

には、当該法人及び当該法人との間に連結完全

支配関係（同法第２条第12号の７の７に規定す

る連結完全支配関係をいう。第50条第３項及び

第52条第２項において同じ。）がある連結子法

人（同法第２条第12号の７に規定する連結子法

人をいう。第50条第３項及び第52条第２項にお

いて同じ。）（連結申告法人（同法第２条第16号

に規定する連結申告法人をいう。第52条第２項

において同じ。）に限る。）については、同法第

81条の24第４項の規定の適用に係る当該申告書

に係る連結法人税額（法第321条の８第４項に

規定する連結法人税額をいう。以下この項及び

第52条第２項において同じ。）の課税標準の算

定期間（当該法人の連結事業年度に該当する期

間に限る。第52条第２項において同じ。）に限

り、当該連結法人税額に係る個別帰属法人税額

を課税標準として算定した法人税割額及びこれ

と併せて納付すべき均等割額については、当該

連結法人税額について法人税法第81条の24第１

項の規定の適用がないものとみなして、第18条

の２の規定を適用することができる。 

 

 （法人の村民税に係る納期限の延長の場合の延

滞金） 

第52条 法人税法第74条第１項又は第144条の６

第１項の規定によって法人税に係る申告書を提

出する義務がある法人で同法第75条の２第１項

の規定の適用を受けているものは、当該申告書

に係る法人税額の課税標準の算定期間でその適

用に係るものの所得に対する法人税額を課税標

準として算定した法人割額及びこれと併せて納 
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 すべき均等割額を納付する場合には、当該税額

に、当該法人税額の課税標準の算定期間の末日

の翌日以後２月を経過した日から同項の規定に

より延長された当該申告書の提出期限までの期

間の日数に応じ、年7.3パーセントの割合を乗

じて計算した金額に相当する延滞金額を加算し

て納付しなければならない。 

２ 第48条第７項の規定は、前項の延滞金額につ

いて準用する。この場合において、同条第７項

中「前項の規定にかかわらず、次に掲げる期間

（詐偽その他不正の行為により村民税を免れた

法人が法第321条の11第１項又は第３項の規定

による更正があるべきことを予知して提出した

修正申告書に係る村民税又は令第48条の16の２

第３項に規定する村民税にあっては、第１号に

掲げる期間に限る。）」とあるのは、「当該当初

申告書の提出により納付すべき税額の納付が

あった日（その日が第52条第１項の法人税額の

課税標準の算定期間の末日の翌日以後２月を経

過した日より前である場合には、同日）から第

52条第１項の申告書の提出期限までの期間」と

読み替えるものとする。 

３ 第50条第４項の規定は、第１項の延滞金額に

ついて準用する。この場合において、同条第４

項中「前項の規定にかかわらず、次に掲げる期

間（詐偽その他不正の行為により村民税を免れ

た法人についてされた当該増額更正により納付

すべき村民税又は令第48条の15の５第４項に規

定する村民税にあっては、第１号に掲げる期間

に限る。）」とあるのは、「当該当初申告書の提

出により納付すべき税額の納付があった日（そ

の日が第52条第１項の法人税額の課税標準の算

定期間の末日の翌日以後２月を経過した日より

前である場合には、同日）から同条第１項の申

告書の提出期限までの期間」と読み替えるもの

とする。 

４ 法人税法第81条の22第１項の規定により法人 

 付すべき均等割額を納付する場合には、当該税

額に、当該法人税額の課税標準の算定期間の末

日の翌日以後２月を経過した日から同項の規定

により延長された当該申告書の提出期限までの

期間の日数に応じ、年7.3パーセントの割合を

乗じて計算した金額に相当する延滞金額を加算

して納付しなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 法人税法第81条の22第１項の規定によって法 
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 税に係る申告書を提出する義務がある法人で同

法第81条の24第１項の規定の適用を受けている

もの及び当該法人との間に連結完全支配関係が

ある連結子法人（連結申告法人に限る。）は、

当該申告書に係る連結法人税額の課税標準の算

定期間でその適用に係るものの連結所得（同法

第２条第18号の４に規定する連結所得をい

う。）に対する連結法人税額に係る個別帰属法

人税額を課税標準として算定した法人税割額及

びこれと併せて納付すべき均等割額を納付する

場合には、当該税額に、当該連結法人税額の課

税標準の算定期間の末日の翌日以後２月を経過

した日から同項の規定により延長された当該申

告書の提出期限までの期間の日数に応じ、年

7.3パーセントの割合を乗じて計算した金額に

相当する延滞金額を加算して納付しなければな

らない。 

５ 第48条第７項の規定は、前項の延滞金額につ

いて準用する。この場合において、同条第７項

中「前項の規定にかかわらず、次に掲げる期間

（詐偽その他不正の行為により村民税を免れた

法人が法第321条の11第１項又は第３項の規定

による更正があるべきことを予知して提出した

修正申告書に係る村民税又は令第48条の16の２

第３項に規定する村民税にあっては、第１号に

掲げる期間に限る。）」とあるのは、「当該当初

申告書の提出により納付すべき税額の納付が

あった日（その日が第52条第４項の連結法人税

額の課税標準の算定期間の末日の翌日以後２月

を経過した日より前である場合には、同日）か

ら第52条第４項の申告書の提出期限までの期

間」と読み替えるものとする。 

６ 第50条第４項の規定は、第４項の延滞金額に

ついて準用する。この場合において、同条第４

項中「前項の規定にかかわらず、次に掲げる期

間（詐偽その他不正の行為により村民税を免れ

た法人についてされた当該増額更正により納付 

 人税に係る申告書を提出する義務がある法人で

同法第81条の24第１項の規定の適用を受けてい

るもの及び当該法人との間に連結完全支配関係

がある連結子法人（連結申告法人に限る。）

は、当該申告書に係る連結法人税額の課税標準

の算定期間でその適用に係るものの連結所得

（同法第２条第18号の４に規定する連結所得を

いう。）に対する連結法人税額に係る個別帰属

法人税額を課税標準として算定した法人税割額

及びこれと併せて納付すべき均等割額を納付す

る場合には、当該税額に、当該連結法人税額の

課税標準の算定期間の末日の翌日以後２月を経

過した日から同項の規定により延長された当該

申告書の提出期限までの期間の日数に応じ、年

7.3パーセントの割合を乗じて計算した金額に

相当する延滞金額を加算して納付しなければな

らない。 
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 すべき村民税又は令第48条の15の５第４項に規

定する村民税にあっては、第１号に掲げる期間

に限る。）」とあるのは、「当該当初申告書の提

出により納付すべき税額の納付があった日（そ

の日が第52条第４項の連結法人税額の課税標準

の算定期間の末日の翌日以後２月を経過した日

より前である場合には、同日）から同条第４項

の申告書の提出期限までの期間」と読み替える

ものとする。 

 

 （固定資産税の納税義務者等） 

第54条 （略） 

２～６ （略） 

７ 家屋の附帯設備（家屋のうち附帯設備に属す

る部分その他施行規則第10条の２の12で定める

ものを含む。）であって、家屋の所有者以外の

者がその事業の用に供するため取り付けたもの

があり、かつ、当該家屋に付合したことにより

家屋の所有者が所有することとなったもの（以

下この項において「特定附帯設備」という。）

については、当該取り付けた者の事業の用に供

することができる資産である場合に限り、当該

取り付けた者をもって第１項の所有者とみな

し、当該特定附帯設備のうち家屋に属する部分

は家屋以外の資産とみなして固定資産税を課す

る。 

 

    附 則 

 （延滞金の割合等の特例） 

第２条の２ 当分の間、第19条、第43条第２項、

第48条第５項、第50条第２項、第53条の12第２

項、第72条第２項、第98条第５項、第101条第

２項、第139条第２項（第140条の７において準

用する場合を含む。）及び第140条第２項（第

140条の７において準用する場合を含む。）に規

定する延滞金の年14.6パーセントの割合及び年

7.3パーセントの割合は、これらの規定にかか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （固定資産税の納税義務者等） 

第54条 （略）  

２～６ （略） 

７ 家屋の附帯設備（家屋のうち附帯設備に属す

る部分その他施行規則第10条の２の10で定める

ものを含む。）であって、家屋の所有者以外の

者がその事業の用に供するため取り付けたもの

があり、かつ、当該家屋に付合したことにより

家屋の所有することとなったもの（以下この項

において「特定附帯設備」という。）について

は、当該取り付けた者の事業の用に供すること

ができる資産である場合に限り、当該取り付け

た者をもって第１項の所有者とみなし、当該特

定附帯設備のうち家屋に属する部分は家屋以外

の資産とみなして固定資産税を課する。 

 

 

   附 則 

 （延滞金の割合等の特例） 

第２条の２ 当分の間、第19条、第43条第２項、

第48条第３項、第50条第２項、第53条の12第２

項、第72条第２項、第98条第５項、第101条第

２項、第139条第２項（第140条の７において準

用する場合を含む。）及び第140条第２項（第

140条の７において準用する場合を含む。）に規

定する延滞金の年14.6パーセントの割合及び年

7.3パーセントの割合は、これらの規定にかか 
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 わらず、各年の特例基準割合（当該年の前年に

租税特別措置法第93条第２項の規定により告示

された割合に年１パーセントの割合を加算した

割合をいう。以下この条において同じ。）が年

7.3パーセントの割合に満たない場合には、そ

の年（以下この条において「特例基準割合適用

年」という。）中においては、年14.6パーセン

トの割合にあっては当該特例基準割合適用年に

おける特例基準割合に年7.3パーセントの割合

を加算した割合とし、年7.3パーセントの割合

にあっては当該特例基準割合に年１パーセント

の割合を加算した割合（当該加算した割合が年

7.3パーセントの割合を超える場合には、年7.3

パーセントの割合）とする。 

２ 当分の間、第52条第１項及び第４項に規定す

る延滞金の年7.3パーセントの割合は、これら

の規定にかかわらず、特例基準割合適用年中に

おいては、当該特例基準割合適用年における特

例基準割合とする。 

 

 （納期限の延長に係る延滞金の特例） 

第２条の２の２ 当分の間、日本銀行法（平成９

年法律第89号）第15条第１項（第１号に係る部

分に限る。）の規定により定められる商業手形

の基準割引率が年5.5パーセントを超えて定め

られる日からその後年5.5パーセント以下に定

められる日の前日までの期間（当該期間内に前

条第２項の規定により第52条第１項及び第４項

に規定する延滞金の割合を前条第２項に規定す

る特例基準割合とする年に含まれる期間がある

場合には、当該期間を除く。以下この項におい

て「特例期間」という。）内（法人税法第75条

の２第１項（同法第144条の８において準用す

る場合を含む。）の規定により延長された法第

321条の８第１項に規定する申告書の提出期限

又は法人税法第81条の24第１項の規定により延

長された法第321条の８第４項に規定する申告 

 わらず、各年の特例基準割合（当該年の前年に

租税特別措置法第93条第２項の規定により告示

された割合に年１パーセントの割合を加算した

割合をいう。以下この条において同じ。）が年

7.3パーセントの割合に満たない場合には、そ

の年（以下この条において「特例基準割合適用

年」という。）中においては、年14.6パーセン

トの割合にあっては当該特例基準割合適用年に

おける特例基準割合に年7.3パーセントの割合

を加算した割合とし、年7.3パーセントの割合

にあっては当該特例基準割合に年１パーセント

の割合を加算した割合（当該加算した割合が年

7.3パーセントの割合を超える場合には、年7.3

パーセントの割合）とする。 

２ 当分の間、第52条に規定する延滞金の年7.3

パーセントの割合は、同条の規定にかかわら

ず、特例基準割合適用年中においては、当該特

例基準割合適用年における特例基準割合とす

る。 

 

 （納期限の延長に係る延滞金の特例） 

第２条の２の２ 当分の間、日本銀行法（平成９

年法律第89号）第15条第１項（第１号に係る部

分に限る。）の規定により定められる商業手形

の基準割引率が年5.5パーセントを超えて定め

られる日からその後年5.5パーセント以下に定

められる日の前日までの期間（当該期間内に前

条第２項の規定により第52条に規定する延滞金

の割合を同項に規定する特例基準割合とする年

に含まれる期間がある場合には、当該期間を除

く。以下この項において「特例期間」とい

う。）内（法人税法第75条の２第１項（同法第

144条の８において準用する場合を含む。）の規

定により延長された法第321条の８第１項に規

定する申告書の提出期限又は法人税法第81条の

24第１項の規定により延長された法第321条の

８第４項に規定する申告書の提出期限が当該年 
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 書の提出期限が当該年5.5パーセント以下に定

められる日以後に到来することとなる村民税に

係る申告基準日が特例期間内に到来する場合に

おける当該村民税に係る第52条の規定による延

滞金については、当該年5.5パーセントを超え

て定められる日から当該延長された申告書の提

出期限までの期間内）は、特例期間内にその申

告基準日の到来する村民税に係る第52条第１項

及び第４項に規定する延滞金の年7.3パーセン

トの割合は、これらの規定及び前条第２項の規

定にかかわらず、当該年7.3パーセントの割合

と当該申告基準日における当該商業手形の基準

割引率のうち年5.5パーセントの割合を超える

部分の割合を年0.25パーセントの割合で除して

得た数を年0.73パーセントの割合に乗じて計算

した割合とを合計した割合（当該合計した割合

が年12.775パーセントの割合を超える場合に

は、年12.775パーセントの割合）とする。 

２ （略） 

 

 （法附則第15条第２項第１号等の条例で定める

割合） 

第６条の２ 法附則第15条第２項第１号に規定す

る条例で定める割合は２分の１とする。 

２ （略） 

 

 

３ 法附則第15条第２項第６号に規定する条例で

定める割合は４分の３とする。 

４ （略） 

５ 法附則第15条第29項第１号に規定する条例で

定める割合は３分の２とする。 

６ 法附則第15条第29項第２号に規定する条例で

定める割合は２分の１とする。 

７ 法附則第15条第29項第３号に規定する条例で

定める割合は２分の１とする。 

８ 法附則第15条第30項第１号に規定する条例で 

 5.5パーセント以下に定められる日以後に到来

することとなる村民税に係る申告基準日が特例

期間内に到来する場合における当該村民税に係

る第52条の規定による延滞金については、当該

年5.5パーセントを超えて定められる日から当

該延長された申告書の提出期限までの期間内）

は、特例期間内にその申告基準日の到来する村

民税に係る第52条に規定する延滞金の年7.3

パーセントの割合は、同条及び前条第２項の規

定にかかわらず、当該年7.3パーセントの割合

と当該申告基準日における当該商業手形の基準

割引率のうち年5.5パーセントの割合を超える

部分の割合を年0.25パーセントの割合で除して

得た数を年0.73パーセントの割合に乗じて計算

した割合とを合計した割合（当該合計した割合

が年12.775パーセントの割合を超える場合に

は、年12.775パーセントの割合）とする。 

 

２ （略） 

 

 （法附則第15条第２項第１号等の条例で定める

割合） 

第６条の２ 法附則第15条第２項第１号に規定す

る条例で定める割合は３分の１とする。 

２ （略） 

３ 法附則第15条第２項第３号に規定する条例で

定める割合は２分の１とする。 

４ 法附則第15条第２項第７号に規定する条例で

定める割合は４分の３とする。 

５ （略） 

 

 

６ 法附則第15条第29項に規定する条例で定める

割合は２分の１とする。 
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 定める割合は３分の２とする。 

９ 法附則第15条第30項第２号に規定する条例で

定める割合は２分の１とする。 

10 （略） 

11 （略） 

12 法附則第15条第32項第１号ハに規定する設備

について同号に規定する条例で定める割合は３

分の２とする。 

13 法附則第15条第32項第１号ニに規定する設備

について同号に規定する条例で定める割合は３

分の２とする。 

14 法附則第15条第32項第１号ホに規定する設備

について同号に規定する条例で定める割合は３

分の２とする。 

15 法附則第15条第32項第２号イに規定する設備

について同号に規定する条例で定める割合は４

分の３とする。 

16 法附則第15条第32項第２号ロに規定する設備

について同号に規定する条例で定める割合は４

分の３とする。 

17 法附則第15条第32項第３号イに規定する設備

について同号に規定する条例で定める割合は２

分の１とする。 

18 法附則第15条第32項第３号ロに規定する設備

について同号に規定する条例で定める割合は２

分の１とする。 

19 法附則第15条第32項第３号ハに規定する設備

について同号に規定する条例で定める割合は２

分の１とする。 

20 （略） 

21 法附則第15条の８第２項に規定する条例で定

める割合は３分の２とする。 

 

 （新築住宅等に対する固定資産税の減額の規定

の適用を受けようとする者がすべき申告） 

第６条の３ （略） 

２ （略） 

 

７ 法附則第15条第30項に規定する条例で定める

割合は２分の１とする。 

８ （略） 

９ （略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 法附則第15条第32項第２号イに規定する設備

について同号に規定する条例で定める割合は３

分の２とする。 

11 法附則第15条第32項第２号ロに規定する設備

について同号に規定する条例で定める割合は３

分の２とする。 

12 法附則第15条第32項第２号ハに規定する設備

について同号に規定する条例で定める割合は３

分の２とする。 

13 （略） 

14 法附則第15条の８第４項に規定する条例で定

める割合は３分の２とする。 

 

 （新築住宅等に対する固定資産税の減額の規定

の適用を受けようとする者がすべき申告） 

第６条の３ （略） 

２ （略） 
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３ 法附則第15条の８第１項の家屋について、同

項の規定の適用を受けようとする者は、当該年

度の初日の属する年の１月31日までに次に掲げ

る事項を記載した申告書を村長に提出しなけれ

ばならない。 

 (１) （略） 

 (２) 家屋の所在、家屋番号、種類、構造及び

床面積並びに令附則第12条第８項に規定する

従前の権利に対応する部分の床面積 

 (３) （略） 

４ 法附則第15条の８第２項の貸家住宅につい

て、同項の規定の適用を受けようとする者は、

当該年度の初日の属する年の１月31日までに次

に掲げる事項を記載し、かつ、高齢者の居住の

安定確保に関する法律（平成13年法律第26号）

第７条第１項の規定の登録を受けた旨を証する

書類及び当該貸家住宅の建設に要する費用につ

いて令附則第12条第12項第１号ロに規定する補

助を受けている旨を証する書類を添付した申告

書を村長に提出しなければならない。 

 (１)～(３) （略） 

５ 法附則第15条の８第３項の家屋について、同

項の規定の適用を受けようとする者は、当該年

度の初日の属する年の１月31日までに次に掲げ

る事項を記載した申告書を村長に提出しなけれ

ばならない。 

 (１) （略） 

 (２) 家屋の所在、家屋番号、種類、構造及び

床面積並びに令附則第12条第15項において準

用する同条第８項に規定する従前の権利に対

応する部分の床面積 

 (３) （略） 

６ 法附則第15条の９第１項の耐震基準適合住宅

について、同項の規定の適用を受けようとする

者は、当該耐震基準適合住宅に係る耐震改修が

完了した日から３月以内に、次に掲げる事項を

記載した申告書に当該耐震改修に要した費用を 

３ 法附則第15条の８第３項の家屋について、同

項の規定の適用を受けようとする者は、当該年

度の初日の属する年の１月31日までに次に掲げ

る事項を記載した申告書を村長に提出しなけれ

ばならない。 

 (１) （略） 

 (２) 家屋の所在、家屋番号、種類、構造及び

床面積並びに令附則第12条第17項に規定する

従前の権利に対応する部分の床面積 

 (３) （略） 

４ 法附則第15条の８第４項の貸家住宅につい

て、同項の規定の適用を受けようとする者は、

当該年度の初日の属する年の１月31日までに次

に掲げる事項を記載し、かつ、高齢者の居住の

安定確保に関する法律（平成13年法律第26号）

第７条第１項の登録を受けた旨を証する書類及

び当該貸家住宅の建設に要する費用について令

附則第12条第21項第１号ロに規定する補助を受

けている旨を証する書類を添付した申告書を村

長に提出しなければならない。 

 (１)～(３) （略） 

５ 法附則第15条の８第５項の家屋について、同

項の規定の適用を受けようとする者は、当該年

の初日の属する年の１月31日までに次に掲げる

事項を記載した申告書を村長に提出しなければ

ならない。 

 (１) （略） 

 (２) 家屋の所在、家屋番号、種類、構造及び

床面積並びに令附則第12条第24項において準

用する同条第17項に規定する従前の権利に対

応する部分の床面積 

 (３) （略） 

６ 法附則第15条の９第１項の耐震基準適合住宅

について、同項の規定の適用を受けようとする

者は、当該耐震基準適合住宅に係る耐震改修が

完了した日から３月以内に、次に掲げる事項を

記載した申告書に当該耐震改修に要した費用を 
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 証する書類及び当該耐震改修後の家屋が令附則

第12条第17項に規定する基準を満たすことを証

する書類を添付して村長に提出しなければなら

ない。 

 (１)～(６) （略） 

７ 法附則第15条の９第４項の高齢者等居住改修

住宅又は同条第５項の高齢者等居住改修専有部

分について、これらの規定の適用を受けようと

する者は、同条第４項に規定する居住安全改修

工事が完了した日から３月以内に、次に掲げる

事項を記載した申告書に施行規則附則第７条第

８項各号に掲げる書類を添付して村長に提出し

なければならない。 

 (１)～(３) （略） 

 (４) 令附則第12条第21項に掲げる者に該当す

る者の住所、氏名及び当該者が同項各号のい

ずれに該当するかの別 

 (５) （略） 

 (６) 居住安全改修工事に要した費用並びに令

附則第12条第22項に規定する補助金等、居宅

介護住宅改修費及び介護予防住宅改修費 

 (７) （略） 

８ 法附則第15条の９第９項の熱損失防止改修住

宅又は同条第10項の熱損失防止改修専有部分に

ついて、これらの規定の適用を受けようとする

者は、同条第９項に規定する熱損失防止改修工

事が完了した日から３月以内に、次に掲げる事

項を記載した申告書に施行規則附則第７条第９

項各号に掲げる書類を添付して村長に提出しな

ければならない。 

 (１)～(４) （略） 

 (５) 熱損失防止改修工事に要した費用及び令

附則第12条第29項に規定する補助金等 

 (６) （略） 

９ 法附則第15条の９の２第１項に規定する特定

耐震基準適合住宅について、同項の規定の適用

を受けようとする者は、当該特定耐震基準適合 

 証する書類及び当該耐震改修後の家屋が令附則

第12条第26項に規定する基準を満たすことを証

する書類を添付して村長に提出しなければなら

ない。 

 (１)～(６) （略） 

７ 法附則第15条の９第４項の高齢者等居住改修

住宅又は同条第５項の高齢者等居住改修専有部

分について、これらの規定の適用を受けようと

する者は、同条第４項に規定する居住安全改修

工事が完了した日から３月以内に、次に掲げる

事項を記載した申告書に施行規則附則第７条第

９項各号に掲げる書類を添付して村長に提出し

なければならない。 

 (１)～(３) （略） 

 (４) 令附則第12条第30項に掲げる者に該当す

る者の住所、氏名及び当該者が同項各号のい

ずれに該当するかの別 

 (５) （略） 

 (６) 居住安全改修工事に要した費用並びに令

附則第12条第31項に規定する補助金等、居宅

介護住宅改修費及び介護予防住宅改修費 

 (７) （略） 

８ 法附則第15条の９第９項の熱損失防止改修住

宅又は同条第10項の熱損失防止改修専有部分に

ついて、これらの規定の適用を受けようとする

者は、同条第９項に規定する熱損失防止改修工

事が完了した日から３月以内に、次に掲げる事

項を記載した申告書に施行規則附則第７条第10

項各号に掲げる書類を添付して村長に提出しな

ければならない。 

 (１)～(４) （略） 

 (５) 熱損失防止改修工事に要した費用及び令

附則第12条第38項に規定する補助金等 

 (６) （略） 

９ 法附則第15条の９の２第１項に規定する特定

耐震基準適合住宅について、同項の規定の適用

を受けようとする者は、当該特定耐震基準適合 
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 住宅に係る耐震改修が完了した日から３月以内

に、次に掲げる事項を記載した申告書に施行規

則附則第７条第10項各号に規定する書類を添付

して村長に提出しなければならない。 

 (１)～(６) （略） 

10 法附則第15条の９の２第４項に規定する特定

熱損失防止改修住宅又は同条第５項に規定する

特定熱損失防止改修住宅専有部分について、こ

れらの規定の適用を受けようとする者は、法附

則第15条の９第９項に規定する熱損失防止改修

工事が完了した日から３月以内に、次に掲げる

事項を記載した申告書に施行規則附則第７条第

11項各号に掲げる書類を添付して村長に提出し

なければならない。 

 (１)～(４) （略） 

 (５) 熱損失防止改修工事に要した費用及び令

附則第12条第29項に規定する補助金等 

 (６) （略） 

11 法附則第15条の10第１項の耐震基準適合家屋

について、同項の規定の適用を受けようとする

者は、当該耐震基準適合家屋に係る耐震改修が

完了した日から３月以内に、次に掲げる事項を

記載した申告書に施行規則附則第７条第13項に

規定する補助に係る補助金確定通知書の写し、

建築物の耐震改修の促進に関する法律（平成７

年法律第123号）第７条又は附則第３条第１項

の規定による報告の写し及び当該耐震改修後の

家屋が令附則第12条第17項に規定する基準を満

たすことを証する書類を添付して村長に提出し

なければならない。 

 (１)～(４) （略） 

 (５) 施行規則附則第７条第13項に規定する補

助の算定の基礎となった当該耐震基準適合家

屋に係る耐震改修に要した費用 

 (６) （略） 

 

 住宅に係る耐震改修が完了した日から３月以内

に、次に掲げる事項を記載した申告書に施行規

則附則第７条第11項各号に規定する書類を添付

して村長に提出しなければならない。 

 (１)～(６) （略） 

10 法附則第15条の９の２第４項に規定する特定

熱損失防止改修住宅又は同条第５項に規定する

特定熱損失防止改修住宅専有部分について、こ

れらの規定の適用を受けようとする者は、法附

則第15条の９第９項に規定する熱損失防止改修

工事が完了した日から３月以内に、次に掲げる

事項を記載した申告書に施行規則附則第７条第

12項各号に掲げる書類を添付して村長に提出し

なければならない。 

 (１)～(４) （略） 

 (５) 熱損失防止改修工事に要した費用及び令

附則第12条第38項に規定する補助金等 

 (６) （略） 

11 法附則第15条の10第１項の耐震基準適合家屋

について、同項の規定の適用を受けようとする

者は、当該耐震基準適合家屋に係る耐震改修が

完了した日から３月以内に、次に掲げる事項を

記載した申告書に施行規則附則第７条第14項に

規定する補助に係る補助金確定通知書の写し、

建築物の耐震改修の促進に関する法律（平成７

年法律第123号）第７条又は附則第３条第１項

の規定による報告の写し及び当該耐震改修後の

家屋が令附則第12条第26項に規定する基準を満

たすことを証する書類を添付して村長に提出し

なければならない。 

 (１)～(４) （略） 

 (５) 施行規則附則第７条第14項に規定する補

助の算定の基礎となった当該耐震基準適合家

屋に係る耐震改修に要した費用 

 (６) （略） 
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 （土地に対して課する平成30年度から平成32年

度までの各年度分の固定資産税の特例に関する

用語の意義） 

第７条 次条から附則第10条までにおいて、次の

各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号

に掲げる規定の定めるところによる。 

 (１)～(５) （略） 

 (６) 前年度の固定資産税の課税標準額 法附

則第18条第６項（附則第９条の場合には、法

附則第19条第２項において準用する法附則第

18条第６項） 

 (７) （略） 

 

 （平成31年度又は平成32年度における土地の価

格の特例） 

第７条の２ 村の区域内の自然的及び社会的条件

からみて類似の利用価値を有すると認められる

地域において地価が下落し、かつ、村長が土地

の修正前の価格（法附則第17条の２第１項に規

定する修正前の価格をいう。）を当該年度分の

固定資産税の課税標準とすることが固定資産税

の課税上著しく均衡を失すると認める場合にお

ける当該土地に対して課する固定資産税の課税

標準は、第61条の規定にかかわらず、平成31年

度分又は平成32年度分の固定資産税に限り、当

該土地の修正価格（法附則第17条の２第１項に

規定する修正価格をいう。）で土地課税台帳等

に登録されたものとする。 

２ 法附則第17条の２第２項に規定する平成31年

度適用土地又は平成31年度類似適用土地であっ

て、平成32年度分の固定資産税について前項の

規定の適用を受けないこととなるものに対して

課する同年度分の固定資産税の課税標準は、第

61条の規定にかかわらず、修正された価格（法

附則第17条の２第２項に規定する修正された価

格をいう。）で土地課税台帳等に登録されたも

のとする。 

 （土地に対して課する平成27年度から平成29年

度までの各年度分の固定資産税の特例に関する

用語の意義） 

第７条 次条から附則第10条までにおいて、次の

各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号

に掲げる規定の定めるところによる。 

 (１)～(５) （略） 

 (６) 前年度の固定資産税の課税標準額 法附

則第18条第６項（附則第９条の場合にあって

は、法附則第19条第２項において準用する法

附則第18条第６項） 

 (７) （略） 

 

 （平成28年度又は平成29年度における土地の価

格の特例） 

第７条の２ 村の区域内の自然的及び社会的条件

からみて類似の利用価値を有すると認められる

地域において地価が下落し、かつ、村長が土地

の修正前の価格（法附則第17条の２第１項に規

定する修正前の価格をいう。）を当該年度分の

固定資産税の課税標準とすることが固定資産税

の課税上著しく均衡を失すると認める場合にお

ける当該土地に対して課する固定資産税の課税

標準は、第61条の規定にかかわらず、平成28年

度分又は平成29年度分の固定資産税に限り、当

該土地の修正価格（法附則第17条の２第１項に

規定する修正価格をいう。）で土地課税台帳等

に登録されたものとする。 

２ 法附則第17条の２第２項に規定する平成28年

度適用土地又は平成28年度類似適用土地であっ

て、平成29年度分の固定資産税について前項の

規定の適用を受けないこととなるものに対して

課する同年度分の固定資産税の課税標準は、第

61条の規定にかかわらず、修正された価格（法

附則第17条の２第２項に規定する修正された価

格をいう。）で土地課税台帳等に登録されたも

のとする。 
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 （宅地等に対して課する平成30年度から平成32

年度までの各年度分の固定資産税の特例） 

第８条 宅地等に係る平成30年度から平成32年度

までの各年度分の固定資産税の額は、当該宅地

等に係る当該年度分の固定資産税額が、当該宅

地等の当該年度分の固定資産税に係る前年度分

の固定資産税の課税標準額に、当該宅地等に係

る当該年度分の固定資産税の課税標準となるべ

き価格（当該宅地等が当該年度分の固定資産税

について法第349条の３の２の規定の適用を受

ける宅地等であるときは、当該価格に同条に定

める率を乗じて得た額。以下この条において同

じ。）に100分の５を乗じて得た額を加算した額

（当該宅地等が当該年度分の固定資産税につい

て法第349条の３又は法附則第15条から第15条

の３までの規定の適用を受ける宅地等であると

きは、当該額にこれらの規定に定める率を乗じ

て得た額）を当該宅地等に係る当該年度分の固

定資産税の課税標準となるべき額とした場合に

おける固定資産税額（以下「宅地等調整固定資

産税額」という。）を超える場合には、当該宅

地等調整固定資産税額とする。 

２ 前項の規定の適用を受ける商業地等に係る平

成30年度から平成32年度までの各年度分の宅地

等調整固定資産税額は、当該宅地等調整固定資

産税額が、当該商業地等に係る当該年度分の固

定資産税の課税標準となるべき価格に10分の６

を乗じて得た額（当該商業地等が当該年度分の

固定資産税について法第349条の３又は法附則

第15条から第15条の３までの規定の適用を受け

る商業地等であるときは、当該額にこれらの規

定に定める率を乗じて得た額）を当該商業地等

に係る当該年度分の固定資産税の課税標準とな

るべき額とした場合における固定資産税額を超

える場合には、同項の規定にかかわらず、当該

固定資産税額とする。 

３ 第１項の規定の適用を受ける宅地等に係る平 

 （宅地等に対して課する平成27年度から平成29

年度までの各年度分の固定資産税の特例） 

第８条 宅地等に係る平成27年度から平成29年度

までの各年度分の固定資産税の額は、当該宅地

等に係る当該年度分の固定資産税額が、当該宅

地等の当該年度分の固定資産税に係る前年度分

の固定資産税の課税標準額に、当該宅地等に係

る当該年度分の固定資産税の課税標準となるべ

き価格（当該宅地等が当該年度分の固定資産税

について法第349条の３の２の規定の適用を受

ける宅地等であるときは、当該価格に同条に定

める率を乗じて得た額。以下この条において同

じ。）に100分の５を乗じて得た額を加算した額

（当該宅地等が当該年度分の固定資産税につい

て法第349条の３又は法附則第15条から第15条

の３までの規定の適用を受ける宅地等であると

きは、当該額にこれらの規定に定める率を乗じ

て得た額）を当該宅地等に係る当該年度分の固

定資産税の課税標準となるべき額とした場合に

おける固定資産税額（以下「宅地等調整固定資

産税額」という。）を超える場合には、当該宅

地等調整固定資産税額とする。 

２ 前項の規定の適用を受ける商業地等に係る平

成27年度から平成29年度までの各年度分の宅地

等調整固定資産税額は、当該宅地等調整固定資

産税額が、当該商業地等に係る当該年度分の固

定資産税の課税標準となるべき価格に10分の６

を乗じて得た額（当該商業地等が当該年度分の

固定資産税について法第349条の３又は法附則

第15条から第15条の３までの規定の適用を受け

る商業地等であるときは、当該額にこれらの規

定に定める率を乗じて得た額）を当該商業地等

に係る当該年度分の固定資産税の課税標準とな

るべき額とした場合における固定資産税額を超

える場合にあっては、同項の規定にかかわら

ず、当該固定資産税額とする。 

３ 第１項の規定の適用を受ける宅地等に係る平 
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 成30年度から平成32年度までの各年度分の宅地

等調整固定資産税額は、当該宅地等調整固定資

産税額が、当該宅地等に係る当該年度分の固定

資産税の課税標準となるべき価格に10分の２を

乗じて得た額（当該宅地等が当該年度分の固定

資産税について法第349条の３又は法附則第15

条から第15条の３までの規定の適用を受ける宅

地等であるときは、当該額にこれらの規定に定

める率を乗じて得た額）を当該宅地等に係る当

該年度分の固定資産税の課税標準となるべき額

とした場合における固定資産税額に満たない場

合には、同項の規定にかかわらず、当該固定資

産税額とする。 

４ 商業地等のうち当該商業地等の当該年度の負

担水準が0.6以上0.7以下のものに係る平成30年

度から平成32年度までの各年度分の固定資産税

の額は、第１項の規定にかかわらず、当該商業

地等の当該年度分の固定資産税に係る前年度分

の固定資産税の課税標準額（当該商業地等が当

該年度分の固定資産税について法第349条の３

又は法附則第15条から第15条の３までの規定の

適用を受ける商業地等であるときは、前年度分

の固定資産税の課税標準額にこれらの規定に定

める率を乗じて得た額）を当該商業地等に係る

なるべき額とした場合における固定資産税額

（以下「商当該年度分の固定資産税の課税標準

と業地等据置固定資産税額」という。）とす

る。 

５ 商業地等のうち当該商業地等の当該年度の負

担水準が0.7を超えるものに係る平成30年度か

ら平成32年度までの各年度分の固定資産税の額

は、第１項の規定にかかわらず、当該商業地等

に係る当該年度分の固定資産税の課税標準とな

るべき価格に10分の７を乗じて得た額（当該商

業地等が当該年度分の固定資産税について法第

349条の３又は法附則第15条から第15条の３ま

での規定の適用を受ける商業地等であるとき 

 成27年度から平成29年度までの各年度分の宅地

等調整固定資産税額は、当該宅地等調整固定資

産税額が、当該宅地等に係る当該年度分の固定

資産税の課税標準となるべき価格に10分の２を

乗じて得た額（当該宅地等が当該年度分の固定

資産税について法第349条の３又は法附則第15

条から第15条の３までの規定の適用を受ける宅

地等であるときは、当該額にこれらの規定に定

める率を乗じて得た額）を当該宅地等に係る当

該年度分の固定資産税の課税標準となるべき額

とした場合における固定資産税額に満たない場

合にあっては、同項の規定にかかわらず、当該

固定資産税額とする。 

４ 商業地等のうち当該商業地等の当該年度の負

担水準が0.6以上0.7以下のものに係る平成27年

度から平成29年度までの各年度分の固定資産税

の額は、第１項の規定にかかわらず、当該商業

地等の当該年度分の固定資産税に係る前年度分

の固定資産税の課税標準額（当該商業地等が当

該年度分の固定資産税について法第349条の３

又は法附則第15条から第15条の３までの規定の

適用を受ける商業地等であるときは、当該課税

標準額にこれらの規定に定める率を乗じて得た

額）を当該商業地等に係る当該年度分の固定資

産税の課税標準となるべき額とした場合におけ

る固定資産税額（以下「商業地等据置固定資産

税額」という。）とする。 

 

５ 商業地等のうち当該商業地等の当該年度の負

担水準が0.7を超えるものに係る平成27年度か

ら平成29年度までの各年度分の固定資産税の額

は、第１項の規定にかかわらず、当該商業地等

に係る当該年度分の固定資産税の課税標準とな

るべき価格に10分の７を乗じて得た額（当該商

業地等が当該年度分の固定資産税について法第

349条の３又は法附則第15条から第15条の３ま

での規定の適用を受ける商業地等であるとき 
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 は、当該額にこれらの規定に定める率を乗じて

得た額）を当該商業地等に係る当該年度分の固

定資産税の課税標準となるべき額とした場合に

おける固定資産税額（以下「商業地等調整固定

資産税額」という。）とする。 

 

 （平成30年度から平成32年度までの各年度分の

用途変更宅地等及び類似用途変更宅地等に対し

て課する固定資産税に関する経過措置） 

第８条の３ 地方税法等の一部を改正する法律

（平成30年法律第３号）附則第22条第１項の規

定に基づき、平成30年度から平成32年度までの

各年度分の固定資産税については、法附則第18

条の３の規定を適用しないこととする。 

 

 （農地に対して課する平成30年度から平成32年

度までの各年度分の固定資産税の特例） 

第９条 農地に係る平成30年度から平成32年度ま

での各年度分の固定資産税の額は、当該農地に

係る当該年度分の固定資産税額が、当該農地に

係る当該年度分の固定資産税に係る前年度分の

固定資産税の課税標準額（当該農地が当該年度

分の固定資産税について法第349条の３又は法

附則第15条から第15条の３までの規定の適用を

受ける農地であるときは、当該課税標準額にこ

れらの規定に定める率を乗じて得た額）に、当

該農地の当該年度の次の表の左欄に掲げる負担

水準の区分に応じ、同表の右欄に掲げる負担調

整率を乗じて得た額を当該農地に係る当該年度

分の固定資産税の課税標準となるべき額とした

場合における固定資産税額（以下「農地調整固

定資産税額」という。）を超える場合には、当

該農地調整固定資産税額とする。 

（略） 

 

 

 

 は、当該額にこれらの規定に定める率を乗じて

得た額）を当該商業地等に係る当該年度分の固

定資産税の課税標準となるべき額とした場合に

おける固定資産税額（以下「商業地等調整固定

資産税額」という。）とする。 

 

 （平成27年度から平成29年度までの各年度分の

用途変更宅地等及び類似用途変更宅地等に対し

て課する固定資産税に関する経過措置） 

第８条の３ 地方税法等の一部を改正する法律

（平成27年法律第２号）附則第18条第１項の規

定に基づき、平成27年度から平成29年度までの

各年度分の固定資産税については、法附則第18

条の３の規定を適用しないこととする。 

 

 （農地に対して課する平成27年度から平成29年

度までの各年度分の固定資産税の特例） 

第９条 農地に係る平成27年度から平成29年度ま

での各年度分の固定資産税の額は、当該農地に

係る当該年度分の固定資産税額が、当該農地に

係る当該年度分の固定資産税に係る前年度分の

固定資産税の課税標準額（当該農地が当該年度

分の固定資産税について法第349条の３又は法

附則第15条から第15条の３までの規定の適用を

受ける農地であるときは、当該課税標準額にこ

れらの規定に定める率を乗じて得た額）に、当

該農地の当該年度の次の表の左欄に掲げる負担

水準の区分に応じ、同表の右欄に掲げる負担調

整率を乗じて得た額を当該農地に係る当該年度

分の固定資産税の課税標準となるべき額とした

場合における固定資産税額（以下「農地調整固

定資産税額」という。）を超える場合には、当

該農地調整固定資産税額とする。 

（略） 
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 （特別土地保有税の課税の特例） 

第11条 附則第８条第１項から第５項までの規定

の適用がある宅地等（附則第７条第２号に掲げ

る宅地等をいうものとし、法第349条の３、第

349条の３の２又は法附則第15条から第15条の

３までの規定の適用がある宅地等を除く。）に

対して課する平成30年度から平成32年度までの

各年度分の特別土地保有税については、第137

条第１号及び第140条の５中「当該年度分の固

定資産税の課税標準となるべき価格」とあるの

は、「当該年度分の固定資産税に係る附則第８

条第１項から第５項までに規定する課税標準と

なるべき額」とする。 

２ 法附則第11条の５第１項に規定する宅地評価

土地の取得のうち平成18年１月１日から平成33

年３月31日までの間にされたものに対して課す

る特別土地保有税については、第137条第２号

中「不動産取得税の課税標準となるべき価格」

とあるのは「不動産取得税の課税標準となるべ

き価格（法附則第11条の５第１項の規定の適用

がないものとした場合における課税標準となる

べき価格をいう。）に２分の１を乗じて得た

額」とし、「令第54条の38第１項に規定する価

格」とあるのは「令第54条の38第１項に規定す

る価格（法附則第11条の５第１項の規定の適用

がないものとした場合における価格をいう。）

に２分の１を乗じて得た額」とする。 

３～５ （略） 

 （特別土地保有税の課税の特例） 

第11条 附則第８条第１項から第５項までの規定

の適用がある宅地等（附則第７条第２号に掲げ

る宅地等をいうものとし、法第349条の３、第

349条の３の２又は法附則第15条から第15条の

３までの規定の適用がある宅地等を除く。）に

対して課する平成27年度から平成29年度までの

各年度分の特別土地保有税については、第137

条第１号及び第140条の５中「当該年度分の固

定資産税の課税標準となるべき価格」とあるの

は、「当該年度分の固定資産税に係る附則第８

条第１項から第５項までに規定する課税標準と

なるべき額」とする。 

２ 法附則第11条の５第１項に規定する宅地評価

土地の取得のうち平成18年１月１日から平成30

年３月31日までの間にされたものに対して課す

る特別土地保有税については、第137条第２号

中「不動産取得税の課税標準となるべき価格」

とあるのは「不動産取得税の課税標準となるべ

き価格（法附則第11条の５第１項の規定の適用

がないものとした場合における課税標準となる

べき価格をいう。）に２分の１を乗じて得た

額」とし、「令第54条の38第１項に規定する価

格」とあるのは「令第54条の38第１項に規定す

る価格（法附則第11条の５第１項の規定の適用

がないものとした場合における価格をいう。）

に２分の１を乗じて得た額」とする。 

３～５ （略） 

 

   附 則 

 （施行期日） 

第１条 この条例は、平成30年４月１日から施行する。 

 （村民税に関する経過措置） 

第２条 この条例による改正後の中城村税条例（次条第１項において「新条例」という。）第52条第２

項、第３項、第５項及び第６項の規定は、平成29年１月１日以後に同条第１項又は第４項の申告書

の提出期限が到来する法人の村民税に係る延滞金について適用する。 

 （固定資産税に関する経過措置） 

第３条 別段の定めがあるものを除き、新条例の規定中固定資産税に関する部分は、平成30年度以後の
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年度分の固定資産税について適用し、平成29年度分までの固定資産税については、なお従前の例に

よる。 

２ 平成28年４月１日から平成30年３月31日までの間に取得された地方税法等の一部を改正する法律

（平成30年法律第３号）第１条の規定による改正前の地方税法（昭和25年法律第226号。以下この条

において「旧法」という。）附則第15条第２項に規定する施設又は設備に対して課する固定資産税に

ついては、なお従前の例による。 

３ 平成27年４月１日から平成30年３月31日までの間に締結された旧法附則第15条第29項に規定する管

理協定に係る同項に規定する協定避難家屋（同項に規定する協定避難用部分に限る。）に対して課す

る固定資産税については、なお従前の例による。 

４ 平成27年４月１日から平成30年３月31日までの間に締結された旧法附則第15条第30項に規定する管

理協定に係る同項に規定する償却資産に対して課する固定資産税については、なお従前の例による。 

５ 平成28年４月１日から平成30年３月31日までの間に新たに取得された旧法附則第15条第32項に規定

する特定再生可能エネルギー発電設備に対して課する固定資産税については、なお従前の例による。 

 

 同じく専決処分書、そして新旧対照表、改正

前、改正後がございますので、御参照いただき

たいと思います。 

 一番最後の18、19ページに附則がございます

ので、読み上げさせていただきます。以上でご

ざいます。 

○議長 與那覇朝輝 これで提案理由の説明を

終わります。 

 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「質疑なし」と認め、質

疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっておりま

す承認第４号は、会議規則第39条第３項の規定

によって委員会付託を省略したいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、承認第４号は委員会付託を省略い

たします。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「討論なし」と認め、討

論を終わります。 

 これから承認第４号 専決処分の承認につい

てを採決いたします。 

 お諮りします。本案は原案のとおり承認する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、承認第４号 専決処分の承認につ

いては原案のとおり承認されました。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 本日はこれで散会いたします。御苦労さまで

した。 

  散 会（１２時１０分） 
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平成30年第３回中城村議会定例会（第５日目） 

招 集 年 月 日 平成30年６月８日（金） 

招 集 の 場 所 中 城 村 議 会 議 事 堂 

開 会 ・ 散 会 ・ 

閉 会 等 日 時 

開  議 平成30年６月12日  （午前10時00分） 

散  会 平成30年６月12日  （午後２時30分） 

応 招 議 員 
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８ 番 伊 佐 則 勝 16 番 與那覇 朝 輝 
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議 事 日 程 第 ３ 号 

日 程 件 名 

第 １ 一般質問 
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○議長 與那覇朝輝 皆さん、おはようござい

ます。これから本日の会議を開きます。 

  （１０時００分） 

 日程第１ 一般質問を行います。 

 質問時間は、答弁を含めず30分以内とします。

それでは通告書の順番に従って発言を許します。 

 最初に金城 章議員。 

○７番 金城 章議員 おはようございます。

通告書の内容もですね、毎回やっているものが

ほとんどですので、またいい答弁のほうをよろ

しくお願いします。それでは読み上げて質問に

かえます。 

 大枠１．庁舎建設についてであります。①庁

舎建設の進捗状況はどうか。②業者の指名をど

のように考えているか。また村内企業の指名は

どのように考えているか。③新庁舎建設の周辺

の道路計画があるかどうか、整備を考えている

かどうかです。 

 大枠２．村の教育方針についてであります。

①15名学級を取り組んで２カ月が過ぎています。

３カ月目に入り、成果はどのように考えていま

すか。②新たな教育を考えているかどうか。以

前にも話しましたけれども、２カ月を過ぎてで

すね、どのような教育方針を皆さんで考えたか

どうかですね。③新任教師との会議等はどのよ

うに行っているか。新任教師と教育委員会でい

ろんな話し合いがもたれていると思いますけれ

ども、やっぱり新任教師をフォローしていくた

めに、そういう会議等、話し合いが十分なされ

ているかどうかですね。④食育についての取り

組みをどう考えるか。食育も以前によく取り上

げましたけれども、生きるためのカロリーだけ

じゃなくて、子供たちと保護者に対して、食育

を考える講演会とか、食べるものに対していろ

んなことをどう考えているか、そういう取り組

みをやっているかどうかですね。 

 大枠３．県への要請についてであります。①

中城村として新たな整備等はどのように要請を

行っているか。②サンライズ協議会においての

要請と取り組みはどうか。これは中城に関する

ことの要請はあるかどうかですね。③東西道路、

これ全県的にはしご道路と言われていますけれ

ども、私はあえて東西道路と言っています。国

道329号から県道29号線までの検討はどう考え

ているか。これは要請行動に対しての考えはど

うなっているかですね。できましたら当間の前

浜線から、新庁舎前の村道ですね、それから北

上原の若南線ですね、そこから朝日陶器への近

く県道29号へ、あの周辺の高低差がないだろう

と思って、その件は考えているかどうか。 

 大枠４．土地開発についてであります。もう

南上原の土地区画整理もほぼでき完成前ですけ

れども。①今後はどの地域の開発区域を取り組

む考えか。②安里の地すべり地域の開発につい

ての考えはないかですね。 

 大枠５．議会運営についてであります。①昨

今、他議会でペーパーレスの観点から、タブ

レット使用について取り組む報道とか見ますけ

れども、本村もペーパーレスの観点でタブレッ

ト使用、予算を取り組めるかどうかですね。以

上、お願いします。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 それでは金城 章議員の御

質問にお答えをいたします。 

 大枠１、大枠３、大枠４につきましては都市

建設課のほうでお答えをさせていただきます。

大枠２につきましては教育委員会、大枠５につ

きましては総務課のほうでお答えをさせていた

だきますが、私のほうでは御質問の大枠３の県

への要請、これは県に限らず県、国への要請行

動ということでの御質問だと思いますけれども、

今回の議会の休憩の中でもありました、もう議

会も一緒に頑張りましょうという、非常に力強

いお言葉もいただきましたので、しっかり適宜、

その時期時期に応じて要請行動は県に限らず、

県と一緒に国、あるいは単独で国、いろいろな
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形があるとは思いますけれども、しっかりやっ

ていきたいと思っております。詳細につきまし

ては、また原課のほうでお答えをさせていただ

きたいと思います。以上でございます。 

○議長 與那覇朝輝 教育長 比嘉良治。 

○教育長 比嘉良治 おはようございます。15

名学級の取り組んで２カ月過ぎての成果という

ことですけれども、①の少人数学級の成果に関

しては、まず私の教育に対しての考え方として、

学校は子供たちが主人公で、子供がよりよい方

向に変容する場所でないといけないと思ってい

ます。何と言っても少人数にしたことで、従来

よりも子供たち一人一人、個への対応が、多く

の時間教師がかけられるようになり、きめ細か

な指導ができるようになったということが成果

として挙げられます。②の新たな教育を考えて

いるかということですけれども、新たな教育と

いうよりも、2020年から小学校で、2021年から

中学校で新学習指導要領が全面実施されていき

ます。それに向けての移行処置の段階で、その

準備に今取り組んでいるところでございます。

③と④については、主幹から答えさせます。以

上です。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 金城 章議員の御

質問にお答えします。 

 大枠１の①庁舎建設は実施設計を終え、設計

図、設計図書の最終確認を今行っています。工

事発注を９月に予定しています。③村道吉の浦

線及び東側の農道については敷地を２メートル

後退し、歩道を広げます。 

 大枠３の①沖縄振興拡大会議、沖縄総合事務

局及び中部土木事務所等の行政懇談会で、意見

交換会で、東西を横断する宜野湾横断道路、県

道29号線の拡幅、県道29号線の北上原地区、新

垣地区の右折車線設置、国道329号奥間交差点

の早期整備等について要望しています。②東海

岸地域サンライズ推進協議会においては、西原

道路を国へ早期整備の要請を行っております。

③宜野湾市と国道329号を結ぶ東西線「宜野湾

横断道」の計画は、普天間飛行場の返還を見据

えた構想としてあります。早期に事業採択され

るように要請は続けていきたいと思います。 

 大枠４の①現在策定中の中城村都市計画マス

タープランの中で、５つの拠点ゾーンを設置し

ております。その中で優先順位を決め、検討し

ていきたいと思います。②第４次総合計画でも、

この地区においては斜面地域保全エリアとして

の土地利用となっておりますので、現在、開発

の予定はありません。 

○議長 與那覇朝輝 総務課長 與儀 忍。 

○総務課長 與儀 忍 庁舎建設における業者

指名についてお答えいたします。 

 新庁舎建設につきましては、歴史資料図書館

建設事業同様、建築工事、電気設備工事、機械

設備工事等の分離発注を予定しております。新

庁舎建設は、本村におきまして、大規模かつ事

業費も高額であることから、特定建設工事共同

企業体制度（ＪＶ）の導入を考えております。

指名審査におきましては、発注の基準となる請

負工事金額、業種別、等級によって異なります

が、競争性を確保した上で、村内企業を含む業

者の指名につきまして、現在検討を行っている

ところでございます。 

 次に、大枠５の議会運営におけるタブレット

端末導入についてお答えいたします。県外にお

きましては、紙書類を廃止し、代わりにタブ

レット端末を導入する自治体がふえているよう

でございます。タブレット端末導入のメリット

としましては、議場内で調べものができるため、

議会の活性化が期待されるものと考えておりま

す。また議会資料準備にかかる時間が短縮され、

さらにその多くの資料がカラーで見られ、議案

書等が見やすくなるなどのメリットがあります。

一方で、これまでのようにテーブルの上で資料

等を広げることができなくなり、また資料等へ
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のメモ書きがすぐにはできないなど、不便を感

じる議員もいらっしゃるものと思います。その

ためタブレット端末への慣れや使いこなす技術

が必要となります。このようなことから、ペー

パーレスの観点を含むさまざまな観点から検討

する必要があると考えております。あわせまし

て議会内における議論は特に重要であり、議会

における総意を確立した上で、村として検討す

ることになると考えております。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課主幹 稲嶺盛

久。 

○教育総務課主幹 稲嶺盛久 大枠２の新任教

師との会議等についてお答えいたします。 

 新任教師とのかかわりについては、日々の授

業において村教育委員会の指導主事が学校へ足

を運び、授業観察後に新任教師へ助言を行った

り、管理職へ良さを伝えたりすることで教師の

指導力向上につなげております。５月末には各

校の現状を把握するとともに、学校教育活動を

支援するための学校計画訪問を教育長を初め教

育委員、教育総務課長、生涯学習課長とともに

行い、全学級の授業参観後、意見交換を実施い

たしました。津覇小学校と中城中学校におきま

しては村長も授業参観を行い、実態把握をして

いただきました。また年に３回全体研修を設定

しており、来る６月20日の第１回研修会におき

ましては指導力向上に向けた実践事例の紹介や、

学習環境、授業改善に関する情報交換等を予定

しております。 

 続いて２の④食育についての取り組みについ

てお答えします。 

 小中学校とも指導に関する全体計画が作成さ

れており、各教科や給食時間等に実施しており

ます。沖縄県保健医療部健康長寿課が中心と

なって作成しております食生活の学習教材「く

わっちーさびら」を活用したり、給食センター

の栄養士によるバランスの良い献立についての

授業等を実施したりすることで、児童生徒に望

ましい食習慣が身に付くよう努めております。

以上です。 

○議長 與那覇朝輝 金城 章議員。 

○７番 金城 章議員 では答弁いただきまし

たので、再質問させていただきます。 

 まず大枠１の庁舎建設であります。庁舎建設

は図面はでき上がっているという話ですけれど

も、各課以外の利用の部屋、例えばですね、カ

フェとかレストラン等々、民間利用のところも

あるかどうか、そういう部屋も計画しているか

どうか。またそのスペースがあるかどうか、そ

れと今業者指名も答弁いただきましたけれども、

これは実際に何社ぐらいの計画で検討するかど

うか。余りにも業者数が多いと、また村内企業

へも実際には行き渡らないと思いますけれども、

金額的にも大分大きい金額でありますけれども、

それが特定ＪＶでありますので、ぜひ業者数も

それに合わせた業者数であってほしいと望んで

います。その２点お願いします。 

○議長 與那覇朝輝 休憩します。 

休 憩（１０時１７分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１０時１９分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 現在進めている新

庁舎建設の中では、カフェやレストラン、民間

が活用するスペースは設定しておりません。 

○議長 與那覇朝輝 総務課長 與儀 忍。 

○総務課長 與儀 忍 お答えいたします。 

 最初の答弁と重複しますけれども、発注の指

名業者について、これは村内事業者も含めてで

すけれども、それを現在検討しているところで

す。今金城議員が質問で言われたことは、参考

にできると思います。 

○議長 與那覇朝輝 金城 章議員。 

○７番 金城 章議員 余りにも業者数が多い

と、先ほど話しましたとおり村内業者が恩恵を
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受けないと思いますので、ぜひ村内業者に合わ

せた指名数であることを願います。 

 それとですね、今レストランとか食堂ですね、

カフェ、そういうのは考えられないという話で

すけれども、ぜひですね、申し込みがあったら、

まだスペースがあっただろうと思います、３階

ですね、２階等は少しある。そこで要するに小

さな、民間的にもしできるような人がいれば、

庁舎内にはあったほうがメリットがあるんじゃ

ないかなと思います。そこの検討もぜひですね、

入札の前ですので、その中身だけの変更はでき

ると思います。そのほうもぜひ応募してですね、

庁舎内にそういうのがあれば利用度も高まると

思います。 

 もう１つだけ、今ですね、庁舎内の会計課の

ところに農協でやられている役所の諸費用を扱

う部署がありますよね、そういうところも実際

に、今委託でやられていると思うんですけれど

も、本村で新庁舎に、そのスペースをつくり、

配置しますか。そのスペースの利用というか、

費用というのはとられていないのか、ただ委託

で任せているだけなのか、そういう考えがある

かどうか。ほかの市町村は実際、大きいところ

は、そこは銀行とかいろいろな業者が入ってや

るはずなんですけれども、そこは村の委託業務

でやられていると思いますが、その箇所は費用

が発生するのかどうか、お答えいただけますか。 

○議長 與那覇朝輝 休憩します。 

休 憩（１０時２２分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１０時２３分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 総務課長 與儀 忍。 

○総務課長 與儀 忍 お答えいたします。 

 金融機関等が庁舎内における支店等として使

用するのであれば、これは当然使用料は徴収す

べきだと思います。しかし現在は支店というこ

とではなくて、現金の取り扱いを委託している

状況でございます。 

○議長 與那覇朝輝 金城 章議員。 

○７番 金城 章議員 大枠１と最後の５番で

すね、ペーパーレスのタブレット、関連します

ので一括でやります。議会は、将来的にこう

いった機械的な物、パソコンとかを持ち込める

議会になってくると思うんです。新庁舎の設備

等の考えは、要するにやっていけるかどうかで

すね、そういう端末を設置する、要するに器具

とか、そういうものを議会でぜひ設定したいで

す。現在、現議事堂では、カメラを設置したり、

マイクを設置したり、新たにそういう見栄えの

悪いような感じでやっていますので、そういう

ことはぜひ最初で取り入れていく考えがあるか

どうかですね。この設備等の考えですね、実際

新しくなるのに、また後で見栄えの悪い、配線

設備をまた外からやっていかないように、ぜひ

そういう考えを進めていただきたい。設計で、

発注まだですので、そういうものを機械設備に

入れられるかどうか。 

○議長 與那覇朝輝 総務課長 與儀 忍。 

○総務課長 與儀 忍 お答えいたします。 

 将来的には、今議員がおっしゃるように、議

会内においてタブレット端末で議会運営ができ

るような状況になるんだろうというふうに考え

ております。現在設計の中では、こういう状況

に対応できるように、配管等については全てそ

れも合わせたような形で設計が進んでいるもの

と考えております。先ほども答弁いたしました

けれども、それは村としても考える必要がある

と思うんですが、議会内での議論は特に重要で

あるというふうなことで考えております。議会

の総意、そういうものを確立した上で、村との

協議になるというふうなことで考えております。 

○議長 與那覇朝輝 金城 章議員。 

○７番 金城 章議員 将来的にはもうなるだ

ろうということは、当然新庁舎で設定していて、

ぜひ考えてほしい。それは見栄えの問題が、
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さっき話しましたけれども、現議事堂のように

外配線は見苦しいです。また各議員の議席に、

そういう機材を設定するときにも簡単にいく方

向でですね、新庁舎で最初に取り組んでいただ

きたい。これはタブレット等、課長がおっ

しゃったように議会、議員で議論しないといけ

ないことですけれども、目に見えて進んでいく

事例ですから、これは当たり前に将来的にそう

いう方向に進むことは、ぜひこれから取り組ん

でいただきたいと思います。 

 次に、大枠２の教育方針についてであります。

先ほどの答弁で年３回、この新任教師と研修会

とかいろんな意見交換会をやる話でしたが、現

在２カ月ですけれども、先月少し15人学級見さ

せてもらったんですけれども、先生によって少

し、教師の指導力が若干違うかなと私、見まし

た。そこはお互いの共通のもので、何にしても

指導力は違うというのは当たり前であることは

確かですけれども、そこは共通するのもまた皆

さんで年３回とは言わずですね、月に、時間が

あれば新任ですから、新しい、15人学級の教育

として、いろんな時間がある時に、いろんな意

見交換はぜひ教育長とか、経験のある方から

フォローしてほしいと思って。私が見た学級

じゃなくて、別の学級で子供がですね、落ち着

きのない学級もありましたよね。そこの先生方

は、始まったばかりの自分の受け持つ学級とし

て、どうしたらいいのかなと不安だと思うんで

すよね。新しい先生方にはフォローしていって

ほしいと思うんです。年３回は定期的なもので

あって、意見交換会はぜひ教育長、経験の豊富

な教育長がちょっといろいろな意見をすべき

じゃないかと思うんですけれども、どうですか。 

○議長 與那覇朝輝 教育長 比嘉良治。 

○教育長 比嘉良治 実際に出かけて行って、

その村費の先生方に指導助言を何度かやってい

ます。年に３回というのは、全体を集めての研

修会が年に３回ということで、個々の授業をし

て後の研究授業は、それぞれ年に７回ですか、

これからどんどん実施していきます。これは指

導主事２人を中心にそこら辺は進めていきたい

と。議員がおっしゃるように、やはりどうして

も今後大学を卒業したばかりの若手の先生だと、

ベテランの先生よりはどうしても指導力の面で、

やはり経験不足の面があります。しかしながら

誰しも教員の１年目というのはあるわけですか

ら、情熱があってやる気があるかどうかが重要

だと考えていますので、そこら辺、先生方を今

後伸ばしていきたいなというふうに考えていま

す。 

○議長 與那覇朝輝 金城 章議員。 

○７番 金城 章議員 新任の教師だけはぜひ

フォローしてあげてください。一番心身的に弱

くなってくるのは教師で、教育に携わっている

方がそういう関連の病気等ですね、そこをフォ

ローしてあげないとどうしようもない。ぜひこ

れは取り組んでいただきたい。 

 次ですね、④の食育についてであります。こ

の食育も先ほど主幹からありましたけれども、

これ地産地消も取り組んでやっていると思いま

すが、地産地消も今中城村では、前回の議会で

もありましたけれども、余り取り組み率が悪い

と思うんです。コーディネーターもちゃんと生

かしてやっているのかどうか。それと食育の観

点の、先ほど話しましたけれども、子供たちと

保護者との共同の食育講座とか、そういうのも

ぜひ取り組んでいただきたい。特に１、２年生

とか、低学年のほうはぜひ取り組んでほしいと

思います。以前から議会でこの食育の件も私は

よく話しますけれども、親の食事で子供は育ち

ます。親の食事の考え方が変わらないと、幾ら

学校の給食が良くても、全然体質的に改善でき

ないだろうと。この体質改善の食育をぜひどう

にか、学校でも取り組めないか。生きていくた

めには、ただカロリーだけではなくて、体質改

善的なものをどうしてもこの食育の講演会でも
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やってですね、そこで受ける親の感覚は違うと

思うんですね。それをぜひ取り組んでいけない

かなと思うんですけれども、その件どうですか

ね。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課主幹 稲嶺盛

久。 

○教育総務課主幹 稲嶺盛久 お答えいたしま

す。 

 今、議員からありましたように、食育に関す

る重要度は学校現場でも感じております。また

保護者との関わり合いということで、ある学校

を例にしますと、１年生から６年生までの発達

の段階によって内容を変えた食育の指導をして

おります。例えば１年生には給食探検と朝ご飯

の大切さという内容で指導を行い、２年生では、

脳のスイッチを入れる朝ご飯ということで、１

年生のつなぎとしての朝ご飯の重要さを授業し

ております。またそこから３年生になりますと、

献立表から給食の秘密を考えようということで、

自分の体に入っていく食事について、自主的に

調べ学習を行ったり、総合的な学習の時間を

使ったりしております。また４年生になります

と、噛むことの大切さということで、むし歯指

導との関わりであったり、咀嚼によって栄養素

が引き出されていくというようなことも含め、

５年生になりますと朝ご飯について調べ、バラ

ンスのいい朝ご飯の献立を作るということで、

家庭科とセットアップをした栄養素の学びもあ

ります。６年生におきましては、今度は朝ご飯

のみに限らず夕食を調べて、バランスの良い夕

食の献立を立てようということで、授業参観等

で保護者と一緒に計画をしたり、また家に持ち

帰っての調べ学習というところで、保護者に対

してもメッセージを出してもらったりしており

ます。確かに食育に関して、保護者と連携しな

がらやっていく必要があるなと考えております。

以上です。 

○議長 與那覇朝輝 金城 章議員。 

○７番 金城 章議員 これですね、食育に関

して子供と保護者を集めて講演会等とか、そう

いうことをやったことがあるかどうか。また、

これからもまた取り組む考えがあるかどうか。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課主幹 稲嶺盛

久。 

○教育総務課主幹 稲嶺盛久 お答えいたしま

す。 

 平成29年度に関しては、行っていないという

ことを確認いたしました。しかしこれまでの取

り組みといたしまして、ＰＴＡを主催とした食

育に関する講演会を実施したということがあり

ます。今後、村のＰＴＡ連合会または単学校の

ＰＴＡ家庭教育委員会等とも連携をしながら、

そのようなことを進めていけたらなと考えてお

ります。ありがとうございます。 

○議長 與那覇朝輝 金城 章議員。 

○７番 金城 章議員 先ほども話しましたけ

れども、やはり親の知識が変わらなければそう

いう考えはないと、今主幹がおっしゃったよう

に学級懇談会とかで、よくそういう話をしてい

るということですけれども、やはり講演会等と

かですね、ぜひ保護者に参加してもらって、そ

この意識改革をぜひやっていただけたらと思っ

ております。それでこの質問に出しました。先

ほど教育の指導も話がありましたけれども、指

導者によって全然違う。この講演会の中身でで

すね、また親の考え方も変わってくると思いま

すね。この朝ご飯の教育も５年生、６年生、そ

ういう栄養のことも、家庭科とかで学んでいる

という話ですけれども、子供が学んでも親の意

識が変わらなければ、変わらないと思います。

今沖縄の長寿が脅かされているのも、食事の観

点からと思います。私たちの世代までは、寿命

がまだ短くなるという、これからの子供たちに

対し、健康で長生きしてもらうためには、ぜひ

食の観点は、学校でもいろいろ取り入れていた

だきたい。一生懸命やっていただきたいと思い
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ます。 

 次に、大枠３番、県への要請。このサンライ

ズ協議会も、中城村の要請とかは西原バイパス

の話が出ましたけれども、中城村の329号バイ

パス、今回の休憩の時間で村長から答弁があり

ましたけれども、中城にどこまで西原バイパス

が北上していくのか、そういうのがまだ見えて

こないですね。この３件ですね、村として県に

要請書を作成して要請すべきじゃないかと思う

んですけれども。これはサンライズ協議会の中

に、中城村に至るこのインフラ整備も、ここま

でやってくれということを取り入れるのか。た

だバイパスの北上を考えてくれというだけでな

く、中城村に道路を設置できるかということ。

また、よくうちの與那覇議長が言いますけれど

も、自転車専用道路とかですね、海岸沿いの自

転車専用道路、そういうところをまた観光の観

点からもできるかどうか。このＭＩＣＥに関

わってくる人材が、空いた時間に余暇を過ごせ

るものが、そういうのが関わってくるんじゃな

いかと思います。ぜひもう一度だけ、今の質問

とこれから取り上げていけるかどうか。この東

西道路も県道29号線もしかり、この県道29号線

は前回の議会でも話しましたけれども、県道29

号線が整備が入る前に陳情要請して、この東西

道路ですね、国道329号から県道29号線までの

道路は、ぜひ要請しておかないと、一緒には入

れきれないと思いますね。県道29号線の予定が

決まってからでは、この東西道路も入れてこな

いですね。私はこの若南線につないでほしいと

言うのは、高低差がないから、高低差の少ない

道路をぜひつくっていただきたい。今の奥間、

南上原に上がる、村道は、高低差が余りにも傾

斜がありすぎて、やっぱり大型車の利用度もな

い。先ほど課長から話がありました普天間飛行

場跡の利用の東西道路ですね、どんな道路が計

画されているかわかりますか。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 お答えします。 

 東西道路、「宜野湾道路」につきましては、

線形がまだ決まっておりません。県道路街路課

はできる限り早目に、できるところから整備を

やっていきたいという目標であります。 

○議長 與那覇朝輝 金城 章議員。 

○７番 金城 章議員 この東西道路ですね、

まだ本計画ではないです。これを見た場合、中

城村はほとんどトンネルで国道329号におろさ

れている計画があるんですよ。これは本計画で

あるかどうか。しかし全体的にトンネルばかり

で、中城村の隣地に接しないと、道路の利用価

値が中城村としてはないと思うんですね。それ

で私は当間前原線から若南線を通じて県道29号

線につなげてほしいと、この考えをぜひ取り入

れていただきたいと訴えているんです。土地の

周辺に道路が設置しないと、この道路の利用価

値というのが上がらない。橋、道路もですね、

はしごの下に、この管理道路として道路を据え

付ければこの道路の利用価値は上がりますけれ

ども、ニライカナイ橋みたいにですね、あれは

高低差が余り、高すぎてそういう橋になってい

ますけれども、しかし管理道路を、下にもう一

つ管理道路をつければ、この下の土地の利用度

も上がってくる。土地に接しない道路というの

は利用価値がないですね、正直言って、この地

域の利用価値が。このように土地の利用価値を

上げる道路設定をしていただかないと。橋道は

見栄えはいい道路かもしれませんけれども、利

用度が上がらないとどうしようもならないと思

います。ぜひそういう道路を考えていただきた

いと思います。 

 それでは大枠４に移ります。今後、地域はま

だ決定していないという話ですけれども、前課

長がですね、今新庁舎の周辺の開発を取り組む

かどうかの検討をするという話でした。新しい

課長はどういう考えなのか。新庁舎周辺ですね、

新庁舎周辺も護佐丸歴史資料館ができて、また
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駐車場ができると。安里中央線から、当間前浜

原線の間区域、その周辺は農地として少し空き

が少なくなってきていますね、その周辺の開発

等はどう考えるかどうか。できるかどうか。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 お答えします。 

 先ほども答弁しましたけれども、現在策定し

ている都市マスの中で、新しい拠点として５つ

の候補地を予定しています。南上原土地区画整

理事業に隣接する北上原地区、高速道路のイン

ターがあります登又地区、久場前浜線道路事業

している久場泊地区、議員がおっしゃっている

当間地区、西原バイパスの整備に伴う南浜地区

の５つの拠点をゾーンとして挙げております。

その中で優先順位を決めて整備したいと思いま

す。議員がおっしゃっている当間地区について

も、整備する必要な地区になると思います。 

○議長 與那覇朝輝 金城 章議員。 

○７番 金城 章議員 ぜひですね、どの地域

が早いのか、ぜひ計画は早目に進めていってい

ただきたい。 

 あと１つ、県への要請についてですが、東西

道路もサンライズ協議会もそうですけれども、

どうですか、要請書を予算をつけてやる予定が

あるかどうか、できるかどうか、村長どうです

か。 

○議長 與那覇朝輝 休憩します。 

休 憩（１０時４７分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１０時４７分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 お答えいたします。 

 東西道路に限らず、いろんな要請行動につき

ましてはいろんな下準備が必要になってくると

は思うんですけれども、今の御質問の部分につ

きましては、どういうやり方で要請していった

ほうがいいのかも含めてですね、お金をかけて

やれるものなのか、あるいはそれ以外のやり方

があるのかも含めてですね、今後の検討課題と

いうことで答弁をさせていただきたいと思いま

す。 

○議長 與那覇朝輝 金城 章議員。 

○７番 金城 章議員 要請書をですね、村長

はよく御存じだと思いますが、中身が少しでも

できうるような要請書にしていただきたい。そ

れで、その要請書をつくる予算を、委託業務に

なると思いますが、そういうのを作成してから

の要請のほうが身になるということをよく聞い

ていますので、それをぜひ考えていただきたい。

この国道329号バイパスにしてもそうだと思い

ますけれども、設定でぜひ考えていただきたい

と思います。先ほど話しました県道29号線がで

きてから遅いです。この東西道路もぜひ、我が

中城村で、どこから検討したほうがいいのかと

いうのは先に決めて、その要請書を作成してか

らでないと身にならない、ぜひ検討していただ

きたい。 

 ２期目の最後の質問になりましたけれども、

また９月に３期目を目指してですね、今まで質

問したことが身になるように、また９月に戻っ

てきて再質問したいと思いますので、ぜひいい

検討をしていただきたいと思います。これで７

番 金城 章、一般質問を終わります。 

○議長 與那覇朝輝 以上で金城 章議員の一

般質問を終わります。 

 10分間休憩します。 

休 憩（１０時４９分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１１時０１分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 続きまして比嘉麻乃議員の一般質問を許しま

す。 

○２番 比嘉麻乃議員 それでは皆さん、改め

ましておはようございます。質問に先立ちまし

て、今回から議会に仲間入りいたしました比嘉 
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保課長、お帰りなさい。今後ともまたいろいろ

な企画をして、中城村を盛り上げていただきた

いと思います。そして荷川取課長、同じ女性と

して仲間に入ったこと、すごくうれしく思って

おります、一緒に頑張ってまりたいと思います。

そして稲嶺盛久主幹、先ほども質問がありまし

た15人学級が、今中城村がとても注目されてお

りますので、一緒に取り組んでいきたいと思い

ます。先日もですね、中城小学校の父兄と話し

たんですけれども、とても好評でしたので、ま

たこれからいろいろと取り組んでいただきたい

と思います。それでは通告書に基づきまして質

問いたします。 

 大枠１．安心・安全な地域づくりについて。

平成29年度に防犯対策を目的として、国の全額

補助で防犯灯と防犯カメラが設置されました。

本村の犯罪発生の抑止になることを期待して次

のことを伺います。①今回、設置した防犯灯と

防犯カメラの設置数を伺います。②南上原地区

に交番設置の考えはないか伺います。③本村に

ある子ども110番の家の設置数を伺います。 

 大枠２．平和学習について。６月23日は慰霊

の日です。今から73年前、一般住民を巻き込み、

20万人余りの尊い命と財産、文化財、美しい自

然がことごとく奪われた沖縄戦は、地獄そのも

のだったと、生存者の方から聞いた事がありま

す。そんな悲惨な沖縄戦を風化させないために

も、犠牲になった方々の命のバトンを未来に繋

げなければなりません。そこで恒久平和を願い、

次の事を伺います。①本村の平和への取り組み

は。②本村の小中学校の平和学習の取り組みを

い伺います。 

 大枠３．スクールバスについて。放課後のス

クールバス運行が増便され、夕方の忙しい時間

にゆとりができたと、保護者の方からの喜びの

声を耳にします。さらに保護者の時間軽減のた

めに伺います。①スクールバス乗車券をコンビ

ニエンスストアで購入することはできないか。

②４月から護佐丸バスの乗車券でスクールバス

に乗車ができるようになりましたが、逆にス

クールバスの乗車券で護佐丸バスに乗車するの

ができるのか、教えていただきたいと思います。 

 以上、御答弁よろしくお願いします。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 それでは比嘉麻乃議員の御

質問にお答えをいたします。 

 大枠１につきましては都市建設課と住民生活

課、大枠２につきましては企画課と教育委員会、

大枠３につきましては教育委員会のほうでお答

えをさせていただきますが、私のほうでは、お

尋ねの安心安全な地域づくり、これ比嘉麻乃議

員、南上原を特に指していることだとは思うん

ですけれども、大変人口増加の著しい地域です

ので、防犯カメラあるいはそれにつながる防犯

灯も含めてですね、大変大きな金額で安心安全

の地域づくりに邁進していこうということは、

一番最初の会議の中でも出てきたことでござい

ます。そして、特に犯罪抑止という面では、今

後も特に人口増加の著しい地域を中心に考えて

いきたいなと思っております。そして以前から

の御質問の中にもあります交番の設置につきま

しても、我々行政のもう少し一歩踏み込んだと

言いますか、知恵を絞った形で警察当局の予算

だけを見るんではなくて、我々も協力して一致

してできないものか。これは大変重要なことだ

と考えておりますので、ある意味悲願と言って

もいいと思います。北地区については駐在所が

２カ所ありますし、上地区についての交番所の

設置という意味で、真剣に考えていきたいと

思っております。詳しいことは、また原課のほ

うでお答えをさせていただきます。以上でござ

います。 

○議長 與那覇朝輝 教育長 比嘉良治。 

○教育長 比嘉良治 平和学習についてお答え

いたします。 

 大枠２の②学校での平和学習の取り組みにつ
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いてですが、私も平和について、それから命の

大切さを児童生徒に育むことは、とても重要な

ことだと考えています。各学校とも学校経営計

画に年間の指導計画を作成して、それに基づい

て計画的に指導を行っています。②の詳細につ

いては主幹から、大枠３のスクールバスについ

ては教育総務課長から答えさせます。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 比嘉麻乃議員の御

質問にお答えします。 

 大枠１の①防犯灯の設置数は、全体で417カ

所に設置しております。防犯カメラについては

22台の設置となっております。 

○議長 與那覇朝輝 住民生活課長 津覇盛之。 

○住民生活課長 津覇盛之 それでは大枠１の

②についてお答えいたします。南上原地区につ

いては、急激な人口増と量販店などの商業施設

の立地もふえており、防犯の強化につながると

思われることから、平成21年から数回、宜野湾

警察署に設置要請を行ってきております。平成

27年９月において状況の確認をされております

が、宜野湾警察署は村からの要請を受け、警察

本部に要請をしているとのことでありました。

現在の状況については、宜野湾警察署から警察

本部に確認をしましたところ、人員配置や管轄

の見直し、予算等の検討課題があるため、設置

への進展は見られないとのことでした。村とし

ては、今後も継続して要請をしていきたいと考

えております。 

 ③について、中城村内の子ども110番の家は、

宜野湾警察署からの報告で、平成30年５月末現

在で63件設置されております。 

○議長 與那覇朝輝 企画課長 大湾朝也。 

○企画課長 大湾朝也 それでは大枠２の①に

ついてお答えいたします。 

 本村の平和行政への取り組みにつきましては、

村内中学生を被爆地へ派遣し、全国から集う青

少年たちとの交流を通じて平和について学習す

る「中城村青少年平和学習交流団派遣事業」と、

もう一つ、６月23日の慰霊の日に合わせまして

沖縄戦に関する写真や資料等を展示する「平和

企画展」を取り組んでおります。「平和派遣事

業」につきましては、中城中学校の生徒３名を、

長崎市で開催されます「長崎原爆犠牲者慰霊平

和祈念式典」、「青少年ピースフォーラム」へ派

遣をしているところでございます。「平和企画

展」につきましては、６月16日から24日までの

期間、護佐丸歴史資料図書館の３階、企画展示

室におきまして「平和の祈り～あの悲しみを忘

れない～」と題しまして、沖縄戦に関する貴重

な写真・資料等を展示しまして、平和への意識

啓発に努めるための取り組みを行います。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課主幹 稲嶺盛

久。 

○教育総務課主幹 稲嶺盛久 大枠２の②本村

の小中学校における平和学習の取り組みについ

てお答えいたします。 

 毎年５月、６月の時期に「平和について考え

よう」と平和教育月間等を設定しております。

絵本や写真資料を用いた読み聞かせを行ったり、

戦争体験者を講師としてお呼びし、戦争の悲惨

さや平和の尊さなどを語る集会を行ったりして

おります。また、企画展にもありましたように、

学校におきましても図書室や廊下等において、

パネル資料や展示、戦争・平和に関する多くの

関連図書を紹介したり、平和祈念公園への校外

学習や総合的な学習の時間における調べ学習等

も行っております。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課長 比嘉健治。 

○教育総務課長 比嘉健治 それでは比嘉麻乃

議員の大枠３の①及び②についてお答えします。 

 現在コンビニエンスストアにおいて、スクー

ルバス乗車券は購入できませんが、これまで吉

の浦会館のみでしか購入できず、保護者への負

担となっていることもあり、その改善として４

月より護佐丸バスの乗車券でスクールバスも乗
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車できるように調整を行い、現在乗れるように

なっています。そのことで、現在両方のバスに

ついても、両方の乗車券、護佐丸バスの乗車券

でスクールバスも乗れることになっていますし、

スクールバスの乗車券でも護佐丸バスに乗れる

ようになっております。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 比嘉麻乃議員。 

○２番 比嘉麻乃議員 答弁ありがとうござい

ました。 

 防犯灯が今回設置されましたけれども、全体

で防犯灯が417台、カメラが22台ということな

んですが、では南上原地区の防犯灯と防犯カメ

ラの設置数を伺います。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 お答えします。 

 上原地区については、防犯灯10カ所、防犯カ

メラについては９台設置しております。 

○議長 與那覇朝輝 比嘉麻乃議員。 

○２番 比嘉麻乃議員 ありがとうございます。 

 今回防犯灯と防犯カメラの設置費用は、国の

全額補助で設置しましたが、設置後の電気代と

か、あるいは故障した場合の費用というのは全

て村が負担するんでしょうか、あるいは自治会

が負担するところもあるのか伺います。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 お答えします。 

 防犯灯の電気料につきましては、村道１級、

及び２級に設置した防犯灯は役場負担、その他

村道に設置した防犯灯は自治会負担ということ

で、各自治会とも協議済みであります。故障に

ついては、５カ年は両方、５カ年は村で保証し

ていくことになっております。 

○議長 與那覇朝輝 比嘉麻乃議員。 

○２番 比嘉麻乃議員 わかりました。これか

らは、最近も台風がありましたが、台風シーズ

ンになります。そのときに防犯灯や防犯カメラ

が故障した場合ですね、台風による破損ですと

か故障した場合の修理代が心配になります。こ

の防犯カメラが故障したときはすごい料金がか

かるというふうに聞いているんですけれども、

それは修理代は村が、あるいは保険とかかけて

いるのか伺います。 

○議長 與那覇朝輝 住民生活課長 津覇盛之。 

○住民生活課長 津覇盛之 それではお答えい

たします。 

 防犯カメラについては、故障した場合はメー

カーにより最大５年間は無償保証となります。 

○議長 與那覇朝輝 比嘉麻乃議員。 

○２番 比嘉麻乃議員 ５年間は無償で修理し

てくれるということなんですが、なぜこの質問

をしたかというと、やはり破損とか故障した場

合には、なかなか村で修理代を出せない、また

長い間、せっかく設置してくれたカメラが起動

していないということが絶対にないようにして

いただきたいと思います。よろしくお願いいた

します。 

 では次に、今回の設置とは別に、全額補助と

は別に、南上原土地区画整理事業で計画されて

いる防犯灯の設置があると思うんですけれども、

その設置数と進捗状況を伺います。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 お答えします。 

 南上原土地区画整理事業内の防犯灯の設置数

は200カ所余りを予定しております。現在60カ

所余りを設置済みでありますので、進捗率とし

て約30％でございます。 

○議長 與那覇朝輝 比嘉麻乃議員。 

○２番 比嘉麻乃議員 先日、地域の皆さんと

南上原をくまなく、約３時間ぐらいでしょうか、

この防犯灯の設置を見てきたんですけれども、

夜行ったんですが、やはり暗いところがまだま

だ多いので、早急な設置を求めていきたいんで

す。今30％ということなんですが、100％にな

るまで、あとどのぐらいかかりますか、伺いま

す。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 仲松範三。 
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○都市建設課長 仲松範三 お答えします。 

 残りの約150カ所につきましては、ことしの

12月末までには完了したいということで、職員

とも話しております。 

○議長 與那覇朝輝 比嘉麻乃議員。 

○２番 比嘉麻乃議員 では12月の末までとい

うことなんですけれども、毎回南上原の自治会

の総会のときには、住民から「いつつけてくれ

るんだ」ということがありまして、自治会長は

しっかりと役場に言っていると思うんですけれ

ども、なかなかそれが進んでくれないというこ

とで、「もう自分のお金でつけないと明るくな

らないのか」という意見もありましたので、12

月とは言わずにですね、できるだけ早く、やっ

ぱり暗いところに犯罪は起きると思うので、一

日も早く明るくしていただきたいと思います。

強くこれは要望したいと思いますので、ぜひよ

ろしくお願いいたします。では防犯灯や防犯カ

メラ設置の効果で、犯罪が減少することを願っ

ております。 

 では次に、本村の平成29年度から過去５年間

の犯罪発生件数を伺います。 

○議長 與那覇朝輝 住民生活課長 津覇盛之。 

○住民生活課長 津覇盛之 それではお答えい

たします。 

 宜野湾警察署の資料によりますと、中城村全

体では平成25年に104件、平成26年に89件、平

成27年に98件、平成28年に81件、平成29年に66

件の犯罪が発生しております。その中で、窃盗

犯が多い状況でございます。 

○議長 與那覇朝輝 比嘉麻乃議員。 

○２番 比嘉麻乃議員 年々、だんだん減少し

ていることはすごくうれしく思います。それで

は、村内で一番多い犯罪件数の地域はどこで、

あるいは何件か、お願いします。 

○議長 與那覇朝輝 住民生活課長 津覇盛之。 

○住民生活課長 津覇盛之 それではお答えい

たします。 

 宜野湾警察署に確認しましたところ、地域ご

との統計はありませんということで、やはり人

口や量販店などの商業施設等が多い南上原が、

中城村においては多いものと推定されるとのこ

とです。 

○議長 與那覇朝輝 比嘉麻乃議員。 

○２番 比嘉麻乃議員 ありがとうございます。 

 では南上原が恐らく一番多いんじゃないかな

と、人口が多い分、その分犯罪も多いのかなと

思います。最近、北谷町のほうで小学校とか公

民館の付近で、腹部を切られた猫の死骸が置か

れているということが、相次いで６件発生して

いるということなんですけれども、北谷町は近

くなんですけれども、中城村でもそういった報

告があったのか、それを伺います。 

○議長 與那覇朝輝 住民生活課長 津覇盛之。 

○住民生活課長 津覇盛之 お答えいたします。 

 新聞報道でもございましたけれども、中城村

のほうでは、まだ現在そういった不審死と言う

んですか、猫の死骸はありません。あとは交通

事故等、車に轢かれての死骸等はあります。 

○議長 與那覇朝輝 比嘉麻乃議員。 

○２番 比嘉麻乃議員 中城では、そういった

報告がないということで少し安心しましたが、

以前県外のほうで動物虐待が発展して、殺人事

件になったという、発展したという事例もあり

ますので、もし中城村でも、隣のすぐ近くの場

所なので、そういうことがあったら、またパト

ロールを強化していただきたいと思います。南

上原地域では、2016年に糸蒲公園パトカー立ち

寄り所が設置されましたが、やはり未だに交番

はできていません。交番設置でさらに犯罪抑止

になるとは思うんですけれども、先ほども人員

の配置ですとか予算の問題で交番がまだ進んで

いないんだということだったんですけれども、

やはり交番設置に未だに至っていないという理

由はそれだけなのでしょうか。中には犯罪件数

が少ないから、南上原には設置できないという
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話も聞くんですけれども。人数が少ない、あと

費用だけの問題なのか、ちょっと伺います。 

○議長 與那覇朝輝 住民生活課長 津覇盛之。 

○住民生活課長 津覇盛之 それではお答えい

たします。 

 先ほども述べましたけれども、やはり人員配

置と、あと管轄等の見直し。やはり事件発生等

が、宜野湾地域に比べるとやはり少ないという

こともありまして、そういった検討課題をもろ

もろクリアしていかないと設置には至らないだ

ろうというふうに考えております。しかし今後

もやはり継続して要請をしていきたいと思って

おります。 

○議長 與那覇朝輝 比嘉麻乃議員。 

○２番 比嘉麻乃議員 では一生懸命進めてい

ただきたいと思います。あと一つ気になること

がありまして、南上原に交番を設置した場合は、

下地域にある２つの交番のうち１つが廃止にな

るということも聞いているんですけれども、こ

ういう話は実際にあるんでしょうか、伺います。 

○議長 與那覇朝輝 住民生活課長 津覇盛之。 

○住民生活課長 津覇盛之 お答えいたします。 

 直接そういった話については、こちらとして

は把握はしておりません。 

○議長 與那覇朝輝 休憩します。 

休 憩（１１時２９分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１１時２９分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 比嘉麻乃議員。 

○２番 比嘉麻乃議員 ぜひですね、南上原に

交番配置になった場合も、これは噂の話だと思

いますけれども、絶対に下地域の交番が廃止に

なるということがないように、２つの交番を残

しつつ、また上にも交番を設置していただきた

いと思います。安心安全な地域にするために交

番は必要です。交番があるだけで、住民に安心

感を与えてくれるものだと思います。どうすれ

ば設置ができるのかを、また私も今後調査研究

をして、よい方法がありましたら提案させてい

ただきますので、一緒に交番設置に取り組んで

いきましょう。よろしくお願いいたします。 

 次に、子ども110番の家についてなんですが、

これは宜野湾警察署管轄で、本村は協力関係で

あることを承知の上、質問しております、御理

解ください。交番同様、子ども110番の家は、

子供がいざというときに駆け込む緊急避難場所

として各地にありますが、果たして子供たちが

この110番の家をしっかりと理解しているのか

がちょっと気になります。児童への周知方法で

すとか、あと周知の取り組みについて伺います。 

○議長 與那覇朝輝 住民生活課長 津覇盛之。 

○住民生活課長 津覇盛之 それではお答えい

たします。 

 宜野湾警察署においては、交通安全教室や不

審者対応訓練などにおいて、新入学児童等への

講話での周知を行っております。こちらにつき

ましては、昨年６月に中城南幼稚園、大育幼児

学園等で講話をしております。それと広報イベ

ント等での周知、こちらも昨年７月に南上原自

治会で、朝のラジオ体操時に周知活動を実施し

ております。また防犯協会作成の「いかのおす

し」下敷きですね、子ども110番入りを新入学

児童へ配布するなどの取り組みを行っておりま

す。 

○議長 與那覇朝輝 比嘉麻乃議員。 

○２番 比嘉麻乃議員 講話での説明というこ

となんですけれども、やはり子供たちは言葉で

のこの場所というのがわからないと思うので、

いろんな方法でマップを作るなりして、一緒に

親子で歩いてわかるなりしていただきたいと思

います。これは後でまたお話をしますけれども、

子ども110番の家として協力をしている場所と

いうのはどこなんでしょうか。住宅なのか、あ

るいはお店なのか、どこが多いのかというのを

ちょっと聞きたいと思います。 
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○議長 與那覇朝輝 住民生活課長 津覇盛之。 

○住民生活課長 津覇盛之 お答えいたします。 

 中城村内の子ども110番の家は、平成30年５

月末現在で63件設置されております。その内訳

として、いわゆる事業所系ですね、店舗等が46

件、あとは個人が17件。ちなみに南上原地区は

22カ所で、事業所系が21件、個人が１件となっ

ております。 

○議長 與那覇朝輝 比嘉麻乃議員。 

○２番 比嘉麻乃議員 そうですね、やっぱり

個人の住宅だとお留守な時も多いと思うので、

やはりどんな時でもすぐにでも駆け込めるよう

なコンビニエンスストアとかは全部でやってい

るんでしょうか、そんなことはないんでしょう

か。中城村内全体のコンビニで110番の家に協

力とかしてもらっているんでしょうか。答弁は

いいんですけれども、もしされていなければ、

コンビニだとやはり子供たちもどの場所にある

というのがわかると思うので、よろしくお願い

いたします。 

 では次に子供たちの、この子ども110番の場

所を知るためにも、周知方法をしっかりとして

いただきたいと思いますが、例えばウォークラ

リーでどの家に、あるいはどのコンビニに行っ

てスタンプをもらうとか、やはり子供たちはそ

ういうゲーム感覚でやったほうが覚えやすいと

思うので、さっき答弁にありましたように講話

だけでは絶対に伝わらないと思います。交番が

ない代わりに上地区は、やはり駆け込み寺と

なっているのが子ども110番の家だと思うので、

しっかりと子供に周知していただきたいと思い

ます。例えばハロウィンに絡ませてやるだとか、

子ども会の行事ではだめだと思うんですね。子

ども会だと、そこに加入している子じゃないと

できないので、新１年生に、せめて学校から自

分たちの家の通路のほうだけでも、しっかりと

把握させるように村からもこう促していただけ

ればと思います。せっかくこの子ども110番の

家という事業がありますので、発揮させていた

だきたいと思います。最近はですね、少しでも

親が目を離すと子供の姿が消えて命を奪われる

という、ショッキングなニュースもありますの

で、こんな世の中だからこそ、子ども110番の

家の周知ですとか、先ほどの話になりますけれ

ども、一日も早い交番設置をお願いしたいと思

います。今月はまちづくり月間です。まちづく

り月間は、住民の理解と協力を得ることを目的

としております。これまで私がお話したことは、

村民の声だと受け取っていただきまして、子供

からお年寄りまで、誰もが安全かつ安心して快

適に暮らせるような魅力のある中城村のまちづ

くりに取り組んでいただきたいと思います。 

 では次に大枠２．平和学習について。先ほど

ですね、本村の平和への取り組みを伺いました

けれども、毎年６月23日に平和祈念公園で開催

されている沖縄全戦没者追悼式に、村主体で大

型バスを借り、村民も参列してもらうという考

えはないでしょうか。現在は遺族会の方は行っ

てらっしゃるかと思うんですけれども、全体で

募集して行くという計画は立てられないもので

しょうか、伺います。 

○議長 與那覇朝輝 企画課長 大湾朝也。 

○企画課長 大湾朝也 それでは比嘉麻乃議員

の御質問にお答えをしていきます。 

 ６月23日慰霊の日に、糸満市摩文仁の平和祈

念公園にて開催されます沖縄全戦没者追悼式の

取り組みにつきましては、議員もおっしゃいま

した本村の遺族会におきまして式典へ参加して

いるところでございます。現在のところバスを

貸し切りまして、全住民を対象とした取り組み

は考えておりませんが、今後ですね、住民から

の要望がございましたら検討されるものと考え

ております。 

○議長 與那覇朝輝 比嘉麻乃議員。 

○２番 比嘉麻乃議員 村民の中には、最近も

連絡があったんですが、村からバスが出ますか
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という、私にお話しがあったんですけれども、

今のところはそういうことはしてないよという

ことで、やはり村民の中には追悼式に参加した

いという人も多いと思います。でもですね、そ

の追悼式の日は、当日公園内は一般の自動車は

入ることができないです。県庁前から無料の

シャトルバスは出ているんですけれども、中城

村から県庁前まで行くのは大変ですよね。また

お年寄りの方でしたら、もっと大変だと思うん

ですね。なのでシャトルバスは出ているんです

けれども、そこに行くことができないというこ

となので、ぜひ今月は無理だと思いますが、諦

めてはないんですけれども、もしできるのでし

たら、もちろん全体で、全員というのは難しい

と思うんですが、先着順でもいいですし、遺族

会だと遺族会の人しか行けないんですが、別に

バスを借りていただいたら、子供から大人まで

行くことができると思いますので、ぜひよろし

くお願いしたいと思います。 

 では今度は小中学校の平和学習への取り組み

なんですけれども、今年度から小学校で道徳科

が完全に実施されていると思います。道徳教育

の目的の中に、生きるための基盤とあります。

命の大切さを教えるためには、平和学習は重要

だと、教育長も先ほどおっしゃっていましたが、

私も重要だと強く思っております。その平和教

育を授業で教えるのが小中学校の教員だと思い

ますけれども、この教員の平和教育視察研修、

例えば４月ごろでもいいですし、６月の、平和

について教えるために外に行って学習はしてい

るのか、研修などへ行っているのかというのを

ちょっとお伺いいたします。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課主幹 稲嶺盛

久。 

○教育総務課主幹 稲嶺盛久 お答えいたしま

す。 

 現在のところ教員を対象にした平和教育の視

察研修は行っておりません。 

○議長 與那覇朝輝 比嘉麻乃議員。 

○２番 比嘉麻乃議員 では外で研修をしてい

なくても、きっと先生それぞれ平和を伝えるた

めに勉強はされているかと思うんですね。また

実際に外に出て行って、その場所に行くことは

すごく大切だと思うんですが、小学校なら対馬

丸、あるいは中学生なら学徒隊となったひめゆ

りの塔、あるいは健児の塔の悲劇などを、同じ

児童の、こう比べてですね、同じ児童が戦争の

犠牲者になったことを、平和教育の中で伝えて

もらいたいと思います。中学校の修学旅行で学

んでいた、九州の平和学習が２年前からユニ

バーサルスタジオという、大阪とか京都に変わ

りました、２年前からですね。今まではせっか

く九州で平和学習ができる機会があったのに、

２年前からは大阪、京都になりましたが、子供

たちはこれから成長するにつれて大阪とか京都、

あるいは東京とかは、あこがれて必ず行くと思

うんですよ。でもなかなか大人になると、九州

への平和学習というのは、コースには入れてこ

ないと思うんですね。そこでちょっと聞きたい

と思うんですけれども、大阪と京都に変更した

理由、九州から修学旅行先を大阪、京都に変え

た理由をちょっと教えてください。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課主幹 稲嶺盛

久。 

○教育総務課主幹 稲嶺盛久 お答えいたしま

す。 

 平和教育に関しては非常に重要なことと考え

ておりますので、教員の視察は行ってはいない

のですが、議員がおっしゃっていましたように

道徳教育が今年度小学校全面実施、そして次年

度は教化科として中学校も実施する予定ですの

で、その中で平和の尊さ、命の尊さ等も授業で

行っております。また県外の研修としての修学

旅行の件ですけれども、現在のところ中学校に

おきまして修学旅行を九州から関西に変えた理

由は２つ聞いております。１つ目は、まず授業
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時数の確保ということでして、九州に行く場合

は３泊４日が通常でした。それですと、現在授

業の内容や、台風等の休日等の影響によって授

業時数を確保することが難しいということから

日数を短くした２泊３日を計画しているという

ことです。それに伴いまして、九州は中城村自

体でも派遣の平和学習の取り組みがあるという

ことや、また小学校におきましても平和学習に

取り組んでいるということから、修学旅行にお

きましては関西に行きまして違う文化に触れあ

うということで、２泊３日の関西の修学旅行を

予定しているというふうに聞いております。ま

た修学旅行の狙いとしましては、自然や文化な

どと親しむとともに、より良い人間関係を築く

ということで集団生活の在り方も学習の狙いの

１つとなっております。ですから公衆道徳の望

ましい体験を積むことができるということも踏

まえまして、平和教育は小学校から継続して中

学校で行いますが、修学旅行に関しましては時

間の軽減の２泊３日と、多文化への学びという

ことで、関西で行っているということで聞いて

おります。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 比嘉麻乃議員。 

○２番 比嘉麻乃議員 授業日数の確保という

ことなんですが、１日しか変わらないんじゃな

いかなと思うんですね。１日の違いは、平和学

習にとってすごく差が出てくると思うんですね、

九州に行くのと大阪に行くのですよ。平和学習

がいかに大切かと思ったことがあります。私が

バスガイドをしていたころ、県外の高校生を修

学旅行で南部に案内しました。その子は数日後、

地元に帰って、１通の手紙が届いたんですけれ

ども、この子は修学旅行を終えた後にみずから

命を絶とうかというふうなことも考えていたそ

うなんですね。でも実際に沖縄に来て、平和学

習をして、死にたくなくても死んでいった人た

ちがいるということを知ってですね、この子は

これから頑張って生きようということを決めた

そうなんですね。そんな命の大切さ、そして人

の命までも救ってくれる平和学習だと思います。

私も九州に、中学校のときに行った平和学習の

ことはいまだに覚えてていますし、本当に戦争

は二度と起きてはいけないということを、この

中学生からずっと思ってきています。実際に学

生はどうなのかというふうに聞きました、九州

から大阪に変わったけれども、どうだったのと

いうふうに聞くと、九州のほうが良かったとい

う生徒もいました、中にはですね。理由はとい

うと、やっぱり時間が少なくなったということ

と、あとユニバーサルスタジオでは時間がなく

て何にも乗れなかったという、本当に学生らし

い答えではあったんですけれども、ぜひもう一

度子供たちに平和学習を教えるために九州に戻

してほしいなと、私は前から強く思っているん

ですけれども、九州に戻す考えというのはもう

全然ないんでしょうか、伺います。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課主幹 稲嶺盛

久。 

○教育総務課主幹 稲嶺盛久 お答えいたしま

す。 

 平和教育に関する重要度は、学校現場でも認

知しております。これに加えまして調査を行っ

たところ、九州では移動のバスが長かったとい

うことや、また生徒の活動の時間が短かったと

いうことも理由の一つと聞いております。しか

しこれに関して、九州のことを考えていないと

か、今後とも継続して関西かどうかということ

に関しては、まだ決定ではございません。恐ら

く予算の関係でありましたり、ほかの保護者の

意見や児童生徒へのアンケート等も実施するか

と思いますので、今後このようなことは学校側

のほうにも伝えていきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長 與那覇朝輝 比嘉麻乃議員。 

○２番 比嘉麻乃議員 ぜひ検討していただき

たいと思います。平成29年に、少年がチビチリ
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ガマを荒らしたという事件がありました、御存

じだと思います。少年の中には、このチビチリ

ガマの歴史を知らないという少年がいました。

その後、少年たちはチビチリガマの真実を知り

まして、今は反省と後悔の日々を送っているそ

うです。これは戦争の悲惨さや命の尊さを教え

なかった教育現場のこともあるのかなと、親も

そうなんですけれども、親の責任もあるのかな

というふうにも思います。だからこそ小学校、

中学校での平和学習を行い、そして毎年６月23

日にはバスを運行させて、みんなで追悼式に行

けるようにしていただきたいなと思います。子

供から大人まで参列しまして、世界の恒久平和

を願っていきたいと思います。これこそが非核

宣言をした中城村だと思いますので、よろしく

お願いいたします。 

 では最後に大枠３スクールバスについてなん

ですけれども、スクールバスの乗車券をコンビ

ニエンスストアで買いたいというのは、もうほ

とんど、多かったんですね、意見が。それを私、

タイミングを見て提案をしていきたいなという

ふうに思っていました。そんな中、護佐丸バス

の乗車券でスクールバスが乗れるというふうに

聞いているんですけれども、それをまた父兄の

ほうに申し上げましたら、やっぱりスクールバ

スの乗車券はコンビニエンスストアでは購入は

できない、スクールバスを利用しているところ

は上地区が多いので、どうしても上地域で購入

したいという意見があったんですけれども、

やっぱりスクールバスのコンビニエンスストア

乗車券の販売というのは難しいでしょうか、伺

います。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課長 比嘉健治。 

○教育総務課長 比嘉健治 それではお答えし

ます。 

 先ほど答弁しましたが、現在護佐丸バスの乗

車券でもスクールバスも乗れるということで、

一部改善できたかなとは思います。コンビニエ

ンスストアでの販売となると、現在護佐丸バス

の乗車券を販売していますが、50枚綴りのみの

販売ということで、またバラというんですか、

10枚販売はできないということも伺っていまし

て、実際コンビニエンスストアでの販売となる

と、その辺の調整もしながらですね、コンビニ

エンスストアの負担にならないか。その辺も調

整しないといけないとは思っています。ただし

先ほど答弁したように、両方の乗車券で乗れる

ということですので、まずはそれを広報して

いって、保護者の負担の軽減に努めたいと思っ

ています。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 比嘉麻乃議員。 

○２番 比嘉麻乃議員 わかりました。じゃあ

そのように私も、こう言われた父兄のほうには

護佐丸バスの乗車券を購入して、スクールバス

に乗ることができるよということでお知らせを

していきたいと思います。 

 以上、私の一般質問を終わります。ありがと

うございました。 

○議長 與那覇朝輝 以上で比嘉麻乃議員の一

般質問を終わります。 

 休憩します。 

休 憩（１１時５２分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１３時３０分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 続きまして仲座 勇議員の一般質問を許しま

す。 

 仲座 勇議員。 

○１３番 仲座 勇議員 こんにちは。仲座で

す。議長の許可が出ましたので、一般質問をさ

せていただきます。 

 大枠１番、土地区画事業の件。①第１公園よ

り県道に向けて歩道側の植栽を植えてほしいで

す。②糸蒲公園の南側の墓地の道路側の植栽を

してほしいです。③歩道側のブロック積地50セ

ンチセットバックして、植栽帯として残し、植
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栽することとなっているが。④道路側の歩道付

きのブロックを50センチセットバックすること

になっているが指導するようにお願いします。 

 大枠２．奥間から南上原線。①ガードレール

の設置について伺います。 

 大枠３．文化財について。①伊舎堂前の３本

ガジュマルが１本枯れているが、植え替えでき

ないか伺います。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 仲座 勇議員の御質問にお

答えをいたします。 

 大枠１、２につきましては都市建設課、大枠

３につきましては教育委員会のほうでお答えを

させていただきます。御質問全般にわたりまし

て、御要望でございますので、できる限り実現

に向けて頑張りたいと思いますが、大変厳しい

ものもあるようでございます。詳しいことは、

また原課のほうでお答えをさせていただきます。 

○議長 與那覇朝輝 教育長 比嘉良治。 

○教育長 比嘉良治 文化財についてですけれ

ども、大枠３について、議員がおっしゃるとお

り現状は１本が枯れている状況にあります。教

育委員会は文化財を保全する役目がありますの

で、今の状況を改善しないといけないと思って

います。今後の対応については、生涯学習課長

のほうから答えさせます。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 仲座 勇議員の御

質問にお答えいたします。 

 大枠１の①歩道が狭いうえ、また住宅への乗

り入れ口が密になっているため、植栽の設置は

今厳しい状況であります。②墓地街区、61街区

については４メートルの歩道、６メートルの区

画道路に面しており、車道への植栽は厳しい状

況であります。③基本的に地区内の良好な居住

環境を形成するため、幹線・沿道における景観

に配慮し、建築に伴い花卉または柵を設置する

場合は50センチ後退もしくは花壇を設置し、そ

のスペースの緑化を行うことを土地区画整理法

第76条の申請、地区計画の届出で推奨していま

す。④条例施行以前に設けられた塀や擁壁、建

築を伴わない駐車場やヤードに設置された塀や

擁壁は、地区計画の対象外となります。しかし

ながら中には指導の対象となっているものもあ

りますので、県と連携して対応していきたいと

思います。 

 大枠３の①国道329号からサンエーなかぐす

く店まではガードパイプは設置済みであります。

サンエー付近から県道29号線までは未設置であ

りますので、安全確保のため今後設置していき

たいと思います。 

○議長 與那覇朝輝 生涯学習課長 稲嶺盛昌。 

○生涯学習課長 稲嶺盛昌 仲座 勇議員の御

質問の大枠３についてお答えいたします。 

 伊舎堂の３本ガジュマルについては、平成９

年３月７日に中城村指定の史跡に指定されてお

ります。先ほど教育長からもございましたが、

現在村道吉の浦線側から奥側の１本が立ち枯れ

という状況になっております。御質問の植え替

えにつきましてですが、地元自治会や関係者の

意見を聴取した上で、村文化財保護審議会で現

状変更について審議し、許可を得られれば可能

であると考えております。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 仲座 勇議員。 

○１３番 仲座 勇議員 歩道の囲いとか、50

センチセットバックじゃなくて、どのぐらい。

歩道を小さく、道路をね、セットバック必要な

いのか、どなたか聞かせてください。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 幹線地区、沿道地

区については、ブロック塀等、柵等は条例で50

センチのセットバックは義務付けております。

セットバックに関しましては、花壇を設けたり

緑化するように推奨しております。植栽は義務

付けではありません。 

○議長 與那覇朝輝 仲座 勇議員。 
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○１３番 仲座 勇議員 セットバックさせた

部分は、商業地区ですか、南上原はじゃないで

すか。そこのところを教えてください。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 幹線地区、ＡＢ、

及び欲道地区であります。 

○議長 與那覇朝輝 仲座 勇議員。 

○１３番 仲座 勇議員 ということは、条例

課長、条例では歩道敷はセットバックないわけ。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 50センチのセット

バックは義務付けられております。 

○議長 與那覇朝輝 仲座 勇議員。 

○１３番 仲座 勇議員 団地公園から琉大小

学校のところの県道までの歩道際に、植栽は必

要だと思うんですけれども。 

○議長 與那覇朝輝 休憩します。 

休 憩（１３時４３分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１３時４３分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 仲座 勇議員。 

○１３番 仲座 勇議員 公園から県道に抜け

る道の歩道側に植栽は必要だと思うんですけれ

ども、どうですか。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 現在、今議員が

おっしゃっている地区に関しては、歩道には植

樹帯はありません。 

○議長 與那覇朝輝 仲座 勇議員。 

○１３番 仲座 勇議員 墓地公園の周囲は、

住宅地はやっぱりセットバック必要だと思うん

ですけれども。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 今議員がおっ

しゃっている地区に関しては、住宅地区となっ

ておりますので、セットバックの義務付けはあ

りません。 

○議長 與那覇朝輝 仲座 勇議員。 

○１３番 仲座 勇議員 課長、住宅地だから

50センチセットバックだという話を聞いたんで

すけれどもね。 

○議長 與那覇朝輝 休憩します。 

休 憩（１３時４５分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１３時４７分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 墓地地区、61街区

の集合墓地に関しての目隠しとしての植樹帯は

ありません。この墓地は、現位置換地であり、

区画整理前からあった墓地を61街区に集合させ

ております。換地説明時にも、地域の隣接する

地主の方々に、この墓地は現位置換地であり、

そのままここに残ります。保留地販売時にも、

墓地があるということを説明し、保留地を購入

していただき住宅を建設しております。現位置

換地であり墓地があるということは皆さん認識

しております。 

○議長 與那覇朝輝 仲座 勇議員。 

○１３番 仲座 勇議員 課長、南上原はセッ

トバックじゃないわけ。 

○議長 與那覇朝輝 休憩します。 

休 憩（１３時４８分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１３時４９分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 すみません、もう

一度答弁させていただきます。 

 この61街区について植樹帯を設けてほしいと

いう御要望でありますが、平成５年から事業認

可をもらい、工事、補償、換地業務をほぼ終え、

換地処分に向かっております。その時期とタイ

ミングということで、換地変更、設計変更は厳

しい状況でありますので、御理解をよろしくお



― 104 ― 

願いします。 

○議長 與那覇朝輝 仲座 勇議員。 

○１３番 仲座 勇議員 課長、奥間南上原線

のガードレールの設置について、結構事故が多

くてね、今のガードレールじゃなくて安全対策

用の柵がついているわけ、安全柵。ガードレー

ルじゃなくて、安全柵がついているわけ。あれ

はね、今現在パイプが相当曲がっていますよね。

あれじゃあ持たないから、その部分だけでも

ガードレールに変えてほしいなと思っている。 

○議長 與那覇朝輝 休憩します。 

休 憩（１３時５１分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１３時５２分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 お答えします。 

 現在、奥間南上原線の中央付近での右側で、

大分歪んでいますけれども、これは交通事故し

た本人が責任をもって直すことになっておりま

す。またガードパイプからガードレールに変更

という希望がありますけれども、ガードレール

の場合は、小さい子供たちが車道からの見通し

が悪いという欠点もありますので、ガードパイ

プを設置しております。 

○議長 與那覇朝輝 仲座 勇議員。 

○１３番 仲座 勇議員 あの対策は、ガード

レールにしないと事故が多すぎる。車の事故が

多いあの現場を見て対応してほしいなと。以上

です。 

 大枠の３番に移ります。おおよそ400年前に

伊舎堂の集落に移動した夫婦が記念に植えたの

が今の３本ガジュマルになっていますが、１本

枯れて結構なるんですよ。土壌が悪いのか、何

が原因なのか、植えかえはいつごろやるのか、

そこをお願いします。 

○議長 與那覇朝輝 生涯学習課長 稲嶺盛昌。 

○生涯学習課長 稲嶺盛昌 ただいまの御質問

にお答えいたします。 

 議員おっしゃるとおり、伝承によると約400

年前に伊舎堂の集落が、今の中城城跡の北東側

にあったところから降りてきて、３組の夫婦が

そこに降り立った地に記念植樹か、または領地

の目印というか、そういった形で植栽されて、

その後、戦災や台風などによって現在のガジュ

マルは３代目と言われているそうです。この件

に関しては、教育委員会としては平成28年８月

ごろに把握しておりまして、その時点で地元の

自治会長立ち合いのもと、沖縄県森林協会の樹

木医の方に見てもらっています。そこで南根腐

れ病という菌が入っている病気が入っておりま

して、日本国内では南西諸島、奄美から沖縄、

一部鹿児島の大島地方、あと小笠原地方という

ところに分布発生が確認されているもので、基

本的には本病の除去をするためには、実際病気

にかかっている木を倒すということと、土壌の

ほうにも菌が残るらしくて、その土壌の改良や

消毒か全ての入れ替えが必要になってくると言

われております。この件に関しましては、やっ

ぱり地元の意見を一番尊重しながら、これから

自治会を含め地元関係者、その他専門員の方を

含め議論していって、方向性を見出していきた

いと考えております。 

○議長 與那覇朝輝 仲座 勇議員。 

○１３番 仲座 勇議員 課長、いつごろでき

るかという話を私はしたと思うんだけれども。 

○議長 與那覇朝輝 生涯学習課長 稲嶺盛昌。 

○生涯学習課長 稲嶺盛昌 具体的にですね、

例えば今年度中とかですね、そういったところ

が、土壌を全て入れ替えないといけないとかと

なってくると、かなり大きな工事になってくる

ということと、例えばガジュマルが３本立って

いる部分の１本のところだけをとって、残りの

土壌も検査した後とか、そういったところも含

めいろいろな方法が、この枯れたガジュマルだ

けではなく、実際は３本ガジュマルだけの指定
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というか、その降り立った場所が基本的には指

定されていますので、その辺も含め改善する時

期は地元と検討していきながら、予算が幾らに

なってくるかも含め、早い時期に地元と話し合

いをしたいと考えております。 

○議長 與那覇朝輝 仲座 勇議員。 

○１３番 仲座 勇議員 ありがとうございま

した。私の質問を終わります。 

○議長 與那覇朝輝 以上で仲座 勇議員の一

般質問を終わります。 

 休憩します。 

休 憩（１３時５７分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１４時０８分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 続きまして石原昌雄議員の一般質問を許しま

す。 

 石原昌雄議員。 

○１番 石原昌雄議員 皆さんこんにちは。１

番 石原昌雄です。一般質問に入る前に、私か

らも。今議会からデビューとなった比嘉 保課

長、荷川取次枝課長、そして稲嶺盛久主幹、議

会においても活躍を期待して歓迎いたします、

一緒にやりましょう。そして多くの議員からの

一般質問とか、またいろんな質疑も待っている

と思うんですけれども、明解な答弁を期待して

おります、よろしくお願いします。私たち議員

も、今議会で一般質問は最後になるということ

になりますけれども、また９月の定例会で一般

質問ができるように、自分たちもまたしっかり

頑張っていきますので、その節もよろしくお願

いします。それでは通告書に基づき一般質問を

します。 

 大枠１．地域が元気になる施策について。住

みよい村、住み続けたい村づくりで、キーとな

る一つとして安心安全な地域、そして元気な地

域があげられると思います。そこで、自治会活

動に対する支援策を伺います。①自治会活動へ

の支援としてどのような事業があるか。②各自

治会へのここ数年の支援実績は公表できますか。

③支援事業のうちで、増額などの拡大できるも

のはないか。④新規に支援できる事業計画はあ

るか。⑤各字の公民館活動の充実に専従書記の

配置が求められていますが、今後の計画に入れ

られますか。 

 大枠２．下地区の住宅事情解消について。津

覇小学校区や中城小学校区では児童生徒の減少

が続いています。若い世帯を受け入れる住宅事

情が十分ではないと考えます。集合住宅いわゆ

るアパート建築の斡旋や周知について伺います。

①那覇広域都市計画区域内にあるが、緩和地域

の周知はどのようになっているか。②担当課に

おいて、窓口相談の充実はできるか。③集合住

宅、アパートの建築できる箇所の把握はできる

か。④今後、那覇広域都市計画区域からの変更

は考えられるか。 

 以上、質問をします。答弁をお願いします。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 それでは石原昌雄議員の御

質問にお答えをいたします。 

 まず大枠１番につきましては、企画課のほう

でお答えをさせていただきます。大枠２番につ

きましては、都市建設課のほうでお答えをいた

します。私のほうで、御質問の住宅事情、下地

区についてでございますけれども、最近の議会

の中でもよく取り上げられております、どう

やって住宅をふやしていくのか、下地区の人口

をふやしていくのかという部分では、御承知の

ように、御質問にもありますけれども、ダイナ

ミックにそれを変えていくということであれば、

広域都市計画の変更、議員がおっしゃる那覇か

ら中部へ、あるいはコザへという、これは大変

高いハードルではございますけれども、しかし

目指すところはそこを目指していいのではない

かと思っております。それと現実的な話でする

と、南側からの大型ＭＩＣＥ誘致に伴う土地利
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用の見直し、これは伊集、南浜、北浜、和宇慶

を中心とした見直し、北側からは御承知の久場

の市街化区域への編入、そしてそれに加えて緩

和区域の広がり、そして優良田園住宅制度での

住宅増、いろいろございますけれども、それに

向けて可能性がある限りは下地区については、

まだまだ伸びしろがいっぱいあると思っていま

すので、しっかりとその住宅関連の事業は取り

入れてやっていきたいなと思っております。目

指すところも、しっかり目標をもって向かって

いきたいなと思っております。以上でございま

す。 

○議長 與那覇朝輝 企画課長 大湾朝也。 

○企画課長 大湾朝也 それでは石原昌雄議員

の御質問、大枠１の①から⑤につきましてお答

えをしていきます。 

 まず①についてでございますが、村民のニー

ズや、地域の課題が多様化する中で、村民と行

政がともに力を合わせ、村づくりに取り組む必

要があります。それぞれの地域における身近な

問題を共同で解決し、会員相互の親睦を図りな

がら、住みよい、豊かな地域づくりを目指して

活動する自治会は、重要な組織であると認識し

ております。自治会活動への支援といたしまし

ては、平成23年度より自治会運営補助金、平成

25年度からは自治会活動活性化補助金を交付し

ております。「自治会運営補助金」につきまし

ては、各自治会の自主的な活動の運営を助長す

ることを目的としております。「自治会活動活

性化補助金」は、自治会がみずからの手で地域

づくりの推進を図るために、必要な費用につい

て、村が支援を行うことにより、よりよい地域

社会を形成することを目的として補助をしてお

ります。 

 ②についてお答えをいたします。自治会運営

補助金につきましては、各自治会への交付金の

合計額は毎年500万円以上を交付しております。

自治会活動活性化補助金につきましても、50万

円を上限に交付しておりまして、毎年４つの自

治会を選定し交付してきております。今年度の

交付で全21自治会が交付を受けることとなりま

すので、支援の実績の公表につきましては、必

要に応じて公表していきたいと考えております。 

 ③についてお答えをいたします。自治会活動

活性化補助金について、今年度で各自治会が交

付を受けることとなりますので、同補助金の今

後について、各自治会へアンケート実施してお

ります。アンケートの内容の中で、各自治会に

おける同補助金の必要性、自治会における今後

の事業計画の有無などの意見を伺っております

ので、アンケートの結果を受け、補助目的の在

り方、内容の見直しが必要なのか、補助額も含

めて検討していきたいと考えております。 

 ④でございます。補助金とは別でございます

が、平成29年度に「自治会加入促進」における

横断幕とのぼりの作成を行っております。各自

治会へ配布をしております。各自治会の取り組

みにおける必要性に応じまして、今後も加入促

進を推進するための活動を支援していきたいと

考えております 

また村広報紙におきましては「わったーなかぐ

すく」というコーナーを設けております。昨年

度までに11自治会を取り上げまして、地域の歴

史や活動について紹介してきております。まだ

紹介していない自治会につきましても、順次掲

載したいと考えております。 

 ⑤についてお答えをいたします。各字の公民

館は、地域の幅広い年齢の方々が集い、親睦を

図りながら地域づくりの活動拠点として活用し、

伝統文化の継承、福祉事業、地域の安心安全を

維持するための防犯対策、災害時の避難所とし

ての防災拠点など、地域住民にはなくてはなら

ない重要な施設であると考えております。現時

点で、各自治会からの専従書記の配置につきま

しては、要望等、確認できておりませんので、

今後の計画につきましては状況の確認を行うこ
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とが必要であると考えております。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 石原昌雄議員の御

質問にお答えします。 

 大枠２の①都計法34条11号及び12号に係る区

域（自己住宅の立地緩和区域）については、中

城村のＨＰ、沖縄県のＨＰ、役場窓口にパンフ

レットを置いてピーアールをしております。 

 ②窓口に相談については、いろいろな情報を

発信し対応しております。 

 ③調整区域内の土地は、全ての土地に共同住

宅を建てられるわけではなく、昭和49年８月１

日以前に宅地課税されている既存宅地であれば

建設可能であります。税務課で宅地課税をされ

ているか、判断できます。 

 ④那覇広域都市計画区域からの変更にについ

ては現在考えておりません。市街化調整区域を

計画的に市街化区域に編入することを検討して

いきたいと思います。 

○議長 與那覇朝輝 石原昌雄議員。 

○１番 石原昌雄議員 ありがとうございまし

た。 

 少し追加して質問させていただきます。自治

会活動については、今課長から答弁があったと

おり重要性を確認できるところであります。自

治会活動がもっと活性化するために、活動の拠

点となる公民館の充実がありますが、多くの自

治会はこれまで公民館建設に向けていろいろな

補助金を活用して、また村当局においても、そ

の活用を積極的に働きかけてきたものと思って

おります。農林水産省の補助や建設省の補助、

あるいは防衛庁の補助、宝くじコミュニティの

助成金などが各自治会に活用されたと思います。

みずからの公民館もありますけれども、そうい

うふうになっていると認識しております。そし

て備品についても、使える補助金が今活用され

てきていると思うんですけれども、今後も自治

会からの要望があると思うんですけれども、そ

こら辺についてどのように答えていくかお願い

します。 

○議長 與那覇朝輝 企画課長 大湾朝也。 

○企画課長 大湾朝也 それでは、ただいまの

御質問についてお答えをしていきます。 

 先ほども答弁の中で少しですが触れておりま

すが、自治会活動活性化補助金というものがご

ざいまして、毎年４団体を選定いたしまして備

品、地域活動の活性化につながるような備品の

補助を助成しているところでございます。今後

につきましては、今年度で各自治会の補助が終

了いたしますので、アンケートの結果を踏まえ

まして、今後補助金の額につきましても内容の

見直しができるのか、それも踏まえまして検討

していきたいと考えております。 

○議長 與那覇朝輝 石原昌雄議員。 

○１番 石原昌雄議員 活性化補助金が全字に

一巡したということで、ぜひまた引き続き各自

治会の要望を入れながら、また活用しやすいシ

ステムもお願いしていきたいというふうに考え

ます。またハード面の支援が目立つんですけれ

ども、ソフト面の支援についてどのようなこと

が考えられるかありましたらお願いします。 

○議長 與那覇朝輝 企画課長 大湾朝也。 

○企画課長 大湾朝也 それでは御質問にお答

えをしていきたいと思います。 

 ハード事業とソフト事業、２つに分けるとし

ましたら、ハード事業につきましては施設の建

設であったり整備であったり修繕等になると思

うんですが、ソフト事業に関しましては、現在

補助、助成をしている備品の整備であったりと

いうところになると思いますので、今後もです

ね、先ほどもお話しましたが必要とする、地域

活性化につながるようなものに対しての補助に

つきましては、検討をしていきたいと考えてお

ります。 

○議長 與那覇朝輝 石原昌雄議員。 

○１番 石原昌雄議員 ソフト面についても、



― 108 ― 

いっぱいあるとは思うんですけれども、ぜひ地

域に残る、いわゆる伝統芸能も含めて、あるい

は活動も含めて、例えば公民館活動をやってい

る取り組みについても、今後ソフト面というイ

メージで、公民館での集会とかやりやすさとか、

そういうところも支援できるところを、ぜひ

やっていってほしいと思いますので、よろしく

お願いします。また同じことを聞くかもしれま

せんけれども、各自治会の公民館の活性化には、

日常的に公民館が使えることが重要なものと考

えております。そこで公民館の開放ができるた

めには、ぜひ専従の書記を配置するような支援

を、前向きに検討してほしいと思います。これ

については、例からすると南上原が事例になる

と思うんですけれども、既に都市地区である宜

野湾市とか、そこら辺のところは各自治会に専

従の書記が配置されておりまして、自治会長以

外に専従書記の部分を手当てして、地域コミュ

ニティの活性化を支援しているわけです。実際

に公民館がずっと開いている状態であるという

ことで、地域にいる人たちが絶えず公民館に行

けると。中城村においては、常時開けている公

民館はほとんどないですね。やっぱり地域の人

たちが行ける場所としては、公民館とは言って

いるけれども、実際には閉まっているという状

況です。この部分は、例えば毎週何日かは開け

られるような手当てをして、書記とか、あるい

はそういう部分の手当てをするなりして、少し

ずつプランを、完全にではないけれども、少し

ずつできるところと、要望する自治会からでも

いいですから、そういうところも今後検討に入

れてほしいと思います、よろしくお願いします。 

 次に大枠２番について聞きますが、これまで

も緩和策については広報とか、改正があった時

に広報紙に載ったりしてくるんですけれども、

なかなか実際にはＨＰは、なかなか見るチャン

スが少ないというところもあります。そういう

ところも含めて、そういう公表できる時期を年

に１回か２回でもいいし、そういう時期に広報

紙に載せていくとかというところも、今後やっ

てほしいなと思います。制度というのは、１回

流したら、確かに行政の中ではわかっているよ

うだけれども、新しい制度が５年前だったら、

５年前二十歳の人は、25歳になってはチャンス

がないわけですよ、もう５年前に流れてしまっ

ているわけだから。だからその情報がなかなか

なくて、住宅事情が解決していないということ

があると思うので、機会があれば村の広報紙に

も、ポイント的に載せてほしいと思いますので、

検討をお願いします。 

 窓口相談についても、窓口で相談もできます

よというところを、もうちょっと住民に知らせ

てほしいなと思います。中城村はまだまだ、あ

る意味では家が建てられない地区と思い込んで

いる村民も、もしかして多々いるかもしれませ

ん。そういうところの住宅事情を開示してほし

いと思います。今、私の中では、中城村の住宅

事情解消には集合住宅、アパートの建築が絶対

必要ではないかなと思っています。そういう面

では、中城村でもアパートが建てられますよ、

こういう条件ならとかというのを、もっと全面

的に知らしめてほしいなと思います。南上原は

当たり前の話だから、あれは制度上の問題。で

も今課題になる下地区の住宅事情は、もう職員

一丸となって、そういうところをぜひ宣伝して

ほしいなと思っています。 

 最後に村長に伺うつもりでしたけれども、先

ほど最初の答弁で決意を聞きましたので、ぜひ

この住宅事情も解消に向けて取り組んでほしい

と思います。 

 以上で私の質問は終わります。 

○議長 與那覇朝輝 以上で、石原昌雄議員の

一般質問を終わります。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 本日はこれで散会いたします。 

  散 会（１４時３０分） 
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○議長 與那覇朝輝 皆さん、おはようござい

ます。これから本日の会議を開きます。 

  （１０時００分） 

 日程第１ 一般質問を行います。 

 質問時間は答弁を含めず30分以内とします。

それでは通告書の順番に従って発言を許します。

最初に大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 皆さん、おはようござ

います。３番大城常良であります。議長のお許

しが出ましたので、通告書に従って、６月定例

会一般質問を始めたいと思います。 

 まず大枠１番、教育行政について。①３月定

例会、一般質問の中で幼稚園では教職員の年次

的な配置計画はないと答弁されましたが、その

後改善に向けて進んでいるのか。②学力向上モ

デル事業が始まって約２カ月経過したが課題等

は出てきたのか伺います。③給食センターの専

従所長の配置についての協議は進んでいるのか。

④平成29年度地産地消の使用割合が減少しまし

たが、原因及び、対策は話し合われたのか伺い

ます。 

 大枠２番、浜漁民集落センターの管理、運営

について伺います。①浜漁民集落センターは主

に浜自治会が運営しているが、個人的な営業を

目的に許可されて使用しているが公共施設の観

点から問題があると思いますが、それの見解を

伺います。②浜自治会との契約書は締結されて

いるのか。③公共施設（コミュニティー施設）

が他にもたくさんありますけれども、五、六カ

所ぐらいですね。営業申請が出た場合には、許

可するのかどうか伺います。 

 大枠３番、農業水産業の活性化について伺い

ます。①北浜地区の浅瀬で行われたアーサのテ

スト養殖については良質のアーサが取れたとの

ことですが、今後の展開、方向性をどのように

考えているのか伺います。②新たな農業委員会

が発足して８カ月が経過しましたが遊休地や耕

作放棄地の解消等に向けて現段階での現状はど

うなのか伺います。③農地中間管理機構との連

携で貸し手、借り手の件数はふえているのか伺

います。 

 大枠４番、老人福祉（老々介護）についてで

す。①近年、高齢化による夫婦２人暮らしの家

庭がふえて、お互いがお互いを介護する老々介

護がマスコミ等で深刻な問題として取り上げら

れていますが、本村において実態調査を行った

ことがあるのかどうか。以上、簡潔な答弁をお

願いいたします。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 それでは大城常良議員の御

質問にお答えをいたします。 

 大枠１番につきましては教育委員会、大枠２

番と大枠３番につきましては農林水産課、大枠

４番につきましては福祉課のほうでお答えをさ

せていただきます。 

 私のほうでは、お尋ねの浜漁民集落センター

の管理運営についての御質問でございますけれ

ども、そもそもこの件につきましては、朝市等

で頑張っていらっしゃる本土から移住してきた

村民の方から地域を盛り上げたいということで

の話がまず発端でございました。御質問にあり

ますとおり公共施設を使ってもいいのかどうか

というのは、逆に公共施設を有効に使うために

一つのモデル事業的な観点から、この公共施設

を使うことによって、他者に大きな迷惑とか、

地域の理解を得られないとか、そういうものが

ない限りは十分これは我々行政としても地域を

盛り上げたいというその意気込みに当然答えて

いきたいというのが、まず第一の発端でござい

ます。そして、地域の理解を得るためにそして

漁協組合の理解を得るために私が足を運んで説

明をし、そして理解を得てスタートしていった

事業でございますので、中城村は特に能動的に

住民からなかなか声が出てこないというのが現

状でございまして、そういう意味では今回、能

動的にといいますか、こういうことで積極的に
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やっていきたいという方々に対して、行政とし

てしっかり答えていきたいという思いで、合致

をして、そして先ほどお話しましたとおり、地

域に迷惑がかからないようなお互いがウィン

ウィンの状態になるような形でスタートして

いった事業でございますので、最終的にお尋ね

のほかのコミュニティーセンターでもそういう

ことが可能なのかということに関しましては、

当然、ほかの部分でもそういう方々、地域を盛

り上げたいやる気のある方々がいて、地域の理

解が得られるのであれば、十分に検討ができる

ことだと認識をしております。ぜひ議員も逆に

応援をしていただきたいぐらいのことでござい

ますので、御理解をいただきたいと思っており

ます。詳細につきましては、また原課のほうで

お答えをいたします。以上でございます。 

○議長 與那覇朝輝 教育長 比嘉良治。 

○教育長 比嘉良治 皆さん、おはようござい

ます。教育行政についてですが、①の幼稚園の

職員の配置に関しては、これは教育委員会だけ

で決定できるものではありませんので、役場全

体の職員の定数との関係で総務課とも相談しな

がら進めているところでございます。②の学力

向上モデル事業の課題についてですが、先日も

課題について、金城 章議員に答弁をいたしま

したけれども、村で採用した７名の教諭の中に

はことし大学を卒業した教諭もいらっしゃいま

す。それで補充の経験がないために指導力の面

でどうしても経験者との違いがあります。校

長・教頭を初め、学校の教職員、それから指導

主事で指導力の向上に向けて、現在取り組んで

いるところでございます。実はきょうも２校時

目、津覇小学校において、その７名のうちの１

人の授業研究会があって、松田指導主事がそこ

に参加して指導助言を行うということで、この

後、そういうふうな予定計画をしております。

③と④に関しては、教育総務課長からお答えさ

せます。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課長 比嘉健治。 

○教育総務課長 比嘉健治 大城常良議員の③

及び④についてお答えします。 

 まず③についてですが、次年度に向けて所長

の配置は現段階では決まっていません。ただし、

教育委員会としても所長の配置を希望し、現在

村長部局へ検討をしていただいている状況です。

④についてですが、原因としては、昨年は台風

などの通過も少ない状況もあり異常気象など、

また害虫が多いために野菜が育たず生産量が少

ない状況であったため使用料が減少しています。

対策については、自然現象などによるものにつ

いては厳しいというふうに思いますが、早めに

出荷できる品目の情報を農家と連携をとり、よ

り多くの中城村の農産物を学校給食へ活用でき

るよう話し合い、今後も地産地消に努めていき

たいと考えています。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 農林水産課長兼農業委員

会事務局長 比嘉義人。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 比嘉義

人 それでは大城常良議員の質問にお答えしま

す。 

 大枠２の①、②です。大枠３の①、②、③に

ついてお答えします。 

 大枠２の①浜漁民集落センターの使用に関し

ては、浜自治会の同意の上、使用しております。

また浜漁港及び地域を盛り上げるために行って

いるものであります。現に４月８日のオープニ

ングセレモニーでは、村内外から300人余りの

人が集まり、漁港内は盛り上がり、マスコミ等

に取り上げられ、今まで無名に等しかった浜漁

港が知られ、現在は、漁港を尋ねフィッシュ

バーガーを購入する人もいます。徐々にではあ

りますが、浜漁港が盛り上がって来ていますの

で、今後も引き続き見守っていきたいと考えて

おります。②について。浜自治会との契約書は

交わしています。 

 続きまして、大枠３の①今後の展開といたし
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ましては、佐敷中城漁業協同組合の通常総会で、

アーサ部会及び特定区画の漁業権の承認を得て、

県に特区（特定区画）を申請、ことしの９月ご

ろ、事業開始を予定しています。②に関しまし

て、昨年、遊休地や耕作放棄地の土地所有者に

対して農地利用意向調査を実施しており、その

結果いくつかの遊休農地は解消されております。

しかしながら、半数以上の土地所有者が調査に

対して未回答ですので、今後は農業委員、推進

委員で班ごとに分かれて個別訪問を実施し、所

有者の意向を聞きながら遊休地解消に努めてい

きたいと思います。③農地中間管理機構の制度

活用希望者は、平成28年度において貸し手が２

人、借り手が12人、平成29年度において貸し手

が３人、借り手が４人という状況で、借り手に

おいて減少しております。 

○議長 與那覇朝輝 企画課長 大湾朝也。 

○企画課長 大湾朝也 それでは大城常良議員

の大枠２の③についてお答えをしていきます。 

 その他の公共施設での営業申請がなされた場

合につきましては、その施設の設置及び管理に

関する条例、規定等に基づき許可する場合はそ

の施設の本来の用途及び設置の目的を妨げるこ

とがないか、さらに行政財産の高揚や価値が高

まることになるか、総合的に判断し、対応しな

ければならないと考えております。 

○議長 與那覇朝輝 福祉課長 金城 勉。 

○福祉課長 金城 勉 大枠４番についてお答

えいたします。 

 老老介護の実態調査はこれまで行っておりま

せん。高齢者並びに高齢者世帯につきましては、

毎年９月の老人の日、老人の週間において全市

町村で高齢者に関する統計調査がございます。

情報は毎年発表されておりますけれども、平成

28年10月現在、本村の65歳以上の高齢世帯が

6.4％。県平均の7.3％より低く推移しておりま

す。また高齢者の単身世帯も同様に県平均を下

回っている状況でございます。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 それでは再質問に入る

前に、教育総務課、それから教育長において、

今現在、幼稚園、学校において、用務員を配置

していただいて、そして各学校の老朽化した箇

所、そこの補修改善を日々頑張っておられると。

私も学校に行って、その話を聞いて非常に感銘

を受けております。学校現場からも高い評価を

受けているものですから、それはぜひ継続して

今後も続けていただきたいと思っているので、

よろしくお願いいたします。 

 それでは再質問に入ります。大枠１番のほう

から、いろいろと役場の連携、これは恐らく予

算の面だと私は認識はしているんですけれども、

教育長、例えば私が幼稚園に行った結果、中城

幼稚園ではいまだに預かり保育担当の職員が不

足しているという状況になっています。これは

私、３月議会でも４月の新年度も近いですよと

いうことで、津覇幼稚園と中城幼稚園の４名の

足りない職員の手配はできますかという旨、話

したつもりなんですけれども、それが津覇幼稚

園は手配されていると、しかしいまだに中城幼

稚園の預かり、そのほうが全然手配がされない

といっている。それはどういう状況で手配され

ていないのか伺います。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課長 比嘉健治。 

○教育総務課長 比嘉健治 大城常良議員の御

質問にお答えします。 

 議員のおっしゃるとおり、中城幼稚園におい

ては、まだ預かりが２クラスあるんですが、１

人は配置されていますが、もう一人はまだ配置

されていない状況です。その部分については、

やはり人材不足というんですか、ハローワーク

等をまた各学校も含めた先生方にも知り合い等

を通していないかも確認しながらやってはいる

んですが、なかなか応募がない状況であります。

津覇幼稚園においては免許の持っていない方で

現在、補助的な部分でということで配置はして
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いますが、その辺で人材不足もありまして、な

かなか厳しい状況が続いている状況です。その

辺も早目に対応したいとは思っています。以上

です。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 頑張って今探している

という状況だろうと思うんですけれども、やは

り職員の定数というのは、きっちりとやる前に

手配して、新年度が始まればその要員を確保し

てますよというのが、学校あるいは普通の職員

でもそうですよ。もう新年度も始まって２カ月

以上も経って、まだできていないと。前からハ

ローワークとかいろいろな方法で探しているが

見つからない、これは現場のほうでは大変だと。

朝10時から夜６時半まで、これは残された職員

で交替交替で対応しないといけない。１日、２

日だったら仕方がないだろうと。それが２カ月

以上もこうして放置しっぱなしで、探してもい

ないという状況が通るのであれば、これはもう

探さないほうがいいですよ。どうせいないん

だったら職員もそうですよ。いないから手配で

きませんということは、それだけの負担を今い

る職員、あるいは子供たちにもその負担という

のは、必ずきているはずですので、これは早急

に探していただきたい。それはいつごろ手配で

きるのか。早急にできるのか、いつまでも延ば

し延ばしというのはこれは話にならないと思い

ますので、端的にいつまでには探して、学校、

幼稚園に手配しますということを断言できるの

であればお願いできないですか。 

○議長 與那覇朝輝 教育長 比嘉良治。 

○教育長 比嘉良治 本当に議員がおっしゃる

ように現場にも子供たちにも大変迷惑をかけて、

実はきのうも個人的に電話をしたり、当たって

いる状況なんですけれども、やはり断られたと

いうんですかね、そういう状況で放置している

というわけではなくて、個人的にも職員にも進

めているんですが、なかなか今それがうまく

いっていないという状況で、ほかにも呼びかけ

はしているんですけれども、そういった意味で

いつまでにこの確保できると断言はできません

けれども、またさらにこの探すのを強化してで

きるだけ１日にでも早く配置できるようにした

いと考えています。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 今、教育長が言われた

あちこち探して手配できるようにやっていると

いうことなんですけれども、これはいろいろお

願いしている中で、何がネックになって了解し

てもらえないのか、その原因というのはどこに

あるのかお伺いします。 

○議長 與那覇朝輝 教育長 比嘉良治。 

○教育長 比嘉良治 いろいろな人によって違

う部分があって、終日勤めないといけないとか、

それから６時過ぎの時間帯までやらないといけ

ないとか、あるいは当たった中では親の介護を

しないといけないとか、それから同じような感

じで孫の面倒をみないといけないとか、人それ

ぞれで今理由は違うんですけれども、なかなか

人を探しきれないというのが現状というか、そ

れぞれの理由。これといった理由ではなくて、

それぞれで理由が違うという状況です。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 確かにいろいろと個人

的な問題もあろうかと思うんですけれども、そ

れを早急に対策を取って配置しないといけない

ような問題ですので、それについては大至急探

して、手配していただきたいと思っております。 

 それから、３月議会でも話はしたんですけれ

ども、来年の３月31日には両幼稚園の教頭が定

年になるということなんですけれども、それに

ついての対処は考えていらっしゃるのかどうか、

お願いします。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課長 比嘉健治。 

○教育総務課長 比嘉健治 平成30年度末の退

職者のことということですが、総務課の人事担
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当とも退職者の補充については、していただけ

るように現在調整していまして、その部分につ

いては、配置等は可能だろうというふうに思っ

ております。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 この部分に関しても、

これは中城村の幼稚園管理規則第９条２項のほ

うに教頭は教育委員会が教諭のうちからそれを

命じるという旨の規定もあるものですから、今

見てみましたら、教諭を中城幼稚園、津覇幼稚

園の両方を見てましたら、まだ20代ということ

で、その中から教頭を選ぶというのは年齢的に

も早すぎるのではないかというようなことも私

自身思っているものですから、そこも十分踏ま

えていろいろな策があるだろうと思っているの

で、来年の４月には手配ができるように善処し

ていただきたいと思っております。 

 次②のほうにいきます。学力向上モデル事業

ですね。その採用職員７名がいろいろな勉強を

しているという段階ではあろうかと思うんです

けれども、これは２番から４番までは我々、文

教社会常任委員会が視察を行った結果、その中

から質問したいと思っております。まず私が

言ったのは課題はないかということで、それは

授業の中での話になるんですけれども、体育と

音楽が15名学級とはいえ、12名しかいない中で

非常に少なすぎるのではないかなと。体育で

ドッジボールをやったら６対６でできはするん

ですけれども、休憩する時間もない。あるいは

いろいろと審判とか、そういうなり手もいない

という中で、その辺の課題をどうクリアしてい

くのか、そこをお願します。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課主幹 稲嶺盛

久。 

○教育総務課主幹 稲嶺盛久 お答えいたしま

す。 

 今少人数によって授業が体育と音楽等で少な

いのではないかということもありましたが、確

かに少ない種目の場合もありますが、それに関

しては合同体育、合同音楽を実施しております。

そうすることによって、２クラス集まったこと

により、今おっしゃっていた審判等のことも払

しょくできると思います。また、少人数という

よさもありまして、人数が少ないからこそ、多

くの技能を経験することができる。例えばボー

ルに多くさわる。器具を多く使う。または音楽

でいいますと、１対１でリコーダー等の指導を

受けることができるということがありますので、

必ずしも技能教科におきまして、人数が少ない

からというような問題ではなく、合同体育、合

同音楽等も含めて、また少人数のよさも活かし

ながら授業を進めております。これに関しても

助言をしているところでございます。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 この件は学校のほうか

らも体育と音楽は厳しいかなという指摘もあり

ましたので、話を出しているんですけれども、

主幹が言われたとおり合同でやっていく。ある

いは今いったとおりボールがいっぱい触われる

ようなやり方でやっていくのか、ぜひ学校側と

も十分協議をして進めていただきたい。それか

ら７名の少人数に関する職員がいますが、それ

は各学年あるいは学級、または全体の会議等、

少人数学級を基本とした中で行われているのか。

それはどうですか。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課主幹 稲嶺盛

久。 

○教育総務課主幹 稲嶺盛久 お答えいたしま

す。 

 中城小学校、津覇小学校も低学年の中で学年

に１人配置しておりますが、中城小学校におき

ましては、２年生に二人配属しております。そ

れ以外は１人配置とありまして、ほかの教諭は

本務の先生もおりますので、主に３名体制で学

年会というものを毎週１回行っております。そ

の学年会の中では本務の先生と村費の先生を交
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えまして、１週間の学習計画であったり、行事

の確認等を行っております。当然、その学年会

というものは行事の確認だけではなくて授業の

進めていく確認も行います。これを教材研究と

申していますが、その授業の進め方、発問で

あったり、板書であったり、ワークシートとか

の確認も週１回の学年会で行っておりますので、

村費、県費に限らず週１回の学年会また校内全

体での校内研究と、通常の職員と同様に進めて

おります。それに加えて村費の皆さんに関して

は先ほど教育長からありましたように指導主事

のほうから出向きまして、手厚くなるような指

導助言を試みているつもりです。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 週１回行われていると

いうことであれば、十分対応できていると思っ

ております。始まって２カ月が過ぎたんですけ

れども、その中で新聞等でも大分、公表されて、

中城村はすばらしい15人学級が始まりましたと

あるものですから、それをやられていない学校

あるいは４年生以上の学年の保護者のほうから

いろいろと意見・指摘があるのか、それはどう

ですか。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課主幹 稲嶺盛

久。 

○教育総務課主幹 稲嶺盛久 お答えいたしま

す。 

 今学校評価というものがどの小学校も行って

おりまして、主に６月から２月に年に２回程度

行いますが、その中で保護者アンケートを実施

しております。その都度、少人数に関する報告

を学校長から受けております。現在のところ、

保護者の意見としましては、お一人４年生以上

も配置してほしいという意見がございました。

ただし、その中身に関しましては１年生から３

年生がとても充実していて、子供の声を聞く時

間がふえた子供とのかかわりのこともふえたと

いうことで、４年生以上も続けてほしいなとい

う声だと聞いております。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 私も学校へ行って見て

みまして、やはりいろいろとメリットは大きい

なと先ほど教育長が言われたまめ細かな授業が

できる。あるいは個々を一人一人見ることもで

きるということのメリットは相当あるだろうと

いうことで、きょう指摘したのは課題を克服し

ていきながらさらにいいものをつくっていただ

きたいと思って、この質問を出しているもので

すから、みんながうらやむぐらいの少人数学級

に向けて頑張っていただきたい。よろしくお願

いいたします。 

 次３番ですね、給食センターの専従所長の配

置についてですけれども、これは前回も私、聞

いたんですけれども、課長は前回も教育総務課

から現段階では総務のほうに、あるいは企画の

ほうに今投げていると、あとは予算的なものだ

ろうということで、私は捉えているんですけれ

ども、例えば企画課のほうでその話を伺って来

年からは、さてやろうかという話があるのかど

うかお願いします。 

○議長 與那覇朝輝 総務課長 與儀 忍。 

○総務課長 與儀 忍 お答えいたします。 

 給食センターの所長につきましては、現在、

教育総務課長が兼務をし、定期的に給食セン

ターに出向き、所長としての職責を果たしてい

るものと考えております。しかしながら、兼職

であることから毎日給食センターに出向くこと

が厳しいため、給食センターの職員の中から運

営主任を指名し、配置しているところでござい

ます。近年、学校給食への異物の混入で、職員

の健康管理等につきましてさまざまな事案が発

生していることから、兼務ではない専従の所長

の配置が可能かどうか教育総務課からの相談を

受けまして、現在、総務課、村長も含めて協議

をしているところでございます。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 
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○３番 大城常良議員 この件につきましては、

委員会の中でも毎年毎年同じ話が出てきて、先

ほど課長が言われた異物混入あるいは危険物の

混入が出た場合には、非常に村としても所長が

いないということになれば厳しい状況に置かれ

るのではないかなということを踏まえまして、

ぜひ前向きに捉えていただいて来年度からは所

長を置きますというようなことをお願いしたい

と思っております。 

 次４番ですね、④地産地消のことなんですけ

れども、先ほど課長が言われたとおり異常気象

とか、害虫とかそういうものでいろいろあるん

ですが、その中でコーディネーターがいるんで

すけれども、農家、それと農林水産課の農業指

導員がいると思いますが、そこの連携が不十分

ではないかと思うんですけれども、その点につ

いていかがですか。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課長 比嘉健治。 

○教育総務課長 比嘉健治 それではお答えい

たします。 

 農林水産課とのコーディネーターとの調整会

議等は当初、コーディネーターが配置されたと

きはスタートの年という部分もあり、いろいろ

と調整しながらやっていたようですが、現在は

農家さんとのつながりもできたということもあ

り、直接農家との連絡調整をしています。ただ

し、やはり議員おっしゃるように新たに農業を

始めた方等もいると思いますので、農林水産課

の担当課のほうとも今後は調整していって、さ

らに地産地消ができるように努めていきたいと

思います。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 今の質問では、農業指

導員というのはいろいろな農家を回って、農家

の顔も知っているはずですので、それとコー

ディネーターが連携すればそれだけ搬入量が増

加して、地産地消の割合も高まるだろうと。平

成28年度の30.6％の地産地消の使用量があった

んですけれども、去年に関しては12.6％と。半

数以上落ち込んでいるものですから、異常気象

だけでこれは捉えられないだろうと思っている

ので、ぜひ前向きに農家を把握できるように頑

張っていただきたい。 

 次は大枠２番を後に回して、３番の農業水産

業のほうからいきたいと思います。これは質問

でもあるとおり、今北浜の浅瀬のほうで、私も

見に行ったんですけれども、鉄筋が建てられて、

そこで恐らく行われていると思っているんです

けれども、漁民に聞いたら初期投資が厳しいん

じゃないかと。例えば準備して、鉄筋を買った

り、建てたりそういうのが厳しいなと、年齢的

にももうできるかどうかわからないような話も

やっているものですから、それについて、初期

投資の段階で補助金等が受けられるのかどうか、

お願いします。 

○議長 與那覇朝輝 農林水産課長兼農業委員

会事務局長 比嘉義人。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 比嘉義

人 それではお答えします。 

 初期投資が可能かどうかということですけれ

ども、去年試験的に実験を行いまして、良質の

アーサが取れるということです。先ほども答弁

しましたように、まずは部会あとは特別区画を

設定をいたしまして、佐敷中城漁業協同組合の

ほうで承認を得て、さらに県に申請となります。

県に申請する前に承認が得られたときには、県

と調整して、どういった補助金が受けられるの

か、検討してまいりたいと思っています。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 この件に関しては、新

聞にも５月30日付の中で、北中城村で収穫慰労

会というのが行われて、向こうのほうは07年に

県の拠点産地認定を受けて、県内有数の産地へ

と成長している。これは11年前ですよ、今から。

すぐ隣でこういうすばらしい事業が行われてい

ると。にもかかわらず中城村は去年からテスト
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栽培とか、相当遅すぎるのではないかなと思っ

ているので、こうしていい見本があるものです

から、そこは北中城村の漁港とも相談しながら、

どうすれば一番いい部会をつくれるのか、どう

したら漁民が収穫ができて、利益が得られるの

か、そこも十分協議して進めてください。お願

いします。 

 次２番のほうですね、農業委員会活性化でや

ろうということで、８カ月経つんですけれども、

まだまだ地主の回答が未回答とかいろいろある

んですけれども、それについて農地中間管理機

構と連携して農家を回っているのかどうか、ど

うですか。 

○議長 與那覇朝輝 農林水産課長兼農業委員

会事務局長 比嘉義人。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 比嘉義

人 それではお答えします。 

 農地中間管理機構と一緒に連携して回ってい

るかということですけれども、農地中間管理機

構と一緒に一筆調査は行っておりません。農業

委員会とあとは推進委員の方々でことしからま

ずはハガキ等を送って、貸すか貸さないか意向

を聞いて、回答を待っているところです。なか

なか地主さんからの回答が得られないものので

すから、今後、農業委員会とあとは農業推進委

員の皆さんと一緒になってできるだけ早目に農

家の方々とお会いして意見を聞いてまいりたい

と思っております。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 これは農業推進委員６

名、彼らの役割が大きくなるだろうと、そのた

めに今回の新しい農業委員会というのを立ち上

げたはずですので、それは十分精査してどうす

れば農家を説得できるのか。あるいは農地を貸

していただけるのか、貸し手が少なくて、借り

手が多いというのは、全く話にならない状況で

すので、ぜひ農業委員会を通して行政と一体と

なって、農地をふやしていただきたい。 

 それでは大枠２番に戻ります。浜漁港の①の

うほうから問題がある。村長は先ほど朝市、地

域を盛り上げたいということで、本人みずから

漁民あるいは浜自治会を説得しに回ったという

ふうに聞いているんですけれども、課長、本村

と漁港、漁民センターとの管理委託契約３条の

３項というのがあるはずですので、それを読み

上げてもらえますか。 

○議長 與那覇朝輝 農林水産課長兼農業委員

会事務局長 比嘉義人。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 比嘉義

人 お答えします。 

 村と漁港との経営や管理委託契約の件だと思

います。利用許可の制限ですよね。第３条、次

の各号のいずれに該当するときは利用を許可し

てはならない。（１）法の秩序または善良な風

俗を乱すおそれがあると認めたとき。（２）施

設またはその附属品を既存するおそれがあると

認めるとき。（３）もっぱら営業行為として利

用するとき。（４）その他、施設の管理上支障

があると認めたとき。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 今読み上げていただき

ました。私も前回、質問したときも浜漁港、こ

れも漁民にそして浜自治会に相当の利益があれ

ばそれは致し方がないだろうとそういう規則が

あっても村長として利益がそのまま村に落ちて

くると。漁民に落ちてくる。あるいは浜自治会

に落ちてくるということであれば、これも許可

してもいいのかなと思っていたんですけれども、

今回ですね、どうもニュアンスが違うかなと。

方向性を逸脱しているのではないかなという旨

の想いがありまして、今回出しているんですけ

れども、個人的な営業に関して、村長は何を根

拠に営業を許可したのか、それを教えていただ

けますか。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 お答えいたします。 



― 119 ― 

 何を根拠にといいますか、先ほどお話をさせ

ていただきましたけれども、まず第一に考えた

のが、地域にとってどうなのか。はっきりいい

ますと地域にとっての利益になり得るのか。こ

れは金銭的な利益ではなくて、地域が盛り上

がって、これから地域に大きな利益をもたらし

てくるだろうと。例えばよくオープニングのセ

レモニーの中でもお話はしましたけれども、あ

くまでも今回の件は入り口ですよというならば、

一生懸命やりたいという人にもちろん我々は答

えていく。その中でこの地域がこれを中心にあ

るいは朝市の方々も一緒になって、地域が盛り

上がっていくということになれば、これが一つ

の実績として今度は海の駅だとか、あるいは道

の駅だとか、あるいは食堂だとか。地域の方々

を雇用して食堂ができていくとか、夢は広がっ

ていきますよという話をさせていただきました。

これは当初、話は少しずれますけれども、朝市

の開設の時も同じ話をしました。まずは実績を

積んでくれと。それであれば我々も非常に行政

としても大きく協力もやりやすくなっていくん

だということの一環でありまして、その議員が

おっしゃる逸脱という言葉には当てはまらない

と思いますし、全てがゼロか百かで行政運営を

やっていくのであれば、それは簡単ですよ。そ

うではない。やはりその時々の事情に応じてと

いいますか、時代に応じてといいますか、今浜

の漁港は私が村長になって約10億円かけて整備

をやりました。波除堤をつくったり、防波堤を

つくったり、そして浜の漁民センターをつくっ

て、そして今回、こういう漁業組合の理解も得

ながら、それはそれなりの投資に見合う発展が

あって、我々も行政としても非常にやりがいが

あるんだという話もさせていただきました。そ

ういう意味では私が肝いりみたいな形にはなっ

ておりますけれども、全てがゼロか百かの判断

ではなくて、何度もいいますけれども、その地

域にいろいろな意味での大きな利益がもたらす

かどうかを考えたゆえの判断でございますので、

御理解をいただきたいと思います。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 前回これは平成29年９

月議会だったんですけれども、地域や漁業を盛

り上げるために許可するというふうに、私、答

弁の中で聞いているんですけれども、現在、２

カ月経って、どういう自治会、あるいは漁港に

対して利益が発生しているのか、ちょっと伺い

ます。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 お答えいたします。 

 あえて先ほどお話ししました。まだ２カ月し

かない段階で利益がどこにあるのかで判断して、

今回のモデル的な事業が成功なのか、失敗なの

かというそういう御質問のように捉えますので、

私は今答弁させていただいていますけれども、

そういうことではないですよ。これからの夢に

向かってこの地域が気持ちを一つにして行こう

としているものを足を引っ張るようなことでは

私はいけないと思っていますから、それで議員

にもぜひ協力をしていただけませんか。議員も

オープニングを見られて非常にその雰囲気も感

じ取ったと思いますので、そういうことでせっ

かく若い村民の方がやりたいんだということが

あって、地域も協力していきましょう。漁業組

合も協力していきましょうと言っているものを

利益があるからどうのこうのでなくて、これか

ら村益、地域益が出てくるものだと理解をして

おりますので、その辺は議員もぜひ御理解をい

ただきたいと思います。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 今村長が言われて地域

を盛り上げる。利益は今後出てくるだろうと。

いろいろな金銭的なものだけではなくて、さま

ざまなことでできるだろうということなんです

けれども、言わんとしていることは理解は

ちょっとはできます。しかしながら、私も３回、
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４回ぐらい漁港の方々、あるいは地域の方々の

話を伺って、今やられているのは個人的なもの

であって、私が言わんとするのは浜漁民がやる。

あるいは自治会が連携して、その集落センター

を使って同じように向かって発展してやってい

こうというのであれば、私も大賛成なんですよ。

しかし、今やられているのは個人的な一業者が

しかも漁港で取れた魚も使われてない。恐らく

は私自身の調査では使われてないだろうという

ふうに思っているので、そこはぜひ調査して課

長のほうも漁港の魚を使っているのか、あるい

は野菜も十分使われているのか、そこをぜひ調

査していただきたい。そのように思っておりま

す。では私が最初に課長に第３条の３項を読み

上げてくれというのは、そういうコミュニ

ティーセンター、村長はいろいろな機会があっ

て、村があるいは地域が発展するのであればど

んどん貸しますよという旨の話だろうと最初聞

いたんですけれども、どうですか。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 お答えいたします。 

 誤解のないようにお話しますけれども、全て

がオーケー、どんどんやりましょうではないで

すよ。その冒頭でもお話しましたけれども、他

者の不利益にならずに、そしてそれを行いたい

という方が非常に能動的で頑張りたいというこ

とがあれば、村はなるべく解釈を拡大しながら

応えていきたいと。これは第一義にあるのは他

者の不利益にならないというのがもちろん第一

でございますので、全てが何でも公共施設はど

んどん使いましょうということでもないですし、

そして、今答弁に立っていますから、先ほどの

話にも少しふれますけれども、この方々が地元

の物を使うとか、使わないというのはこれを貸

す、貸さない。あるいはそこを営業する、しな

いは関係のない話で、もちろん地元の食材を

使っていきますよということで、我々も「ああ、

それはいいことですよ」ということになってい

ますけれども、その一つの揚げ足を取って使っ

ていないからだめではないかということではな

いですので、その辺はこの方々を攻撃するよう

なものでもないし、また私が特別に今の言葉を

使うと忖度をして、彼らの利益のためにやって

いるわけでもない。もうあえて言いますけれど

も、リスクを負っているのは彼らですよ、やっ

ているほう。全て設備投資をして、そして漁港

内の時間内という規制もあって、漁港が空いて

いる時間しかできません。全てこの施設を使う

ときには施設を使う自治会や漁民の方々、組合

の方々が優先ですよ。そのときには営業ができ

ませんよ。いろいろな拘束があって、資金投下

も彼らがやるんですよ。我々は一銭も使わない、

当然。もちろん中も使えない。店頭販売ですよ。

いろいろな規制の中でそれでも頑張りたいとい

う方を行政としてはこれは一緒になって地域を

盛り上げて頑張ろうと、そこまでいうのであれ

ばという気持ちになるのは当然だと思います。

言葉の一つ一つや一部分だけを取って、だめだ

とかおかしいのではないかというのはぜひやめ

ていただきたいですし、逆に議員の先生方です

から、地域にワッターも一緒になって盛り上げ

ようや、何とか浜を盛り上げよう。地域を盛り

上げようと。そうなるとほかの地域にも波及し

ていくよとそれぐらいの気持ちを持って、ぜひ

協力もいただきたいと思っております。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 今村長の答弁で、非常

に前向きでありはするんですけれども、やはり

地域の中にもいろいろと理解しきれない人もい

るわけですね。漁港の中にもいるし、自治会の

中にも。それではいけないんじゃないのと。

我々はいいことだけを考えて前に進めというの

はできないんですよ。やはり後ろにどういう意

見があるのか、小さい意見があるのか、そこを

感じながらそこはどうなっているのと。そこは

またいろいろと改善できる余地があるのかなと
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いうことも我々、議会で質問しないといけない

し、ただ村長がやっているから、大丈夫だよ、

ちゃんとできるよというような話では前に進め

ないものですから、それはぜひ村長に理解して

いただきたい。そして地域あるいは漁港の方々

90％以上が賛成で、盛り上げてやりましょうと

いうのであれば、私はさっき言ったとおりそれ

は大歓迎で進めてくださいと言えるんですけれ

ども、まだその状況ではないと私は思っている

ものですから、確かに村長が言われたゆくゆく

はいろいろな建物もつくっていって、浜漁港の

全体を盛り上げていきたいと。そうすればおの

ずと漁港あるいは自治会も発展していくだろう

と捉えてはいるんですけれども、それはまだま

だ早いと思っています。もっともっと自治会あ

るいは漁港を説得をしていただきたい。２番に

移ります。契約書は締結したといわれているん

ですけれども、この締結を交わしたのはいつな

のか、教えてください。 

○議長 與那覇朝輝 農林水産課長兼農業委員

会事務局長 比嘉義人。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 比嘉義

人 それではお答えします。 

 平成30年６月11日に契約書を交わしておりま

す。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 確か営業が始まったの

は４月８日ですよね。ということはこれも２カ

月以上も契約を交わさずに漁港の台所を貸して

いたというふうになるわけですか。やはり行政

というのは条例や規則あるいは法令にのっとっ

て行政をつかさどっていっているはずだと私は

認識しているんですけれども、こういう何の契

約も交わさずに、いいから進めてくれというよ

うなやり方で全然問題はないと思っておられる

のかどうですか。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 お答えいたします。 

 理想は議員がおっしゃるとおりです。ただ契

約というのは、書面はあくまで書面であって、

お互いの納得であれば契約書というのはこれは

社会においてこれはもう当然のことになってい

ますから、ですけれども契約書を交わされてい

ないからこれは使用できないということではな

いわけですね。お互いが理解をしているのであ

れば、それでスタートもしますし、また今回の

件については、諸事情がありまして、諸事情と

いうのは我々の行政としての条件面を整備する

ためにいろいろな形のものを作成していく上で、

私もこの場でこの話をするのも大変申しわけな

いんですが、プロですから契約という部分にお

いては何も問題のないものを作成しないといけ

ないということでいちいちやり取りをしながら

やっていたというのも遅くなった理由でありま

すけれども、契約書がないから使えないという

ことではありませんので、それは誤解のないよ

うにこれはあくまでお互いが納得した上でそれ

からきちんとした契約を交わすと。これは条件

面の契約ですね。その辺はぜひ御理解をいただ

きたいと思います。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 全く私としては話が噛

み合わないというのかな。契約をしなくても使

用できるというのであればこれは何でもありと

いうような状況になってしまわないかなと。後

で契約するから使わせてくれと。２カ月、３カ

月後に契約するから、その建物をちょっと使わ

せてくれというようなやり方が行政として通る

のであればそれは何でも使えるという状況にな

りかねないかなと。やはりさっきも言ったとお

り条例規則、法令にのっとって行政を進めるも

のであって、しっかりした契約書を交わしてか

ら使わすのがこれは通常の認識だろうと。これ

はどの会社でもそうですよ。契約しないとでき

ないですよというのが普通の私は考え方だろう

と思っています。貸す人、借りる人が納得して
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いれば大丈夫だろうという村長の今の考え方は

いかがなものかと私は思っております。この件

に関してはなかなか噛み合ってはいかない、一

方で私は漁港に行って、村長もちょっと先走り

過ぎているのではないかなといわれて、村長も

一生懸命、行政に対してやっているよと。こう

いう一つの問題で揚げ足をとってはいけないよ

という話をしているんですけれども、我々は何

のために議会、あるいは行政をつかさどってい

るかと言えば、村民が後ろにいて村民が前にい

て村民のために本村の発展を願っているという

ようなことが前提でありまして、それに向けて

何をすればいいのだろうと、理解していない村

民がいる。そういう方々に対しては誠心誠意を

もって説得して理解を得るというのが筋ではな

いかと思っております。村長のトップダウンと

いうのが時には必要だろうというのも思ってお

ります。しかしながらそういう村民の理解があ

まり得られていないと。確かに理事会では承認

を得ただろうと思ってはいるんですけれども、

その後ろにいる地域住民に関してもしっかりし

た説明をやっていかないと問題がさらに出てく

るのかなと思いますので、そこは胸に、強権的

に進めるのではなくて、ちゃんと村に対してそ

ういう利益があると。メリットはそれだけあり

ますよというのも伝えながら、しかしデメリッ

トは今のところは利益がない。しかしこれは進

めていけばあとあとはちゃんとした利益が得ま

すというようなところまで説得をしていただき

たい。それをお願いしたいと。まだまだ地域で

は理解していない方々が相当数いらっしゃいま

すので、それをやっていかないといけないだろ

うと思っております。あと③のほうですね、コ

ミュニティー施設がほかにもあるが営業を申請

したら使えると村長は冒頭で言われたんですけ

れども、答弁の中でもありましたとおり、十分

に議論して、地域住民はどうなんだろうという

ことも考えながら進めていただきたい。私とし

ては地域住民あるいはまた漁民、そういう方々

にも一定程度の利益があって、そして理解もし

ていただいているというところならば私はやっ

てくださいと賛成しますと村長の提案も受け入

れましょうというようなやり方で今までもやっ

てきたつもりなんですけれども、ぜひそこも

我々、いろいろな住民からいろいろな話も聞き

ます。そこも踏まえてこの質問に立って、話し

ているつもりですので、ぜひ私の考えだけでは

ないということも御理解いただきたいと思って

おります。漁民集落センターは、電源立地交付

金ということで5,000万円、それを利用して建

築されたと。今現在の使用状況が正当な運営に

なっているのかということもかんがみれば、

さっき言われた専ら営業をしてはならないとい

う規則もあるものですから、そこはどうクリア

しているのか、そこは調べていただいて、私も

これからまだまだこの件に関しては大きな疑問

を持っているものですから、県や総合事務局、

そこでお伺いして本当にこういう使い方でいい

んですかと。あるいはこれで承認をいただいて

いるんだけれども、いいですねというのも個人

的に調べてみたいなと思っているので、また行

政のほうもクリアしているのかどうか、きちん

と調べていただきたいと思っております。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 今の御質問に少しお答えい

たします。 

 今議員が今おっしゃったとおりですよ。専ら

営業目的であってはならない。いうならば専ら

というのは専用専門ですよね。そうではないか

ら許可ができたんです。あれを集落センター全

部を使って、営業だけの目的であれば、それは

専らですよ。私の解釈は店先の店頭の一部を使

用して地域の、何度も言いますけれども、地域

の発展のために力を尽くしたい。もちろんこれ

はただではできませんから、当然、そこには彼

らなりの利益もないと継続はできないわけです
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から、そういうことで今の議員がおっしゃる専

ら営業目的であってはならないという部分はそ

のとおりです。それを我々は解釈として専らで

はないという解釈で、こういうことに至ってお

りますのが１つと、もう１つはいろいろな御意

見があるというのは私もわかっているつもりで

す。議員もその方々の話を聞いて、ここで今御

質問されていると思いますけれども、今私の話

を聞いていて議員もおかげさまで行政に私は

エールも送っていただいたと思っておりますの

で、ぜひ私ももちろん努力します。しかし議員

も直接そういう方々からお話があるのであれば、

きょう私が答弁させていただいたこういう目的

で将来的にもこんな夢も広がっていくと村長は

議事録の残るこの議場で答弁していますよとい

うようなことをぜひとも拡散させていただいて、

その今は理解ができない方でも将来的には私は

きちんと理解ができてくると思っておりますの

で、我々もしっかりそれに向けて努力はいたし

ます。議員もぜひ御協力のほどをお願いをいた

します。以上でございます。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 これ私の情報としてな

んですけれども、今回このお店で酒類の販売を

すると。そういう話もあるんですけれども、そ

れに対して私は言ったんですけれども、いやい

やそういうところでそういう酒類の販売という

のはもってのほかだと。あり得るわけではない

ということで、私に話をした人にも言ったんで

すけれども、それはもちろんないですよね。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 お答えいたします。 

 当然、その契約書の中にも先ほどもお話しま

したけれども、時間的な規制があって、そして

酒類、アルコールは不可というものがあくまで

も基本です。しかし、いろいろなことをやりな

がら、前回もオープニングをごらんになったと

思いますけれども、いろいろなイベントがあっ

たり、あるいは我々の産業まつりも含めた捉え

たですね、その不定期に何かあったときにはそ

れは協議して、地域も問題がないということで

あれば、何度もお話します。全てはゼロか百で

はなくて、協議をして決めていきましょうねと

いうことをお話していますので、基本的にはも

ちろん、酒類の販売はだめですし、昼４時か５

時ごろまでの営業しかできませんよね、その辺

で議員がおっしゃるような懸念は払しょくされ

ているものだと思っております。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 ちょっと解せない面も、

私も住民と一緒かもしれませんけれども、まだ

まだ納得できないなという思いですね。月に一

度のイベントがある場合に限るということでは

あるんですけれども、やはりこういう公共施設

ではそういうものを提供してはならないという

のはきっちりと規則に従って、できないものは

できないですよというのも、一つの行政の仕事

と思っております。そこも住民は恐らく納得し

ていない方が相当数いらっしゃいます。そこは

村長自ら出張ってそういうのもやりますよとい

うような話をきちんとして、住民、漁港が納得

しましたというようなところまで、説明を尽く

してください。私も継続してその件に関しては

調べてみますので、よろしくお願いしたいと思

います。 

 次、大枠４番に移ります。ちょっと休憩お願

いします。 

○議長 與那覇朝輝 休憩します。 

休 憩（１１時１０分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１１時１２分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 老々介護について、先

ほど言われたんですけれども、これは課長、４

年に一度、国勢調査があると思うんですけれど
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も、この件に関しては、また次回チャンスがあ

ればしっかり伺っていきます。今回、いろいろ

と村長と議論ができましたので、ぜひ皆さんも

行政としての立ち位置をしっかり認識していた

だいて、これからの行政運営に励んでください。

以上で終わります。 

○議長 與那覇朝輝 以上で、大城常良議員の

一般質問を終わります。 

 10分間、休憩します。 

休 憩（１１時１３分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１１時２３分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 続いて、伊佐則勝議員の一般質問を許します。 

○８番 伊佐則勝議員 ハイサイ、グスーヨー

チューウガナビラ。通告書に基づきまして、こ

れより一般質問を行いたいと思います。朝一、

熱き質問がございましたので、ソフトでまいり

たいと思います。簡潔明瞭な答弁をよろしくお

願いいたします。 

 まずは大枠の１番、「少人数学級」の件でご

ざいます。①新年度から少人数学級の「学力向

上モデル事業」がスタートしました。まだ間も

ない経過ですが、児童個々の学習意欲や学習環

境等についてどのように評価しているか伺いま

す。②児童に寄り添う個に応じたきめ細かな指

導は活かされているか伺います。③多忙な教職

員の事務効率や学級運営等、負担軽減の改善効

果はどうか伺います。 

 大枠２番です。学校防犯システムの件。県内

でも学校防犯システムを導入する小学校が増加

傾向にあります。昨年度より本村でも登下校時

の児童の安心・安全を確保するため学校防犯シ

ステムを導入しているが、児童がＩＣタグを活

用した学校防犯システム「ツイタもん」の現時

点での導入状況はいかがか伺います。 

 大枠の３番、地すべり防止区域指定の件。西

原町から北中城村にかけての中頭東部地区地す

べり危険箇所で「土砂災害警戒区域」に指定さ

れ、県から「地すべり防止区域指定」を受けた

地区は既にハード事業が進行している地区もあ

ります。村内では当間地区において対策事業が

進められているとのことを聞いておりますが、

奥間地区でも豪雨による急傾斜崩壊、あるいは

地すべり等により河川氾濫の土砂災害が昨年発

生しました。「地すべり防止区域指定」による

地すべり対策工事が、早急に望まれます。「地

すべり防止区域」指定に向けて県との協議を進

めていくとの答弁を昨年の９月、12月議会で受

けておりますが、中部土木事務所との協議は進

行しているか伺います。 

 大枠の４番、都市計画マスタープランの件。

村の将来のまちづくりの指針となる2017年度見

直しの中城村都市計画マスタープランが、年度

末に策定される予定になっておりました。策定

の進捗状況について伺います。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 それでは伊佐則勝議員の御

質問にお答えをいたします。 

 大枠１、大枠２につきましては、教育委員会。 

 大枠３、大枠４につきましては、都市建設課

のほうでお答えをさせていただきます。 

 私のほうでは、お尋ねの大枠２番、学校防犯

の件でございますが、くしくも先週、６月８日

ですか、大阪の池田小学校の殺傷事件から17年

が経ったという報道がございました。学校の防

犯については、これは絶対にあってはならない

学校での事件・事故はあってはならないという

ことを踏まえて、今回のツイタもんの御質問も、

ツイタもんだけに限らず防犯に資するというこ

とであれば、いろいろな形で学校とも連携をと

りながら、子供たちの安心・安全にやっていき

たいなと思っておりますので、またその辺も御

協力のほどをよろしくお願いをいたします。詳

細につきましては、また原課のほうでお答えを

させていただきます。以上でございます。 
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○議長 與那覇朝輝 教育長 比嘉良治。 

○教育長 比嘉良治 今の御質問にお答えした

いと思います。 

 学力向上モデル事業について、児童一人一人

の声の対応がきめ細かく指導ができるようにな

りました。そういった意味で学習環境がよく

なったと捉えております。また、本村の子供た

ちの課題である自分の意見を堂々と大きな声で

発表することが苦手な子供が多くいます。そう

いうことに関しても、授業中に発表する機会が

多く持てるようになりました。少しずつその苦

手な部分を改善に向けて、進めているところで

ございます。①②③の詳細に関しては主幹から

答えさせます。また大枠の２の防犯システムに

ついてですけれども、今さっき村長からもあり

ましたが、児童生徒の安全・安心に関しては学

校としては教育委員会として第一優先に考えな

いといけないことで、事件・事故を未然防止に

徹するということに関してはこのツイタもんの

活用を非常に役に立っているというふうに保護

者も安心して、子供を見守ることができるとい

うことであります。そのことに関して、また詳

細は教育総務課長のほうから答えさせます。以

上です。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課主幹 稲嶺盛

久。 

○教育総務課主幹 稲嶺盛久 では大枠１の①、

学力向上モデル事業による、児童個々の学習意

欲や学習環境等についてどのように評価してい

るのかについて、お答えいたします。 

 学習意欲の面で述べますと、１クラスの児童

数が少なくなったことで、児童の意見や疑問に

教師がすぐに対応することができたり、児童が

自分の考えを発表する機会がふえたりしており

ます。先ほど教育長からもありました。これに

より児童が認められたり、誉めたりすることで

児童の自己肯定感が増し、学習意欲が向上して

いると捉えております。学習環境においても、

先ほど大城議員にお答えしたように体育や音楽

において、一人当たりの活動時間が増加するこ

とから、友達と協力して学ぶ楽しさを味わった

り、ボールや楽器にふれる時間がふえたことに

よる技能の習得により、やる気や自信が増加し

ていると評価しております。また、環境面では、

教員がふえたことで、その教師一人一人の業務

改善が軽減され、教材研究の時間を確保するこ

とができるということにも良さを感じておりま

す。 

 ②の児童に寄り添う個に応じたきめ細かな指

導は活かされているかについてお答えいたしま

す。少人数学級によって、グループなどの話し

合いが活動時に児童が友達の話をじっくりと聞

くことができることから、自分の考えや思いを

安心して表現することができるようになり、子

供同士が互いに認め合い、支え合う支持的風土

がつくられ、温かい人間関係が形成されていく

と考えております。 

 ③の教職員の事務効率や学級運営等の負担軽

減の改善効果はどうかについてお答えいたしま

す。津覇小学校の１年生を例に挙げますと、少

人数学級を実施しない場合は、１クラス27名で

した。これが、学力向上モデル事業、いわゆる

少人数学級の実施後、１クラス13から14人とな

りました。このように、児童が半数近くになる

ことで、全ての少人数学級でも言えることであ

りますが、テストやプリントの成績処理の時間

短縮や、家庭学習の丸付け、コメントの記入、

家庭訪問や個人面談、国や県からのアンケート

調査等、さまざまな学級事務に関する負担軽減

が図られております。これにより、児童一人一

人の状況を把握することや、授業に向けての準

備、教材研究の時間が捻出できるなど、教職員

の業務改善への効果は多く得られていると考え

ております。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課長 比嘉健治。 

○教育総務課長 比嘉健治 それでは伊佐則勝
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議員の大枠２についてですが、本村においても

平成29年５月から導入開始しております。先ほ

ど村長及び教育長からもありましたように学校

の安心・安全への防犯効果として、また、ＩＣ

タグを活用していただいている保護者において

も登下校時の子どもら安心につながっているも

のだと考えています。各小学校の状況ですが、

児童のＩＣタグ保持者の状況ですが、中城小学

校においては現在13名、津覇小学校62名、中城

南小学校180名の計255名となっています。以上

です。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 伊佐則勝議員の御

質問にお答えします。 

 大枠３番、ことしの４月23日に中部土木事務

所計画調査班との協議で、今年後、奥間地区の

地すべり防止区域指定に向けて関係機関と調整

し、資料作成をしていくとの報告を受けており

ます。 

 大枠４番、2017年度末策定で進めてまいりま

したが、県との協議に時間を要しているところ

であります。2018年末には県との協議を終え、

策定する予定であります 

○議長 與那覇朝輝 伊佐則勝議員。 

○８番 伊佐則勝議員 それでは順を追って、

再質問をさせていただきます。 

 まず大枠の１番につきましては、もうまとめ

て質問させていただきます。その少人数学級の

現状での良さについては、答弁でよくお聞かせ

いただきました。少人数学級の１年生から３年

生、それと中城小学校、津覇小学校ともやはり

児童数は少ない。児童数は少ない中でも普通学

級でございます。その少人数学級の１年生から

３年生と４年生から６年生の違いはどこにある

のか。あるいは現時点で比較評価ができるのか、

どうか伺います。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課主幹 稲嶺盛

久。 

○教育総務課主幹 稲嶺盛久 ではお答えいた

します。 

 １年生から３年生と４年生から６年生の違い

はどこにあるのかというところから、まずお答

えいたします。少人数学級ということで配置さ

れておりますけれども、４年生から６年生は通

常の人数ということで、確かに少人数ではござ

いません。その違いを低学年と高学年で明らか

にすることはできないのですが、状況としては

お伝えすることができます。それは低学年はま

だ幼い発達の段階がございますので、生活習慣

や学習の規律等でうまく学びに向かうことがで

きない場面があります。それを少人数を行うこ

とによって、一人一人に目を向けることができ

学習だけではなくて、この規律やしつけのよう

なところまで目を配ることができます。それは

３年生までの時期ですと効果があるというよう

なことが学会とかでも発表されておりますので、

少人数の良さは得ていると思います。そこで４

年生から６年生まではどうなのかといいますと、

これまで蓄積されてきた教師の指導や保護者の

計らいによりまして、学習規律や個のしつけ等

がある程度、落ち着いて高学年へ進んでおりま

す。ですから確かに人数は30名前後と多いクラ

スもあるのですが、ある程度、子供たちの自立

の活動によりまして、授業を進めることができ

ます。そういったことから、教師一人ではあり

ますが、学習に落ち着いて向かうことができま

すので、少人数学級ではない高学年もグループ

の活動による学習効果は得られておりますので、

一概には低学年と高学年の比較はできないと考

えております。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 伊佐則勝議員。 

○８番 伊佐則勝議員 今後とも個に応じたき

め細かな指導を生かすことで、個々が持つ個性

を伸ばす教育に邁進されることを期待して、次

の質問に移っていきます。 

 先ほど、導入状況について報告がありました。
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若干、これは課長、何月時点の人数の報告です

かね。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課長 比嘉健治。 

○教育総務課長 比嘉健治 それではお答えし

ます。 

 事業者のほうから５月１日現在の導入状況と

いうことで報告を受けています。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 伊佐則勝議員。 

○８番 伊佐則勝議員 ５月１日現在の報告と

いうふうなことでございます。私のほうはそれ

から20日以上経過した23から４ぐらいですかね、

いわゆる入学する。新学期が始まる。進級する

ということで、その中でやはりいわゆる申込書

をいただいて、その後、提出されたというふう

なケースも多々あるかと思います。若干、数字

の違いがありますので、私の確認した数字では

まず津覇小学校で78名、十何名かふえて、15名

ぐらいふえているんですかね。それと中城小学

校で14名、１名増ですか。中城南小学校で216

名、そうしますと180名というふうな答弁でし

たでしょうか。中城南小学校でもかなりふえて

いる状況でございます。その中でＩＣタグの申

し込みは保護者あるいは児童自由でございます。

ただ津覇小学校、中城南小学校に比較しまして、

中城小学校のほうが気になります。例えば津覇

小学校で全校生徒、その時点で241名でＩＣタ

グを活用している児童が率でいきますと32％ほ

ど、中城南小学校も全校生徒で670名のうち約

32％、大体同率でございます。中城小学校にお

きましては、児童数が305名、持ち率にしまし

て4.6％ということでかなり率あるいは人数で

開きが見られます。そこら辺の要因というんで

すかね、そこら辺がもしわかりましたら、恐ら

く津覇小学校、中城小学校、地域性はやはり同

じような感じだと思っておりますけれども、そ

のいわゆる導入率で数字的にかなりの乖離が感

じられるなと思っておりますけれども、そこら

辺のもし要因がわかるようでしたら、答弁願い

たいと思います。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課長 比嘉健治。 

○教育総務課長 比嘉健治 それでは質問に答

えていきたいと思います。 

 要因ということですが、保護者等の考えは地

域で変わると思いますが、地域の方々の目が行

き届いているなどもあったりするのかという部

分もあります。ただし、きちんとした要因等に

ついては調べたり、伺ったことがないのでわか

りませんが、中城小学校の数字としてはやはり

少ないということで、私のほうも感じています

ので、随時、時期がまた経って後に再度広報な

ど、資料等の提供を保護者に行い、加入者をふ

やしていきたいなというふうに考えています。

以上です。 

○議長 與那覇朝輝 伊佐則勝議員。 

○８番 伊佐則勝議員 やはり学校防犯システ

ム、ＩＣタグの活用も含めてやはりそういうふ

うなシステムづくりができますので、児童の安

心・安全のためにそこら辺の推進対策もひとつ

望ましいんじゃないのかなと思っておりますの

で、教育長を先頭にひとつよろしくお願いした

いと思います。 

 次に移ります。大枠の３番になります。地す

べり防止区域指定に向けての協議継続、大変御

苦労さんでございます。中部土木事務所４月23

日の協議の中で指定に向けて調整していくとい

うふうな報告が得られたというような答弁でご

ざいました。その４月23日の協議の内容につい

て、例えば奥間地区、この場所ですよ、この場

所ですよ、この場所ですよというふうな場所も

含めてもう少し詳しく、どのような協議がなさ

れたのか、説明願いたいと思います。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 お答えします。 

 ４月23日の時点では指定箇所の範囲とか、そ

ういう詳しいところまでは情報提供はありませ

んでした。去る先週の６月８日、中部土木事務
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所との意見交換会で平成30年度区域指定予定箇

所として奥間地区が文書に明記されておりまし

た。今後、地主の同意取りつけ作業を早目に協

力依頼がありましたので、地域の皆様、また都

市建設課、自治会長、議員も一緒になって、同

意を早く取りつけて事業が開始できるように一

緒になって頑張りたいと思いますので、今後よ

ろしくお願いいたします。 

○議長 與那覇朝輝 伊佐則勝議員。 

○８番 伊佐則勝議員 時間もあまりないので

飛ばします。土砂災害関係で来る日曜日ですか、

17日に奥間地区におきまして、土砂災害防災訓

練が実施される予定になっております。そうい

うふうな山肌が本当にむき出しになっている地

区でございますので、早急にそこら辺の県との

協議も進めていただいて、ぜひ調査費の獲得、

ハード事業の採択というふうなことに向けて、

ひとつ課長、一生懸命頑張ってください。よろ

しくお願いいたします。 

 次に移ります。都市マスの件でございます。

17年度末から18年度末の予定と、１年ほど伸び

ている答弁がありましたけれども、非常に悠長

ではないのかなというふうな思いは持っており

ます。その延びている期間、県との協議が延び

ているというふうな答弁でございますけれども、

どこがどのような要因があって、そういうふう

な期間的な伸びになっているのか、そこら辺の

内容等を説明できたらよろしくお願いします。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 お答えします。 

 なるべく早く県との協議も終え、策定してい

きたいと思います。県との協議での指摘事項は、

何点かありまして、その中の一例を上げますと、

策定中の中城村都市計画マスタープランには５

つの拠点ゾーンを設けております。指摘では村

内の市街化調整区域においては、少子高齢化、

人口減少があるということ、また市街化調整区

域では都市農地、緑地としてあるべき区域であ

り、５つの拠点ゾーンを設けるのはふさわしく

ないということで指摘がありました。そういう

指摘に対し中城村では必要だということで、協

議し、一つ一つの議題をクリアして、進めてい

ます。 

○議長 與那覇朝輝 伊佐則勝議員。 

○８番 伊佐則勝議員 その５つのゾーンの答

弁がございました。場所について伺います。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 南上土地区画整理

事業に隣接する北上地区、高速インターを中心

とする登又地区、久場前浜線事業の久場泊地区、

新庁舎が移転する当間地区、西原道路が予定さ

れている南浜和宇慶地区の５つの拠点ゾーンで

あります。 

○議長 與那覇朝輝 伊佐則勝議員。 

○８番 伊佐則勝議員 立派な都市マスが策定

できるように期待しておりますので、ひとつよ

ろしくお願いいたします。それと関連いたしま

すけれども、まずは村長からも行政報告の中で

４月27日ですか、沖縄振興拡大会議がございま

して、そのときに北部から南部まで各市町村か

らの要望事項というのが出ているかと思います

が、都市マス住宅ゾーンとか、都市計画ゾーン

も設けていく。やはり道路整備がついてくるわ

けですよね。都市マスとも関連しますし、大型

ＭＩＣＥが今西原町、与那原町あるいはそれ以

南のほうで道路網の整備とか、いろいろとなさ

れていると。やはりそれにつきましては西高東

低の見直しということで、東海岸にＭＩＣＥ施

設が誘致されるというふうなことでございまし

て、県からも各首長に対してはいろいろと中部

地区とかからでも要請してほしいというふうな

お話もあろうかと思います。まず中城村におき

ましては、上地区と下地区の均衡。いわゆる東

海岸地区におきましてはやはり西高東低での格

差の解消ということで東海岸の発展。そうしま

すとやはり県道29号線の要望も出ております。
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坂田から上原までは拡張工事が進行しておりま

すけれども、南上原で今区画整理中でございま

す。それを逆に終点の安谷屋から中城村向け、

西原町向けにいわゆる南進で工事をスタートさ

せたらどうかというふうな提案もなされており

ます。国道329号からやはり上に避難する道路

については、要するに奥間南上原線の村道、新

垣から普天間、成田に登る県道、この３カ所ぐ

らいということで、どうしても宜野湾道路が国

道329号から国道330号まで必要だということで、

その要望も出ているかと思います。ＭＩＣＥ関

連でいえば西原道路の要するに北進、いわゆる

国道329号のバイパス道路の要望。多々出てい

るかと思いますので、そこら辺はちょっと昨日

の一般質問にも出ておりました。かぶりますけ

れども、村長もお疲れかと思いますので、きょ

うの答弁は所見は伺いたかったんですけれども、

きのう所見もしっかり聞いておりますので、そ

ういうふうな道路網の事業の整備要望も含めま

して、しっかりとやはり県に対して、あるいは

国に対して声を上げてほしいと思いますし、例

えば北部地区であれば北部地区の要望事項につ

いて、北部地区で総決起大会が持たれておりま

す。南部地区も同じように南部地区一体となっ

て総決起大会が持たれているというふうなこと

で、サンライズも含めて、中部地区もしっかり

と首長の皆さん方が集まってそういうふうな決

起大会を持って、やはり要請活動に力を込めて、

ぜひ中城村の都市計画づくりと東海岸沿いの発

展のためにしっかりと取り組んでいただきたい

と思っております。以上をもちまして、一般質

問を終わります。 

○議長 與那覇朝輝 以上で、伊佐則勝議員の

一般質問を終わります。 

 休憩します。１時30分から再開します。 

休 憩（１２時０１分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１３時３０分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 続きまして、新垣博正議員の一般質問を許し

ます。 

○１２番 新垣博正議員 皆さん、こんにちは。

それでは議長の許可を得ましたので、通告書の

順番に従って、一般質問を行います。 

 大枠１点目、サッカーキャンプ誘致による経

済効果は。2013年からサッカーキャンプ誘致を

継続しておりますが、その経済効果を具体的数

値で示せるか伺います。①見学者の推移につい

て。村内、村外、県外、マスコミ取材関係者な

ど内訳を示すことができますか。②サッカー以

外のスポーツキャンプ誘致の考えはありますか。

③今後の課題はどのようなものがありますか。

そのような課題を解決する解決策はどのような

考えるがあるかお伺いいたします。 

 大枠の２番、本村の観光の現状と動向課題に

ついてお伺いいたします。①中城城跡以外の本

村の観光資源をどのように捉えているか伺いま

す。②マリン、スカイスポーツなど「海の資源」

が中城湾（東海岸一面）に広がっていると計画

の中で記されていますが、現実的に観光資源に

成り得るのか、課題はないのか伺います。 

 大枠の３番、大型ＭＩＣＥ施設整備に伴う課

題について。①沖縄経済の成長の切り札とまで

うたわれる大型ＭＩＣＥ施設誘致に伴う本村域

への具体的道路整備、施設整備のビジョンは、

どのようになっているかお伺いいたします。以

上、簡潔明瞭な答弁をお願いいたします。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 それでは新垣博正議員の御

質問にお答えをいたします。 

 大枠１番と２番につきましては企業立地・観

光推進課、大枠３番につきましては都市建設課

のほうでお答えをさせていただきます。 

 私のほうでは、大枠２番の本村の観光の現状、

そして城跡以外の観光資源という御質問があり

ますけれども、中城城跡以外ということで、実
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は最近ネットなどによく登場してきますけれど

も、本村の吉の浦海岸が非常に注目をされてい

るようでございます。大人の隠れ家だとか、散

策には非常に適しているだとか、また中城湾港

に入っていきますクルーズ船からのお客様など

もいるようでございます。そういったことから

実はそこを利活用した議員の質問のようなマリ

ンスカイスポーツ関連もそうですけれども、そ

ういうものができないかという話がちらほら舞

い込んできているのが実は現実でございまして、

それは御承知のとおり海岸につきましては、沖

縄県の許認可がどうしても必要になってきます

ので、今後は中城城跡以外の観光資源という捉

え方からしますと、海岸に関する部分が非常に

重要視されてくるのかなと思っています。そこ

と連動した今、現在中城モールでいろいろな催

し物がありますけれども、そことの連携などは

できないかも含めて、海岸という部分は非常に

キーワードになっているような気がいたします。

今後、それに向けてまた努力していきたいなと

思っております。詳細につきましては、また原

課のほうでお答えをさせていただきます。以上

でございます。 

○議長 與那覇朝輝 企業立地・観光推進課長 

比嘉 保。 

○企業立地・観光推進課長 比嘉 保 では新

垣博正議員の大枠１の①について答弁いたしま

す。 

 見学者の推移については、2013年、2014年の

シーズンで１万4,585人、2015年のシーズンで

１万2,246名、2016年のシーズンで１万8,318名、

2017年のシーズンで7,577人、ことしで9,319名

となっております。2017年及び2018年について

はキャンプチームが２チームとなっており、

減ってはおりますが、キャンプ日数も減って、

日平均にいたしますとことしの１日当たりの観

客数が717名と平均では過去最大の観客の動員

数となっております。村内及び村外の統計を

取っておらず内訳については不明でありますが、

レンタカーにてキャンプ観戦に来られます台数

で、2016年のシーズンで474台、2017年で426台、

2018年で366台となっております。サッカー関

係のマスコミ等の関係者の推移についてですけ

れども、サッカー関係のマスコミは練習日全て

の日に２名から３名のサッカー及び地元のマス

コミ関係が来場しております。県内のマスメ

ディア関係者は練習試合や、土日の時間帯の取

材を行っているところであります。 

 次②のほうであるんですけれども、これまで

吉の浦公園内でのキャンプの実績としては、プ

ロのチームとしては、サッカーのみではありま

すが、日本代表の陸上競技選手のキャンプ練習

地の実績があります。またアマチュアでの実績

としては大学のバスケットボールチームの実績

があります。今後、各スポーツのキャンプ誘致

として、施設を最大限活用して利用できるよう

生涯学習課のほうと調整してまいります。 

 ③のほうなんですけれども、今後の課題とし

ては、各施設での観客席の設備が挙げられます。

各施設でコートとギャラリー席の整備を行うこ

とにより観客動員数も増加を見込めると思われ

ます。またキャンプを行った各チームより、要

望として、サブグラウンドや、ウォーミング

アップを行う施設整備が取り上げられておりま

す。 

 大枠２の１についてなんですけれども、中城

城跡以外の観光資源では、現在入域客数で群を

抜いておりますのが、県営中城公園で休日及び

週末には、たくさんの来場者でにぎわいを見せ

ております。また村長からもありましたように

晴れた日には、吉の浦のエココースト事業で海

岸での遊戯者や各地域の護岸の整備によって、

磯釣り客がふえております。本村に来られる来

訪者へ中城村の観光について伺ったところ、

「今の自然や街並み」「自然や暮らしとのふれ

あい（まちあるき）」などをキーワードとした
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来訪者ニーズがあることが伺えました。②につ

いてなんですけれども、海の資源として、東海

岸一面に広がりを見せていると観光振興計画の

ほうでは記してありますが、現在のマリンス

ポーツなどで活動実態は、北側（久場地区）で

の活用のみとなっており今後どのように広げて

いくかが課題となっております。吉の浦公園沿

岸の海岸では、穏やかな潮風に安らぎをもって

いる方や、実際に海岸線をウォーキングで活用

する方、また海の一望できるカフェやハンタ線

からの海岸線の眺望を楽しむ方がおられます。

来訪者等のニーズに応える「海の資源」の活用

を検討してまいります。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 新垣博正議員の御

質問にお答えします。 

 大枠３の１、南部国道事務所からの情報によ

ると、現在事業中の与那原バイパスから北向け

に、西原町と中城村を結ぶ道路整備が計画され

ております。 

○議長 與那覇朝輝 新垣博正議員。 

○１２番 新垣博正議員 それでは順を追って

詳細の質問を行います。 

 サッカーキャンプによる経済効果ということ

で、私は尋ねたつもりなんですけれども、幾ら

ぐらいの経済効果。金額でこれは示していただ

くことはできますか。 

○議長 與那覇朝輝 企業立地・観光推進課長 

比嘉 保。 

○企業立地・観光推進課長 比嘉 保 本村だ

けの経済効果という形ものでは行っておりませ

んが、沖縄銀行の経済研究所が５月28日にこと

し2018年の１月から３月にかけて沖縄県内で開

催されたサッカーチームのキャンプによる経済

波及効果について、約20億4,700万円だったと

発表があります。2018年はＪリーグの17チーム

がキャンプを県内で行い、国内外で過去最多の

24チームがキャンプを行っております。以上で

す。 

○議長 與那覇朝輝 新垣博正議員。 

○１２番 新垣博正議員 この経済効果という

のは、非常に重要な数値だと私は思っておりま

す。たくさん賑わいに引かれて、ただキャンプ

を見に来た人が多ければよしとするような考え

方。これも一つの指標だとは思いますが、やは

りシビアに経済効果というのはやはり投資した

費用、そしてそれに伴って本村にどのような経

済効果をもたらしたか。いわゆる売上に匹敵す

るようなものというのを明確に今後示していく

必要があると思います。そういうバランスシー

トを明確化していくという考え方。将来的には

観光振興として捉えていくならば赤字でいいわ

けではありません。必ず黒字化させていくとい

う気概がないとサッカーキャンプもあとあとは

飽きられるのではないかなと思いますし、結局

は公費を投入していくだけでなんとなくにぎや

かになったな程度で終わってしまうのではない

かなと思います。黒字化させていくという考え

方というのはどのように捉えているか、お伺い

いたします。 

○議長 與那覇朝輝 企業立地・観光推進課長 

比嘉 保。 

○企業立地・観光推進課長 比嘉 保 現在、

村の施設の利用としての料金として、その吉の

浦のごさまる陸上競技場及びクラブハウス及び

トレーニングルームでの売り上げとして、13日

間で16万5,000円というような形があるんです

けれども、キャンプを行っているチームのグッ

ズ販売の売り上げが、その期間中結構上がりま

す。それをこちらのほうで委託ができないかと

いうような調整しているところで、キャンプの

グッズ販売はガンバ大阪の10日間の売り上げで

はあったんですけれども、10日間で200万円を

売り上げるというようなグッズ販売となってお

ります。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 新垣博正議員。 
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○１２番 新垣博正議員 サッカーキャンプだ

からと言って、キャンプ期間中だけを何とかな

く応援すればいいというようなことだけではな

くて、やはり通年を通してガンバであればガン

バを、中城村民が愛着を持って応援し続ける。

そして、年間を通してグッズも販売していって、

この私たちの経済効果に波及させていくという

考え方がこれは必要ではないかなと思いますね。

まだ村民に浸透していないのではないかなと思

います。なぜかといいますと、村民のほとんど

が選手の名前を知らない。チームの名前も知ら

ないというような現実だと思っております。も

ちろん少年ファンとか、そういったファン層は

別として、一般村民を対象とした場合は親しみ

を感じているとは言い難いものがあるのではな

いかなと思います。そういった意味では、今後、

例えば応援ツアーを企画していくとか。あるい

はまたグッズは販売するものももちろん必要だ

と思いますが、もっと提供してもらって、無料

のグッズも開発してもらって、村民にもっとＰ

Ｒしていくということも私は必要ではないかな

と思います。そして、もう一つは村民と選手が

交流する機会を多いにふやしていく。本当に親

しくなるというような関係を築くことが大切で

はないかなと思っています。その辺からすると

サッカーは野球に比べれば、その辺が格段に

劣っているなというような印象を持っておりま

す。この辺の課題解決に向けてはどのように考

えますか。 

○議長 與那覇朝輝 企業立地・観光推進課長 

比嘉 保。 

○企業立地・観光推進課長 比嘉 保 村民へ

の知らせということで、昨年度からなんですけ

れども、スタンプラリーで村内の飲食店等と、

城跡等の観光地でもあるんですけれども、その

スタンプラリーを取って、そのキャンプ中の選

手のユニフォームやサッカーボール等の抽選を

行ったところで、周知したというような形なん

ですけれども、年間と言いますか、シーズンを

通して１つのチームではなく、２つのチームが

今来ているという状態もありまして、どこをど

ういうふうに応援していくかというのもありま

すけれども、昨年度の事業で中城観光ＰＲ事業

として、少年サッカーチーム及び伝統芸能の護

佐丸太鼓をつれて、ガンバ大阪の吹田のスタジ

アムのＪリーグのピッチで、子供たちがサッ

カーしたということが子供たちの感想文にある

ようにすごいところでサッカーをできたと認識

しております。そういう事業をもっと広めて

いって、村民への周知を広げていきたいと思い

ます。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 新垣博正議員。 

○１２番 新垣博正議員 それでも何かまだ私

としてもピンとこないですね、選手を迎えると

きも競技場で村民が迎えたりはしますが、これ

だけで大体村民とのふれあいというのは、終

わっているような感じがしますよね。ガンバが

優勝したときも、優勝パレードまではいかなく

ても何らかの形で祝ってもらうような雰囲気づ

くり。そういったものもキャンプ地としては私

は必要ではないかなと思いますが、これは村長

のほうに聞いたほうがいいかなと思うんですけ

れども、やはりせっかく一流の選手が私たちの

村に来るわけですから、こういう機会をもっと

もっと生かしていくという必要があるのではな

いかなと思っていますが、トップとしてどのよ

うな考えがあるか、伺います。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 お答えいたします。 

 今議員おっしゃるように今後、村民とのふれ

あいというのは非常に大事だと思っております。

先ほど担当課の課長で答弁をいたしましたけれ

ども、今現在はどちらというと人材育成の部分

といいますか、子供たちのほうとのかかわりか

らスタートをしていっているような状況でござ

いますので、今後はほとんどサッカーに興味の
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ないような村民の方々でもおらが村のサッカー

チームだと言えるようなそういう環境づくりは

非常に大事だと思っておりますので、いろいろ

なその方策はあるとは思いますので、ぜひその

辺はまた議員の皆さん方からも知恵をいただき

ながらいろいろな形でチャレンジしていきたい

なと思っております。 

○議長 與那覇朝輝 新垣博正議員。 

○１２番 新垣博正議員 キャンプインする前

に動員しなくても村民が集まってくるような雰

囲気、それをぜひつくっていただきたいという

ふうに希望いたします。そうすることによって、

この経済効果というのはもっと数値でしっかり

と本村にはどのぐらいの経済効果がもたらされ

た。そしてそれに伴って雇用効果ももし生まれ

ればいいんですけれども、雇用効果も何らかの

形で生まれたというような実績が上がってくれ

ることを私は望みたいと思います。 

 それでは次の大枠の２番のほうに移っていき

たいと思います。城跡については日ごろから議

会でも議論は尽くしてきておりますので、城跡

については今回はちょっと除いて観光資源につ

いて考えていきたいと思います。マリンスポー

ツ、スカイスポーツということで、この中城村

観光振興計画の中でもふれられてはおりますが、

いかんせん本村の海岸は17キロメートルでした

かね、海岸線は有してはいるというものの観光

資源に本当に生かしていけるのかなというのは

甚だ疑問が多くて、結局は宝を持ち腐れさせて

いる。結局は県との調整の中でしか生かすこと

ができないという現実があります。積極的に生

かすためにはやはり県との調整が必要になって

くると思います。そういった意味ではそういう

事業所等も堂々とこの事業が行える環境に私は

ないんじゃないかなと思っています。なぜかと

いいますと、このマリンスポーツ、スカイス

ポーツの拠点となっているところは、やはり住

民地域にも近いという関係もあって、多少のト

ラブルがあるというのも聞いております。こう

いったトラブルについては、どのような認識を

されていますか。 

○議長 與那覇朝輝 企業立地・観光推進課長 

比嘉 保。 

○企業立地・観光推進課長 比嘉 保 ではお

答えします。 

 現在、地域住民と海岸での騒音についてであ

りますが、問題等が発生しております。こちら

のほうは、企業側へ騒音の消音化の対策などの

施行を講じるなど自主的な事業展開と地域への

取り組みへ協力の依頼をしているところであり、

今後も確認を行ってまいります。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 新垣博正議員。 

○１２番 新垣博正議員 もう一つの課題とし

て、土地利用の問題があると思いますので、こ

の土地利用いわゆる都市計画法とか、建築基準

法についての問題というのはどのようなクリア

されているのかどうか。これもお伺いします。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 お答えします。 

 その物件は、まず開発行為の申請もされてい

ない状況であります。 

○議長 與那覇朝輝 新垣博正議員。 

○１２番 新垣博正議員 ということは、建築

基準法違反ということになりますよね。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 建築確認の許可は

中部土木事務所が行いますが、建築確認違反の

物件と思います。 

○議長 與那覇朝輝 新垣博正議員。 

○１２番 新垣博正議員 建築基準法には建築

物の敷地、構造、設備及び用途に関する最低限

の基準を定めているとあります。もう一つは国

民の生命、健康及び財産の保護を図ることを目

的とする法律ということで、都市計画における

基本法というまでうたわれております。非常に

重要な法律だというふうに私も認識しておりま
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す。近年では土地利用については規制が強化さ

れてきて、市街地の用途地域さらに細分化され

て住宅地への建物の進出には歯止めがかけられ

る法が強化されてきているということで、云々

でうたわれております。そういうふうにして、

法令をやはり遵守していくという精神は最低限、

私はこれは必要ではないかなと思っています。

その辺に対して、一方では観光推進をするとい

う形にもなっているわけですけれども、その調

整というのはどのように図っていくべきか、お

伺いいたします。 

○議長 與那覇朝輝 休憩します。 

休 憩（１３時５６分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１３時５８分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 企業立地・観光推進課長 比嘉 保。 

○企業立地・観光推進課長 比嘉 保 村内の

土地利用について、結構市街化調整区域があり

まして、市街化調整区域の中で違法建築で運営

している建築物が多々あって、ただその建築物

は建ってはいるんですけれども、そこで遊戯の

時間を過ごす方がふえてきている。ネットのほ

うでも中城村の観光としてマリンスポーツ、ス

カイスポーツとかというような形のものでも

載っている段階である状態です。その事務所の

ほうに調整を行って、建築確認を行って営業を

行えるような営業資格を取るようなもので進め

ていけるようにお願いをしているところであり

ます。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 新垣博正議員。 

○１２番 新垣博正議員 手順からするとこれ

は建築確認という部分が絶対先にありますよね。

その辺をもう一度確認をしたいと思います。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 お答えします。 

 まず開発申請を行っていない状況で建築物が

あることは建築確認の違反になると思います。

中部土木事務所の建築班が、何回か指導してい

るようであります。また、その所有者に対して、

中部土木事務所の建築主事から違反に対しての

意見を求めるという文書を何度か送っているが、

返答がない状況であります。 

○議長 與那覇朝輝 新垣博正議員。 

○１２番 新垣博正議員 この違法の部分は県

の土木事務所が行うものだというふうに思いま

すが、それはそこの機関にお任せするといたし

まして、私たち中城村ではではこういうような

実態があるにもかかわらず計画の中ではマリン

スポーツの推進の云々というのでうたわれてい

るわけですから、非常に観光振興とこの問題は

矛盾するような状態に今陥っているのではない

かと思います。その辺を既成事実だけが積み上

がって人気があるから続けていくというのも納

得しがたい部分があると思うんですけれども、

これはすっきりとさせる方法というのはどのよ

うな方向性を持って、もう一度できるかを伺い

たいと思います。 

○議長 與那覇朝輝 企業立地・観光推進課長 

比嘉 保。 

○企業立地・観光推進課長 比嘉 保 観光振

興計画の中で現在あるものをいかに活用してい

くかというようなことで、マリンスポーツを活

かして、その観光客、来訪者を誘導するという

ことを記しているところであります。今後、違

反建築物の中で営業を行っている企業等を取り

まとめながら、どのような方策でできるかとい

うようなことを調査しつつ、地域の営業してい

るマリンジェットとか、ほかの企業等にも確認

を行いながら、各企業と調整してまいります。

以上です。 

○議長 與那覇朝輝 新垣博正議員。 

○１２番 新垣博正議員 この辺はしっかりと

取り組んでもらうように要望いたします。①の

ほうにちょっと戻りますけれども、観光資源に

ついてのトータル的な話になるかもしれません
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が、これは次の大枠の３番のＭＩＣＥというの

にも関連はしてきますけれども、宿泊という部

分で、計画書の中を読み上げますと、沖縄県の

統計上、宿泊施設が１件もない市町村は中城村

のみですと書いています。そして、次の兄弟都

市福岡県福智町の児童受け入れやＮＰＯが主体

となった高校生を対象とした修学旅行のふれあ

い体験プログラム、いわゆる民泊体験について、

現状としてはどのようになっていますか。 

○議長 與那覇朝輝 企業立地・観光推進課長 

比嘉 保。 

○企業立地・観光推進課長 比嘉 保 新垣博

正議員にお答えします。 

 福智町等の子供たちの民泊のほうなんですけ

れども、現在、中城村にある民泊事業者のほう

では、教育民泊という形のもので、子供たちの

民泊が主となっております。これに引率される

父兄等の宿泊は別の宿泊施設というものになっ

ていると伺っております。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 新垣博正議員。 

○１２番 新垣博正議員 実質機能をしていな

いのではないですか。ＮＰＯについては。 

○議長 與那覇朝輝 企業立地・観光推進課長 

比嘉 保。 

○企業立地・観光推進課長 比嘉 保 お答え

します。 

 現在、ＮＰＯの民泊の団体なんですけれども、

ＮＰＯを取り外すような検討を行っているとい

うことで伺っております。 

○議長 與那覇朝輝 休憩します。 

休 憩（１４時０６分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１４時０７分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 関連して、生涯学習課長 稲嶺盛昌。 

○生涯学習課長 稲嶺盛昌 申しわけございま

せん。私のほうで少し関連する福智町の交流事

業がございまして、先ほど企業立地・観光推進

課長のほうから福智町のほうも民泊ということ

でありますが、福智町の事業に関してはことし

も７月28、29、30日といらっしゃいます。これ

に関しましては子ども会でこれからまた行くで

あろうという家族の方とか、そういった条件で

民泊もまだあちらからいらっしゃる方をこちら

で受け入れるという形で、子ども会の事業とし

て福智町交流事業は実際行っております。あと

は私の知っている範囲ではあるんですが、本土

からの修学旅行の一部を個人的に受け入れてい

る方もいらっしゃるという情報はあります。以

上です。 

○議長 與那覇朝輝 新垣博正議員。 

○１２番 新垣博正議員 福智町の話はたまた

ま計画書の中で載っていたので読み上げたまで

なんですけれども、どちらかといえば観光振興

というよりも、生涯学習の分野かなというふう

に思っておりますので、ある程度、私も承知し

ているところであります。この辺も今後は宿泊

についても対策を講じていかなければならない

のではないかなと思っていますので、ぜひこの

辺も法令も含めて推進するのであれば、課題を

早急に解決できるような見通しをつけていただ

きたいと思います。 

 それとまた海の資源のほうに話を戻していき

たいと思うんですけれども、以前に遊泳禁止と

いう看板の表示板が掲げられていたと思うんで

すけれども、現在は見えないんですけれども、

それはクリアされて撤去されたのか、何らかの

方針転換があったのかを含めて確認します。 

○議長 與那覇朝輝 休憩します。 

休 憩（１４時０９分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１４時１０分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 住民生活課長 津覇盛之。 

○住民生活課長 津覇盛之 それではお答えい

たしますけれども、遊泳禁止の看板の設置とい
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うのは、住民生活課のほうで把握しておりませ

ん。宜野湾市海浜防止協会ですかね、そこが設

置しているのは、当然例えば泳ぐとかの場合に

はハブクラゲ、それに対する注意看板は立って

おります。 

○議長 與那覇朝輝 休憩します。 

休 憩（１４時１１分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１４時１２分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 企業立地・観光推進課長 比嘉 保。 

○企業立地・観光推進課長 比嘉 保 お答え

します。 

 海岸については県の管理になっていて、その

遊泳禁止という看板のほうがどういうふうにな

くなっているのかというのは、承知しておりま

せん。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 新垣博正議員。 

○１２番 新垣博正議員 私が聞きたいのは、

堂々とここは遊泳できる場所として推進できる

のか。それともそうではなくて、やはり観光資

源として遊泳できるような場所ではないのかと

いうのを確認したいんですよね。 

○議長 與那覇朝輝 企業立地・観光推進課長 

比嘉 保。 

○企業立地・観光推進課長 比嘉 保 お答え

します。 

 遊泳を行えるというように出した場合にこち

らのほうで監視員なり、その泳ぐ方の疲れたと

きの休む休養所なりの施設の整備また監視員の

配置のほうが必要となり、その海の海水浴の管

理というような形のものが必要となると思われ

ます。現在、泳げる、泳げないというのは各字

自主の判断によりその水に入る、入らないとい

うような形のもので行っている状態です。 

○議長 與那覇朝輝 新垣博正議員。 

○１２番 新垣博正議員 私が先ほどから議論

しているのは、プライベートで泳げる、泳げな

いの問題ではなくて、観光資源の話をしていま

すので、観光としてということの主語をお忘れ

なく解釈していただきたいと思うんですけれど

も、こういうふうにして堂々と観光資源として

泳げるような海であれば、クラゲのネットであ

りますとか、先ほどいったように監視できるよ

うな人数も配置していくというような形が整え

られないとこれは遊泳というふうには、私は捉

えていないつもりで聞いているんですよね。勝

手にプライベートで海に入る、入らないは自己

責任の範囲内というふうに思いますので、そう

いう議論をしているのではないので、あくまで

も観光資源の話をしていますので、観光資源と

して遊泳ということは、ありなのか、なしなの

かというのを確認したいんです。 

○議長 與那覇朝輝 企業立地・観光推進課長 

比嘉 保。 

○企業立地・観光推進課長 比嘉 保 現在、

久場地区の隣接している企業、３社か４社ある

んですけれども、そちらのほうが組織を立ち上

げて、その海岸の清掃やその海岸での遊泳をで

きないかというものを一応図っているところで

す。遊泳するには、沖縄県の海岸管理者等の調

整が必要でありますし、先ほど、答弁に出しま

した監視員やその休養室で、この遊泳に至る施

設を、休養室の中にそのトイレなり、シャワー

室、全ての設備が必要になってくるため、それ

をどういうふうにやるかということで、隣接し

ている企業で調整を今後行っていくというよう

な形のもので、上がってきております。以上で

す。 

○議長 與那覇朝輝 新垣博正議員。 

○１２番 新垣博正議員 現実的には観光資源

としては不可能に現段階では近いんではないか

なというふうに聞こえてならないんですけれど

も、その辺も中途半端な状態で今観光振興計画

というのは策定されてきているのではないかな。

多少言っては悪いんですけれども、怒らないで
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くださいね。内容を読ませていただきましたけ

れども、まやかし的な箇所が多いなというふう

に感じております。なぜかといいますと、次の

質問にちょっと関連しますけれども、ＭＩＣＥ

の説明会を受けたときに県の職員でさえ、吉の

浦ビーチとかという表示されていたらビーチだ

と思い込んでいるし、マーメードの絵が入って

いるとそこもビーチだというふうに思い込んで

いて、堂々と海水浴場という感覚で捉えていて、

そうではないですよと言って初めて理解すると

いうような状況であります。この辺は誤解を生

んでいるというのは実態であります。ですから

この観光振興計画というのは、十分精査してこ

れは発表していくべきではないかなと思います

が、これらについてはその辺の勇み足的なとこ

ろがあったのではないかという認識はどうです

か、ないですか。 

○議長 與那覇朝輝 企業立地・観光推進課長 

比嘉 保。 

○企業立地・観光推進課長 比嘉 保 お答え

します。 

 これまでこの本村の中城村において、観光に

おけるいろいろな方針等が計画がない中であっ

たのがあります。それを基本方針的な形のもの

で、観光振興計画を策定して、今後、この基本

計画にのっとり精査した事業の実施に移ってい

けたらなということで、振興計画を作成してお

ります。 

○議長 與那覇朝輝 新垣博正議員。 

○１２番 新垣博正議員 この計画では課題に

ついても一応ふれられてはいますけれども、非

常に読んでみてもわかりにくいですね。マイナ

スのイメージとか、脅威とか弱みとか、観光に

対しての本村の弱みとかというのを分類してい

ろいろと書き記してはあるんですけれども、非

常にあいまいな表現が使われていて、とてもわ

かりにくいというのが、私の感想であります。

もっとシンプルに村民あるいはまた議員でもわ

かりやすいように今後見直しのときにはすっき

りとした計画の表記にしていただきたいという

ことを要望します。 

 次に、あともう１点だけですね。このマリン

スポーツ、スカイスポーツの場所なんですけれ

ども、海岸に向かって例えばスカイスポーツの

場合は、海岸に向かって飛び立っていくわけで

すけれども、そこを通過するときには県有地あ

るいは公有水面を通過していきます。公有水面

や県有地というのは、いわゆる公共の場所であ

りまして、公共の用に供するというのが基準に

なっていると思います。そのようなモータース

ポーツ等がここを通過するということは、専用

の使用の定義に抵触するのではないでしょうか、

いかがですか。 

○議長 與那覇朝輝 企業立地・観光推進課長 

比嘉 保。 

○企業立地・観光推進課長 比嘉 保 お答え

します。 

 議員がおっしゃっているのが、パラグライ

ダーの離発着の部分についてであると思われる

んですが、この場合は人が砂浜等で動いていた

り、離発着における人を止めるような行動をし

ないようなことで、企業との調整を行っており

ます。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 新垣博正議員。 

○１２番 新垣博正議員 現実的には子供たち

が、この近くで遊んでいたら非常に危険ですの

で、やはり避けて通るようにということで、整

理をすると思うんですね。そういう行為そのも

のは専用の使用に当たるんではないですか。 

○議長 與那覇朝輝 企業立地・観光推進課長 

比嘉 保。 

○企業立地・観光推進課長 比嘉 保 お答え

します。 

 専用に当たるか、当たらないかというところ

なんですけれども、その場合によって、専用し

ているというような見た目にもなると思われま
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すが、業者との調整ではその専用的に使う離発

着のために使う砂浜の使用は避けてくださいと

いうことで、調整しております。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 新垣博正議員。 

○１２番 新垣博正議員 これも十分に住民と

のトラブルがないように、あるいはまた利用し

ている方々とのトラブルがないように調整して

いただくように要望いたします。 

 最後のほうの３番目の大型ＭＩＣＥ施設の整

備に伴う課題についてに質問を移らせていただ

きます。これまで村長もサンライズ協議会にも

いろいろと意見を述べられているようですが、

正直なところ、本村に対しては道路であります

とか、施設に期待できるものを具体的に挙げる

ことというのは可能ですかね。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 お答えいたします。 

 議員も御承知のとおり、まず中心になってや

るのは、西原町と与那原町のマリン地区ですね。

そこに我々中城村と北中城村が形としては応援

団という形で入っております。中城村にとって

のメリットは今議会でもよくお話しさせていた

だいておりますけれども、大型ＭＩＣＥ誘致に

関して、そしてそこから土地利用の見直しが

入ってくる。これが大きな魅力ですね、本村に

とっては。それによって今まで建築ができな

かったホテル、商業施設、あるいは住宅、そう

いう部分が大きく広がりを持ってこられるだろ

うということで、当時の安慶田前副知事も含め

て、この土地利用の見直しについては積極的に

やっていきますということで、私も積極的に質

問もさせていただきながら、そこに導いたつも

りでございます。ですから今現在言えることは、

今回、多少延びてはおりますけれども、大型Ｍ

ＩＣＥの誘致はマリンタウンのあの場所からど

こかに移動するということは考えられませんの

で、そういう意味で我々が今なそうとしている

中城村にとっての有利性は一番は土地利用の見

直し。それプラス西原バイパス線の延伸、北進

ですね、その部分をどこまでも引っ張ってこら

れるか、それに限るものではないかなと思って

おります。 

○議長 與那覇朝輝 新垣博正議員。 

○１２番 新垣博正議員 新垣光栄県議の関係

でＭＩＣＥの勉強会にも呼ばれまして、いろい

ろと資料をいただいてまいりましたけれども、

どうやら中城村は今現在では蚊帳の外かなとい

うふうに正直なところ思ってびっくりして、

ちょっと自分ではそうは思いたくないんですけ

れども、ぜひせめて村長が言うように主役には

なれなくても、脇役ぐらいにはなりたいなと

思っていたんですけれども、どうやら脇役も配

役が当たっていないんじゃないかな。観客か傍

観者かなというふうに思ったりして、どこかか

ら棚ぼたでも落ちてくれればいいのになと思う

んですけれども、棚ぼたも何か落ちてきそうに

もなくて、非常に悲観的な感じがしてならな

かったんですけれども、南風原バイパスから与

那原バイパスを通って西原バイパスという形に

つながれてくると思いますが、そこからまた中

城のバイパスというのが地図上で落とし込まれ

ていないんですね。この地図はどこに道路は向

かっているかというと、西原の浦西のモノレー

ルの予定駅のほうに点線で向かっているという

のが地図上で落とし込まれております。点線で

すからまだ予定ではあるんですけれども、でも

モノレールの駅も工事が急ピッチで進んでいて、

形が見えてきておりますので、何となくここは

現実的に道路がここの方向に進みそうだなとい

うのが私も実感しているんですよね。それに引

き替え、中城に向かっている道路の模様は地図

上でも全く見えないし、話の中でもあまり出て

こない。ましてや中城を通過するということに

なると、先ほど言いましたように土地利用の問

題、いわゆる農振農用地にぶつかるわけですか

ら、農振農用地を突破するというのは、国がよ
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く使う言葉ですけれども、岩盤規制といいます

かね、そういったところを突破しなければなら

ないというふうになると思います。そういう農

振農用地を本当に中城バイパスとして突破して

いって、開けてくるのかなという可能性につい

て、お伺いいたします。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 お答えいたします。 

 今、ちょっと図面などがありませんから、私

が確認した段階では中城の延伸の部分は、この

議会でも答弁いたしましたけれども、３カ所線

が引かれて、津覇、浜、和宇慶という形で線が

引かれていて、そこの中で一番現実的なのは和

宇慶への国道329号へのどんづけですね。国道

329号のいうなればバイパス、どんづけという

形のものがありましたので、突破できる、でき

ないという今の御質問はちょっと私のほうでも

あまり理解できませんけれども、それは中城村

にとっては私は悪いことではないと思っていま

すし、一番いいのはもちろんもうそのまま北進

していって、まさに泡瀬、沖縄市、うるま市ま

でというものがもし湾岸道路が採択できるよう

なものであればいいんですけれども、そうでは

ない、まずやれるものからという現実的な部分

で和宇慶でも、あるいは津覇でもその中城の部

分でできるものをやって、その枝線として今後、

将来的に向かってまた湾岸道路ができていくと

いうのが、これは私の考えでございますけれど

も、まずはできるものからやれるという意味で

は今の突破する、しないはわかりませんが私は

当たり前にできるものだと思っております。 

○議長 與那覇朝輝 新垣博正議員。 

○１２番 新垣博正議員 ３案があるというの

は今議会で前にも聞きましたけれども、ただ議

会の議員の手元にはその３案さえもないんです

ね。私たちも今村長がいった津覇に抜ける、和

宇慶に抜けるという地図上の資料を手元に持っ

ていないものですから、まだ未確認の状態であ

ります。こういう重要なものというというのは

ぜひ事務方を通して私たちにも情報をぜひ提供

していただきたいと思います。そうすることに

よって、議論は正確に噛み合ってくると思いま

すが、私たちが県からいただいた資料には中城

村は正直いって真空地帯ですよね。このＭＩＣ

Ｅにとっては、ＭＩＣＥとは無関係なのかなと

いうふうに思いたくなるような状態であります。

北中城村はまた大型クルーズ船の問題でイオン

モールにいろいろとつなぐというような部分も

道路の開発も進んでいるそうですので、現実的

にＭＩＣＥに北中城村が頼らなくてもある一定

の観光開発であるとか、土地利用の有効利用と

いうのは進むんだろうなと思っていますが、本

村にとってはその辺が現実的に見えにくい部分

が多くて、ぜひ動きがあった段階で議会にも情

報を提供していただくことを要望いたします。

そして、この資料の中にもありますけれども、

私もこれは一つ現実的にできるんじゃないかな

というのを私の提案でもあるんですけれども、

ぜひ自動車の道路が難しいのであれば、ぜひ自

転車の道路、いわゆるネットワークというのは

可能性があるのではないかなと思っていますし、

将来、ビジョンとしては生きてくるのではない

かなと思いますね。沖縄県でもこれだけ平地が

長距離で広がっているところというのは、中城

湾を差し置いてそんなにたくさんはないんじゃ

ないかなと思います。自転車の先進国でありま

すオランダなんかは海抜ゼロメートルのところ

ですから、あれだけ自転車というのが通常の国

民が日ごろから親しんで乗っていて、通勤、通

学でも当たり前に活用されるということをよく

いろいろな報道でも出てくると思いますが、沖

縄県は自転車を乗る人は非常に少ないですよね。

その辺からしても平地の有効利用であれば、車

に頼らなくても、自転車道路を与那原から西原

を通っています。それを中城村から泡瀬あたり

まで延伸させていくというような構想。そして
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サッカーキャンプなどにも車で訪れるのではな

くて、自転車で訪れる。そしてその中間には駐

輪場であるとか、便益施設等を整備していく、

そういったことであれば、十分今後の可能性は

あるのではないかなと思っています。その辺の

可能性も含めて、ぜひ議論をしていただけない

かなと思うんですけれども、今の提案について

はいかがでしょうか。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 お答えいたします。 

 今確認しましたけれども、西原バイパスとの

延伸とは別の話でということであれば非常にい

い御提案だと思いますし、実はこれは非公式で

はありますけれども、議員が先ほどお話しまし

たうちにも県議が誕生しまして、県議からの提

案の中にもそのほうが組み込まれていたりした

ことがございますので、今議員が提案した部分

については、それはそれで自転車ロードという

んですかね、ロードとしては非常に有効な提案

だと思っております。 

○議長 與那覇朝輝 新垣博正議員。 

○１２番 新垣博正議員 自転車のネットワー

クシステム、これも真剣にやはり議論をしてい

ただけたらなと思います。21世紀はやはり車の

時代だけではなくて、自転車も有効に活用して

いく。ましてやこの平地が広がっているという

土地の利便性をいかに生かしていくか、それを

追求していくと自転車の可能性というのは広

がっていくのではないかなと思います。あるい

はまた自転車産業を本村に誘致していく可能性

とか、そういったものも踏まえて今後の将来ビ

ジョンをぜひ示していただきたいというふうに

思います。私たちからもできるだけたくさんの

提案をしていきたいと思いますので、今後とも

また熱い議論を交わしていきたいと思います。

これで一般質問を終わります。 

○議長 與那覇朝輝 以上で、新垣博正議員の

一般質問を終わります。 

 休憩します。 

休 憩（１４時３５分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１４時４６分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 続きまして、仲眞功浩議員の一般質問を許し

ます。 

○９番 仲眞功浩議員 改めまして、皆さんこ

んにちは。本日、最後の一般質問になります。

そして私、仲眞功浩、中城村議会最後の一般質

問になります。よろしくお願いいたします。 

 まず初めに、村道久場前浜原線についてお伺

いいたします。村道久場前浜原線工事の進捗が

相当におくれているように見受けられますが、

①本村道の全長は何メートルで、現時点におい

て何メートルの道路が完成しているのか。②本

村道工事の財源は何なのか。すなわち交付金事

業なのか、補助金事業なのか。また、工事費用

の総額はどの程度になるのか伺います。③工事

がおくれている要因は何なのか。また、本村道

の供用開始はいつ頃になるのかお伺いします。 

 ２点目に、中城村観光振興計画について伺い

ます。「中城村観光振興計画」が策定され、中

城村の観光振興の課題、基本方針が明らかにな

りました。これらを受けて以下質問をいたしま

す。①基本計画を受け、早急に実施計画の策定

が必要ですが、「中城村観光振興実施計画」は

いつ策定するのか。②観光振興の専門家育成に

どのように取り組むのか。琉球大学との連携計

画はあるのか伺います。③素通り観光から、村

内滞在型への転換を図る必要性が課題としてあ

りますが、具体的にはどのような展開を考えて

いるのか。また、宿泊施設（ホテル等）の誘致

計画等は考えているのか伺います。④中城村観

光協会の設立計画はどのようになっているのか。

また、観光振興、観光協会を北中城村と共同で

行うような考えはないのか。⑤情報発信の環境

整備の計画、取り組みはどのようになっている
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のかお伺いいたします。 

 ３点目に、地方債の起債についてお伺いいた

します。平成30年度一般会計当初予算において

は、約６億6,700万円の村債の起債が計上され

ておりますが、これらに関し以下伺います。①

起債先の金融機関の選定はどのように行われる

のか。②現在、どのような金融機関が中城村の

村債の起債先となっているのかお伺いいたしま

す。簡潔明瞭な答弁をお願いいたします。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 それでは仲眞功浩議員の御

質問にお答えをいたします。 

 大枠１番につきましては都市建設課、大枠２

番につきましては企業立地・推進課、大枠３番

につきましては企画課のほうでお答えをいたし

ます。 

 私のほうでは大枠１番の村道久場前浜原線に

ついて所見を述べたいと思います。これは議員

も御承知のとおり、久場区民のたっての希望と

いいますか、念願と申しますか、この道路の建

設にあたりました。今現在、お一人の方の同意

が得られず、今ごらんになったと思うんですけ

れども、こういう状態でございます。ただ、久

場地域の発展という部分で考えますと、これを

阻害するといいますか、発展を阻害するものに

ついては、やはり我々もそれを乗り越えていっ

て久場区民の発展につなげていきたいと考えて

おりますので、今後はこの議会でも何度かお話

しましたけれども、特定保留のまず解除、これ

を優先的に考えて、そしてあの地域が市街化区

域への編入を果たし、そしてあの地域の発展が

どんどん進んでいくのであれば、その間に最後

のお一方の御理解が得られればいいんですけれ

ども、そうでなかったとしてもその発展を見て、

考えもまた変わってくるのではないかなと期待

をしているところでございますので、今後も

粛々と進めていきたいと思っております。詳細

については、また原課のほうでお答えをいたし

ます。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 仲眞功浩議員の御

質問にお答えします。 

 大枠１番の①全長815メートルのうち、現時

点で800メートルが完成しています。残り15

メートルが未完成であります。②電源立地地域

対策交付金事業であります。工事費は平成30年

度末で１億7,551万2,000円であります。③工事

がおくれている理由は、村長からも答弁があり

ましたように、１筆未契約があり、工事ができ

ない状況であります。平成30年５月28日付で一

部供用開始をしております。 

○議長 與那覇朝輝 企業立地・観光推進課長 

比嘉 保。 

○企業立地・観光推進課長 比嘉 保 では仲

眞功浩議員の大枠２の答弁をしたいと思います。 

 ①のほうで、中城村観光振興計画は、中城村

の観光振興の方向性を取りまとめた「基本計画」

として策定しており、実施計画の策定について

は、中城村の観光振興計画を具体化するアク

ションプランを実行計画として策定しておりま

す。 

 ②アクションプランの中で学官連携によるに

ぎわいづくりとして、琉球大学の学生を活用し

て、地域資源の掘り起こしや、県外出身学生や

留学生に出身地や母国と沖縄県の中城村との違

いを知ってもらう取り組みやさまざまな企画の

参画を促進していく計画となっております。 

 ③のほうで、現在、通過型の観光から、足を

止めてもらう、手段としてまず「食」や魅力の

ある地域づくり、車を止めて手でさわってみた

くなるものづくりを進めてまいります。またサ

イン誘導（看板）を掲示等を行って、観光地へ

の誘導をわかりやすい誘導ができるよう展開し

てまいりたいと思っております。宿泊施設につ

いては、土地利用法上ホテル建設が難しい分、

現在の民泊件数をふやしていくことや、現在の
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教育民泊から一般民泊のほうに誘導できないか

検討していく方向であります。 

 ④のほうで、観光協会の設立については、現

在、中城村商工会のほうと調整を進めており、

観光協会の設立に当たっては、まず任意団体と

して設立した後に観光協会の一般法人化を進め、

収益性の取れる観光協会となれるよう調整を

行っております。また北中城村と村と共同での

観光協会設立については、両村における観光協

会の取り組みや組織体制をどのようにするかが

課題となることから、まず中城村で観光協会を

立ち上げ、事業を展開していく中で、両村が共

同で行える事業を模索し、より効果が発揮でき

る事業があれば、共同参画で事業活動ができれ

ばと思います。またこの場合、北中城村のみと

はならずに、事業形態によっては近隣市町村を

巻き込んだ取り組みがないか検討してまいりま

す。 

 ⑤のほうで、現在の観光発信については、

ホームページや村広報紙及びイベント当日の新

聞広告などに限られた情報発信となっているこ

とから、今後は費用を抑えつつ効果のある広告

のあり方を検討し、国内外へ広めていけるネッ

ト環境整備や、ＳＮＳなどのＩＴを活用した広

告やＷＥＢでの模索におけるヒットの方法を検

討して、観光施設及びイベント事業への広告拡

散を図ってまいります。また沖縄コンベンショ

ンビューローとのツアー紹介などを取り入れた

ものや旅行代理店におけるツアーの計画などを

立ち上げ、幅広い年齢層の来訪者の拡散を広げ

て進めてまいりたいと思っております。以上で

す。 

○議長 與那覇朝輝 企画課長 大湾朝也。 

○企画課長 大湾朝也 それでは仲眞功浩議員

の御質問大枠３、①、②についてお答えをして

いきます。 

 まず①でございますが、起債する事業によっ

て、公的資金か民間資金の借り入れなのかが、

決まってきております。公的資金から借り入れ

る場合は、利率の低い資金から優先的に借り入

れしますが、国の地方債計画の貸し付け分枠が

決まっているため、枠を超えた分につきまして

は、民間等資金からの借り入れになりますが、

利率の見積りをとり、利率の低い資金を借入先

として選定しております。②でございます。平

成30年３月末時点で、起債残高は52億9,519万

7,000円でございます。その内、49億2,501万

3,000円が公的資金からの借り入れでございま

す。残りの３億7,018万4,000円が民間投資金か

らの借り入れでございます。 

○議長 與那覇朝輝 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 それでは少し詳細の質

問をさせていただきたいと思います。 

 まず久場前浜原線についてでありますけれど

も、今815メートルのうち約800メートルが完成

して、15メートルが未完成とそういう答弁でし

たけれども、そして、この総額というのが１億

幾らかとちょっと聞き漏れていたんですけれど

も、用地取得も含めてと考えますと、非常に少

ない額の答弁だったと思うんですが、もう一回

確認したいと思います。総額はどの程度になる

のか、お伺いします。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 先ほど答弁しまし

た１億7,551万2,000円に関しましては、工事費

のみでございます。用地費、物件補償費、調査

費を加えますと、総事業費で４億3,900万円で

あります。 

○議長 與那覇朝輝 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 総額４億3,000万円余

りです。そのうちこれはもともと電源立地地域

対策交付金事業ですので、もともとは100％の

交付金が当てられるというのが本来の形なんで

すけれども、現在、実際に幾らか村単独の費用

が用いられています。これは幾らぐらい今投入

されていて、それから今後、どれぐらいまた再
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投入単費つぎ込まないといけないのか、その辺

について、ちょっとお伺いいたします。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 ４億3,900万円の

うち交付金充当額が３億7,247万2,000円、村単

独費が6,654万2,000円であります。今後、15

メートル分の用地費と残りで約840万円を村費

で予定しております。 

○議長 與那覇朝輝 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 本来100％で交付金で

賄うべきところが、最終的には6,600万円です

か、それぐらいの大きな単費の持ち出しがある

というようなことですけれども、これはこの地

域との協定書を結んで、最優先でこれを取り組

むということになっていた事業なんですね。そ

れがこのような多額な村費を投入していかなけ

ればならないと、そういう事業になってしまっ

たという。これの一番の大きな原因は何なんで

しょうか。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 お答えいたします。 

 一番の原因は法線変更です。いうなれば当時

計画どおりにいかなかった。反対者が出た。そ

ういう意味で、法線変更をして距離が延びたり、

多少の単価の変更もございますけれども、大き

な要因は法線変更でございます。 

○議長 與那覇朝輝 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 いろいろなトラブル。

実際、これが本来はこの村と地域、泊、久場地

域、ここで協定書を結んでそういう事業がいろ

いろ発生したけれども、その中でも最優先事項

だったはずなんですよ。それがこのような状況

になってしまったというのが本当に大きなある

意味、事業についての大きな住民との溝があっ

て、それが修正できなかったとそういうのが大

きく影響しているんです。それが工事が長引い

ている理由もありますね。その間に交付金の配

付期間とか、そういうものもあるし、あるいは

またこの交付金の別目的に使用したとそういう

のもいろいろ重なってそういう状況になってし

まったんではないかと。それがさらにまた解決

もできていないとそういう状況にありますけれ

ども、この今お一人の方が同意が得られないと

そういうことでありますが、これは最近課長が

変わられて、この当事者にお会いしたと思うん

ですが、その方ともお会いして、この久場前原

線の工事完了について、どのような感触を持た

れたのか、その辺をお伺いいたします。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 人事異動のあいさ

つも兼ねながら担当の職員とお会いしました。

自分の気持ちをいうことで私たちの意見、相談

は聞き入れてくれませんでした。感触としまし

ては、事業には全部反対ではないと思いますの

で、粘り強く会って交渉していきたいと思いま

す。 

○議長 與那覇朝輝 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 粘り強くという答弁で

すけれども、感触としてはどうですか。近々に

これは工事着工、完成できそうなのか。という

のは、先ほど答弁がありましたように一部供用

開始ということで、５月21日付と出ております

よね、そういう状態にありながら、これは全く

開通のめどがつかないというような状況という

のは非常にこれでいいのかなというのが地域住

民の多くの方々の感想ではないかと思うんです

けれども、それで一番、今それが同意できない。

地権者の方と一番大きな原因というのはどこに

あるのか、よろしければぜひ教えていただきた

いと思います。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 お答えいたします。 

 この件につきましては、もうここ数年来、事

細かく報告を受けておりますので、私のほうが

把握していると思いますので答弁いたしますけ

れども、この場でその理由は申し上げられませ
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ん。議会にそぐわないと思っております。追加

いたします。私どもの立場で言っているわけで

はございません。 

○議長 與那覇朝輝 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 いろいろ深い事情があ

るのかなという気はします。そこで申し上げな

いというのは、その開通のめどというのも当分

つけられないのかなとそういう感触を受けてし

まいますけれども、その辺に関しては、村長こ

れまでのいきさつとか考えていますかね。もう

一部は開通しているのに、全面開通ではとても

できそうもないような感触を受けたんですけれ

ども、この件に関してはどういう感触でしょう

か。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 お答えいたします。 

 粘り強く交渉するというのは、当然のことで

ございますけれども、これは担当課のほうでや

らせてもらいますけれども、今反対をしている

といいますか、交渉している相手方の条件が変

わらない限り、こちらも変えることはできませ

んし、それはお察し願いたいと思います。仲眞

議員においては、その辺はまたそれの話を相手

方から聞かれたほうがいいと思います。 

○議長 與那覇朝輝 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 私、質問はしますけれ

ども、自分からこの問題に身を置こうという気

は全くございません。だから相手方にああした

ほうがいい、こうしたほうがいいというそうい

うやりとりは全くやるつもりもございませんし、

またやるべきものではないと思います。ただ、

私が心配するのはこれは交付金事業ですよね。

交付金事業というのは、これはこの交付金の対

象事業が完成して初めて交付金は有効というん

ですか、全額ＯＫということになるかと思うん

ですよ。このままだとこれは未完成のままずっ

と放置しておきますと、ひょっとしたら交付金

の返金もあり得るとそういう事態まで考えられ

ると思うんですけれども、この事業は交付金事

業として返金の対象になる事業なのかどうか、

その辺については、どういう認識でおられるの

かお伺いします。 

○議長 與那覇朝輝 休憩します。 

休 憩（１５時１２分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１５時１３分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 企業立地・観光推進課長 比嘉 保。 

○企業立地・観光推進課長 比嘉 保 ではお

答えします。 

 交付金の充当している工事区間及びその区間

ができて、交付決定までいただいていますので、

その工事が一部でも供用していれば交付金の返

還というのはすぐには至らないということで

伺っております。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 これは確かなことは私

はよくわからないんですけれども、この交付金

事業というのは、久場前原線についてはこの工

事を完成させるとそういう計画のもとにこれが

交付されます。それがこの工事自体が完全に完

成しないで、果たしてこの工事が終わったと言

えるかどうかですね、その辺は交付金事業で返

還命令を受けたのは、今まで幾らでもあるわけ

ですよね。中城村ということではないんですけ

れども、そういうものを総合事務局に問い合わ

せみたら、これは完成しないとこれは返還もあ

り得るという一部そういう話もあります。だか

らその辺はしっかりと確認してやっていただか

ないといつまでもずるずる引き伸ばしというこ

とですと、これは交付金の配付期間というのも

ございますから、これは早目に対応しないと、

交付金返還という事態も私はあり得ると認識し

ています。村はそういう期間のリスクは全くな

いとそういう認識でずっとこれからの対応も続

けていかれるのか、その辺をお伺いします。 
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○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 お答えいたします。 

 交付金の返還云々というのは、制度上そうい

うのにならないように当然頑張っていくつもり

ですけれども、先ほどから私は粘り強く交渉し

ていくという話もしております。それとともに

交渉がもうこれ以上無理だということであれば、

前々からこの議会でもお話していますけれども、

強制収容も辞さないという構えでしっかり、こ

こでも答弁させていただいておりますので、完

成するというのはもう間違いなく完成いたしま

す。完成する手段というのは何通りかあるとい

うことでございます。 

○議長 與那覇朝輝 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 村当局の心構えという

のは、対応はいろいろあると思いますが、ただ

こういうことはやはり担当者と当事者がやり

あって、交渉を重ねているようでありますけれ

ども、そろそろトップも出て交渉を開始して解

決に導くような時期にそろそろきているのでは

ないかなと私は思いますけれども、これに関し

ては村長、どのようなお考えですかね。本当に

この期限というのも私は考慮しないとそろそろ

そういう時期にきているのではないかなと思い

ますけれども、村長の認識をお伺いします。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 お答えいたします。 

 答弁には大変難しい問題がございます。ここ

では申し上げられないことも多々あるわけでご

ざいますので、お察しいただきたいと思います。

現在の心境から言いますと、粘り強く交渉する

とともにそれと先ほどお話したもう強制的な収

容のこの２通りあるいはもう一つありますかね、

３通り程度かなと、今トップでどうのこうのと

いう話がありましたけれども、既にそれに近い

ことはさせていただいて、それがうまくいかな

かった。あるいはどういう理由かはわかりませ

んけれども、あえてここで言わせていただきま

すけれども、これだけの地権者が全て賛成をし

て、久場の発展のために一緒に協力しようとい

うことの総意でもって事業は始まりました。結

果的にお一人の方のみの今反対といいますか、

理解が得られないという形になっておりますの

で、その一つを取っても私どもが行ってきた事

業は久場の発展のためには間違っていなかった

んじゃないかなと自負しております。 

○議長 與那覇朝輝 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 ここまでこじれてきて、

修復というのはすぐ解決というのは大変難しい

ところはあるだろうと思います。ただ何とも後

味の悪いような解決方法というのは、避けてい

ただきたいというのが質問者としての今の気持

ちであります。例えば次の観光振興の関係につ

いてお伺いいたします。先ほどの答弁では既に

観光振興の実施計画も策定しているというのが

答弁だったと思うんですが、これは策定して発

行されているのか、その辺についてはどういう

形で策定されておられるのか。我々のそういう

見える形の状況なのか。あるいはただ観光推進

課のほうで頭の中でもっておられるのか、そう

いったものを公表できるような振興実施計画で

あるのかどうか、その辺をお伺いします。 

○議長 與那覇朝輝 企業立地・観光推進課長 

比嘉 保。 

○企業立地・観光推進課長 比嘉 保 ではお

答えいたします。 

 観光振興計画が10年を計画期間とするのに対

し、こちらのアクションプランという形のもの

で策定しております。このアクションプランは

単年度で進捗を検討して適宜見直しを行ってい

く実行計画として位置づけております。そのた

め単年度ごとに変更等があると思われますので、

現在のところ配付を行っていない状況でありま

す。 

○議長 與那覇朝輝 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 そういうことでしたら、
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我々一般村民の方々はこの振興計画に基づいた

実施計画は全くどういう形で進んでいくか、そ

ういうことは全く見えないという状況にあるわ

けですね。その辺はもう少し考えていただいた

ほうがよろしいんじゃないでしょうか。これは

実際、課題も挙げて、この辺に課題とかあるい

はそれから問題点、それに向けての解決そう

いったものをすべきものがどういうものがある

というのが基本計画で述べているわけですから、

その辺に向かってでは本村はどういう形でいつ

ごろそういうものに対応できていくのかなと当

然考えるわけですよね。我々としてはその実施

計画に基づいて、どういう予算編成がなされて

くるのかというのを全くわからないわけです。

将来的にこの基本計画に基づいて、こういう実

施計画で今こういうその時期にありますから、

こういう時点にいますから、今回これこれにつ

いて、予算措置をやりますと。その全体の中で

どういう位置にあるか。ではその予算というの

は、今後どういう予算が出てくるのか、額もい

ろいろ審議にできるわけですけれども、こうい

う状況にあっては、やはりまたこの予算審議の

ために紛糾する可能性もあります。全体の流れ

ではどこにきて位置づけされているのか。そう

いうのがわからないと予算審議も非常に難しい

んですよ。このいい例が今後当初予算ですね。

この観光協会設立の予算が計上されました。皆

さん、我々議会の賛同を得られず通らなかった

んですね。あれはよく目的がわからなかった。

どういう目的で、いつどういう時期にこういう

事業をやるんだとか、そういうことも全くわか

らない状況の中で、ああいう人件費だけの予算

が計上された。そういうことがあったんですよ。

その経験を皆さんはぜひ生かしてもらいたい。

今回、こういうせっかく基本計画できたので、

この流れによって、課題とかそういうのに解決

のほうに向かっていきますよという。これが実

施計画ですよね。具体的に何をするんだという

のが。これはぜひ我々の目にも見える形でやっ

ていただきたいと思います。そこでひとつお伺

いしますけれども、その実施計画は一応あると

おっしゃいました。その中で素通り観光から滞

在型観光への転換を図るということで、これが

どういう事業が具体的にあって、これいつごろ

までにそういう事業を展開し、次の事業につな

がっていくかとそのものも示されているのかど

うかお伺いします。 

○議長 與那覇朝輝 企業立地・観光推進課長 

比嘉 保。 

○企業立地・観光推進課長 比嘉 保 ではお

答えします。 

 これまで通過型の観光となっているところを

最初は中城村でのものづくりということを広め

ていって、それを国内外、諸外国のほうにイン

バウンド的に訪れる方に知らしめていくという

ようなことで、まず最初は中城村ならではの物

を食であり、お土産品等を作成していくという

ような形のもので、通過型をここにとめられる

ものを作成するに当たって、まずこの中城村で

その人を引きとめられるものづくりを進めてい

こうという計画を進めていくということになっ

ております。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 いろいろ教えてくださ

い。私には何がしたいのかというのが全く見え

てこない状況であります。やはり実施計画とい

うのをしっかり示して村民の皆さんが向かうべ

きそれに対応できるような形のものにしていた

だきたいというふうに思います。 

 今の説明で本当に何がどういうものにしたい

というのが全然伝わってこないんですよ。それ

から次にお伺いしますけれども、この滞在型の

極端的な例が私は宿泊施設ではないかなと思う

んですけれども、この宿泊施設、例えばホテル

等のその辺の誘致とか、そういうものについて

は全く誘致計画とかそういうことも考えていな
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いのかどうかお伺いします。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 お答えいたします。 

 ホテル関連につきましては、幾つか話がござ

いますし、また積極的にこちらのほうから非公

式でありますけれども、こういうのはどうかと

いうような話もしたことはございます。ただ棟

もずいぶん低くなりますけれども、本村におき

ましては、法規上の問題が第一でございます。

先ほどのＭＩＣＥ関連のことで新垣博正議員の

御質問にもお答えしましたけれども、土地利用

の見直しがいち早く行われないと今の宿泊ホテ

ルに関しての話ですね、宿泊という大規模宿泊

については大変厳しいものがございますので、

この法的な部分の解決から、まずはやっていか

なくてはならないかなと思っております。 

○議長 與那覇朝輝 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 確かに法的な問題もい

ろいろあるだろうなということは感じます。た

だ、今オリックスさんがゴルフ場を展開してお

りますよね。その辺との関連でこのゴルフ場の

近辺とか、あるいはそれに関連した部署でホテ

ル誘致とか、宿泊施設の誘致とか、そういうこ

とは考えられないんでしょうか。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 お答えいたします。 

 オリックスさんのお名前が出ましたから、あ

えて私もお話しますけれども、もう二度ほど実

はこの話もさせていただいて、ここで申し上げ

てホテルの事情ですので、理由はここでは申し

上げられませんけれども、交渉は芳しくない。

法律上の話も含めてでございますけれども、な

かなか芳しくない状態であったということだけ

は、御報告をいたします。 

○議長 與那覇朝輝 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 いろいろ交渉は重ねら

れておりますけれども、芳しくないというのは

ちょっと非常に残念ですね。というのは私はこ

れは本当にオリックスさんとゴルフ場と組み合

わせてやって最高なあれができるのではないか

なと思いますけれども、私たちは今ふるさと納

税そういうのも積極的にやっているわけであり

ますけれども、そのふるさと納税の納税された

サービスとしてホテルに１泊泊まって、どうぞ

中城村でゴルフをしてくださいとそういうふう

な形も非常にできる。これこそまさに滞在型の

拠点ではないかなという考えもあるわけですよ

ね。滞在型がなぜ非常に重要かといいますと、

これはやはり今地域に観光客が使うお金、これ

を今地域に落とすということではなくて、今地

域で回すとそういう考え方に大体は進んできて

いるんですね。落とすということは、ただホテ

ルに宿泊して、そこで寝泊まりして帰っていく

とそういうことになるかと極端的な言い方です

ね。ただ、その地域でお金を回すということに

なりますと、そこに泊まっていただいて、そこ

で食事をしたり、あるいはそこを拠点にして飲

食店、そういったものを施設をつくって、そこ

にお客さんが行ってもらうと。そこでいろいろ

使うお金がみんなに回っていくと。地域に回っ

ていくと、あるいは農村に回っていくし、そこ

の飲食店ですか、そこにも回っていく。そこで

雇用効果が出てくるだろうと。お金を落とすの

ではなくて、この落としたお金を地域で回すと

そういうのが観光産業の今からの流れなんです

ね。これがまさに地域活性化だろうとそういう

ふうになります。そういう中で、私たちの中城

村は観光客が来ても、お金は幾らか落として何

か買っていったら落としていくかもしれないん

ですけれども、そのお金がそこだけで止まって

回っていかないと。最終的にはこの農家の皆さ

んとか、そういうことを小売店、あるいは小さ

いお店ですね、その辺までずっと村内、域内で

回っていくとそういう仕組みが全くできていな

いというのが現状ではないかなと。そういう意

味で私は観光の専門家の育成というのをちょっ
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とお聞きしているわけですね。それを具体的に

本当に琉大と提携して、そういう専門の知識を

持った人材育成、それに取り組んでいただきた

いと思うんですけれども、その辺に関しては具

体的に琉大とその人材育成について、何か提携

とかあるいは育成についてのお話をなされたか

どうか、ちょっとお伺いします。 

○議長 與那覇朝輝 企業立地・観光推進課長 

比嘉 保。 

○企業立地・観光推進課長 比嘉 保 ではお

答えします。 

 琉球大学を活用した中でも、このアクション

プランの中でも中城村を盛り上げる学官連携に

よるにぎわいづくりということで、琉球大学の

観光科学科の教授と一緒になって、アクション

プランも作成していきながら、それを活用して

いくときにその琉球大学にいる学生及び大学院

生を中城村に来ていただいて、中城村のいいも

の、悪いもの等を検討させていくというような

観光プランを作成させていくというふうな連携

を図っていくこととなっております。 

○議長 與那覇朝輝 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 そういう連携も非常に

大事だろうと思います。ただ私ひとつ知りたい

のは中城村は本当に観光を専門とする人材とい

うのはいないと思います。職員の中には、それ

からこの職員を引っ張ってくるのも大変なこと

だろうと思います。今観光専門職というものが

非常に引っ張りだこですね。御存じのように観

光が盛んでありますよ。そういう専門知識を

持った方をもう探すのは大変だと思う。そこで

せっかく琉球大学がありますので、そこの学生

をみずから育てると。そういう意味ではその学

生に奨学資金ですか、そういうものを将来、中

城村で働くとそういう人材を奨学資金でもって

育てられないかとそういうように考えるんです

けれども、それに対して、村長はどのような考

えをもっておられるかお伺いしたいと思います。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 お答えいたします。 

 今初めて聞いた段階での話ですので、御容赦

願いたいと思いますが、案としては非常にすば

らしい案だとは思っております。いろいろな制

度上にもしかしたら問題があるのかなという気

はしますけれども、その職業選択の自由を奪う

ようなとか、最近はいろいろなことがマスコミ

で取りざたされておりますので、そこら辺の制

度上はちょっとわかりませんけれども、案とし

ては非常にいい案だと思っております。 

○議長 與那覇朝輝 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 そういう人材育成とい

うのは、非常に獲得というのは難しいと思いま

す。そうなると人材を育てるとそういうところ

から出発しないと本当にほしい人材というのは

確保するのは非常に難しいと。そこで奨学新制

度を活用するというか、まず私はこちらに給付

型の奨学資金を早く措置したほうがいいのでは

ないかなというのを考えています。その給付型

奨学資金をまず第１号として、この琉大の観光

科学科ですか、その辺の学生に募集して、中城

村のための人材育成のための奨学資金を出して、

まずトライアルしていただければ一番人材育成

に手っ取り早いかなと。専門職の育成に手っ取

り早いかなというのを考えますけれども、その

辺をぜひ御検討を願いたいと思います。 

 それから次、地方債についてお伺いしますけ

れども、この地方債の起債に当たっては、公的

資金の活用というのが一番利率が低いとそうい

うことで、大変これがほとんど我々中城村の村

債の大半を占めているという90％以上でしたね。

それに関連して、私たちの30年度の当初予算に

おいては４億2,000万円ぐらいですか、これが

新庁舎の建設のための村債として計上されてお

りますけれども、この庁舎建設のための起債、

これに関して、そういう公的資金というのは利

用できるのか、できないのか、その辺を教えて
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いただければと思います。 

○議長 與那覇朝輝 企画課長 大湾朝也。 

○企画課長 大湾朝也 それでは仲眞功浩議員

の御質問にお答えをしていきます。 

 ただいまありました役場庁舎建設金の起債に

つきましては、幾つかの起債を活用することに

なると考えておりますが、役場緊急整備起債に

つきましては、民間からの借り入れになるとい

うことで、最初のほうで決定されておりますの

で、公的資金の投入につきましては、こちらの

ほうでは対応はできていないところでございま

す。 

○議長 與那覇朝輝 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 済みません、ちょっと

もう一回確認したいんですけれども、この４億

2,000万円余りの起債予定ですね、これはほと

んど公的資金は活用できないというような解釈

でよろしいでしょうか。 

○議長 與那覇朝輝 企画課長 大湾朝也。 

○企画課長 大湾朝也 それではお答えします。 

 役場庁舎の起債の中には一般の起債もありま

す。そちらについては公的資金の投入がござい

ますが、ほぼ役場庁舎の緊急整備起債のほうに

なりますので、そちらにつきましては民間から

の活用ということになっております。 

○議長 與那覇朝輝 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 国は無理としてでも、

地方共同法人というのがございます。これも公

的資金的なものとも思うんですけれども、こち

らからの借り入れもちょっと難しい状況という

ことでしょうか。 

○議長 與那覇朝輝 企画課長 大湾朝也。 

○企画課長 大湾朝也 お答えします。 

 公的資金につきましては、財政融資の借入先

といたしまして、地方公営企業等金融機構と財

政資金のものになります。民間につきましては、

日本郵政と民間資金等ということでありますの

で、先ほど答弁していましたように民間等の資

金の活用ということになります。 

○議長 與那覇朝輝 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 公的資金の活用ができ

ないというのは非常に残念な気はしますけれど

も、ちょっと参考のためにお伺いしますけれど

も、この利率に当たって、この公的資金と民間

資金、これはかなりの利率の差があるのか、こ

の辺についてちょっと差し支えなければ教えて

いただければ、大まかな差額ぐらいでよろしい

かと思うんですけれども、代表的なもので結構

です。 

○議長 與那覇朝輝 企画課長 大湾朝也。 

○企画課長 大湾朝也 それではお答えします。 

 手元に資料を持ち合わせてございませんが、

認識している段階では公的資金につきましては、

１％を切っているところでございます。民間に

つきましては、それに近い下がることはないん

ですが、高い数字ではございますが、近い数値

になっているところでございません。 

○議長 與那覇朝輝 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 どうも無理をちょっと

言って申しわけありません。通告書になかった

ものですけれども、いずれにしても今回の新庁

舎建設についての起債というのは、もう公的資

金ではなくて、民間から調達しなければいけな

いというのがございます。それはそれでしょう

がいないかなというふうな気がします。これか

らあと幾らか、あと１回、トータルで約９億円

か10億円ですか、新庁舎のために起債が必要だ

ということがありますので、この先どうなるの

かなということも含めて、ちょっと一般質問と

して取り上げさせていただきましたけれども、

次回にはさらにちょっと高額になりますけれど

も、この起債についても公的資金はちょっと活

用は難しいというような状況になるわけですね。

これが次、まだ最終的には５億円、６億円の起

債が提起されてくると思うんですけれども、こ

の辺に関しても状況としては全く変わらず、も
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う公的資金ではなくて、民間資金で調達するよ

うな状況になるだろうとそういうことで理解で

よろしいですか。はい、わかりました。以上で

私の一般質問を終わります。先ほどもお話しま

したように議員としての最後の一般質問ですの

で、またこれからは皆さんとそういう対面する

機会はないと思いますので、本当にこれまでい

ろいろ苦情、苦言も呈してきましたけれども、

丁寧な御答弁あるいは叱咤激励ありがとうござ

いました。 

○議長 與那覇朝輝 これで仲眞功浩議員の一

般質問を終わります。 

 これで本日の日程は全部終了いたしました。

本日はこれで散会します。 

  散 会（１５時４４分） 
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○議長 與那覇朝輝 これから本日の会議を開

きます。 

  （１０時００分） 

 日程第１ 一般質問を行います。 

 質問時間は、答弁を含めず30分以内とします。

それでは通告書の順番に従って発言を許します。 

 最初に安里ヨシ子議員。 

○１０番 安里ヨシ子議員 皆さん、おはよう

ございます。10番 安里ヨシ子、一般質問を行

いたいと思います。 

 １．国保の都道府県化について質問をいたし

ます。貧困と格差の広がる中、国民健康保険税

が払えなくて病院に行くのをためらい、重症化

してしまうケースがふえています。所得の低い

人たちが入る国保ですが、払いたくても払えな

い人たちがふえています。各自治体では、保険

税の高騰を抑えるため、一般会計からの繰り入

れや減免処置などがなされてきましたが、今年

度より国保の運営が市町村から都道府県と自治

体が共同で運営されていきます。これが国保の

都道府県化です。それが住民生活にどのような

影響を与えるのか不安はつのるばかりです。以

上を踏まえて質問をいたします。①差し押さえ、

短期保険証の現在の状況。②多くの自治体で国

保税の高騰を抑えるため、又、減免等を行うた

め一般会計から繰り入れを行っています。政府、

厚労省はこうした独自の繰り入れをやめさせ、

その分国保税の引き上げでまかなおうとしてい

ます。独自の繰り入れがなくなると国保税は全

国平均１人１万円程度の引き上げになるといわ

れています。村として、このような高騰をどの

ように抑えていくか。それから減免処置はどう

なりますか、伺います。③均等割の仕組みにつ

いて家族がふえるごとに保険料を加算していく、

家族の多い世帯の保険料が高騰を招く重大な要

因となっており、多くの住民の間ではまるで人

頭税と同様で子育て支援へ逆行しているといわ

れています。その見直しについてどのように考

えますか。④差し押さえについて、どのような

ものが差し押さえられているか伺います。⑤都

道府県化による、政府の狙いは何ですか。以上

について伺います。御答弁よろしくお願いしま

す。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 それでは安里ヨシ子議員の

御質問にお答えします。 

 御質問は国保の部分でございます。健康保険

課のほうでお答えさせていただきますが、御質

問にもありますとおり、当然御承知のとおり一

般会計からの繰り入れは非常に毎年毎年、村の

財政、これは我々中城村だけではありませんけ

れども、市町村の財政負担が非常に大きくなっ

ているのはもう御承知のとおりでございます。

今回広域化、我々であれば沖縄県でございます

けれども、県も共同での組織運営ということで

ありますので、今まで我々が一般会計からの繰

り入れ分でのその額も含めて、今後１年後しか

わかりませんけれども、財政負担が少しでも軽

減されることを期待をしております。詳細につ

いてはまた健康保険課のほうでお答えをさせて

いただきます。以上でございます。 

○議長 與那覇朝輝 健康保険課長 仲村盛和。 

○健康保険課長 仲村盛和 それでは安里ヨシ

子議員の質問にお答えいたします。 

 ①と④は関連しますので、一括で答弁いたし

ます。まず①短期保険証の交付状況ですが、５

月末時点で55件あります。それから差し押さえ

件数はゼロであります。 

 ②につきましては、これまで、市町村は医療

費を保険税や国庫補助金等で補うことができな

いため一般会計から繰り入れを行ってきました。

広域化になることで、一般会計からの繰り入れ

ができなくなるということではなく、これまで

どおり市町村の裁量に任せられています。医療

費は、各年度で変動があるため、単年ごとの医

療費を勘案し今後も対応していきたいと考えて
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います。また、保険税の軽減措置はこれまで同

様、総所得金額が一定以下の世帯に適用されま

す。 

 ③については、現在、村は国保税の算定を４

方式で課税しており、均等割は加入者数に応じ

て加算され加入人数が多くなると負担額は大き

くなります。総所得金額が一定以下であれば軽

減措置が適用されることになります。今後は、

県統一で３方式へ移行する必要があるため、近

隣市町村と歩調を合わせて進めていきたいと考

えます。 

 ⑤ですが、これまで市町村が運営していた国

保には、財政運営上の課題等がありました。広

域化することにより国からの公費拡充が行われ、

県が財政運営の責任主体となり、安定的な財政

運営、統一化した事務を運営することで国民皆

保険制度を維持し持続可能な社会保障制度の構

築を図ることを目的としていると考えておりま

す。 

 ④の差し押さえの内容ですが、今年度はまだ

差し押さえておりませんが、前年度であります

と、預金と給与の差し押さえの実施がありまし

た。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 安里ヨシ子議員。 

○１０番 安里ヨシ子議員 現在は差し押さえ

はやっていないということですか。今年ですか。

知り合いが年金を差し押さえられていて、「村

がおろさない前に早目に行っておろしてきたよ」

と言って、「年金が差し押さえられているの」

と言ったら「そうです」という返事がありまし

たので、どうしてもこの差し押さえは控えてほ

しいと思っております。そしてまた、預貯金の

差し押さえをやりますと、やはり会社まで行き

ますよね。給与が差し押さえられたら、やはり

仕事も行きにくくなるし、給与の差し押さえを

控えてほしいと思っております。短期保険証を

持っている人が何名か、資格証明書を持ってい

る人が何名であるかお聞きします。 

○議長 與那覇朝輝 健康保険課長 仲村盛和。 

○健康保険課長 仲村盛和 それではお答えし

ます。 

 短期保険証は先ほど答弁しましたとおり55件

であります。それから資格証明書の発行はゼロ、

発行がありません。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 安里ヨシ子議員。 

○１０番 安里ヨシ子議員 保険証を持ってい

ない世帯がいるかどうかもお聞きします。保険

証を持たない世帯もいますか。 

○議長 與那覇朝輝 健康保険課長 仲村盛和。 

○健康保険課長 仲村盛和 それではお答えし

ます。 

 資格証明書を発行している方はゼロなんです

が、その中で保険証も持っていない方というの

は現時点で把握しておりません。 

○議長 與那覇朝輝 安里ヨシ子議員。 

○１０番 安里ヨシ子議員 資格証明書を持っ

ている人もいると思います。課長は健康保険課

に来てじきですよね。わからないのかと思って

いるのですが、保険証を持っていない人が何名

かいるということを聞いているので、命にかか

わることですので、やはり資格証明書というよ

りは短期保険証で対応してほしい、集金に行く

と悪者でも見るような目で保険料の集金をやっ

ていると。そういうことがあるので、ただでさ

えも小さくなっているのに、健康保険税を集金

に来る人が上から目線の集金の仕方をやってい

ると。臨時の子が行っているのか誰が行ってい

るのかわかりませんけれども、その集金に行く

ときに、どうしたら払ってもらえるのか。また

何があって払えないのか。そこの個別の経済把

握とか、そういったのを把握して、その集金に

行かせてほしいと思います。課長がそういった

教育をして、実際中には悪質な人もいるかもし

れません。でもほとんどの人たちが低所得世帯

ですので、やはりそれを払いたくても払えない

のに、役場からの督促で何名も来て、二、三名
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来て何で払わないのかみたいな、悪者みたいな

感じの集金の仕方、それを考えてほしいと思っ

ています。それが沖縄ではあるかないかわかり

ませんけれども、銀行口座を凍結されて、年金

が引き出せなくて、高齢者が死体で発見される

という痛ましい事件が千葉県であったというこ

とでの社会保障協議会の調べでわかっておりま

す。そして、商売をしている人が車を差し押さ

えされて、商売ができなくなって一家心中みた

いなものも本土ではあるそうです。それは社会

保障協議会の調査でわかっていることですので、

明日は我が身なのかなと思ったりして、中城村

ではそんなことはないかなと思いながら一般質

問をしております。今、一般会計からの繰り入

れをやっているのはよく存じておりますけれど

も、政府厚労省は独自の繰り入れをやめさせて、

その分国保税の引き上げで賄おうとしていると。

独自の繰り入れがなくなると、国保税は全国平

均１人１万円程度の引き上げになると言われて

おります。厚労省はやはり繰り入れをなくして

保険税で全部賄おうという、そういう腹積もり

ですので、どうしてもこの国保の高騰は避けら

れないと考えておりますけれども、いかがで

しょうか。 

○議長 與那覇朝輝 健康保険課長 仲村盛和。 

○健康保険課長 仲村盛和 それではお答えし

ます。 

 国保会計は、本来独立採算でやるべきもので

はあるかと思うんですが、それを保険税と国費

の負担だけでは当然補えないところがあります。

それはやはり国保加入者というのは年齢構成が

高くて、医療水準も高い。それから所得水準が

保険料に比べて低くて、そういった課題を抱え

ております。ただ、一般会計からの繰り入れは

市町村の判断に委ねられておりますので、すぐ

なくしなさいということではなくて、その年度

の状況に応じて対応していくことが可能であり

ますので、できるだけ被保険者の負担軽減にな

れるような仕組みで取り組んでいきたいと考え

ております。 

○議長 與那覇朝輝 安里ヨシ子議員。 

○１０番 安里ヨシ子議員 新制度に変わって

も、住民からの保険料を集めるのは引き続き市

町村ですよね。市町村の仕事ですが、国保財政

は県のほうが管理すると言われています。政府

は市町村による独自の繰り上げをなくし、その

分を保険税で賄うようにずっと主張してきてい

るわけですね。それが年度によって変わるかわ

かりませんが、この保険料の引き上げで賄うよ

うに主張して、その指導は県の役割となるわけ

ですよね。県はその市町村に納付金をとって、

その納付金の中から各市町村の保険料によって

納付金、それが成績が悪いとやはりこの市町村

におろす予算も、成績がいい自治体には重点的

に配分するということの話ですが、それが独自

の繰り入れをやめるようずっと指導しておりま

すので、市町村が滞納者への差し押さえなど、

これは仕組みというのは、各市町村が成績がい

いかどうかという判断する材料として市町村が

滞納者への差し押さえなどを強化しているか。

病床削減、医療費の削減などの取り組みなどを

行っているか。そういったのがこの採点の項目

になってきて、その採点が悪ければやはりおり

てくる予算も少なくなるというような方向だと

思います。このような国のやり方だと、ますま

す差し押さえがふえていって、国保税が払えな

い人たちがますます広がっていくんじゃないか

と思っております。点数を上げるために村とし

てその仕組みを推進していくのかどうか。 

○議長 與那覇朝輝 健康保険課長 仲村盛和。 

○健康保険課長 仲村盛和 お答えします。 

 まず、議員がおっしゃっているのは、徴収率

が悪ければペナルティーが課されるというお話

をされているかと思うんですが、我々が承知し

ている中ではそのようなペナルティーというの

はございません。県が示すのは、直近３年間の
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各市町村ごとの納付金額を決定していきます。

年度の納付金を中城村であれば幾ら納めれば国

保にかかる医療費は県が面倒見ますよという形

になるので、今おっしゃっているようなペナル

ティーはありません。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 安里ヨシ子議員。 

○１０番 安里ヨシ子議員 だって国はやはり

繰り入れをなくす方向なんですよね。各市町村

の裁量で繰り入れもできると言っていますけれ

ども、県のほうはそれを指導する立場にあるん

ですよね。ペナルティーじゃないと課長はおっ

しゃっていますけれども、国が採点するのは差

し押さえなどを強化しているかとか、そして病

床の削減、医療費の削減などに取り組みなどが

行われているかというのが採点の項目に、これ

は社会保障協議会が調べたものですので、確か

だと思うんですが、それを指導する立場にある

のは県なんです。それを県として市町村におろ

すわけです。それが悪ければこの自治体に予算

を配分するときに、やはり病院の追い出しがや

られていない。滞納者、そういった人たちの指

導がされていない。医療費も削減されていない

ということになれば当然この市町村におろされ

る財源が少なくなってくるんじゃないかと思っ

ております。この繰り入れを国の考えとしては

繰り入れをなくすというのが狙いなんです。そ

の繰り入れをなくすのはすぐはできないかもし

れないけれども、そういう感じで一般会計から

の繰り入れは可能だと言っていますけれども、

あくまでもそれはただの答弁であって、県はそ

れを強化する方向ですので、ぜひとも国保にか

かわる職員、本当に新制度に変わっても市町村

の判断で繰り入れできますよね。それを厚労省

は市町村の判断でできると言いながら、繰り入

れをなくそうと。今まで独立採算でスムースで

もないんですけれども、ある程度スムースにで

きていたのをなぜこの新制度、それに仕組みを

変えようとしているのか。国民の命を削っても

やはり防衛費のほうに行くのか。安倍総理の政

策が何をやらかすかわかりませんので、私たち

は末恐ろしいと感じているわけですよ。貧困家

庭とか、そういった人たちがどういうふうに

なっていくのか。子供たちの時代、孫たちの時

代になったら、これがどういうことに、この財

政がどこに使われていくかというのをやはりよ

く見て行政も行ってほしいと思います。 

 均等割の件ですけれども、やはり家族がふえ

ることによって国保料が上がるわけですよね。

それを保険料がずっと加算されていきますので、

家族の多い世帯の保険料が保険の高騰を招く重

大な要因だと考えております。多くの住民が本

当に人頭税みたいな感じで子供が多ければ多い

ほど税金が高いと。国保税だけではなくてほか

の税金もありますので、やはり毎日の生活が大

変だということで子育て支援に逆行するのでは

ないかと考えますけれども。見直しができるか

どうかお聞きします。 

○議長 與那覇朝輝 健康保険課長 仲村盛和。 

○健康保険課長 仲村盛和 それではお答えし

ます。 

 見直しができるかどうかということなんです

が、まず広域化になったことで、県統一で３方

式に見直していきます。この３方式になる目的

としては、平成36年までには同じ所得水準、同

じ家族構成であればどの市町村に行っても同じ

保険料にしたいというのを大きな目標として広

域化が進められています。中城村は現在４方式

ですが、県統一の３方式に持っていく必要があ

ります。ただ、その金額については県統一型に

なりますので、中城村だけ下げるというような

ことは難しいところだと考えております。 

○議長 與那覇朝輝 安里ヨシ子議員。 

○１０番 安里ヨシ子議員 やはりこの新制度

が入ってきたら、年額１人１万円の値上げがさ

れるんじゃないかと。国の政府の狙いというの

はこの負担増の痛みを実感させて、これ以上の
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負担増を防ぐために医療を制限するしかないと

いう意識を国民のほうに根づかせて、なるべく

医療にかからないように、病院も早目に退院す

るように、今でもありますけれどもそれを強化

していくんじゃないかと考えております。ぜひ

この一般会計からの繰り入れ、それをなくさな

いような方向でそれを守っていってほしいと

思っております。本当に滞納者も一律に悪質と

いう発想を改めて、無謀な差し押さえとか滞納

処分とかをやらないように心がけてください。

生活困窮者には積極的に減免制度がありますよ

といって、減免制度から物すごくこの困窮世帯

には福祉施策もありますよということ、福祉施

策につなげていくように指導助言をしてほしい

と思っています。どうしてもこの減免制度をや

られていても払えない人たちは福祉施策、そこ

のほうにつなげることをやってほしいと思って

おります。国保の都道府県化というのは高すぎ

る保険料の問題を解決するどころか、更なる負

担増になると、徴収強化を推進することになる

と考えております。住民の困難と国保制度の矛

盾が拡大するばかりで、所得の低い人たちが加

入する国民健康保険税、所得に応じた保険料で

誰もが払える保険料、それが国民、村民、みん

なの願いでありますので、ぜひとも窓口負担の

軽減とか村民の暮らしと健康を守る立場で、危

機感を持って国保行政に当たってほしいとお願

いをして私の質問は終わります。 

○議長 與那覇朝輝 以上で安里ヨシ子議員の

一般質問を終了します。 

 休憩します。 

休 憩（１０時３４分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１０時４５分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 続きまして、新垣善功議員の一般質問を許し

ます。 

○１４番 新垣善功議員 こんにちは。議長の

許可を得ましたので通告書に基づきまして質問

いたします。 

 １点目、非行職員、監督者等の懲戒処分結果

及び再発防止策の策定について質問いたします。

１．ことし１月17日の県青少年保護育成条例違

反で逮捕された職員は３月29日懲役２年執行猶

予４年の判決を受けて３月30日付で懲戒免職処

分を受けたようですが、それに伴いまして①監

督責任者等及び上司の懲戒処分の結果はどう

なったか。②再発防止策の策定はできているの

か。③今回の事件が起きた原因・要因は何か。

村長と副村長の見解を伺います。 

 ２点目、人事評価制度導入についてでござい

ます。これにつきましては以前の質問に対する

答弁ではたしか平成29年度から導入実施すると

いうことであったが、この進捗状況はどうなっ

ているか伺います。 

 ３点目、これにつきましてはきのう仲眞議員

からもありましたが、私は重複しないように質

問いたします。久場前浜原線の整備事業はほぼ

完成しているようですが、いつごろ完全に開通

するか伺います。 

 ４点目、農業委員会事務局体制強化は。新農

業委員会法が平成28年４月１日から施行され、

本村において昨年10月から新法に基づき農業委

員会の改革が行われましたが、事務局体制はど

のように変わったか伺います。 

 ５点目、「ポイ捨て条例」制定は。平成29年

９月定例議会での一般質問のごみの不法投棄対

策の中でポイ捨て条例制定を提案しましたが、

進捗状況はどうなっているか。以上、簡潔な答

弁をよろしくお願いします。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 それでは新垣善功議員の御

質問にお答えをいたします。 

 大枠１、大枠２につきましては総務課でお答

えをいたします。大枠３につきましては都市建

設課、大枠４につきましては農林水産課、大枠
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５につきましては住民生活課のほうでお答えい

たします。 

 私のほうではお尋ねの今回の事件の原因・要

因ということでございますので、村長、副村長

を代表いたしまして私のほうで見解を述べさせ

ていただきます。正直申しまして原因・要因と

いうのは確固たるものにはたどりつきません。

どうしても今回の件は御承知のとおり心の問題

でございまして、心まで私どもは本人の心の闇

といいますか、そこまでは気づき得なかったと

いうのが私の感想でございます。ただ言えるこ

とは、今後こういうことが二度と起きないよう

に職員の公務員倫理の徹底、そして研修、啓蒙

等をより強化して、公務員たるのは何ぞやとい

うことも含めてしっかりと努力をしていきたい

と思っております。詳細につきましては総務課

で対応いたします。以上でございます。 

○議長 與那覇朝輝 総務課長 與儀 忍。 

○総務課長 與儀 忍 本村元職員による不祥

事に関連し、監督責任と上司の処分についてお

答えいたします。 

 今回の事件は、勤務時間外に起きた公務外の

非違行為により逮捕・起訴され、執行猶予付き

の判決を受けております。御質問の内容にもあ

りますように、３月30日付で懲戒免職処分を下

しました。一般的に上司は、部下を管理監督し、

指導する立場にあります。そのため、上司の職

務命令権、あるいは服務統督権が妥当に行使さ

れていれば、非違行為はなされなかったと考え

られる場合は、上司の監督責任が問われること

になると考えております。しかし、いくら管理

監督権を行使しても、全ての非違行為を防止す

ることは不可能であり、このような場合にもそ

の監督責任を追及するのは許されないと言われ

ており、また、純然たる私行を基礎とする非違

行為の監督責任についても、追及されないと考

えております。このようなことから、今回の事

件に関し、元職員が所属しておりました所属課

長に対し、５月25日、村長から文書による注意

処分を行っておりますが、管理監督者としての

懲戒処分は行っておりません。なお、事件の重

大さ、村民や社会に及ぼした影響に対する責任

を痛感し、事件の反省、村民に対するおわびの

気持ちをあらわすため、村長並びに副村長みず

から給与の減額を申し出て、今議会におきまし

て、平成30年７月分の給与、10％減額する条例

を議決していただいております。改めまして、

村民並びに議会に対し、深くおわびいたします。 

 次に再発防止策についてお答えいたします。 

職員による不祥事は、二度と起きてはいけない

ものと考えております。前回の議会におきまし

ても答弁いたしましたが、不祥事の発生から約

１カ月後に全職員を対象とした「公務員倫理」

に関する研修を実施しました。また、このよう

な職員研修につきましては、今後も定期的に実

施したいと考えております。あわせまして、職

員同士が声をかけ合う体制をつくり、異変等に

早期に気づけるようにしたいと思います。再発

防止策につきましては、現在、「職員不祥事再

発防止計画」として策定しているところでござ

いまして、６月中の策定を目指したいと考えて

おります。 

 次に事件が起きた原因・要因についてお答え

いたします。先ほど村長が答弁をいたしました

が、事件が起きた原因・要因につきましては、

村としても「わからない」というのが正直なと

ころでございます。元職員が公務員としての自

覚、モラルが欠けていたものだと思っておりま

す。 

 次に人事評価制度導入についてお答えいたし

ます。平成29年６月の第３回定例会の一般質問

の中で「平成29年度から実施する」ということ

で答弁いたしました。それを踏まえ、平成29年

９月に「人事評価制度ガイドブック」を作成し、

評価する側、評価される側の全職員に対し、制

度の説明及び周知を行っております。その後、
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各課における「組織目標」の設定まで実施いた

しましたが、制度設計や職員に対する周知に時

間を費やしたため、各職員の「業務目標」の設

定ができなかったことから、最終評価までは至

りませんでした。平成29年度の反省を踏まえ、

平成30年度におきましては既に「組織目標」の

設定を終え、現在、各職員による「業務目標」

の設定に取り組んでいるところでございます。 

今後は、「業務目標」を決定し、中間面談、１

次評価、最終評価を３月までに終え、最終的に

評価結果を職員に通知したいと考えております。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 新垣善功議員の御

質問にお答えします。 

 きのうの答弁と重なりますが、１筆未契約の

土地があり、現在全面開通には至っておりませ

ん。用地取得が難航している地権者と引き続き

交渉し、全面開通できるよう取り組みたいと思

います。 

○議長 與那覇朝輝 農林水産課長兼農業委員

会事務局長 比嘉義人。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 比嘉義

人 新垣善功議員の質問、大枠４についてお答

えします。 

 事務局体制につきましては、平成29年10月１

日付で農業委員会へ職員１名を出向させており

ます。現在の事務局体制は兼任で係１名が専任

となっております。 

○議長 與那覇朝輝 住民生活課長 津覇盛之。 

○住民生活課長 津覇盛之 それでは大枠５に

ついてお答えします。 

 議員からは昨年の９月定例議会において不法

投棄対策の一環として、ポイ捨て条例制定の御

提言がありましたが、現在のところ制定には

至っておりません。ポイ捨て防止関連条例は、

県内では那覇市、豊見城市、宜野湾市、浦添市、

南風原町が制定しております。那覇市条例では、

市民等の責務として家庭外でみずから生じた空

き缶などは持ち帰り、または回収容器等への収

納、所有する土地を清潔に保持するなど、事業

者の責務として自動販売業者等は、回収容器を

設置しこれを適正に管理する等を規定しており、

違反した場合には、国際通り等の美化促進重点

地域においては、罰金を課しております。今後、

那覇市等の先進地の事例等を参考に、実効性等

を検証し制定の検討をしていきたいと考えてお

ります。 

○議長 與那覇朝輝 新垣善功議員。 

○１４番 新垣善功議員 それでは、再質問に

ついては順序よく行っていきたいと思います。 

 １点目のこの処分については、村長と副村長

は条例の100分の10、１カ月ということで減給

処分ということでありますが、これはこれまで

マスコミに報道されたことで今回処分せざるを

得なかったと思うんです。これまで非行、酒気

運転とかいろいろな非行があったと思います。

それに対しては全く処分はしていないんですか。 

○議長 與那覇朝輝 総務課長 與儀 忍。 

○総務課長 與儀 忍 お答えいたします。 

 マスコミ報道があったから処分をするという

ふうなことは基本的には考えておりません。非

行為に対して処分を行っているということでご

ざいます。それからこれまでの非行為について

でありますけれども、これにつきましては、現

在資料を手元に持っておりませんので、この場

で答弁することは控えたいと思います。 

○１４番 新垣善功議員 あったかなかったか

だけでいい。 

○議長 與那覇朝輝 総務課長 與儀 忍。 

○総務課長 與儀 忍 過去にはやはりそうい

う非行についてはあったものと記憶しておりま

す。 

○議長 與那覇朝輝 新垣善功議員。 

○１４番 新垣善功議員 過去に別の非行が

あったけれども、そういう懲戒処分にはしてい

ないということで理解していいですか。 
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○議長 與那覇朝輝 総務課長 與儀 忍。 

○総務課長 與儀 忍 お答えいたします。 

 資料を持っていませんので詳しいことのお答

えはできないのですが、非行があったことに対

しましては、これは公務上の非行あるいは公務

外の非行も含めてなんですけれども、懲戒処分

は行われているものと考えております。 

○議長 與那覇朝輝 新垣善功議員。 

○１４番 新垣善功議員 村長は今の、今回の

事件が起きた要因についてはわからないという

ことなんですけれども、皆さん方が日ごろから

職員に対する指導監督をしっかりやっていれば

これは防げたかもしれない。私は何回も議会に

おいて職員の教育、資質向上を訴えてきました。

しかし皆さんは研修計画も立てないまま、研修

をほとんど委託している。独自の職員に対する

教育をしていないからそういうのが起きたと私

は感じています。皆さん方がやるべきことをや

ればその事件は防げたと思うんですよ。公務員

倫理についてしっかりと職員に定期的に、年に

最低でも１回はやらないといけない。新規採用

したときのみそういうのをやって、その後はも

う知らないふり、何十年もたてば人間はあとは

マンネリ化して、ちょっと気が緩みますよ。緊

張感を持って職務に専念しないとそういう事件

が起きるわけですよ。だから監督責任が問われ

ているんですよ。総務課長、監督責任がないと

追及されないと言うんだけど、じゃあ何のため

に副村長はいるの。副村長の仕事は何なの。私

は副村長の仕事は職員の指揮監督、指導監督を

するのが大きな仕事だと思うんですよ。副村長、

今回の事件が起きた原因は何なのか。そしてこ

の事件の再発防止をするためには何が重要か、

あなた自身の言葉で答えてください。 

○議長 與那覇朝輝 副村長 比嘉忠典。 

○副村長 比嘉忠典 お答えいたします。 

 今回こういう事件で職員が逮捕されたことに

ついては、村民の皆様の信用を失墜させたこと

に対しては部下を指導する、監督する立場にあ

るものとして責任は痛感しております。再発防

止については、これまでもそうですが、機会あ

るたびに注意喚起をしながら、今後ともまた倫

理の研修等も重ねていきたいと考えております。

以上です。 

○議長 與那覇朝輝 新垣善功議員。 

○１４番 新垣善功議員 この原因は何か答弁

もらえないですか。それと、総務課長、今回の

件は村民に対するおわびの印と言うんだけど、

おわびでいいの。そういう理由づけでいいの。

さっきおわびを示す意味で100分の10を減給し

たと言うんだけど、こんな考えではだめ。おわ

びじゃないんだよ。皆さん方の職務怠慢なんだ

よ。村長として、あるいは副村長として職員の

指揮監督ができていないから懲戒処分というの

がちゃんとあるんでしょう。村長や副村長だか

ら何してもいいという放任じゃ困りますよ。責

任を持ってやらないと。村民は付託しているん

だから、皆さん方に。皆さん方の答弁を聞いて

いたら、再発防止どころじゃなくて、また起こ

りますよ。だからその意味で再発防止、機会あ

るごとにというのが機会あるごとというのはど

ういう意味。ちゃんと計画書をつくって年に何

回かは独自の研修をやると。公務員倫理につい

ても公衆接遇についてもやっていないでしょう、

皆さん方は。そういう基本的なことがなされて

いない。一般の企業でもちゃんと社員に対する

教育はしているはずよ。これはちゃんと条例に

もありますよね。こういうことをしたら監督責

任者は減給かまたは解雇処分とか、ちゃんと条

例にもうたわれているでしょう。皆さん方がつ

くった条例でしょう。自分でつくって自分たち

で破るというのはおかしい。先ほどから聞いて

いるけれども、きのうの答弁でも、自分たちで

つくった契約書を自分たちで破っているんで

しょう。そういうことをちゃんと条例、きのう

の答弁でも皆さん方は条例や規定に基づいて仕
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事をしてほしい。日本という国は法治国家です

よ。ちゃんと明文化されているでしょう。それ

を守らないとどうする。私は今回の事件の大き

な原因は監督者が職員に対する指導監督が全く

なっていなくてそういう事件が起きたと思って

いますよ。そして、職員に対する公務員倫理等

の研修が全く計画されていない。年末年始のと

きだけ村長から講話か訓示かわからないけれど

も、受けてそれで終わりでしょう。副村長、年

に何回、職員に対する訓示とか講話をやってい

ますか。 

○議長 與那覇朝輝 副村長 比嘉忠典。 

○副村長 比嘉忠典 お答えいたします。 

 機会あるたびにということで先ほど答弁いた

しました。その中で、これまで年末年始、それ

と機会があるという部分はほかの市町村、新聞

紙上のいろいろな事件・事故等が起きたとき、

それと庁議等でも村長から注意喚起、公務員と

しての注意喚起、その辺を機会あるたびにやっ

てきたということです。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 新垣善功議員。 

○１４番 新垣善功議員 機会あるごとにしか、

何か事件があったらやるという、そういうこと

ですか。ちゃんと年間の計画書をつくって職員

に対しての公務員の倫理、公務員としての自覚、

本当に今の役場職員の中を見た場合、これは余

談になりますけれども、職員の服装とか態度を

見てもそれでいいのかと。何も感じないの、皆

さん方、監督者は。注意もしていないんでしょ

う。私はある課長には言いましたよ。そうした

らその職員はしっかりと直っていましたよ。草

履履きで歩いている人がたくさんいるでしょう。

それも注意しないと。職場は家庭じゃないんで

すよ。家庭から出て職場に来たら、ちゃんとそ

のような態度でもってやらないと。もう家庭と

一緒になっているような感じがする。家庭の延

長線では困る。ひとつ私はこれについて私なり

に考えると、やはり監督者がしっかりと日ごろ

から職員に対する指導監督がなっていないから

こういう事件が起きてきたんですよ。もう一度

初心に戻って、しっかりと職員の監督責任を果

たしてほしい。そして課長の皆さん方も部下職

員にはっきり物を言わないと。間違っているの

は間違っていると、直すべきものは直すように

指導をしないと、部下に物が言えないような課

長だったらもうやめてほしい。何のための課長

なのか。威張るんじゃないよ、しっかりその監

督責任を果たしてほしい。監督責任とはどうい

うものか、監督者とはどうあるべきか勉強すべ

きですよ。いろいろな書物を買って読めば、監

督者とはどうあるべきはわかるはずです。皆さ

ん方は。自己啓発もしてやれば幹部は幹部とし

てやってほしい。特に副村長、しっかり課長を

まとめてやらないと、村長は外交マンだから外

交で一生懸命やって、内部を見るのはあなたで

しょう。ひとつ村長、この件については村長が

指揮をとって再発しないように、私はこの原因

は皆さん方がそういう指導監督をしていないか

ら起きたと思う。この兆候というのはわかると

思うんですよ。そして職員との和というのか、

コミュニケーションができればそういう事件は

起きないと思うんですよ。ひとつ、今後そうい

うことがないようにしっかりやっていただきた

い。 

 ２点目、人事評価について。これは平成何年

だったか、中部の５町村で研修会を実施しまし

た。その中で５市町村の中でこの人事評価制度

を導入しているのはどことどこか。 

○議長 與那覇朝輝 総務課長 與儀 忍。 

○総務課長 與儀 忍 お答えいたします。 

 平成27年度におきまして、西原町、北谷町、

嘉手納町、北中城村、そして本村、この５町村

で研修会を実施しております。中部地区におき

まして、この５市町村プラス読谷村も含めて、

平成28年度ないし平成29年度から人事評価を始

めているようでございます。 
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○議長 與那覇朝輝 新垣善功議員。 

○１４番 新垣善功議員 じゃあまだ実施して

いないところは中城村だけということですか。

そしていつまでに実施するのか。予定じゃなく

ていつから実施するのか。 

○議長 與那覇朝輝 総務課長 與儀 忍。 

○総務課長 與儀 忍 お答えいたします。 

 調査しました本村を含めて６町村につきまし

ては、人事評価制度そのものについては取り入

れてはおりますが、評価までは至っていないと

いうのがこの５町村の現在の状況でございます。

本村につきましても、先ほど答弁をいたしまし

たけれども、平成29年度に個人の評価まではで

きなかったということで、それを踏まえて組織

目標は立てました。現在、個人目標に移ってお

りますので、今後個人の業務目標を決定し、中

間面談、一次評価、最終評価をしたいと考えて

おります。 

○議長 與那覇朝輝 新垣善功議員。 

○１４番 新垣善功議員 ひとつ、導入してい

る市町村に行って研修して、あるいは勉強して、

早目に導入してください。というのは、前から

言っているんだけど、一生懸命やっている職員

と怠けている職員がいると思うんですよ。これ

は組織には必ずいますよ。組織で大体３割はい

てもいなくてもいい連中なんです。３割はどう

しても必要な人なんです。４割はいてもいなく

てもどっちでもいいという、そういう割合があ

るんです。ですから、しっかりとこういうこと

を学んで人事評価制度を導入して、平等に見て

ほしいと。一生懸命やる職員に対してはそれな

りのものを優遇措置もしてもいいんじゃないで

すか。そして怠けているやつについては指導監

督を強めて、公務員としての教育を徹底してほ

しい。２番目はこれで終わります。 

 ３番目、これは久場前浜原線整備工事につい

てですけれども、完了するのはいつかもわから

ないわけですね。きのうの答弁を聞いたら。そ

れで理解していいですか。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 お答えします。 

 まだ未契約、交渉中の地権者がおり、はっき

りこの時期に完成することは言えません。目標

として、今年度末で完成するよう取り組んでい

くということでございます。 

○議長 與那覇朝輝 新垣善功議員。 

○１４番 新垣善功議員 村長に伺いますけれ

ども、村長は平成26年ですか、第３回定例議会

において、新垣徳正議員から質問がありました

ね。その中でどういう答弁をしたか覚えていま

すか。端的に言うと、もういかなる手段をやっ

てもそれを完成したいと。そして、土地収用法

も視野に入れてやるということで、きのうもそ

ういう答弁していましたね。これはできるんで

すか。土地収用法で。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 お答えいたします。 

 今、議員がおっしゃるとおり、当時その方法

も辞さないという答弁をしたと思います。今回、

もう最終段階に来ておりまして、本当に一番い

いのは、これはきのうも答弁しましたけれども、

地主さんの御理解をいただけるが一番いいわけ

で、最終的な終了という形になると、それはや

はり後味がいいものではないわけですから、そ

れはなるべくは避けていきたいんですけれども、

しかし、もうきのうも答弁しましたけれども、

あれだけの地主さんの同意を得て、ただお一人

の方のために、たくさんの方々の不利益という

ことであれば、最終的に決断をしようと思って

いますけれども、ただ、今回のこの道路の一番

の大切なところは、久場区民、久場区の利益の

ため。利益のためというのは市街化編入、特定

保留の解除ですね。市街化編入を早急にしたほ

うが私は久場のためだと思っておりますので、

まずそれを最優先に考えて、そして今議員が

おっしゃるように道路の件に関しては、きのう
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も答弁したとおり、二通りから三通りほどの方

策がありますので、それを行使していきたいと

思っております。 

○議長 與那覇朝輝 新垣善功議員。 

○１４番 新垣善功議員 これについては、何

が要因かについては私は質問いたしません。大

体私もある程度の情報はつかんでいますからね。

ただ、副村長と村長はこの方に何回お会いして

います。今、前都計課長、あるいはこれから新

任の都計課長がいますけれども、恐らくらちが

明かないと思うんですよ。トップが動く以外な

いと思うんですよ。今まで何回お会いしました

か。副村長、村長。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 お答えいたします。 

 答えられる範囲でお答えいたします。結果と

しては一度もお会いしておりません。ただ、お

会いできないといいますか、会うためのお互い

の条件がそろわなかったと言うべきでしょうか。

その辺はお察しください。 

○議長 與那覇朝輝 新垣善功議員。 

○１４番 新垣善功議員 話が、条件が合わな

いから話はしないではなくて、条件が合わない

から合ってその条件を１つずつ解決していくの

が交渉じゃないですか。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 少々舌足らずになりますけ

れども、その条件じゃございません。条件が合

わないで、その条件を埋めるために会うという

意味ではなくて、会うためにこういう条件だと

いうことがあって、会えなかったということで

す。 

○議長 與那覇朝輝 新垣善功議員。 

○１４番 新垣善功議員 これはなぜ会わない

んですか、私は押しかけて行ってでも頭を下げ

て交渉すべきだと思いますけれども、もう課長

では前には進まないと思います。そうなると、

土地収用法を適用しなくてはいけないですよね。

４カ年前からそれをやると言いながら、もうこ

こまで来ました。４年過ぎました。これは本当

に土地収用法をするんですか。私はもうそろそ

ろ土地収用法をやってもいいと思っています。

これは相手方も土地収用法を望んでいるのでは

ないかと私は思うんですよ。今まで反対してき

て、今さら賛成と判子を押すというのは、相手

の立場がなくなると思うんですよ。土地収用法

をすれば相手もこれはもう法には盾突けられま

せんので、やむを得ずやったということで顔が

立ちます。もう早目に土地収用法を適用するよ

うな手続をしてもらいたい。だって、皆さん方

は本当に土地収用法を検討したことがあるの、

村長。そういうミーティングをしたことがある

かどうか。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 お答えいたします。 

 その件につきましては、もう何度もミーティ

ングといいますか、こういうことをやろうとい

うことで話はしております。そこまでに至らな

かったというのは、やはり相手をおもんぱかっ

てしまう気持ちが、これは担当もあるし、私も

全然知らない人ではありませんので、なるべく

これは行使しないような形でのミーティングは

やって、今議員がおっしゃるように、そういう

ことも含めて真剣にやらないといけないなと

思っております。 

○議長 與那覇朝輝 新垣善功議員。 

○１４番 新垣善功議員 村長は、平成26年の

第３回の定例議会の徳正議員に対する答弁では、

民主主義だから、民主主義においては大半の民

意があればやるということですよね。もうそろ

そろ私はやってもいいと思うんですよね。なぜ

できないのかどうかです。これは４カ年間引き

ずってきていますでしょう。またこれからも先

送りして、いつまでもああいう状態になるか。

そして向こうに行ったら看板があるでしょう。

何を求めているかです。向こうの要求は。看板
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を見ましたか、村長。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 お答えいたします。 

 もちろん看板も見ましたし、今のお話、私は

やらないということではないんですよ。誤解の

ないように。やるために準備はすぐできるわけ

ですね。あとはもう決断だけですから、今の状

況を見て、最終的に承諾が得られないというこ

とであれば、もうあとはその方法しかないと

思っております。 

○議長 與那覇朝輝 新垣善功議員。 

○１４番 新垣善功議員 しかし、その前に一

度ぐらいは会って、顔を合わせて、膝を交えて

話してから、だめだったらそれは土地収用法も

やるべきだと思いますよ。これは、ある意味で

は心変わりするかもしれませんよ。やるべきこ

とをやって、それでも交渉が前に進まなければ

それはやるべきですよ。皆さん方は一度も行っ

ていない、一度もお会いしていないということ

は、これはトップとしていかがなものかと私は

思いますよ。ひとつ頭を下げて、村長思い出し

てくださいよ。あの青葉苑の建設のときにどう

だったですか。前の村長は。いろいろな罵声を

浴びながらでも粘り強く交渉してやったんで

しょう。あのときあなたは議員でしょう、村長

も。そういうことで粘り強くやって完成して、

あんな立派な青葉苑をつくってきたんですよ。

そういうことでも長たるものは先頭を切って前

に出て、そういうものは成し遂げないと。ひと

つそのことを指摘して、次の質問に移ります。 

 農業委員会の事務局体制ですけれども、一向

に変わっていないですね。ただ、出向辞令１つ

のみを出して人員もふえていない。村長は私と

約束したでしょう。平成29年３月定例議会にお

いて、村長はしっかり約束を守って積極的に取

組んでいきますと。これはやっていないじゃり

ないですか。今聞いてみたら、出向を１人させ

て、体制そのものは変わっていないですよね。

そして中城村職員定数の定めによれば２名です

よね、農業委員会の職員は。この条例を見たこ

とがありますか、村長。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 定数条例が２名というのは

認識をしております。 

○議長 與那覇朝輝 新垣善功議員。 

○１４番 新垣善功議員 さっきから言ってい

るように、そこは条例をちゃんと守ってやって

くださいよ。まさしく農業、今中城村の一番大

事なのは産業でも農業以外はないと思うんです

よ。農業以外何があるの、産業で。中城村が生

き延びていくには農業を振興して農業で食って

いく以外ないんですよ。ひとつ村長、約束は

守ってくださいね。言ったことは責任を持って

やってください。議事録には残っているんだか

らね、ちゃんと。ひとつそういうことをしっか

り守っていただきたい。私はこれは３回も質問

しているんですよ。だから積極的に取り組んで

いくということはどういう意味なのか。そして

約束したことは守っていくと。そういうことは

しっかり守っていただきたいと思います。 

 農林水産課の課長も農業委員会の事務局長を

兼務、そして係の新垣君が出向という、旧態依

然と変わっていないんですよ。新しい農業委員

会法が改正されて、これから中城村の農業振興

計画もつくろうとしている中で、農業委員に対 

する取り組みがなっていない。しっかり農業に

ついて振興していただいて、中城村の活性化を

してください。農業は観光とも連携すればいい

アイデアが浮かぶと思うんですよ。これからは

農業が大事な時代が来ると思いますので、しっ

かりと農業振興には力を入れてください。 

 それと最後になりますが、ポイ捨て条例につ

いては検討したこともないんですか。庁議で

もって、こういう条例をつくる場合は村長が先

頭を切って、集めてプロジェクトチームでもつ

くってそれについて検討したことはありますか。 
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○議長 與那覇朝輝 住民生活課長 津覇盛之。 

○住民生活課長 津覇盛之 お答えいたします。 

 このポイ捨て条例に関しましては、まだ具体

的にどういった形で取り組んでいくかというの

はまだ検討はいたしておりません。今後、当然

近隣の宜野湾市とか浦添市あたりの資料を取り

寄せて、また出向いて、その辺の調査をしてか

ら制定に向けて取り組みたいと考えております。 

○議長 與那覇朝輝 新垣善功議員。 

○１４番 新垣善功議員 遅いですね、取り組

みが。村長、議会から皆さん方にいい提案がた

くさん出ていると思うんですよ。それを皆さん

方は無視して馬耳東風みたいに聞き流して何の

対応もしないんですか。これまで議員の方々か

らいろいろなすばらしい提案が出てきていると

思うんですよ。それで皆さん方は検討します。

頑張っていきますと言いながら、本当にやって

いるんですか。議会における答弁については責

任を持っていただきたい。答弁はそこで答弁す

るだけじゃないんです。答弁したからにはそれ

なりの責任を持って皆さん方はやらないと、た

だ議会対策としてそこでその場しのぎで答弁し

ていたらいけないと思いますよ。言ったことは

しっかりやりなさい、できないことはもう言う

な。それが私の考えです。村長、言ったことは

やってくださいよ。そして約束したことは守っ

て、答弁には責任を持つように課長の皆さん方

に強く指導してくださいよ。特に副村長、あな

たが内部の指揮を、放任主義になったらいけな

いですよ。しっかり守ってもらわないと。厳し

いことを言いましたけれども、ひとつ今期最後

の議会ですので、まとめてやりましたけれども、

職員の資質向上そして監督をしっかりやって、

そして物事は常に計画書をつくって、それに

のっとってやってもらいたい。単なるその場の

思いつきではなくて、年間の計画をつくって各

課、その目標に向かって頑張っていただくこと

を強く要望いたしまして、終わります。 

○議長 與那覇朝輝 以上で新垣善功議員の一

般質問を終わります。 

 休憩します。 

休 憩（１１時３４分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１３時３０分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 続きまして、仲松正敏議員の一般質問を許し

ます。 

○５番 仲松正敏議員 こんにちは。午後の一

番バッターということで、議長よりお許しが出

ましたので、これより通告書に従って一般質問

をしたいと思います。 

 大枠１．児童生徒の生活習慣病について。①

児童生徒の生活習慣病が多くなっていると言わ

れているが、村内の児童生徒の状況はどうなっ

ているか。②村民の健康の保持・増進に向けて

生活習慣病は重要な健康課題と考えます。児童

生徒の生活習慣病に係る状況把握については、

学校保健法の中では健康診断の検査項目に含ま

れているか。それと、本村の児童生徒の生活習

慣病についての取り組み状況はどうなっている

か。 

 大枠２．農業振興について。①平成30年度の

施政方針で今年度中に本村の特産品である島ニ

ンジンの普及や販路拡大を目指して、11月11日

を島ニンジンの日として定め、そのためにも島

ニンジンの栽培技術向上、栽培面積の拡大、認

知度及び消費拡大につながる事業を今後も展開

していくとありますが、具体的にどのような事

業をされていくのか、所見を伺います。以上、

簡潔な答弁をよろしくお願いします。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 それでは仲松正敏議員の御

質問にお答えをいたします。 

 大枠１番につきましては教育委員会のほうで

お答えをいたします。大枠２番につきましては

農林水産課のほうでお答えをさせていただきま
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す。 

 私のほうでは御質問の農業振興についてでご

ざいますけれども、議員も御承知のとおり、去

年島ニンジン旬入り宣言など、いろいろ農業振

興にかかわるイベントなどもやってまいりまし

たけれども、そのときに、島ニンジンの日を制

定しようじゃないかという話がございまして、

今、御質問の中にもありますけれども、11月11

日というのは非常にニンジンの形にも似ている

という大変短絡的な感じではありましたけれど

も、おもしろいなということで考えておりまし

たが、いろいろな方々にお話を聞くと、ちょっ

と時期には早いんじゃないかと。その島ニンジ

ンの旬の時期ですね、そこには早いんじゃない

かという話などもありまして、今、じゃあ日に

ちをちょっと変えて議会に提案しようかという

話になっているようでありますので、あとは原

課のほうでその詳しい話はまた述べさせていた

だきたいと思います。いずれにしましても、農

業振興にかかわるいろいろな消費拡大も含めて、

しっかりと取り組んでいきたいと思っておりま

す。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 教育長 比嘉良治。 

○教育長 比嘉良治 こんにちは。児童生徒の

生活習慣病についての御質問にお答えしたいと

思います。 

 いろいろな社会情勢や生活習慣の変化による

子供の食の変化や遊びの変化等で、子供たちの

健康の問題が危惧されて久しくなります。子供

のころからメタボ、すなわち内臓脂肪症候群だ

けでなく、ロコモティブシンドロームと言われ

る運動器症候群が話題になり、骨や筋肉、関節

等の運動器の障害等でよく転んだり、骨折をし

やすくなるケースが発生しています。学校保健

安全法第13条において、学校においては毎年児

童生徒の健康診断を行わなければならないと定

められていますので、児童生徒の健康管理をそ

れに従って行っています。 

 ①、②の詳細に関しては主幹のほうから答え

させます。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課主幹 稲嶺盛

久。 

○教育総務課主幹 稲嶺盛久 では、大枠１の

①に関しましてお答えいたします。 

 ①の生活習慣病の児童生徒の状況についてで

すが、本村では生活習慣病と診断されている児

童生徒はおりません。しかし、小児の生活習慣

病の多くは肥満症・メタボリックシンドローム

に伴うものと言われていますので、肥満度20％

以上の児童生徒については予備軍と捉えていま

す。平成29年度の村内３小学校における肥満度

20％以上の児童は110名で、小学校全体の8.7％

となり、中学校におきましては38名で全体でも

同じく8.7％となっています。高学年になると

増加傾向にあり、肥満度50％以上の高度肥満の

小中学生は13名おりました。この保護者に対し

ましては、各学校から専門医の受診を促してお

ります。 

 続いて②の学校における生活習慣病に係る健

康診断の検査項目についてお答えいたします。

小中学校において、生活習慣病だけの状態把握

に関する検査項目は含まれておりません。また、

本村の児童生徒の生活習慣病についての取り組

みは、健康診断前の保健調査による状況把握や

特別活動や家庭科等による規則正しい生活習慣

の見直しや食育による栄養指導を行い、生活習

慣病の予防に努めております。また、体育の時

間や遊びにおきましても縄跳びを取り入れたり、

また、全国的にも少ないと言われている徒歩登

校に関しても推奨したりし、運動面でも指導し

ております。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 農林水産課長兼農業委員

会事務局長 比嘉義人。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 比嘉義

人 それでは仲松議員の大枠２についてお答え

します。 
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 まず島ニンジンの日についてですが、当初島

ニンジンが旬入りすることを広く周知する目的

で制定しようと考えていたため、島ニンジンが

出始める11月11日を予定していましたが、普及

や販路拡大をより効果的に行うには、島ニンジ

ンの出荷量が安定する時期に島ニンジンの日を

設定したほうがいいと考え、現在は12月12日を

案で農家やＪＡと調整を行っています。 

 次に栽培技術の向上や栽培面積の拡大につき

ましては、現在生産量の大半を占めているオレ

ンジ系統の島ニンジンを島ニンジン本来の色で

ある黄色に戻すことを優先に取り組みながら、

基本となる栽培基準をまとめています。また、

昨年整備しました洗浄機により、出荷時の負担

が軽減され、その結果、農家では作付面積をふ

やしていきたいという声が上がっております。

知名度及び消費拡大に関する事業につきまして

は、昨年と同様、収穫体験やフェアを開催する

とともに、今年度は中城中学校の２年生による

商品開発の授業において島ニンジンの加工品も

できる 

予定です。 

○議長 與那覇朝輝 仲松正敏議員。 

○５番 仲松正敏議員 再質問をしたいと思い

ます。 

 今の児童生徒の朝食の欠食、また夜型生活習

慣、日常的な身体活動の減少に代表されるよく

ない生活習慣を児童生徒において肥満、高血圧、

高脂血症、糖尿病といった成人同様の危険因子

の増加につながっていると思われます。児童生

徒の生活習慣病は予防が第一と考えます。東京

都予防医学協会の調査結果によりますと、既に

生活習慣病になっている子供が少なくとも２％

おり、よりよい生活習慣へと変容が必要である

と。そのための支援を要する児童生徒を含める

と、およそ20％の子供たちが生活習慣病対策の

対象者となっていると言われております。それ

と沈黙の疾患と言われる生活習慣病に対応する

ためには、健康教育と並んで危険因子の早期発

見、早期対応が必要である。先ほど委員おっ

しゃったとおり、児童生徒のうち５人に１人が

何らかの形での対応が必要とされる現状では、

小学校４年生並びに中学校１年生を対象に小児

生活習慣病予防健診を実施することの意義は大

変大きいと考えますが、そのことについての所

見をお願いします。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課主幹 稲嶺盛

久。 

○教育総務課主幹 稲嶺盛久 お答えいたしま

す。 

 生活習慣病に関する予防対策は必要と考えて

おります。そこで現在行われている対策としま

しては、先ほど教育長からもありましたように、

学校におけます健康診断がございます。また、

家庭における健康観察を踏まえ、学校生活を送

るに当たり支障があるかどうかについて検査を

行い、健康状態を把握することを行っておりま

す。また、小児生活習慣病の予防健診の実施に

ついてですが、学校の健康診断におきまして、

生活習慣病の早期発見につながると捉えており

ます。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 仲松正敏議員。 

○５番 仲松正敏議員 学校現場では年に１回

健康診断を行っていると。それで、児童生徒の

生活習慣病予防について、本当に大変重要なこ

とと考えていることは同じだと思いますけれど

も、本村の児童生徒の肥満児傾向の現状につい

てお聞きしたいと思いますが、文科省で毎年実

施しております全国体力運動能力、運動習慣等

調査では、小学校５年生と中学校２年生を対象

に調査されたと思いますが、本村では平成25年

の調査で肥満度50％を超える高肥満の出現率、

小学校男子では何パーセントか、女子では何

パーセントか。中学男子で何パーセントか、女

子で何パーセントか。わかる範囲内で平成26年、

27年度、28年度の数値もわかりましたらお願い
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します。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課主幹 稲嶺盛

久。 

○教育総務課主幹 稲嶺盛久 お答えいたしま

す。 

 村内におけます体育測定は、以前ローレル指

数と肥満度の２種類がございまして、平成28年

度から肥満度の報告に統一されました。よって、

平成25、26年に関しましては、ローレル指数と

肥満の両方ですので、村内を比べることはでき

ないのですが、平成28年度と29年度におきまし

ては、肥満度に関する報告がありますので、そ

れでお答えいたします。 

 平成28年度の肥満度50％を超える高度肥満は、

小学校男子は村内３校で５名でした。よって、

出現率は0.9％となります。小学校女子も５名

でして、出現率は0.9％でした。中学校男子に

おきましては０名でしたので、出現率は０％。

中学校女子は３名でしたので、出現率は1.3％

となっておりました。 

 続いて平成29年度の肥満度50％を超える高度

肥満について報告いたします。小学校男子は７

名でしたので、出現率は1.0％。小学校女子は

６名で、出現率1.0％でした。中学校男子は１

名で出現率0.5％、中学校女子は２名で0.9％で

す。なお、数値に関しましては少数第二位を四

捨五入しておりますので、人数の違いがありま

しても同数値になっていることが報告されてお

ります。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 仲松正敏議員。 

○５番 仲松正敏議員 人数とパーセントから

見ると低いような感じは受けるんですけれども、

この高度肥満度率というのは全国、県と比べる

とどんなですか。低いのか、ちょっと高いのか、

その辺どうですか。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課主幹 稲嶺盛

久。 

○教育総務課主幹 稲嶺盛久 お答えいたしま

す。 

 実は国や県のデータ自体が肥満度20％からの

開示となっておりまして、肥満度50％の単独に

関しては今私のほうでは手持ちしておりません。

ただ、20％以上と国、県、村を比べた場合には、

先ほど申しましたように、県の値に比べて村は

８％前後ありましたので、若干高い数値かと思

われます。国や県の20％以上の肥満度に関しま

しては、おおよそ２％から10％の間で学年の発

達、学年の段階によって違いがございました。

以上です。 

○議長 與那覇朝輝 仲松正敏議員。 

○５番 仲松正敏議員 全体的に見ると決して

高い数字ではないということですね。学校保健

法による健康診断で身長・体重測定や、内科健

診、視力、聴力、貧血検査、尿検査等の検査は

実施されていると思いますが、これらの結果と

高度肥満の出現率の推移を見ながら、小児生活

習慣病予防健診の導入についてはどのように考

えているかお聞きします。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課主幹 稲嶺盛

久。 

○教育総務課主幹 稲嶺盛久 お答えいたしま

す。 

 健康診断の項目の件を今お話しされておりま

したけれども、健康診断においてわかるものも

ございます。例えば肥満度が算出できる身長や

体重の測定、糖尿病の傾向がわかる尿検査、虫

歯や歯磨きの状態を知る歯や、口腔検査におい

て食生活の傾向もわかります。また、生活習慣

アンケートを実施し、就寝時間や起床時間、朝

食摂取を知ることで生活習慣病の予防及び早期

発見につながり、対象児童生徒におきましては

専門医への受診を促しております。村教育委員

会としましては、今後も健康診断における結果

をもとに、病気の可能性がある児童生徒に関し

ては専門医への受診を促していくことを実施し

てまいりますので、新たに小児生活習慣病に関



― 169 ― 

する予防検査の導入の予定はございません。以

上です。 

○議長 與那覇朝輝 仲松正敏議員。 

○５番 仲松正敏議員 この学校での健康診断

の項目については、後で聞きたいと思います。

やはり病気は治療よりも、まずは予防が大切で

あると考えております。そのためには子供たち

の健康状態を知ることが大事だと考えておりま

す。それで、学校保健安全法の中で、本村の小

学生、中学生の健康診断時に血液検査は実施さ

れているか伺います。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課主幹 稲嶺盛

久。 

○教育総務課主幹 稲嶺盛久 お答えいたしま

す。 

 現在のところ、村内の小中学校では血液検査

は実施しておりません。 

○議長 與那覇朝輝 仲松正敏議員。 

○５番 仲松正敏議員 その血液検査に関して

ですけれども、なぜ学校現場で血液検査を実施

する必要があるかというと、先ほども言いまし

たけれども、病気は治療よりも予防が大切であ

ると。生活習慣病を起因とした糖尿病やがん、

肝疾患等の早期発見をする上で血液検査はとて

も有効な検査だと言われています。血液検査に

関しては現在、国の動きとして今後の健康診断

のあり方等に関する検討会が設置されました。

厚生労働大臣の発言もありますので、小中学生

を対象とした血液検査の検討も進められること

が想定されます。現段階では本村において血液

検査の実施はされていないとのことですが、今

後、国の動きを注視し、状況に応じて早目の対

応ができるよう検討されてはどうかと考えます

が、どうですか。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課主幹 稲嶺盛

久。 

○教育総務課主幹 稲嶺盛久 お答えいたしま

す。 

 先ほどの答弁でもお答えしましたように、現

在のところ予定はしていないのですが、今後国

の動向を踏まえながら学校医、学校歯科医、ま

た養護教諭や管理職、保護者等の意向を踏まえ

ながら動向を見ていきたいと考えております。 

○議長 與那覇朝輝 仲松正敏議員。 

○５番 仲松正敏議員 早目に保護者、学校関

係とも連携をとり、できるだけそれが実施され

るようお願いしたいと思います。 

 それと、沖縄県は生活習慣病を起因とした糖

尿病やがん、肝疾患等により65歳未満で亡くな

る人の割合が全国で一番高くなっているとは言

われています。20代の人の健診のデータを見ま

しても肥満度が高く、肝機能を示す数値の悪い

人が多いようです。そこで、もう少し早い段階

から生活習慣病予防についての取り組みが望ま

れるのではないかと思います。それで、教育委

員会管内の学校における健康診断において、学

校保健安全法施行規約で定められている項目以

外に教育委員会独自に追加健康診断項目はあり

ますか。先ほど健康診断での項目はいろいろ話

されておりました。それ以外に教育委員会独自

で追加項目があるかどうかお聞きします。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課主幹 稲嶺盛

久。 

○教育総務課主幹 稲嶺盛久 お答えいたしま

す。 

 先ほどの答弁でもお伝えしましたが、現在の

ところ教育委員会としましては、この小児生活

習慣病に関する特別な検査項目を予定してはお

りませんが、先ほどの身長、体重以外にも視力

の検査または心電図などで生活習慣に関する項

目も取り上げられると考えておりますので、現

在のところ予定はしておりません。 

○議長 與那覇朝輝 仲松正敏議員。 

○５番 仲松正敏議員 なぜ、これ以上この検

査項目をふやさないのか。その理由はどういっ

た理由ですか。 
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○議長 與那覇朝輝 教育総務課主幹 稲嶺盛

久。 

○教育総務課主幹 稲嶺盛久 お答えいたしま

す。 

 健康診断以外にも生活調査等のアンケートを

行っていると先ほど述べましたけれども、それ

におきましてまた家庭訪問等でも保護者との面

談を行っております。それに伴って健康診断に

加えまして聞き取り調査等を行っていますので、

現段階としましては、このような既存の健康診

断等で把握できるかと思っております。しかし、

やはりそこで見つけられないところもございま

すので、それに関しましては専門医の学校医が

健康診断を行い再検査の通知も学校では行って

おります。その再検査をきちんと保護者にお伝

えし、そこから受診を促すような働きをしてい

きたいと考えております。ですから改めてでき

ないというような理由ではなく、今行っており

ます健康診断等で対応しているという状況です。 

○議長 與那覇朝輝 仲松正敏議員。 

○５番 仲松正敏議員 いうなれば、今行って

いる健康診断項目とそれから家庭訪問、いろい

ろあわせて、まだやる必要がないということで

すか。都道府県教育委員会による学校おける健

康管理に関する調査で、追加健診項目を調査し

たところ、市区町村教育委員会については、

1,741件この調査を配布したところ、そのうち

1,330件から回答があり、追加項目について次

の内訳の項目があります。１つ目、貧血につい

ての血液検査432で33.2％、それから生活習慣

病についての血液検査も305で23.5％、血液検

査111で8.5％、運動検査66で5.1％、視覚検査

30で2.3％。今５つ挙げましたけれども、この

５つの検査以外でも36、それから57.5％、検査

項目をされているようであります。それで、こ

の検査結果からもわかるように、全国では追加

健診をされているようですから、本村の学校で

も子供たちの健康、生活習慣病の予防のために

も追加健診項目が必要ではないかと考えますが、

改めてお聞きしますが、今の全国の学校の調査

からもわかるように、いろいろ学校ではされて

いるような感じであります。それで、その検査

項目をふやす検討はされないかどうか、もう一

度伺います。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課主幹 稲嶺盛

久。 

○教育総務課主幹 稲嶺盛久 お答えいたしま

す。 

 先ほどのデータ、参考になりました。1,330

件余りの市町村から30.5と該当する市町村がそ

れを行っているという事実を確認いたしました。

ありがとうございます。現在のところ、中城村

においては実施しておりません。今後も運動の

推進に取り組みながら、規則正しい生活習慣の

確立に努めて取り組んでまいりたいと考えてお

りますが、村内の学校医、先ほど話しました歯

科医、養護教諭、管理職等も含めまして、国の

動向を注視しながら検討していくかどうかを判

断していきたいと考えております。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 仲松正敏議員。 

○５番 仲松正敏議員 ぜひ、国の動向それか

ら他市町村のそういったデータも検討しながら、

子供たちの健康を守る意味で検討されるようお

願いいたします。 

 児童生徒の生活習慣病への対策は家庭や学校

のみが取り組むだけでは効果は薄く、行政とし

て村のかかわりが大切であると考えます。近年、

生活習慣病予防健診に取り組む自治体がふえて

いると聞きます。やはり本村も学校保健安全法

の小学生、中学生の健康診断時に血液検査の実

施に向けた検討が必要だと考えます。血液検査

は先ほども言ったように、小児生活習慣病の早

期発見につながると言われています。その検査

結果は保護者に返すだけではなく、その子の生

活習慣とリンクさせて学校医、養護教諭、栄養

士、保護者と情報を共有し、その後の指導に結
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びつけていくことが必要かと思います。小児生

活習慣病は早期であれば、半年ぐらいの食事療

法で完治する率が高いと言われておりますので、

成人病の予備軍の小児生活習慣病をなくすこと

は、国民健康保険医療費の負担軽減にもなりま

すので、血液検査の早期実施を考えてはどうか。

村長の見解もお聞きします。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 お答えいたします。 

 今内容を一生懸命私の頭の中で考えていまし

たけれども、もちろん学校現場等の意見も聞き

ながら一緒になってやっていくものだと思って

おりますので、ただ、議員がおっしゃるように、

議員のお話を聞いていますと、恐らく医療費等

の負担軽減につながることではあるだろうなと

いう思いはありますので、もう一度、きょう実

は初めて議員からお話を聞いておりますので、

持ち帰ってしっかり相談しながら考えていきた

いと思っております。 

○議長 與那覇朝輝 仲松正敏議員。 

○５番 仲松正敏議員 やはり、私としても行

政のトップである村長の見解を聞かないと、ま

たきょう眠れないようなことになりかねません

ので、ありがとうございます。やはり中城村の

宝である子供たちの健康を考えて、子供たちが 

生活習慣病にならないようにするには、私たち

大人の責任だと思います。家庭生活の問題だけ

にせず、学校、家庭、行政が連携を密にし、子

供たちの健康を考えていく必要があると思いま

す。 

 次、大枠２番のほうに移ります。まず、この

11月11日の島ニンジンの日制定については、確

かに11月初旬から中旬ごろはまだまだ島ニンジ

ンを出荷するには早いかなと私自身も思います。

昨年でしたか、吉の浦会館で野菜フォーラムが

あったときも、来場者に配っていた島ニンジン

も小ぶりでしたし、色もいいとは確かに言えま

せんでした。やはり島ニンジンを周知し、普及

や販路拡大を目指す目的で制定するには、島ニ

ンジンがしっかり成長した時期に合わせること

が大事だと思います。ぜひ農家さんやＪＡと

しっかり話し合っていい日を設定していただき

たいと思います。 

 施政方針の中から読み上げて続けていきたい

と思います。本村の農業は衰退傾向にあり、兼

業率の高さに加え、就業者数の減少や労働力の

高齢化等の問題を抱えており、担い手の確保育

成、経済性の向上など、安定した営農の実現に

向けた仕組みづくりが急務となっており、その

ため中城村の農業を取り巻く社会情勢や、国及

び沖縄県の動向等を踏まえ、本村の農業振興を

総合かつ計画的に推進するための中城村農業振

興ビジョンの作成に取り組んでいくと。また、

昨年再発足いたしました村農業青年クラブや生

産組織の育成にも努め、県などの関係機関と連

携し営農指導を強化することで農業経営の改善

及び栽培技術向上を目指していく。以上のこと

を村長は施政方針で述べておりました。施政方

針の中で本村の農業は衰退傾向にあり、兼業率

の高さに加え、今さきも話しましたけれども、

このような問題の解決には担い手の確保、育成、

経済性の向上など、安定した営農の実現に向け

た仕組みづくりが急務となっていると考えてお

られるようですが、このようなさまざまな問題

に対してどのような取り組みをされていくのか

お聞きいたします。 

○議長 與那覇朝輝 農林水産課長兼農業委員

会事務局長 比嘉義人。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 比嘉義

人 それではお答えします。 

 担い手の確保については、現在農業青年クラ

ブを中心に話題を持ちかけていますが、農業を

する若者がいないのが現状です。去年ニンジン

洗い機を６機導入し、農家の労働力の軽減を

図ってまいりました。島ニンジンを掘るための

バックフォー１機があり、今年度はバック
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フォーを１機、収穫時にリースをしていく予定

です。育成、経済性の向上につきましては、農

業指導員、ＪＡ、農業普及センターと連携を図

りながら努めてまいりたいと思います。経済性

の向上については、年１回の南中部農産物フェ

ア等を行い、中城村の野菜を村内外でＰＲ活動

を行うことで販路が拡大され、育成、経済性の

向上につながっていくと考えます。 

○議長 與那覇朝輝 仲松正敏議員。 

○５番 仲松正敏議員 同じく施政方針の中で、

中城村農業振興ビジョンの作成に取り組むとあ

るが、農業振興ビジョンの内容について、いま

一度お聞きします。 

○議長 與那覇朝輝 農林水産課長兼農業委員

会事務局長 比嘉義人。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 比嘉義

人 それではお答えします。 

 中城村農業振興ビジョンの内容は、中城村の

農業は年々農業就業者数や生産高が減少してい

る。そのため村の特性や魅力を生かした農業を

推進することを目的に、農業振興ビジョンを整

備します。内容につきましては２カ年かけて作

成する計画で、初年度となる平成30年度は本村

の農家の現状と課題を把握するため、アンケー

ト調査やヒアリングを実施し分析を行います。

２年目の平成31年度は分析結果をもとに、営

農・農地作物及び農観光などの農業全般に網羅

したビジョン作成に取り組みたいと考えており

ます。 

○議長 與那覇朝輝 仲松正敏議員。 

○５番 仲松正敏議員 これまで事業の中で、

わったー島ヤサイ産地力事業があったと思うが、

今も継続事業をされているのかお聞きします。 

○議長 與那覇朝輝 農林水産課長兼農業委員

会事務局長 比嘉義人。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 比嘉義

人 お答えします。 

 わったー島ヤサイ産地力強化事業は平成27年

から平成29年度で事業は終了しております。 

○議長 與那覇朝輝 仲松正敏議員。 

○５番 仲松正敏議員 このわったー島ヤサイ

産地力事業が終わったということで、それにか

わる島ヤサイ産地拡大事業があるとお聞きしま

したけれども、その事業の目的、それと事業主

体はどうなっているか。 

○議長 與那覇朝輝 農林水産課長兼農業委員

会事務局長 比嘉義人。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 比嘉義

人 それではお答えします。 

 この事業は沖縄県の沖縄21世紀農林水産振興

計画に基づき、県内で伝統的に食されてきた野

菜である島ヤサイの産地強力強化を推進するた

め、安定生産技術の現場検証とその効果の確認

による生産農家への普及啓発及び販売促進活動

による島ヤサイの消費拡大を図ることを目的と

しております。村で補助は行います。 

○議長 與那覇朝輝 仲松正敏議員。 

○５番 仲松正敏議員 その事業は村で行うと

いうことですが、それの補助率と、それからこ

の事業の対象作物としてどのようなものを考え

ているか。また、対象作物はどうやって決めて

いくのか。それと、期待できる事業の効果もお

聞きしたいと思います。 

○議長 與那覇朝輝 農林水産課長兼農業委員

会事務局長 比嘉義人。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 比嘉義

人 それではお答えします。 

 島ヤサイ産地拡大に向けた推進活動、協議会

の開催、調査の実施検証、試験の実施及び啓発

活動とする経費になります。補助率は２分の１

です。対象作物につきましてはウンチェー、シ

マナー、島ニンジン、島ラッキョ、ターンム、

ナーベーラー、ニガナ、ハンダマ、フーチバー、

モウイ、カンダバー、野菜、パパイヤ、その他

県知事が認める品目ということで島ダイコンも

入っております。中城村では、島ニンジン、島
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ダイコン等を考えていますが、農業指導員とＪ

Ａ農家と相談をして決定していきたいと思いま

す。期待できる効果としては、島野菜の安定生

産可能な産地が育成され生産拡大が図れる。島

野菜が新たな経済品目として有利な販売が図れ

ることで、農家の所得向上につながると思いま

す。 

○議長 與那覇朝輝 仲松正敏議員。 

○５番 仲松正敏議員 ぜひ、その事業の効果

が上がるように期待しております。これまでも

島ニンジンについて何度か質問しましたが、栽

培技術の指導を中心に取り組み、生産向上を

図って、最終的に拠点産地の指定を目指したい

との考えをお聞きしてきましたが、これまでの

取り組みの成果をお伺いいたします。 

○議長 與那覇朝輝 農林水産課長兼農業委員

会事務局長 比嘉義人。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 比嘉義

人 お答えします。 

 平成27年度は特性の調査、根色の遺伝、環境

変異の調査、栽培法の検討をいたしました。平

成28年度は優良種子の選別、成分分析。平成29

年度は改良集団の作成、栽培方法の確立、栽培

密度実験の再検討。平成30年度はＤＮＡの確定

に向けた作業準備を行う予定です。効果として

は根色、黄色の島ニンジンの良質な種子の選別

に近づいていると考えます。中城村で取り組む

事業としては販促活動、県と共同で島ニンジン

の緑化防止のフィルム開発、フィルムで緑化が

抑えられ、店頭に置ける日数が長くなった。販

促活動については、南中部農産物フェアーを開

催したことで、村外に島ニンジンの知名度が上

がったと考えます。 

○議長 與那覇朝輝 仲松正敏議員。 

○５番 仲松正敏議員 このＤＮＡの解析が平

成29年度からされていて、ことし平成30年度に

はＤＮＡの判定が決定される予定と言われまし

たけれども、私にしてみれば疑問に感じるとこ

ろもありますが、期待したいと思います。そう

なれば混植も安定してくるし、島ニンジンの良

質な種子が広まり販売でも有利になり、農家所

得の向上にもつながると考えます。ぜひ期待し

たいと思います。 

 島ニンジンの緑化防止フィルムの件ですが、

その効果ですが、フィルムに入れたニンジンの

緑化は確かに抑えられたと思います。私は

ニューマンに出かけて、このフィルムに入れた

ものがあって、二、三日続けて見に行ったんで

す。確かに日数が長くなって、色がそのまま変

化しないで長くなっているのがわかります。す

ばらしいものを開発されたと思います。ただ、

このフィルムの大きさの種類をあと何種類かふ

やせないか、そういう話を農家より聞きますが、

今までのフィルムは袋のサイズは１種類ですか。

ですよね。これを農家は、それを中心に少し大

きめとか、もう少し小さいの、あるいはまた少

し幅の。今まではたしか２本しか入らないとこ

ろだと思うんですよ。それを３本ぐらい入ると

か。そういうものを農家は希望しておりますの

で、ぜひそのほうも実現できるようにお願いい

たします。中城島ニンジン系統保存についても

う一度お聞きしますが、中城島ニンジン系統事

業が平成30年度から平成32年度まで実施される

ことになっているが、この事業は平成24年度に

北浜地区に１棟、南浜地区に１棟、和宇慶地区

に１棟のビニールハウスを建てたが、ハウス１

棟、たしか50万円でしたか。80万円の予算で建

てたと思いますが、そのハウスの目的は島ニン

ジンの黄色系統に統一し、継続していく目的と

して選抜した島ニンジンの種子を栽培し、生産

農家へ配布する目的の事業だったと思いますが、

今回の中城島ニンジン系統保存事業は別に目的

があっての事業なのか、それとも継続事業なの

か。その辺どうですか。 

○議長 與那覇朝輝 農林水産課長兼農業委員

会事務局長 比嘉義人。 
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○農林水産課長兼農業委員会事務局長 比嘉義

人 お答えします。 

 議員おっしゃるとおり、島ニンジンの種子を

栽培する目的で設置いたしました。今回も島ニ

ンジンの種子を栽培するのが目的の事業です。

ビニールハウスを設置してから数年が過ぎてビ

ニールが破損しているため、張りかえ事業を進

めてまいりたいと思っています。 

○議長 與那覇朝輝 仲松正敏議員。 

○５番 仲松正敏議員 このビニールハウスの

事業の目的、島ニンジンの種子を栽培し、生産

農家へ配布する事業だと思いますが、平成24年

から始まっているんですけれども、なかなか私

の見た限りではこの種子が配布されていないよ

うな、それも栽培されているかも疑問に思いま

すが、どうして種子が栽培されなかったのか、

その辺。 

○議長 與那覇朝輝 農林水産課長兼農業委員

会事務局長 比嘉義人。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 比嘉義

人 お答えします。 

 議員おっしゃるとおり、この事業については

平成20年度から開始し、ビニールハウスが完成

したのは平成26年度で、平成27年度については

島ニンジンの種子の植えつけは行っておりませ

ん。平成28年度には１軒の農家が種子の植えつ

けを行っており、平成29年度は農業指導員で２

カ所で植えつけを行っております。１カ所につ

きましては、農家との調整がおくれたため植え

つけはできませんでした。農林水産課として今

後農家と調整を早目に行い、有効活用してまい

りたいと思っております。 

○議長 與那覇朝輝 仲松正敏議員。 

○５番 仲松正敏議員 それでは、いつごろか

らこのビニールハウスで育てた種子が生産、再

配布されるか。これでは事業を執行していると

は到底思えないし、また予算の無駄遣いとしか

思えないが、生産農家も役場は一体何をやって

いるんだという不信感も出てくるし、この事業

は本当に実行できるのか。課長の考えをしっか

りお聞きしたいと思います。 

○議長 與那覇朝輝 農林水産課長兼農業委員

会事務局長 比嘉義人。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 比嘉義

人 お答えします。 

 琉大との島ニンジン栽培研究で時間を要した

ことにつきましては御理解をいただきたいと思

います。現在研究で選抜した良質な種子を今年

度植えつけ、平成31年度からは農家に試験的に

配布する予定であります。 

○議長 與那覇朝輝 仲松正敏議員。 

○５番 仲松正敏議員 事業というのは時間を

かけて計画書をつくり実施していくわけで、ま

してや予算を使っていくものだから、結果を出

さないと何の意味も持たないと思います。これ

から、農家の期待を裏切らないようにしっかり

取り組んでもらいたいと思います。今答弁され

たように、平成31年度から農家にしっかり配布

するという答弁でしたので、しっかりと責任を

持って実施するようお願いいたします。 

 島ニンジン生産農家にとって島ニンジンの植

えつけから収穫までは、皆さんもある程度認識

されていると思いますが、６月ごろから土づく

りが始まって７月、９月いっぱいまで種まき、

その後間引きが始まって12月の初めごろから２

月いっぱいまで収穫します。農家というのは、

野菜づくりも大変な作業ではありますが、特に

島ニンジンの収穫作業はきつい仕事で、島ニン

ジンの長さが約35センチから45センチ、それが

長いもので50センチを超えるものもあります。

それを二股の道具、ティブクという道具を使っ

て掘るわけですが、若い青年でも嫌がるきつい

仕事であります。ましてや島ニンジン生産農家

の方々はもうほとんど高齢化して、後継者もほ

とんどいない状況です。そのときに平成24年度

に導入された島ニンジン掘り機、バックフォー
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のおかげで島ニンジンの収穫が大分楽になった

と農家から聞いております。しかし、生産農家

の数に対して、このバックフォーは今１台でで

すね。１台は到底使いたくても使えない農家も

出てくるわけで、やはり均等に使えるためには、

バックフォーをもっとふやしてほしいという農

家の要望がありますが、課長もそこのところは

しっかりとわかっていると思います。私は以前

にも一括交付金を活用しバックフォーをふやせ

ないかという質問をしましたが、先ほどの答弁

で１台リースして２台にふやすと話しておりま

したが、それを２台にできないかお聞きします。

結局３台になるわけですね。 

○議長 與那覇朝輝 農林水産課長兼農業委員

会事務局長 比嘉義人。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 比嘉義

人 お答えします。 

 島ニンジン掘り機のバックフォーにつける爪

というのがありまして、特殊な掘り機の爪です。

現在爪は２台あります。あと１台は特殊でこれ

からまた発注するということになってくると、

果たして予算上発注できるのかどうかわかりま

せん。農家と調整しながら、ことしはこの２台

で進めてまいりたいと考えております。 

○議長 與那覇朝輝 仲松正敏議員。 

○５番 仲松正敏議員 爪が２つあるというこ

とで、じゃああと２つリースされる可能性はあ

るわけですね。 

○議長 與那覇朝輝 農林水産課長兼農業委員

会事務局長 比嘉義人。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 比嘉義

人 お答えします。 

 爪のほうはリースはございません。あくまで

もバックフォーのみです。特殊な爪ですから、

バックフォーをリースしてもその爪がなければ

ニンジンは掘れませんので、先ほども申しまし

たように、ことしは２台ありますので、２台で

進めてまいりたいと思っています。 

○議長 與那覇朝輝 仲松正敏議員。 

○５番 仲松正敏議員 ぜひ農家にとってこの

ニンジン掘り機が収穫の作業で大変楽になった

ということを聞いておりますので、これから後、

若い農業の担い手が育つように、少しでも農家

の負担を減らす意味でぜひこのバックフォーを

和宇慶に１台、南浜に１台、北浜に１台という

ことで導入されるよう頑張っていただきたいと

思います。以上をもちまして私の一般質問を終

わります。 

○議長 與那覇朝輝 以上で、仲松正敏議員の

一般質問を終わります。 

 休憩します。 

休 憩（１４時３２分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１４時４６分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 続きまして新垣貞則議員の一般質問を許しま

す。 

○６番 新垣貞則議員 それでは通告書に基づ

いて６番 新垣貞則の一般質問を行います。 

 大枠１番、久場地区の環境整備について。①

東海産業の北側護岸整備、高潮対策は。②賀武

道線横の久場地区から泊地区までの農道整備は。

③久場地区から泊地区の排水路・護岸の環境対

策は。 

 大枠２番、海岸を整備して、住みよい村づく

りを図る。①吉の浦公園の護岸の草刈り対策は。

②モール周辺の海岸を整備して、観光推進を図

るには。③「吉の浦公園から屋宜」まで、海岸

の未整備の取り組みは。 

 大枠３番、中城中学校を沖縄一にする。①中

城中学校の環境課題は。（校門前の交通安全対

策は。砂場の設置は。陸上部部室前の排水路対

策は。）②生徒の県内・県外派遣に関する助成

金要項の目的は。③中城中学校を沖縄一の学校

にする取り組みは。以上、簡潔な答弁をお願い

します。 
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○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 それでは新垣貞則議員の御

質問にお答えします。 

 大枠１番につきましては都市建設課と農林水

産課、大枠２番につきましては都市建設課と企

業立地観光推進課、大枠３番につきましては教

育委員会のほうでお答えをさせていただきます。

私のほうでは御質問の海岸の整備についての御

質問ですけれども、きのうの新垣博正議員の御

質問にもお答えしましたけれども、今後中城に

おいては城跡以外の観光資源の部分で考えたと

きには、この海岸というのは大きなキーワード

になるだろうというお話をさせていただきまし

た。今現在でも中城の吉の浦海岸一帯で、例え

ばビーチスポーツだとか、あるいはアクティビ

ティで何か展開ができないだろうかとか、いろ

いろな提案もございますので、御質問の海岸の

整備も含めて今後観光資源として見出せるかど

うか真剣に検討してまいりたいと思っておりま

す。詳細につきましてはまた原課でお答えをさ

せていただきます。以上でございます。 

○議長 與那覇朝輝 教育長 比嘉良治。 

○教育長 比嘉良治 こんにちは。中城中学校

を沖縄一にするという取り組みということです

が、スポーツ面においては既に去年、女子駅伝

で沖縄一になっています。学校現場と連携して、

今年度もその取り組みを継続して行うことが大

事だと思っています。また、私も土曜日、日曜

日に行われる大会等にできるだけ応援に行って、

生徒、顧問教師の激励を行っているところです。

学力もスポーツも指導者の指導力がとても重要

であると考えています。教育長としては人事面

で指導力のある人材を配置していただくよう、

中頭教育事務所にお願いをしているところです。

前年度も校長、教頭を初め、教諭に関しても人

材の充実を図ってきました。さらに今年度から

指導主事を２人制にしたことで、学校現場に指

導主事が足を運び指導助言する機会が多く持て

るようになりました。きのうもそしてきょうも

事業研究会に行って指導助言を行っているとこ

ろでございます。今後の取り組みとして、生徒

会の活動を活性化させて、子供たちが主体的に

活動し、子供同士でお互いを認め合う支持的風

土の醸成による授業の充実や学習に取り組む雰

囲気づくり、そして生徒同士で教え合い、学び

合いができるようにすることと、悪いことは生

徒同士で注意ができる環境づくりをしていきた

いと思っています。それによって教員は人事異

動で転勤しても、生徒から生徒へよい伝統がい

つまでも受け継がれていきます。中城を愛し、

生まれ島に誇りを持てる人に育てたいと考えて

います。 

 ①、②に関しては教育総務課長のほうからお

答えさせます。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 新垣貞則議員の御

質問にお答えします。 

 大枠１の①東海産業の北側護岸については、

北中城村の熱田海岸から続く旧護岸が整備され

ております。高潮対策については整備されてい

ないようです。③沖縄電力背後公有水面につい

ては、平成28年度に泊側の流末に鋼管を設置し

ました。その設置したことで環境は改善されて

います。 

 大枠２の①、吉の浦公園の海岸については中

部土木の管轄となっております。管理者の中部

土木に対して何度か環境対策をするよう要望を

しておりますが、引き続き要望していきたいと

思います。③当間から屋宜の海岸は「琉球諸島

沿岸保全基本計画」の中で海岸環境を積極的に

保全する区域となっており、海岸の整備計画は

現在予定されておりません。 

○議長 與那覇朝輝 農林水産課長兼農業委員

会事務局長 比嘉義人。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 比嘉義

人 新垣貞則議員の大枠１②についてお答えし



― 177 ― 

ます。 

 久場地区農地保全整備事業は昭和61年から平

成11年まで県営で行われた事業で、その後、中

城村に移管されました。工事が行われていない

箇所については当時地主２名の反対で用地買収

ができなかったとお聞きしています。その後、

１名の地主が死亡したため、現在相続問題が解

決しておりません。今後の見通しについては、

相続問題が解決しない限り工事の再開は厳しい

と思います。 

○議長 與那覇朝輝 企業立地・観光推進課長 

比嘉 保。 

○企業立地・観光推進課長 比嘉 保 では、

新垣貞則議員の大枠２の②について答弁いたし

ます。 

 久場地区の海岸の管理が沖縄県となっている

ことから、観光を推進する整備へは現在至って

おりません。今後、中城村の砂浜、海岸を利用

したスポーツイベントの支援事業、公募型の沖

縄県の補助金があるんですけれども、こちらを

活用してこのスポーツツーリズムを推進する、

観光に新たな付加価値を加えた魅力ある観光を

推進して、観光ブランドを形成していく事業の

検討を進めてまいります。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課長 比嘉健治。 

○教育総務課長 比嘉健治 では、大枠３の①

及び②についてお答えします。 

 ①の交通安全対策についてですが、中学校校

門北側の村道、朝の通学時間帯の渋滞緩和とし

て、３月末に公安委員会による交通規制標識設

置工事が終了し、現在一方通行となっています。

また、校門前やその周辺におきましては、これ

までも議員を初め地域の方々の御協力をいただ

き、朝の交通安全指導への御協力をいただいて

います。また、学校側においても看板設置によ

る校門前での下車の注意喚起など、保護者の御

理解と御協力を得ながら交通安全に取り組んで

います。グラウンドにある砂場等についてです

が、現在設置に向け学校側と調整を行っている

状況です。 

 続きまして排水対策についてですが、中学校

も把握しておらず、またこれまでも報告がな

かったため、教育委員会としても把握しており

ませんでしたが、排水路に砂等が沈滞している

状況でした。対応については、学校側での管理

の範囲で、またＰＴＡの作業において対応する

ということでありましたが、都市建設課と調整

をしまして、本日維持管理作業員を動員するこ

とができました。現在作業を終了しているとこ

ろであります。 

 ②の生徒の県外等派遣ですが、中学校の生徒

が学校教育活動の一つとして、中学校体育連盟

または文化連盟主催の運動競技、文化活動にお

いて中頭地区や沖縄県を代表して参加するため、

県内離島または県外に派遣される場合の経費に

対し助成金を交付することにより、保護者の経

済的負担軽減を図ることを目的としています。

以上です。 

○議長 與那覇朝輝 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 それでは大枠１番、久

場地区の環境問題、①東海産業の北側護岸整備、

高潮対策について再質問します。 

 久場の又吉さんの後浜原1881番地の土地の東

海産業の北側の護岸です。去年の10月に発生し

た台風22号の影響で、海からの漂流した空き缶

や海藻、ペットボトル、ガラスの破片などのご

みが護岸や土地に散乱していました。親族一同

で片づけて、大きなごみ袋の４つになり、また

この東海産業の護岸はふだんから高潮に悩まさ

れ、波が集中する場所となっていますが、その

原因は何でしょうか。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 現地は琉球政府時

代に整備された護岸であります。高潮の場合に

波が集中するのは、自然的な現象であると思わ

れます。また、その箇所については、東海産業
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と護岸とのクランクに当たることから、ごみな

どが流れつきやすくなると考えられます。 

○議長 與那覇朝輝 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 この原因は高潮被害は

熱田漁港の消波ブロックがあるんですよ。消波

ブロックと東海産業に挟まれて波が集中する場

所となっているから高潮対策になっているんで

す。そういうことが原因でなっていますので、

それで海岸沿いの背後には農地や住宅、工場な

どがあり、現在の護岸は消波ブロックがなく、

台風直撃、または台風接近には大粒の波打ちが

あり、住宅や農作物、工場への塩害が発生し、

地域住民は困っています。その改善策はどのよ

うに考えていますか。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 調べた範囲内で現

地についての越波の被害の報告はありませんが、

台風時の状況等を確認した上で、県の港湾課と

協議したいと考えております。 

○議長 與那覇朝輝 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 地主の皆さんが塩害対

策として約2.2メートルの盛り土をしてありま

すが、改善に至っておりません。この一帯は中

城村、北中城村の両村にまたがり、行政の境界

に当たるため改善に至っておりません。熱田地

区、久場地区にとっては非常に困っています。

ここを整備したら近隣住宅も塩害の緩和、農地

の復活、それから遊歩道として活用ができ、両

村の健康増進が図れます。土地利用の有効活用

が図れる効果があります。ぜひ両村を交え県の

担当課と高潮対策事業について会議する必要が

あります。中城村、北中城村、県港湾課と高潮

対策連絡会議を開催する考えはないでしょうか。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 現地については前

年度、住宅建築予定の方からも村に連絡があり

ました。その際にも県の港湾課に担当が電話連

絡をしておりますが、被害状況も把握できてい

ない、また地域からの要望がないため検討しか

ねるという返事がありました。今回、久場自治

会からの要望も６月８日付で届いておりますの

で、中部土木事務所のほうに要望していきたい

と思います。 

○議長 與那覇朝輝 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 今答弁があったように、

平成30年６月８日、久場自治会から高潮対策事

業についての要請文書が出されていると思いま

す。もう一度確認しましょうね。私は中城村、

北中城村、県港湾課とこの高潮対策連絡会議を

開催する考えはないですかと聞いています。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 お答えします。 

 まず中部土木事務所と協議し、必要であれば

両村にまたがっていますので、北中城村、久場

地区、熱田地区と必要があれば会議を持ちたい

と思います。 

○議長 與那覇朝輝 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 こういった課題は三者

連絡会議を開催することで改善されると思いま

すので、ぜひやられてください。 

 次に、②の賀武道線横の久場地区から泊地区

までの農道整備について質問します。この久場

地区農地保全１号関連農道が整備されたら、中

城村の活性化が図れます。どんな方法をやれば

道が整備できるかの質問をします。相続の問題

があると思います。かつ、これをつくった場合

のメリットの話をします。 

 久場地区農地保全１号線の農道や久場から泊

地区までの道、約80メートルが未整備で車や人

が通れませんので、地域住民は困っています。

この事業は何年に実施され、事業名と事業内容、

目的は何ですか。この農道は久場の賀武道線横

から泊のどこが終点で、久場から泊へ合計で約

何メートルありますか。 

○議長 與那覇朝輝 農林水産課長兼農業委員

会事務局長 比嘉義人。 
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○農林水産課長兼農業委員会事務局長 比嘉義

人 それではお答えします。 

 期間が昭和61年から平成11年までとなってお

ります。事業名と事業内容、目的ですが、事業

名が久場地区農地保全整備事業、事業内容は農

道整備が主です。目的は農道排水を整備するこ

とで、地域においては通作、収穫作業の利便を

図り、労働生産を高めることができ、サトウキ

ビ大型車両の運搬に際してＵターンなど、困難

を生じた農道を開通することにより、安易に運

行できる周辺農地の土地利用も促進できます。

また、間知ブロック等を整備することで農地の

侵食を防止し、農家の反収を上げることが目的

であります。起点終点について、伊舎堂533－

１、県道146号線、青葉苑手前から終点、久場

926－４、賀武道線までの1,230メートルです。

できなかった理由としては、工事が行われない

箇所については、当時２名の地主の反対で用地

買収ができなかったとお聞きしています。 

○議長 與那覇朝輝 休憩します。 

休 憩（１５時０９分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１５時０９分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 この久場から泊までの

農道、未整備の80メートルです。ここを整備し

た場合にどういった効果が得られると思います

か。この未整備の約80メートルの農道を整備し

た場合の予算は80メートルの予算ですよ。幾ら

ぐらいかかりますか。 

○議長 與那覇朝輝 農林水産課長兼農業委員

会事務局長 比嘉義人。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 比嘉義

人 それではお答えします。 

 整備のメリットと効果ですけれども、農家が

遠回りせずに畑に行けることがメリットかもし

れませんが、議員も御存じのように、現在遊休

地や墓地の建設や不法放棄も多く、整備の効果

も望めません。予算についてですが、当時の予

算で大体2,000万円ぐらいの費用がかかると聞

いています。現在に直すと大体3,000万円ぐら

いかかるのではないかと予測されます。 

○議長 與那覇朝輝 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 この未整備の道路整備

をすることによって久場から泊までの交通が便

利になり、農地の復活、土地利用の有効活用に

いろいろな形で地域の活性化につながると思い

ます。この未整備の道路の一番の課題は、地権

者の同意が得られない理由で工事がストップし

たと思います。地権者も変わりましたので、地

権者と交渉して相続の問題等があります。先ほ

ど距離が1,280メートルあります。残り80メー

トルを整備したら、１本の道ができると思うん

ですよね。この道ができることによって中城村

にとってすごい効果が得られると思います。私

はそう思っております。それで先ほどの答弁で

は3,000万円以上かかります。効果としては80

メートルの整備をすることによって1,230メー

トルの１本の道ができるわけですよね。これは

そのまま放っておくということ自体、非常に

もったいないと思っています。この80メートル

を整備することによって泊から久場の道ができ

ます。そういうことで、補助事業が多分ないと

思いますが、これは一般財源でもつくれないか。

そういった可能性とかもないですか。そのまま

放っておくということ自体が非常に中城村に

とってはデメリットかなと思っていますので、

そういうことで一般財源でもつくれないのか。 

○議長 與那覇朝輝 休憩します。 

休 憩（１５時１３分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１５時１３分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 農林水産課長兼農業委員会事務局長 比嘉義

人。 
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○農林水産課長兼農業委員会事務局長 比嘉義

人 それではお答えいたします。 

 先ほども答弁しましたけれども、２名の地主

の説得、そのうち１名に関しては相続問題が解

決しないということがありまして、よって、相

続問題が解決しない限り工事の再開は見込めな

いということで、まずは相続問題を解決した後

に、その後、財政とも調整をしてまいりたいと

考えています。 

○議長 與那覇朝輝 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 この道がストップした

のも地権者の同意が得られなかったという理由

だと思っています。今、農林水産課長が言って

いるのは相続の問題があると。そういったこと

を解決して、この１本ができたら1,230メート

ルの道ができますので非常にもったいない。80

メートルの道を整備したら１本の道ができます。

そういうことで同意を得られるように頑張って

ください。 

 次に③久場地区から泊地区までの排水路、護

岸の環境対策について。久場公民館の下の排水

路は、排水路からの木が大きくなり、護岸は人

が通れないほど木が大きくなり、環境を悪化し

ていました。その対策はどのようにしましたか。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 お答えします。 

 御指摘がありましたので、都市建設課のほう

で５月16日に木は伐採いたしました。 

○議長 與那覇朝輝 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 今、都市建設課から答

弁があり、５月16日に都市建設課のほうで排水

路の木を伐採したおかげで公民館の下の排水路

もきれいになり、護岸もきれいで人が通れるほ

どになりました。御苦労さまでした。伐採した

木を農道に置き、農道に置いた木を久場自治会

で片づけをしました。役場と久場と役割を分担

したおかげで護岸も農道もきれいになりました。

この排水路の護岸環境問題もお互い同士で協力

すれば解決できる方法の質問をします。 

 まず護岸の環境問題から質問します。発電所

入り口の護岸、現在鉄筋業者の後ろの護岸は犬

や猫のふんがたくさんあり、人が通れないほど

ありましたので環境が悪化しています。その対

策はどのようにしましたか。 

○議長 與那覇朝輝 住民生活課長 津覇盛之。 

○住民生活課長 津覇盛之 それではお答えい

たします。 

 この現場については議員から御指摘がありま

して、その後現場を確認しまして、注意看板を

設置しております。その後はこのふん等の放置

はある程度改善されたかと思います。 

○議長 與那覇朝輝 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 住民生活課長から答弁

がありましたように、立て看をやってから改善

されています。御苦労さまでした。 

 次、久場地区から泊地区までの水路の環境問

題については、約７年前からこの課題を解決す

るようにという要請をしています。あちらこち

らにヘドロや土砂がたまり、去年は排水路の中

の中央部ですが、水が減って８月３日には約１

万匹の魚の死骸があり、悪臭がしています。水

が淀み、排水路の環境を悪化しました。その対

策はどのようにしましたか。そして県は久場か

ら泊までの排水路は埋め立てする計画があるそ

うですが、そういった話は聞いていますか。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 魚の大量死に関し

ましては、暑さ等で同じ時期に県総合運動公園

においても大量死があったと思います。泊地区

については、大量死の直後に雨が降り、その問

題は解消しております。埋め立てに関する計画

ですけれど、ことしの５月18日に県港湾課とこ

の公有水面についての協議がありました。その

中で対策案ということで、具体的に実現性も乏

しいと思いますが、担当の方から埋め立てをし

て緑化という案もあるよねということは言って
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おりました。今後も港湾課も積極的にこの問題

を解決していくという方向性ですので、私たち

も一緒になってまた協議していきたいと思いま

す。 

○議長 與那覇朝輝 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 今、この久場から泊ま

での排水路の課題を解決するには中城村、県、

地元、久場、泊、３者間で問題解決する話し合

いをする必要があると思っています。問題を解

決するために先ほど都計課長からありましたよ

うに中城村、県、地元、３者間で排水路対策会

議をすることによって、この課題が解決すると

思います。そういうことで、そういった３者間

の排水路対策連絡会議を開催する考えはないで

しょうか。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 県の港湾課もその

問題については、喫緊の課題であるということ

で認識しております。沖縄県は、県、中城村、

電力、３者で協議して解決したいと言っており

ましたので、必要であればまた県の港湾課と協

議して検討してまいりたいと思います。 

○議長 與那覇朝輝 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 この課題は３者間で連

絡会議を開催することで解決されると思ってい

ますので、そういうことでぜひ開催をしてくだ

さい。 

 次、大枠２番ですね。海岸を整備して、住み

よい村づくりを図るです。①吉の浦公園の護岸

の草刈り対策について質問します。現在、この

護岸はどういった状況でしょうか。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 この海岸につきま

しては、以前から中部土木事務所のほうに環境

対策を要望しております。中部土木事務所の回

答は予算がつけばという返事をいただいており

ます。今後もまた草が邪魔にならないように中

部土木事務所に要望してまいりたいと思います。 

○議長 與那覇朝輝 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 私はこの護岸は現在ど

うなっていますかという質問です。現在、この

護岸は草が生えて環境を悪化しています。ぜひ

ごらんになってください。それで吉の浦公園の

護岸の管轄は県の中部土木事務所の管轄です。

今回の補正予算で中部土木事務所からの海岸、

海浜、浄化業務委託金として90万円の予算が計

上されました。この予算の目的は海岸の清掃や

ごみの処理の予算です。現在、吉の浦公園の護

岸は草や木が生えて、村民がウオーキングがし

にくい状態です。この90万円の予算を使って、

草を刈って村民が憩える護岸にすることができ

ないでしょうか。 

○議長 與那覇朝輝 住民生活課長 津覇盛之。 

○住民生活課長 津覇盛之 それではお答えい

たします。 

 今回、補正で沖縄県からの海岸海浜浄化業務

委託金ですけれども、基本的には海岸の漂着物

とか、そういったごみの処理ということで、美

化活動に活用しますけれども、この伐採とか、

そういったのは可能なのかというのは、県のほ

うに確認してみないとわかりませんけれども、

ただ予算が限られておりますので、伐採作業ま

でできるかどうかというのはちょっと今のとこ

ろわかりません。 

○議長 與那覇朝輝 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 予算的には厳しいと思

いますが、問題はやるか、やらないかだと思っ

ています、やる方法です。去年は議員の皆さん

の提案で、ここにみんな集めて清掃をしました。

それできれいになりましたので、それで例えば

中城中学校の子供たちがここの公園を使ってい

ます。その子供たちを活用して先生とか、協力

依頼したら協力すると思うんですよ。その子供

たち、先生方を使って依頼をしたらここをきれ

いに草を刈りて、刈ったものを住民生活課のほ

うで片づけるとか、そうしたら予算的にも少な
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くすみますよね。できないのではなくてできる

ほうを探した方法がいいと思います。去年は議

員団で、ここをきれいにしました。きれいにし

たら村民でウオーキングとか、散歩をやる人が

ふえています。そういうことでやってもらいた

いなと思っていますので、ぜひ私のほうも協力

しますので、ぜひやられてください。 

 次、②ですね、モール周辺の海岸を整備して

観光推進を図るについて質問します。平成30年

に県観光推進計画を策定しましたので、本村の

強みを生かした観光推進に取り組む必要があり

ます。中城城跡以外に自然を活用した海、中城

湾があります。朝夕サイクリングや散歩をした

らさんさんと輝く朝日からエメラルドブルーの

海、美しい自然の景観の海は村民の憩いの場と

して整備しなければなりません。平成30年３月

に中城村観光推進計画が策定されましたが、そ

の趣旨は何ですか。それと中城城跡以外にどの

ように取り組む考えでしょうか。 

○議長 與那覇朝輝 企業立地・観光推進課長 

比嘉 保。 

○企業立地・観光推進課長 比嘉 保 それで

はお答えします。 

 中城村観光振興計画の趣旨といたしましては、

魅力あるまちづくりを推進するため、中城村に

おける観光の現状、課題を踏まえた観光振興の

方向性を明らかにし、実行性のある具体的施策

を掲げた観光戦略となる観光振興計画となって、

挙げております。中城城跡への観光客というこ

となんですけれども、現在、中城城跡での観光

客の入域客数としかなっておりませんが、今後、

中城公園やハンタ道をつないだ城まーい（ぐす

くまーい）観光事業を取り入れ、観光地での観

光から観光事業への観光へ取り入れて進めてい

けるよう検討してまいります。 

○議長 與那覇朝輝 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 まず自分たちが住む村

をどのような魅力があるか理解することが必要

です。“村の魅力探し”を大人から子供まで村

全体で取り組み、地域への愛着心を育てる。自

分たちの地域を知ってもらいたい、見てもらい

たい。取り組みを村民と一緒に考えるのです。

中城村の観光スポットの魅力として、今後、

モール周辺の海岸を整備して、観光の推進を図

る必要があります。最近、モール周辺は親子、

子供たちが海水浴を楽しんでいます。今後、

モール下の海岸を魅力あるビーチに整備する考

えはないでしょうか。 

○議長 與那覇朝輝 企業立地・観光推進課長 

比嘉 保。 

○企業立地・観光推進課長 比嘉 保 ではお

答えいたします。 

 観光振興計画の策定のときに当たっても、今

後の中城村をどのようにしていくかの議論で、

これからの中城村の観光目標象として、まず自

分たちが楽しむ地域づくりで、それを知っても

らう認知度の向上。中城村へ来てもらい、交流

人口の増加を行い、リピーターを獲得して狙っ

ていける事業づくりとして、観光振興を進めて

まいりたいと思っております。それと久場地区

の海岸の護岸整備については、県のほうで護岸

整備がされて、整備を進めていけるのは沖縄県

のほうになっております。こちらのほうを海水

浴場にということですが、先日も博正議員のほ

うに答弁いたしておりますが、海水浴場を運営

していくには、やはり休養施設、便益施設とか、

監視員、それを運営していく事業となっていけ

るものの組織づくりが必要になってくると思い

ます。まずは海水浴ができるかどうかというも

のを沖縄県との調整で行って、海水浴を行うに

は、久場地区の海岸には防護柵等が必要になっ

てくると思われますので、どういう整備ができ

るかというような形のもので、県のほうに伺っ

てみたいと思います。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 西原町とか、北谷町み
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たいに海岸整備をしたら観光振興につながると

思います。先ほど言った、今のモール下の課題

がありますので、その課題を解決するように取

り組んでください。マリンスポーツ会社から東

海産業まで約30メートルの護岸に草が生えて、

人が通れないほどで景観は悪化しています。草

を刈ったら東海産業構内にある戦後引揚者上陸

碑が見れ、観光推進が図れます。また、護岸の

草を刈りたら地域住民も海に行き、憩いの場に

なると思います。マリンスポーツ社から東海産

業まで、草を刈ることはできないでしょうか。 

○議長 與那覇朝輝 企業立地・観光推進課長 

比嘉 保。 

○企業立地・観光推進課長 比嘉 保 ではお

答えいたします。 

 その現状の草が生えているというか、雑草等

が生い茂っているところなんですけれども、県

の護岸地域と民有地のほうにも広がっておりま

して、その県の護岸のほうへの草のほうは県の

管理というような形になってきたりすると思わ

れますので、それをどういうふうにやっていく

かということで、ほかの課と清掃の調整ができ

ないか。またその地域の企業等の連携でその海

岸地域をきれいにしていこうという組織をつ

くっていきたいということがその企業のほうか

ら今上がってきていますので、どういう取り組

みができるか検討して、そちらの清掃を行って、

その隣接企業の協力によって、景観の形成と観

光の推進、また地域住民との調整を図りながら、

地元に根付いた観光誘客がその企業でできない

か調整してまいります。 

○議長 與那覇朝輝 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 この護岸は草が生えて

いるものですから、非常に環境が悪化していま

す。ここをきれいにすることでモールから東海

産業までの護岸がきれいになります。きれいに

なったら観光客も来ると思うし、それから地域

の人たちにも喜ばれると思います。そういうこ

とでその課題も見つけて解決するようにしてく

ださい。 

 次、③ですね、「吉の浦公園から屋宜」まで

海岸の未整備の取り組みについて、質問します。

海岸は護岸整備は久場から屋宜まで整備されて

います。平成15年度で事業がストップしていま

す。約15年間整備されていません。私は吉の浦

公園から屋宜まで約１キロメートル整備するこ

とによって、吉の浦公園から久場までの一つの

道ができ、公園から久場までウオーキングやサ

イクリングができます。自然の海のすばらしい

景観を見ながら、サイクリングやウオーキング

をやる。村民に心地よい汗と爽快感を与えてく

れます。ここを整備したらたくさんの村民がサ

イクリングができ、観光推進に役立ちます。吉

の浦公園の海岸には天然記念物のオカヤドカリ

が生息しています。オカヤドカリはイリオモテ

ヤマネコやヤンバルクイナのように国の天然記

念物に指定されています。ここを整備すると

モールから吉の浦までサイクリングでいけます

ので、観光振興につながると思われます。吉の

浦公園から屋宜までを整備するには何の課題が

ありますか。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 先ほども答弁しま

したが、その地区については海岸環境を積極的

に保全する区域となっており、現在、海岸の整

備計画はありません。また、先ほど答弁しまし

た沖縄電力公有水面の環境整備、北浜海岸の環

境整備等を要望しておりますので、喫緊の課題

から整備していくものと思われます。 

○議長 與那覇朝輝 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 こういった事業をする

場合は、補助事業がないとだめだと思うんです

よね。それと予算の問題がある。これが課題だ

と思っています。その課題を解決するための補

助事業の話をします。国では平成29年に自転車

活用推進法を策定して、基本方針に自転車専用
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道路の整備事業があります。また、県では沖縄

のみち自転車道の整備があります。一括交付金

では観光地周辺施設整備事業などがあります。

こうした事業を活用して、この未整備の護岸を

整備できないか調査をする必要があると思いま

す。県に出す要請文書を作成する必要がありま

す。この件については、光栄議員もサイクリン

グ道路が必要と感じています。光栄議員と村も

一緒に吉の浦公園から屋宜まで１キロメートル

です。この護岸整備をするための連絡会議、調

整会議はできないでしょうか。 

○議長 與那覇朝輝 休憩します。 

休 憩（１５時３９分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１５時３９分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 お答えします。 

 現在の補助事業については把握しておりませ

んので、県からの情報等を確認しながら検討し

ていきたいとは思います。 

○議長 與那覇朝輝 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 こういった県の事業で

すので、要請文書を作成しないといけませんの

で、そんな感じで難しく考えないで県と村との

調整会議をやって、できる方法がないか。これ

をやることによって、村民に対してメリットだ

と思うんですよね。そういうことができないか

という話ですので、できる方向を常にできる方

向でやったほうがいいなと思っています。それ

は村民のためにメリットになることだなと思っ

ていますので、調整会議をして県に要請文書の

出し方のやりとりのことです。そんなに難しい

話ではないと思っています。 

 次、大枠３ですね、中城中学校を沖縄一にす

ることの質問です。校門前の安全対策は先ほど

総務課長からありました。一方通行をしてス

ムーズになっています。それで最近、中城中学

校では徒歩で通学する人がふえています。仲眞

司法士前の交差点は止まれの停止線がないため

に、生徒たちが交通事故に遭わないか心配です。

生徒たちの安全を守る意味からも停止線をやる

考えはないでしょうか。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課長 比嘉健治。 

○教育総務課長 比嘉健治 それでは貞則議員

の質問にお答えします。 

 平成28年に公安委員会のほうに今回の一方通

行も含む交通規制について依頼をしている中で、

一時停止線の表示も規制内容にできないかとい

うことで、依頼はしています。ただ、この辺も

含めて公安委員会においては基準等もあり、今

回の一方通行及び進入禁止の表示のみになって

いると思います。村独自で停止線をすることは

できないものですから、現在のところはそうい

う状況になっていると思います。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 それでは村ではできな

いですか。歩行者安全対策工事請負費で450万

円予算を組まれています。そういう予算で子供

たちの安全対策の止まれの停止線はできないで

しょうか。 

○議長 與那覇朝輝 休憩します。 

休 憩（１５時４４分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１５時４４分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 お答えします。 

 交通の規制となりますので、公安委員会と協

議しながらできるかどうか判断していきたいと

思います。 

○議長 與那覇朝輝 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 最近、中城中学校は徒

歩の通学が多くなっています。それで、もしこ

こを通った子供たちがひかれたら困るものです

から、停止線があることによって車は止まると
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思うんですよね。そういう意味で交通安全の対

策につながると思いますので、ぜひこれも整備

をやってください。 

 次、砂場の設置については教育総務課長から

ありましたように改善するということでありま

すので、体育の授業に支障を来たしていますの

で、教育長もよく言われる。授業が大切といっ

ていますので、授業ができるようにやってくだ

さい。 

 次、陸上部の部室前ですね、大雨のたびに床

上浸水になり、泥水が部室内に入り、生徒たち

の衛生も悪く健康上よくない。この原因は体育

館側の排水路が詰まっています。それで水が流

れなくて水があふれるんです。だから体育館の

排水路の整備をすれば、ここの大雨の水が流れ

ると思っています。これも調査をやって改善し

てください。 

 ②ですね、生徒の県内・県外の派遣に関する

助成金要綱の目的について質問します。前回の

私の一般質問で中城村人材育成基金条例施行規

則の一部改正では沖縄１位になったら助成回数

が１回だと父母の負担が大きくなりますので、

見直しの質問をいたします。それを受けて、今

回生徒たちの県内離島及び県外派遣に関する助

成金交付要綱を作成してある。この要綱には助

成金の額及び助成の回数は詳しく書かれていま

せんが、生徒へどのように助成しますか。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課長 比嘉健治。 

○教育総務課長 比嘉健治 それでは新垣議員

の御質問に答弁します。 

 助成の回数については、今回整備した部分に

おいては県の中学校体育連盟が主催するもの。

また中学校文化連盟が主催するものについて離

島及び県外への派遣があれば、その回数等は限

りなく派遣できるものとなっています。助成金

の金額については航空賃及び宿泊料については

限度額7,000円を交付するということにしてい

ますので、恐らく実費に近い金額になるかとは

思っています。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 すごい見直しだなと

思っていますので、多分生徒たちもこれを聞い

たらやる気が出ると思います。御苦労さまです。

それで教育委員会から委嘱された外部コーチが

いますよね。今外部コーチの助成金は支給され

ていないんですが、それで調べてみたら６町村

のうちに外部コーチの助成がないところは中城

村だけなんですよ。その課題について、村教育

委員会としては外部コーチの助成とかは考えて

いますか。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課長 比嘉健治。 

○教育総務課長 比嘉健治 それではお答えし

ます。 

 外部コーチについてですが、今回の助成金等

では助成の対象というのはなってはおりません。

教育委員会としてはＰＴＡ等の保護者等の関係

もあるとは思いますが、ＰＴＡ活動の中におけ

る徴収金等もありますので、その部分で対応で

きないかを検討していただきたいと考えていま

す。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 今言ったようにＰＴＡ

ではそういった外部コーチの旅費とか、航空賃

の半分は助成します。それ以外は実費で出るん

ですよ、外部コーチは。朝から晩まで子供たち

のために練習を教えているんですよ。学校の先

生方は旅費が出ますよね。そういった引率の中

で、私がいいたいことは保障すべきではないか

なと思っています。だって県外に行くために６

万円とか７万円ぐらいの実費が出ますよね。だ

から中城村だけしか制度の助成はしていないん

ですよ。非常に外部コーチに対しては失礼では

ないかなと思っています。だって、仕事も休み

ながら子供たちのために一生懸命頑張っている

のにそれを評価してあげないといけないかなと

思っています。 



― 186 ― 

 最後に中城中学校を沖縄一の学校にする取り

組みについて質問します。教育長にお伺いしま

す。中城中学校が去年、女子駅伝で見事優勝し

ました。教育長が平成12年、中城中学校で女子

バスケット部の顧問のとき、陸上部と合同チー

ムを組み、沖縄県で２位になりました。それで

九州中学校駅伝大会に参加することができ、生

徒たちにもすばらしい感動を与えることができ

ました。中頭地区駅伝では女子で初の準優勝で

す。それで沖縄一になるために、沖縄県の中学

校駅伝大会に向けて、大会は国頭地区でしたの

で沖縄一になるためにどんな取り組みをしまし

たか。 

○議長 與那覇朝輝 教育長 比嘉良治。 

○教育長 比嘉良治 体育教師のころの話だと

思いますが、県大会の派遣が決まった時点で国

頭地区の駅伝コースを思想するため、あるいは

そのコースを完全に熟知するために２週間前に

合宿を行って現地で練習をやったことがありま

す。 

○議長 與那覇朝輝 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 今教育長がおっしゃっ

たように沖縄一になるために国頭地区で合宿を

しました。去年、女子が駅伝で沖縄一になりま

したので、今回、男子も沖縄一になる夢、目標

に向かって練習を頑張っています。生徒たちを

沖縄一にするには強化する必要があります。教

育長がおっしゃたように合宿とか、また遠征費

とか、大会費などを支援することで沖縄一の選

手が育ちます。生徒たちが沖縄一になりたいと

いう決意をしています。村として生徒たちの夢

をかなえるために中学生トップアスリートス

ポーツ応援基金を設立する考えはないでしょう

か。 

○議長 與那覇朝輝 休憩します。 

休 憩（１５時５５分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１５時５５分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 教育長 比嘉良治。 

○教育長 比嘉良治 お答えします。 

 学校の教育活動というのは、もっとも大切な

部分は知育・徳育・体育のバランスだと考えて

います。確かにトップアスリートを養成するこ

とも重要だと思いますけれども、バランスのと

れた生徒を育成するということを盛大の重点と

して生徒を育てたいというのが私の思いです。

このトップアスリートを育てるという面では学

力の向上も含めて、このトップを育てるという

面を考えないといけないし、心も育てないとい

けないというそれが伴わないと人間としての成

長という面ではやはり片一方だけ育ってはだめ

だと思っていますので、そこら辺も考えながら、

この今議員がおっしゃったことについては考え

てみたいなと思っています。 

○議長 與那覇朝輝 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 最後に村長にお伺いし

ます。 

 村長は子供たちの夢をかなえるために平成30

年度もこころのプロジェクト「夢の教室」とい

うことで、生徒に夢を与えるために83万円の予

算を計上しています。私が今言っていることは、

駅伝だけではなく生徒たちが本気で沖縄一にな

る決意をして、夢をかなえるために一生懸命頑

張っています。中学生や生徒たちの夢の目標を

かなえるために村長としてどんな支援を考えて

いるでしょうか。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 お答えいたします。 

 支援はいろいろな形があると思いますので、

あえて申しませんけれども、決まっていること

は我々大人は子供たちの将来に向けての責任も

ありますので、しっかりその分野分野で環境を

整えていくのが我々の務めだと思っております

ので、それに向けてスポーツなり、勉学なりい

ろいろな形で環境を整える努力をしていきたい
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と思っております。 

○議長 與那覇朝輝 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 中城中学校では今生徒

たちの朝の校内アナウンスですね、沖縄一の学

校にしようと放送されています。私は中城中学

校を沖縄一の学校にするには山びこだと思って

います。もう沖縄一の学校にする取り組みは始

まっています。去年、女子駅伝部が沖縄一にな

り、今年は男子駅伝部が沖縄一になろうと言っ

ています。生徒たちみずから沖縄一になろうと

言っています。沖縄一になると生徒たちは挑戦

することの大切さを養います。生徒たちだけで

はなく、学校も変わります。次から次へ私たち

もできる。山びこが山びこを呼び、学校自体が

活気あふれる学校になると思います。中城中学

校を沖縄一にすることが中城村が沖縄一になる

ふるさとになると思っています。先ほど言いま

したように中城中学校をトップアスリート基金

を設置して、沖縄一の選手を育てることがすば

らしいふるさとにつながるなと思っています。

そういうことでぜひトップアスリートの基金を

設立してください。中城村の未来をつくる人材

に予算を使ってください。人材育成こそ中城村

のすばらしい未来をつくると思っています。こ

れで私の一般質問を終わります。 

○議長 與那覇朝輝 以上で新垣貞則議員の一

般質問を終わります。 

 これで本日の日程は全部終了しましたが、都

市建設課長より西原バイパスについての情報提

供があるとのことですので、あとしばらく時間

をいただきたいと思います。 

 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 済みません、南部

国道事務所のほうから情報提供がありまして、

西原道路についてアンケート調査をすると。西

原町、中城村は全世帯。与那原町、北中城村は

50％の世帯にアンケート調査をするということ

でありますので、そのアンケート調査の結果に

よって、北進する可能性もあるし、盛り上がり

がなければ縮む可能性がありますので、地域の

方々、知り合いの方々に積極的にアンケートに

答えるようによろしくお願いします。スケ

ジュールとしましては、６月20日の理事会長会

議に南部国道事務所の職員が西原バイパスにつ

いての説明とアンケートについてのお願い。そ

の後、アンケートの資料配付となりますので、

よろしくお願いします。 

○議長 與那覇朝輝 これで都市建設課長から

の情報提供を終わります。 

 それではこれで本日の日程は全部終了いたし

ました。 

 本日はこれで散会します。御苦労さまでした。 

  散 会（１６時００分） 
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職務のため本会議 
に 出 席 し た 者 議会事務局長 新 垣 親 裕 議 事 係 長 我 謝 慎太郎 

地方自治法第121 

条の規定による 

本 会 議 出 席 者 
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議 事 日 程 第 ６ 号 

日 程 件 名 

第 １ 

 

第 ２ 

 

第 ３ 

 

第 ４ 

第 ５ 

第 ６ 

 

議案第25号 中城村と浦添市との間におけるごみ処理施設の整備等に関する事務の委託

に関する協議について 

陳情第１号 「後期高齢者の窓口負担の見直し」にあたり、原則１割負担の継続を求め

る意見書採択についての陳情書 

意見書第２号 「後期高齢者の窓口負担の見直し」にあたり、原則１割負担の継続を求

める意見書 

決議第５号 米空軍嘉手納基地所属のＦ15戦闘機墜落に対する抗議決議 

議会基本条例調査特別委員会中間報告 

議員定数・報酬等調査特別委員会中間報告 
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○議長 與那覇朝輝 皆さん、おはようござい

ます。これから本日の会議を開きます。 

  （１０時００分） 

 日程第１ 議案第25号 中城村と浦添市との

間におけるごみ処理施設の整備等に関する事務

の委託に関する協議についてを議題とします。 

 本件について委員長報告を求めます。 

 総務常任委員長 新垣博正。 

○総務常任委員長 新垣博正 皆さん、おはよ

うございます。それでは読み上げて報告にかえ

させていただきます。 

 

平成30年６月15日 

 

中城村議会議長 與那覇 朝輝 殿 

 

総務常任委員会 

委員長 新 垣 博 正 

 

委 員 会 審 査 報 告 書 

 

 本委員会に付託された事件は、審査の結果、次のとおり決定したので、会議規則第77条の規定

により報告します。 

 

記 

 

事件の番号 件      名 審査の結果 

議案第25号 

中城村と浦添市との間におけるごみ処理施設の

整備等に関する事務の委託に関する協議につい

て 

原案可決 

  

 

○議長 與那覇朝輝 これで委員長報告を終わ

ります。 

 これから議案第25号 中城村と浦添市との間

におけるごみ処理施設の整備等に関する事務の

委託に関する協議についての委員長報告に対す

る質疑を行います。 

 休憩します。 

休 憩（１０時０２分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１０時１０分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 質疑ありませんか。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「質疑なし」と認め、質

疑を終わります。 

 これから委員長報告に対する討論を行います。

討論ありませんか。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「討論なし」と認め、こ

れで討論を終わります。 
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 これから議案第25号 中城村と浦添市との間

におけるごみ処理施設の整備等に関する事務の

委託に関する協議についてを採決いたします。 

 本案の委員長報告は原案可決です。本案は委

員長報告のとおり決定することに御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第25号 中城村と浦添市との

間におけるごみ処理施設の整備等に関する事務

の委託に関する協議については委員長報告のと

おり可決されました。 

 日程第２ 陳情第１号及び日程第３ 意見書

第２号については関連しますので、一括審議に

していきたいと思いますがご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、日程第２ 陳情第１号 「後期高

齢者の窓口負担の見直し」にあたり、原則１割

負担の継続を求める意見書採択についての陳情

書及び日程第３ 意見書第２号 「後期高齢者

の窓口負担の見直し」にあたり、原則１割負担

の継続を求める意見書を一括議題といたします。 

 本件について委員長報告及び委員長の趣旨説

明を求めます。 

 文教社会常任委員長 新垣德正。 

○文教社会常任委員長 新垣德正 おはようご

ざいます。本議会に出されました陳情案件につ

きまして報告させていただきます。読み上げて

報告いたしたいと思います。 

 

平成30年６月15日 

 

中城村議会議長 與那覇 朝輝 殿 

 

文教社会常任委員会 

委員長 新 垣 德 正 

 

委 員 会 審 査 報 告 書 

 

 本委員会に付託された陳情を審査の結果、次のとおり決定したので、会議規則第95条の規定に

より報告します。 

記 

 

番  号 
付 託 
年月日 

件     名 審査の結果 

陳情第１号 ６月８日 

「後期高齢者の窓口負担の見直し」に

あたり、原則１割負担の継続を求める

意見書採択についての陳情書 

採  択 
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 一括ということでございましたので、このこ

とに関しては意見書の提出も求められておりま

すので、意見書も読み上げて提出をさせていた

だきたいと思います。 

 

意見書第２号 

 

平成30年６月15日 

 

中城村議会 

 議長 與那覇 朝輝 殿 

 

提出者 

中城村議会 文教社会常任委員会 

      委員長 新垣 徳正 

 

「後期高齢者の窓口負担の見直し」にあたり、原則１割負担の継続を

求める意見書 

 

 上記議案を別紙のとおり、会議規則第14条３項の規定により提出します。 

 

提案理由 

 ６月８日に本委員会に付託された陳情第１号を審査の結果、採択となり別紙意見書を提案す

る。 

 

「後期高齢者の窓口負担の見直し」にあたり、原則１割負担の継続を求める意見書（案） 

 

 経済的な理由で必要な受診ができない高齢者が増えています。 

 「平成28年国民生活基礎調査」を元に唐鎌直義立命館大学教授が算出したデータでは、65歳以

上の高齢者がいる世帯で、年収160万円以下で暮らす層は27.4％にもなります。総務省「平成28

年家計調査報告」によれば平均的な高齢者世帯でも毎月約5.5万円不足し、貯金を取り崩す生活

であり、「平成28年国民生活基礎調査」によれば「貯金なし」の高齢者は15.1％というのが、高

齢者の実情です。県民所得が改善されつつあるとはいえ、全国最下位の沖縄県においては、全国

平均以上の生活の厳しさがあります。 

 これは、沖縄戦による甚大な被害とその後27年に及ぶ米国占領のために経済や社会保障制度の

整備が大きく立ち遅れた結果でもあります。 

 昨年12月21日に公表された、経済財政諮問会議「経済・財政再生計画 改革工程表 2017改定

版」では、「医療保険における後期高齢者の窓口負担の在り方について、70歳から74歳の窓口負 
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担の段階的な引き上げの実施状況等を踏まえつつ、関係審議会等において、検討し結論」を出す

ことを2018年度末までに求めています。この検討にあたって、財務省などは、後期高齢者の窓口

負担を現行の１割から２割への引き上げを求めています。 

 沖縄県保険医協会が取り組んだ「2015年受診実態調査」では、回答した医療機関の８割（全国

調査では平均73％）が、後期高齢者の患者窓口負担の原則２割引き上げは、「受診抑制につなが

る」と回答しています。 

 後期高齢者の窓口負担の原則２割化は、年金収入も減る中、治療が長期にわたる高齢者の生活

を圧迫し、必要な医療が受けられない事態が深刻化します。また、高齢者の負担増は、介護に携

わる現役世代の生活をも圧迫することになり、全世代に多大な影響を与えます。むしろ、必要な

のは高額医療費の限度額引き下げをはじめとする患者負担の軽減です。 

 上記のような高齢者の実情に考慮し、後期高齢者の窓口負担について、原則１割負担の継続を

求めるものです。 

 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。 

 

平成30年６月15日 

沖縄県中城村議会 

 

あて先 

 内閣総理大臣 財務大臣 厚生労働大臣 総務大臣 

 

 以上であります。御審議のほど、よろしくお

願いいたします。 

○議長 與那覇朝輝 これで委員長報告及び委

員長の趣旨説明を終わります。 

 これから陳情第１号 「後期高齢者の窓口負

担の見直し」にあたり、原則１割負担の継続を

求める意見書採択についての陳情書の委員長報

告に対する質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「質疑なし」と認め、質

疑を終わります。 

 これから委員長報告に対する討論を行います。 

 安里ヨシ子議員。 

○１０番 安里ヨシ子議員 「後期高齢者の窓

口負担の見直し」にあたり、原則１割負担の継

続を求める意見書採択についての陳情書に賛成

の立場で討論をいたします。 

 今、年金暮らしの人たちの年金が目減りして

いるにもかかわらず、高齢者の原則的に１割負

担だけれども、２割への引き上げを求めていま

すけれども、既に年金だけの暮らしで３割負担

をやっている人たちがいるわけです。その人た

ちが３割負担になったら病院には行かないと。

介護保険とか後期高齢者の保険料とかそれを引

かれたら、病院で検査をするとなるともう残る

ものがないということで、既に３割負担が始

まっているわけです。それが年金だけの収入の

人が、年金といっても一定の収入がある人とい

うあれもあるのですけれども、年金だけだと二

百何十万円もとるわけではないですので、それ

が３割負担になっているので、それを何か疑問

に感じるのです。それでこの３割負担もなくし
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て、原則的な１割負担にするように希望します。

以上です。 

○議長 與那覇朝輝 ほかに討論ありませんか。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「討論なし」と認め、討

論を終わります。 

 陳情案件と意見書の件ですので、別々に採択

いたします。 

 これから陳情第１号 「後期高齢者の窓口負

担の見直し」にあたり、原則１割負担の継続を

求める意見書採択についての陳情書を採決いた

します。 

 本案における委員長報告は採択です。 

 お諮りします。本案は委員長報告のとおり決

定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、陳情第１号 「後期高齢者の窓口

負担の見直し」にあたり、原則１割負担の継続

を求める意見書採択についての陳情書は委員長

報告のとおり採択されました。 

 続きまして、意見書第２号 「後期高齢者の

窓口負担の見直し」にあたり、原則１割負担の

継続を求める意見書に対する質疑を行います。

質疑ありませんか。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「質疑なし」と認め、質

疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「討論なし」と認め、討

論を終わります。 

 これから意見書第２号 「後期高齢者の窓口

負担の見直し」にあたり、原則１割負担の継続

を求める意見書を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決定することに御異議あ

りませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、意見書第２号 「後期高齢者の窓

口負担の見直し」にあたり、原則１割負担の継

続を求める意見書は原案のとおり採択されまし

た。 

 続きまして、日程第４ 決議第５号 米空軍

嘉手納基地所属のＦ15戦闘機墜落に対する抗議

決議を議題とします。 

 本件について提出者の趣旨説明を求めます。 

 新垣德正議員。 

○１１番 新垣德正議員 それでは今回起きま

した米軍嘉手納基地所属のＦ15戦闘機墜落に対

しての抗議決議を読み上げて提出させていただ

きたいと思います。 

 

決議第５号 

 

平成30年６月15日 

 

中城村議会 

 議長 與那覇 朝輝 殿 
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提出者 

 中城村議会議員 新垣德正 

賛成者 

 中城村議会議員 大城常良 

賛成者 

 中城村議会議員 比嘉麻乃 

 

米空軍嘉手納基地所属のＦ15戦闘機墜落に対する抗議決議 

 

 上記議案を別紙のとおり、会議規則第14条第１項、及び第２項の規定により提出します。 

 

提案理由 

 村民、県民の生命、財産、安全、及び平穏な生活を守る立場から、今後全ての米軍機の飛行を

禁止するよう憤りを持って強く抗議するため。 

 

米空軍嘉手納基地所属のＦ15戦闘機墜落に対する抗議決議（案） 

 

 2018年６月11日午前６時26分、那覇市の南方約80キロ海上に、嘉手納基地所属のＦ15戦闘機が

飛行訓練中に墜落した。 

 いったい何時まで沖縄県民はこの様な危険極まりない状況を甘受し続けなければいけないの

か。墜落事故が発生するたびに、米軍当局の対応は「事故の調査中」とだけ発表し、それに呼応

するかのごとくに防衛省は「米軍に対しては情報提供や、安全管理の徹底、再発防止の申し入れ

を行っている」、と繰り返すだけで、これまで何一つ問題解決の為の実質的行動を行っていない

のが実情である。 

 その後、事故原因の究明も公表されないまま、何事も無かったかの様に再び、この沖縄の上空

を日常的に飛び交うのが今沖縄が置かれた現状である。 

 まるで沖縄県民が、墜落事故に慣れて、感覚麻痺の誘発を期待するかのような、日米両政府の

行動である。奇しくも今回翁長知事が、「麻痺してしまって、当たり前の様な状況だ」と吐露し

た事は、まさに今の県民の心情を代弁している様で、怒りを通り越して、悲しささえ覚えるもの

である。 

 現在、米軍嘉手納基地では、日本政府が口にする、“沖縄県の基地の負担軽減”とは裏腹に

様々な米軍機が暫定配備と称して、入れ替わり立ち替わり飛来し、沖縄上空で訓練を繰り拡げて

いる。果たして何を持って負担軽減なのか、はなはだ疑問である。 

 中城村議会は、今回のＦ15戦闘機の墜落事故について、“起こるべきして起こった事態”であ

り、本村上空も飛行する同型機の飛行を到底看過、容認する事は出来ず、村民、県民の生命、財

産、安全、及び平穏な生活を守る立場から、今後、全ての米軍機の飛行を禁止するよう求め、憤 
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りを持って強く抗議する。 

 以上、決議する。 

 

平成30年６月15日 

沖縄県中城村議会 

 

あて先 

駐日米国大使 在日米軍司令官 在沖米四軍沖縄地域調整官 在沖米国総領事 

内閣総理大臣 外務大臣 防衛大臣 内閣官房長官 

沖縄及び北方対策担当大臣 外務省沖縄特命全権大使 沖縄防衛局長 

 

 以上であります。ちなみに、今回意見書を提

出させていただいておりません。それは、従来

でしたらこの抗議決議分を米軍当局に差し出す

ものと、それと意見書として自国の政府、その

関係省庁に対して厳重な抗議をしてもらうよう

なということで意見書を提出してまいりました。

しかし今回、地元マスコミ等でも皆さんよく御

存じのように、関係省庁の取り組むべき姿勢が

なっていないと感じましたので、今回は抗議決

議を日本国の防衛省であったり、政府に同じよ

うに抗議決議として提出させていただきたいと

いう思いがありまして、この抗議決議のあて先

になっております。御審議のほど、よろしくお

願いいたします。 

○議長 與那覇朝輝 休憩します。 

休 憩（１０時３１分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１０時３４分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 これで提案理由の趣旨説明を終わります。 

 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「質疑なし」と認め、質

疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっておりま

す決議第５号は、会議規則第39条第３項の規定

によって委員会付託を省略したいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、決議第５号は委員会付託を省略い

たします。 

 これから討論を行います。 

 比嘉麻乃議員。 

○２番 比嘉麻乃議員 それでは、米空軍嘉手

納基地所属のＦ15戦闘機墜落に対する抗議決議

に対し、賛成の立場で討論いたします。 

 去る６月11日、午前６時26分、米空軍嘉手納

基地所属のＦ15戦闘機が飛行訓練中に那覇市の

南方約80キロ海上に墜落する事故が発生しまし

た。1972年の日本復帰以降、県内での米軍機墜

落は49件に上り、Ｆ15戦闘機は1979年の配備以

降10件目になります。2017年10月に東村高江で

起きたＣＨ53Ｅ大型輸送ヘリの不時着炎上や、

ことし１月にはうるま市、伊計島と読谷村の民

間地に米軍ヘリが立て続けに不時着するなど、

県や地元の再三の抗議や飛行中止の要請にもか

かわらず、米軍機に関する事故発生に歯どめが

かからない事態となっています。今回の事故も

原因を明らかにしないまま、墜落から２日後の

６月13日に米軍による一方的な飛行が再開され、

県民の怒りは頂点に達しております。中城村上
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空におきましても日夜を問わず米軍機が飛行し

ていることから、県民・村民の生命や財産、安

全を守るためにも本決議書に対し、賛成いたし

ます。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 ほかに討論はありません

か。 

 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 決議第５号に対し、賛

成の立場で討論をいたします。 

 今、麻乃議員からも話がありましたとおり、

私も新聞紙上を見ての話になるのですけれども、

今回非常に対応の仕方が尋常ではないと思って

おります。我々沖縄県民は戦後73年間、平和を

求め続ける村民・県民の思いを踏みにじる米軍

機による相次ぐ事故は、決して容認できるもの

ではありません。さらに事故後、原因及び再発

防止策も公表しないままに、２日後には飛行訓

練を強行したことに対し、激しい憤りを覚える

とともに、これを追認した日本政府には、もは

や主権国家としてのプライドはみじんも感じら

れません。以上のことからも、我々沖縄県民、

そして村民の生命、財産、安全、尊厳を守る立

場からも、本決議に賛成であります。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 ほかに討論はありません

か。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「討論なし」と認め、討

論を終わります。 

 これから決議第５号 米空軍嘉手納基地所属

のＦ15戦闘機墜落に対する抗議決議を採決いた

します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、決議第５号 米空軍嘉手納基地所

属のＦ15戦闘機墜落に対する抗議決議は原案の

とおり採択されました。 

 休憩します。 

休 憩（１０時４０分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１０時５４分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 続きまして、日程第５ 議会基本条例調査特

別委員会中間報告を議題とします。 

 議会基本条例調査特別委員会から中間報告を

したいとの申し出があります。 

 お諮りします。本件について申し出のとおり

報告を受けることとしたいと思いますが、御異

議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、議会基本条例調査特別委員会から

の中間報告を受けることに決定いたしました。 

 議会基本条例調査特別委員長の発言を許しま

す。 

 議会基本条例調査特別委員長 新垣博正。 

○議会基本条例調査特別委員長 新垣博正 そ

れでは読み上げて中間報告にかえさせていただ

きます。 

 

平成30年６月15日 

 

中城村議会議長 與那覇 朝輝 殿 

 

議会基本条例調査特別委員会 

 委員長 新 垣 博 正 
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議会基本条例調査特別委員会の中間報告 

 

 本委員会において、議会基本条例調査特別委員会の中間報告を別紙のとおり報告します。 

 

議会基本条例調査特別委員会中間報告書 

 

１．特別委員会開催日 

 

第１回委員会 平成30年２月15日（木）14:00～16:00 

第２回委員会 平成30年２月23日（金）10:00～12:00 

中城村議会議員研修会（中城村議会委員会室） 

       平成30年３月７日（水）15:00～17:00 

第３回委員会 平成30年４月27日（金）10:00～12:00 

第４回委員会 平成30年５月16日（水）10:00～12:00 

西原町議会報告会・意見交換会視察（さわふじ未来ホール）任意参加 

       平成30年５月16日（水）18:30～20:00 

第５回委員会 平成30年５月23日（水）10:00～12:00 

第６回委員会 平成30年５月30日（水）10:00～12:00 

 

２．討議内容 

 

第１～２回委員会 

 県内議会（９市町村）において、策定済である基本条例を参考にし、今後の中城村の基

本条例策定に向け、作業工程などを話し合い、議論の方向性を協議した。 

中城村議会議員研修会 

 沖縄県町村議会議長会の石垣安秀事務局長を講師に迎え、中城村議会、及び議員活動の

活性化と充実を図るため、「中城村議会基本条例」の制定に向けて研修会を行った。 

第３回委員会 

 嘉手納町議会、湯河原町議会の議会基本条例を比較参照し、各々の条例の条文の比較検

討を行った。次回より今回出た意見を基に中城村（案）を作成し検討を行う。 

第４回委員会 

 中城村議会基本条例（案）の第１～５条について討議を行った。 

西原町議会報告会視察 

 西原町初の議会報告会・意見交換会へ参加し、報告会の取り組み方などを視察した。 
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第５回委員会 

 中城村議会基本条例（案）の前回の修正箇所の確認を行い、第６～８条について討議を

行った。 

第６回委員会 

 中城村議会基本条例（案）の前回の修正箇所の確認を行い、第９～18条について討議を

行った。 

 

３．今後の取り組みについて 

 

 これまで確認、及び修正してきた中城村議会基本条例（案）を基に、委員会で保留中と

なった条文の再確認を行う。 

 その後、委員会で作成した中城村議会基本条例（案）を全員協議会に報告し、全議員の意

見を集約、全会一致した条例（案）を村当局と協議を行う。 

 協議終了後、条例（案）を法令審査委員会へ審査依頼を行い、審査終了後、次の臨時議会

に議員提案として条例（案）を提案する。 

 

 以上です。 

○議長 與那覇朝輝 これで議会基本条例調査

特別委員会委員長の報告を終わります。 

 続きまして、日程第６ 議員定数・報酬等調

査特別委員会中間報告を議題とします。 

 議員定数・報酬等調査特別委員会から中間報

告をしたいとの申し出があります。 

 お諮りします。本件について申し出のとおり

報告を受けることにしたいと思います。御異議

ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、議員定数・報酬等調査特別委員会

からの中間報告を受けることに決定いたしまし

た。 

 議員定数・報酬等調査特別委員長の発言を許

します。 

 議員定数・報酬等調査特別委員長 石原昌雄。 

○議員定数・報酬等調査特別委員長 石原昌雄 

それでは読み上げて中間報告をいたします。

 

平成30年６月15日 

 

中城村議会議長 與那覇 朝輝 殿 

 

議員定数・報酬等調査特別委員会 

 委員長 石 原 昌 雄 
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議員定数・報酬等調査特別委員会の中間報告 

 

 本委員会において、議員定数・報酬等調査特別委員会の中間報告を別紙のとおり報告します。 

 

議員定数・報酬等調査特別委員会中間報告書 

 

１．特別委員会開催日 

 

第１回委員会 平成30年２月15日（木）10:00～11:50 

第２回委員会 平成30年２月19日（月）14:00～15:00 

        視察研修：与那原町役場（議会事務局） 

第３回委員会 平成30年２月26日（月）14:00～16:00 

第４回委員会 平成30年５月14日（月）10:00～12:00 

        視察研修：本部町役場（議会事務局） 

第５回委員会 平成30年６月１日（金）10:00～12:00 

 

２．討議内容 

 

第１回委員会 

 類似町村の定数・報酬などを中城村と比較を行った。また、長与町議会の特別委員会の

会議録を参照し、委員会の流れなどを確認した。 

第２回委員会 

 平成27年度に与那原町議会の議員報酬等調査特別委員会において答申されるに至る経過

を調査するため、本委員会において視察研修を行った。 

第３回委員会 

 前回、調査した与那原町議会の内容を確認し、中城村の報酬について意見交換を行っ

た。 

第４回委員会 

 平成26年12月に報酬改定を行った本部町へ改定に至る経過を調査するため、本委員会に

おいて視察研修を行った。 

第５回委員会 

 与那原町、本部町の視察研修（調査）を終えて、今後の特別委員会としての意見交換を

行った。 
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３．今後の取り組みについて 

 

 これまで調査研修した内容を基に、引き続き委員会において議員定数・報酬等の協議を行

い、その結果を全員協議会で協議し、全会一致を図る。 

 協議終了後、条例改正に向けて村当局と調整を行う。 

 

 以上、報告を終わります。 

○議長 與那覇朝輝 これで議員定数・報酬等

調査特別委員会委員長の報告を終わります。 

 休憩します。 

休 憩（１１時０５分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１１時１３分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 お諮りいたします。会議規則第45条の規定に

より議決の結果生じた条項、字句、数字、その

他の整理を要するものについては、その整理を

議長に一任してよろしいかどうか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、条項、字句、数字、その他の整理

を要するものについては議長に一任することに

決定いたしました。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 これで、本定例会を閉会いたします。大変御

苦労さまでした。 

  閉 会（１１時１４分） 

 

 地方自治法第123条第２項の規定によりここ

に署名する。 

 

中城村議会議長 與那覇 朝 輝 

 

中城村議会議員 新 垣 博 正 

 

中城村議会議員 仲 座   勇 

 




